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序

本書は、公益財団法人山形県埋蔵文化財センター（平成24年4月1日に財団法人から移行）

が発掘調査を実施した、押出遺跡の調査成果をまとめたものです。

押出遺跡は、山形県南部に位置する東置賜郡高畠町に所在します。遺跡は大
お お や ち

谷地と呼ばれる湿

地帯の中に位置しており、周辺には縄文時代の遺跡が数多く存在しています。

この度、国営かんがい排水事業（米沢平野二期）に伴い、工事に先立って工事予定地内に包

蔵される押出遺跡の発掘調査を実施しました。調査では、盛土遺構、炭化物集中地点、木柱群な

どが検出されました。なかでも盛土遺構は湿地に適応した特殊な構造をもつもので、全国的に見

ても例がありません。遺物では、彩漆土器、木胎漆器、玦状耳飾、石棒、岩板、縄、食料となっ

たクルミやクッキー状炭化物なども出土しました。このように有機質を含む多様性に富んだ遺物も

押出遺跡の魅力といえます。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。この

祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先のつくり上げた歴史を学び、子孫へと

伝えていくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化財保護活動

の普及啓発や、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりますが、当遺跡を調査するに際し御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心から

感謝申し上げます。

平成26年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター

理事長　菅野　滋　　　



凡　　例

 1 本書は、農林水産省東北農政局米沢平野農業水利事業所による国営かんがい排水事業（米沢平野二期）に係る「押出

遺跡」の発掘調査報告書である。

 2 既刊の年報、速報会資料、調査説明会資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

 3 調査は山形県教育委員会の委託により、公益財団法人山形県埋蔵文化財センター（平成 24 年 4 月 1 日に財団法

人から移行）が実施した。

 4 本書の作成は、水戸部秀樹が担当し、三浦秋夫、小笠原正道、黒坂雅人、斉藤敏行、伊藤邦弘、須賀井新人が監修した。

 5 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（世界測地系）により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表す。

 6 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

 SM…盛土遺構 SG…流路 SP…柱穴・ピット SU…集中地点

 RP…登録土器 RQ…登録石器 RW…登録木製品 RV…登録繊維製品 RN…登録自然遺物

 7 遺構・遺物実測図の縮尺・網点の用法は各図に示した。

 8 基本層序および遺構覆土の色調記載については、2008 年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標

準土色帖」によった。

 ９ 遺構実測図・遺物実測図の縮尺は各図版に記載した。写真図版中の石器・クッキー状炭化物・縄については、おお

よその縮尺を記載した。そのほかの遺物については縮尺不同である。

10 発掘調査、整理作業および本書を作成するにあたり、下記の方々から御指導と御助言をいただいた。（敬称略）

 文化庁文化財部記念物課埋蔵文化財部門　水ノ江和同

 東京大学大学院新領域創世科学研究科　辻誠一郎

11 本書の執筆分担は、以下のとおりである。

 第Ⅰ章 水戸部秀樹・高木茜

 第Ⅱ章 岩崎恒平

 第Ⅲ章 第 1 節　水戸部秀樹

 第Ⅲ章 第 2 節 A・C ～ E　水戸部秀樹

   B　大場正善・水戸部秀樹

  第 3 節 A・D・E　水戸部秀樹

   B・C　岩崎恒平

 第Ⅳ章 第 1 節 上條信彦（弘前大学人文学部）

  第 2 ～ 4 節　パリノ・サーヴェイ株式会社

  第 5 節 株式会社パレオ・ラボ AMS 年

代測定グループ

  第 6 節 山形秀樹・黒沼保子

   （株式会社パレオ・ラボ）

  第 7 節 中村賢太郎

   （株式会社パレオ・ラボ）

  第 8 節 森勇一（金城学院大学）

   株式会社パレオ・ラボ

  第 9 節 株式会社吉田生物研究所

  第 10 節 株式会社東都文化財保存研究所

 第Ⅴ章 安昭炫・佐々木由香・黒沼保子

  （株式会社パレオ ･ ラボ）

  辻誠一郎・崔聖國・垣内彰悟

  （東京大学大学院新領域創成科学研究科）

  守屋亮

  （東京大学大学院人文社会系研究科）

 第Ⅵ章 水戸部秀樹
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発掘作業員 安達和弘 今井絹子 歌丸美津夫 江袋伸一 大武繁 小倉幸次 菅野孝作

 楠正 小林宏 齋藤公一 齋藤政彦 佐藤哲朗 佐藤昌一 佐藤美秋

 嶋貫秀昭 島貫三喜男 東海枝桂子 白石昌昭 鈴木京四郎 鈴木ひろ美 鈴木康弘

 鈴木良巳 高橋和夫 髙橋貞夫 武田一彦 竹田國夫 戸田よし子 長谷部勝廣

 舩山健 渡部健一 （五十音順）

整理作業員 安彦友賀 岩見 茜 遠藤和彦 大城麻衣 大野英子 関東美由樹 黒坂孝一

 清水佳子 須田枝里子 高木孝純 髙橋俊夫 田村明美 堀浩子 吉田由美

 （五十音順）
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写真図版 54 第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

写真図版 55 第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

写真図版 56 第Ⅱ群 8 類：大木 4 式

写真図版 57 第Ⅱ群 8 類，第Ⅱ群 9 類：大木 4 式

写真図版 58 第Ⅱ群 9 類：大木 4 式

写真図版 59 第Ⅱ群 9 類：大木 4 式

写真図版 60 第Ⅱ群 10 類：大木 4 式

写真図版 61 第Ⅱ群 10 類，第Ⅱ群 11 類：大木 4 式

写真図版 62 第Ⅱ群 12 類：大木 4 式

写真図版 63 第Ⅱ群 12 類：大木 4 式

写真図版 64 第Ⅱ群 13 類，第Ⅱ群 14 類：大木 4 式

写真図版 65 第Ⅱ群 14 類：大木 4 式

写真図版



写真図版 66 第Ⅱ群 15 類，第Ⅱ群 16 類，第Ⅱ群 17 類：大木 4 式

写真図版 67 第Ⅱ群 18 類：大木 4 式

写真図版 68 第Ⅲ群（諸磯 b 式），第Ⅳ群（浮島Ⅱ式），

 第Ⅴ群（興津Ⅱ式），第Ⅵ群，第Ⅶ群

写真図版 69 第Ⅷ群

写真図版 70 第Ⅷ群

写真図版 71 第Ⅷ群

写真図版 72 第Ⅷ群

写真図版 73 第Ⅸ群

写真図版 74 第Ⅸ群

写真図版 75 第Ⅸ群

写真図版 76 第Ⅸ群，円盤状土製品，棒状土製品

写真図版 77 石鏃（凹基無茎鏃 a・b 類）

写真図版 78 石鏃（凹基無茎鏃 b・c・d・e 類）

写真図版 79 石鏃（凹基無茎鏃 f・g 類，平基無茎鏃，尖基鏃），

石鏃未製品（a・b 類）

写真図版 80 石鏃（石鏃未製品 c・d 類）

写真図版 81 押出型ポイント（Ⅰ・Ⅱ型）

写真図版 82 押出型ポイント（Ⅰ・Ⅱ型）

写真図版 83 押出型ポイント（Ⅰ・Ⅱ型，未製品），石篦，

 石匙（縦型，横型）

写真図版 84 押出型ポイントⅡ型，石錐（a・b・c・d・e 類）

写真図版 85 石錐（f 類），三日月形削器，削器，鋸歯縁石器，

 円形石器，石核

写真図版 86 小型磨製石斧，磨製石斧，箆状石製品，砥石，磨石

写真図版 87 凹石

写真図版 88 石皿

写真図版 89 石皿

写真図版 90 木胎漆器，木製皿，木製台付皿

写真図版 91 箆状木製品，柄状木製品，棒状木製品

写真図版 92 タモ状木製品，木柱，有孔クルミ核

写真図版 93 樹皮，半割クルミ核，食痕付クルミ核，クルミ核完形，

炭化クリ子葉

写真図版 94 樹種同定 1

写真図版 95 樹種同定 2

写真図版 96 樹種同定 3

写真図版 97 出土骨

写真図版 98 種実遺体 1

写真図版 99 種実遺体 2

写真図版 100 テフラ・植物珪酸体

写真図版 101 珪藻化石

写真図版 102 花粉化石

写真図版 103 種実遺体

写真図版 104 樹種同定 1

写真図版 105 樹種同定 2

写真図版 106 炭化材同定

写真図版 107 炭素・窒素同位体比分析の試料採取個所

写真図版 108 動物遺体，木製皿 626 の樹種同定

写真図版 109 昆虫化石

写真図版 110 樹種同定 1

写真図版 111 樹種同定 2

写真図版 112 樹種同定 3

写真図版 113 漆塗膜断面

写真図版 114 押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（1）

写真図版 115 押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（2）

写真図版 116 押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（3）

写真図版 117 押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（4）

写真図版 118 押出遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（1）

写真図版 119 押出遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（2）
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Ⅰ　調査の経緯

Ⅰ　調査の経緯

1　調査に至る経緯
　押出遺跡の第 4・5 次発掘調査は、農林水産省東北農

政局米沢平野農業水利事業所による米沢平野二期農業水

利事業に伴って行われた。この事業の内、老朽化のため

維持管理に支障をきたしていた沼尻堀排水路に対する改

修工事が、発掘調査の直接的な原因である。

　元の沼尻堀排水路は現在より狭かったようであり、排水

および用水を兼用する水路として昭和 36 ～ 39 年に改修

工事が行われた。『白竜湖　大谷地（山形県置賜盆地）

の自然と文化』（白竜湖研究会 1976）によると、この時

にも工事現場から縄文時代前期の土器が発見されていた

ようである。同書に掲載された地図には、縄文土器の出

土地点が示されており、正しく押出遺跡の範囲に該当して

いる。第４・5 次の調査区直近である。

　その後、昭和 44・45 年にかけて沼尻堀排水路の浚
しゅんせつ

渫

工事が行われ、再び掘り上げられた土中から縄文土器や

石器、クルミ核などが現れた。このことは、昭和 46 年に

広く知られるようになり、漆塗りの土器や、有機質遺物の

存在は研究者の注目するところとなる。昭和 53 年 3 月

刊行の『山形県遺跡地図』にも縄文時代の集落跡（遺跡

地図番号 1302）として登録された（山形県教育委員会

1978）。

　昭和 56 年に国道 13 号南陽バイパス建設の工事実施

計画の概要が明らかとなり、昭和 60 年から 62 年まで第

1 ～ 3 次の発掘調査が行われた（以下、昭和 60 ～ 62

に行われた第 1 ～ 3 次の発掘調査を前調査という）。調

査面積は 4,000 ㎡である。その調査成果（第 2・109 図）

は卓越しており、盛土・木柱・転ばし根太などを有する住

居跡 39 棟の検出、出土品では彩漆土器、木胎漆器、押

出型ポイント、異形石器、クッキー状炭化物、漆塗櫛、

編物、多様な木製品、自然遺物など枚挙にいとまがない（山

形県教育委員会 1990）。詳細は押出遺跡発掘調査報告書

（以下、前報告書という）や、多数の書籍・図録・論文

を参照されたい。その後、平成 8 年に 1,000 点以上の出

土品が重要文化財に指定された。第 4・5 次の調査範囲

は前調査の調査区より東へ 8 ｍ程度（第 1 図）しか離れ

ておらず、相当の調査成果が予想された。

　平成 21 年度に、再び沼尻堀排水路の改修工事が行わ

れることになり、これに伴う発掘調査が必要となったが、

後にその開始は平成 23 年度に変更となる。

　平成 20 年 10 月に調査範囲を確認するための試掘調査

が、山形県教育委員会により行われた。完形の大木 4 式

土器（第 109 図 , 第Ⅱ群 1 類）や、舟の舳
へさき

先と推測され

る舟形木製品が出土し、国道 13 号南陽バイパスの東側

にも遺跡が続いていることが確認された。舟形木製品の出

土層位は明確ではないが、縄文時代前期に達していない

土層より出土したらしい。また、沼尻堀排水路の護岸コン

クリートを設置した深度が、遺構面まで及んでいないこと

も確認している（山形県教育委員会 2010a）。

　平成 21 年 11 月には、山形県教育委員会が、工事範

囲の外側について、遺跡の範囲確認調査を実施した。同

時に、東京大学によるボーリング調査（第 21 図）も行わ

れた。これにより、遺跡の範囲が沼尻堀排水路の東岸へ

広がること、国道 13 号南陽バイパスの西側へも一定程度

広がることが確認された（山形県教育委員会 2010b）。

　平成 22 年 12月にも確認調査として東京大学によるボー

リング調査が実施された。これにより沼尻堀排水路から、

東へ 80m 離れたところまで、木炭片を多く含む炭質物密

集層（灰層）が検出されており、今回の第 5 次調査の成

果（東拡張区検出の炭化物集中地点）を予見するような

内容でもあった（山形県教育委員会 2011）。また、人糞

の存在を裏付ける鞭虫卵という寄生虫卵も検出されてい

る。

　東京大学によるボーリング調査は、第 4・5 次の本調査

時も併行して進められた。平成 23 年度のボーリング調査

では、遺跡の範囲が南東側にも広がることが確認され（山

形県教育委員会 2012）、翌年度は遺跡の範囲が南側に

80m 程度広がることが確認された（山形県教育委員会

2013）。なお、現時点でも遺跡範囲は確定していない。

第 5 次調査では、東京大学の協力による地質層序・植物

遺体群に関する調査を行っており、詳細な報告を第Ⅴ章
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に掲載した。

　平成 23 年に第 4 次調査が行われたが、平成 21 年に

計画された調査範囲は大幅に縮小された。遺跡の現状保

存、および調査期間の短縮のため、米沢平野農業水利事

業所と山形県教育委員会が、工事の工法変更などで調整

したものである。

　発掘調査は、米沢平野農業水利事業所が山形県に委託

したのちに、山形県が財団法人山形県埋蔵文化財センター

に再度委託する形態で行った。業務委託契約は平成 23

年 7 月 19 日をもって締結され、委託期間は締結日より平

成 24 年 3 月 31 日までとなった。

　翌年に行った第 5 次発掘調査も同様の手続きにより、

平成 24 年 6 月 1 日に山形県と公益財団法人山形県埋蔵

文化財センターの間で業務委託契約を締結、委託期間は

締結日より平成 25 年 3 月 31 日までとされた。平成 25

年度は整理作業と調査報告書刊行を行うため、同様の手

続きにより、平成 25 年 5 月 1 日に業務委託契約を締結、

委託期間は締結日より平成 26 年 3 月 31 日までとされた。

2　発掘調査の経過と方法

Ａ　発掘調査の経過

　第 4 次調査は平成 23 年 10 月 3 日から開始し、4 日か

ら油圧ショベルによる沼尻堀底部の泥除去作業を行った。

これにより過去に行われた工事が遺跡の下にまでおよん

でおり、堀底には遺構がほとんど遺存していないことが分

かった。

　10 月 7 日から人力による沼尻堀内の西側法面で表土除

去作業を行い、遺構と多数の遺物を検出した。順次遺構

の精査と遺物の取り上げを行い、遺構平面図・遺構断面

図の作成、遺構断面・俯瞰、遺物出土状況の写真撮影な

どの記録作業を進めた。

　10 月 21 日からグリッドごとに掘り下げた遺物包含層土

の洗浄と、中に含まれている遺物の回収を行った。

　11 月 17 日に業務委託によるラジオコントロールヘリコ

プターを用いた空中写真撮影を行い、調査区完掘状況の

全景写真・俯瞰写真などを撮影した。

　11 月 12 日（日曜日）には現地において調査説明会を

開催し、調査成果を一般公開した。参加人数は 70 名であっ

た。11 月 18 日までにすべての作業を終了し、撤収を行っ

た。

　第 5 次調査は平成 24 年 10 月 15 日から開始し、11

月 2 日から重機による堀底の泥除去作業と、人力による

沼尻堀内東側法面の表土除去作業を行った。第 4 次調査

と同様に堀底に遺構の遺存は認められなかったが、東側

法面から遺構と遺物を検出した。

　11 月 13 日から遺物包含層の掘り下げを開始したとこ

ろ、多数の遺物が出土した。出土地点の測量・出土状況

の写真撮影などの記録作業後に取り上げ、更に掘り下げ

を進めた。

　11 月 15 日から遺物包含層土の洗浄と中に含まれてい

る遺物の回収を行った。11 月 16 日からは遺構の掘り下

げと記録作業を進めた。

　12 月 2 日には現地において調査説明会を開催し、調査

成果を一般公開した。参加人数は 60 名であった。

　12 月 11 日からは東拡張区（揚水機設置個所）の調査

を開始し、重機を用いて掘り下げを開始した。12 月 13

日に調査区全体の空中写真撮影を行い、その後東拡張区

内の掘り下げを進めた。12 月 18 日から記録作業と遺物

の取り上げを行い、12 月 20 日に全調査を終了し撤収を

行った。

Ｂ　グリッドの設定

　調査区内に設置したグリッドの方角は平面直角座標系第

Ｘ系（世界測地系）に沿う。グリッドの名称はハイフンによっ

てつなげられた二組の数値（例：496 ‐ 134）で表した。

この数値は座標値を省略したものである。つまり、南北に

増減するＸ軸の数値の下 3 桁と、東西に増減するＹ軸の

下 3 桁の数値の組み合わせでグリッドの位置が表されるよ

うになっている。また、本来はＸ軸、Ｙ軸とも負の値であ

るが、ここでは自然数の値に置き換えて使用した。例えば、

Ｘの値が “-218,496”、Ｙの値が “-58,134” を示すグリッ

ドならば、“496-134” と表されることになる。グリッドは

2 ｍおきに設置しているので、隣接するグリッドに移動す

ると数値が “2” ずつ増減する。グリッド名が示す範囲は、

Ｘ軸とＹ軸の交点の第一象限となる 2m 四方の 4 ㎡であ

る。

　遺物の出土地点の記録については、遺構から出土した

ものは遺構と層位とグリッドにより、遺構外から出土したも

のは層位とグリッドによった。

Ⅰ　調査の経緯
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3　整理作業の経過
　平成 23 年度の発掘調査終了後から整理作業を実施し

た。出土遺物には洗浄作業後に注記を行い、遺跡名称と

して第４次調査で出土したものには “オンダシ 4” を、第

５次調査のものには “オンダシ 5” を記し、さらに遺構名、

層位名、グリッド名を記入した。なお、出土した年月日は

省略した。次に遺物の復元作業・実測図作成・拓本作成・

写真撮影を行い、すべての作業が終了した後にコンテナ

へ収納した。

　第 4 次調査では住居跡周辺のみ、第 5 次調査では調

査区全体を業務委託による図化を行い、後に編集した。

　出土木製品のうち重要なものについては保存処理を施

した。処理方法は、高級アルコール法（626）、および真

空凍結乾燥法（618 ～ 622・624・625・627 ～ 636・

649 ～ 663）による。

　業務委託による理化学分析では、放射性炭素年代測定、

炭素窒素同位体比測定、樹種同定、種子・果実同定、骨・

貝種同定、花粉分析、珪藻分析などを行った。分析報告

は第Ⅳ・Ⅴ章に掲載した。

　出土遺物は、報告書に掲載したものと掲載していないも

のを分けて収納した。なお、報告書に掲載した遺物につ

いては、図番号を注記に追加している。

※ 引用文献は本頁と 32 頁に分割して収録した。
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

1　地理的環境
　押出遺跡は山形県東置賜郡高畠町大字深沼字押出に所

在する。国道 13 号南陽バイパスが南北に縦断し、南を

走る一般国道自動車専用道路の米沢南陽道路へとつなが

る。遺跡の北約 3km の位置には、通称「大谷地」と呼

ばれる泥炭湿地帯の中で白竜湖が水をたたえている。国

道 13 号の東側には、大谷地一帯の排水を目的として築

かれた沼尻堀排水路が南北に流れる。

　高畠町は、山形県南部にあたる米沢盆地の北東部に位

置する。規模は南北 20.7km、東西 15.6km、面積は約

180k㎡である。東部は奥羽山脈の分水嶺を境界として、

宮城・福島の両県に接する。南部は米沢市、北部は上山・

南陽両市と接し、西部は山形県を縦断する最上川を境界

として川西町と接する。気候は盆地特有の内陸型気候で、

寒暖の差も激しく、積雪も比較的多い。

　押出遺跡は高畠町の西端にあたり、標高は約 211.50

ｍを測る。周辺には、最上川水系の吉野川が北から南

へ、屋代川が東から西へ向かって流れる。遺跡は、この

2 つの河川の合流地点付近で、吉野川によって形成され

た自然堤防と、そのすぐ東側の泥炭地縁部にかけて立地

している。

　押出遺跡を含む白竜湖一帯の地域は、「大谷地」と呼

ばれる泥炭湿地帯が約 1,000ha にわたって広がってい

る。昭和 11 年に「白龍湖及付屬泥炭植物地帯」として

県指定天然記念物に、昭和 30 年には、白竜湖を含む泥

炭形成植物群落地域（約 90ha）が県指定天然記念物と

なったが、1900 年頃から大谷地の水田区画整備事業が

推進されたことが原因となり、原生的な自然植生はほと

んど消滅した。

　江戸初期頃から徐々に開拓が進められるようになる

が、その特殊な環境から思うようには進まなかった。「谷

地鎌」と呼ばれる刃渡り約 55cm の大鎌による画期的

な開拓が始まったのは、明治 17・18 年頃からと言われ

ている。腰まで水に浸かって田植えをする姿や、田下駄

を履いて稲刈りをし、刈った稲を「谷地舟」に乗せて運

搬する姿が、昭和 30 年代頃まで見られた。現在では乾

田化がなされ、大谷地の大部分では今日においても稲作

が営まれている。また、大谷地を囲む山々では、日当た

りの良い緩斜面を利用したブドウの栽培が盛んである。

　大谷地周辺一帯は、新生代新第三紀中新世頃の大規模

な火山性の陥没によって生じた大きな窪地、すなわち

カルデラであり、直径は約 12km にもおよぶ。その後、

窪地内での海底火山の噴火を経て、やがて湖沼化し、更

新世後期のウルム氷河期（約 10 万年前）に大谷地が形

成されたとされる（菅井 1990）。

　大谷地内では、吉野川・屋代川による砂礫の堆積の影

響で発達した自然堤防により、周辺の排水が妨げられた

ことや、周辺山地から運ばれる粘土、砂礫などの供給が

少なかったために湿地性の植物が繁茂した。その遺体は

未分解のまま埋没して厚い泥炭層が形成されている。

　泥炭層の深さは、屋代川沿いで約 2 ｍ、白竜湖付近

では 90 ｍ以上と、非常に深い。しかしながら、第 1 ～

3 次調査の成果からも明らかになっているように、押出

遺跡の住居跡群は地表下約 2 ｍの泥炭層の下から検出

されている。このことから、遺跡が営まれていた縄文時

代前期（約 5800 年前）頃には、泥炭湿地帯のなかに人

間の居住が可能な程度の微高地が存在しており、湿地環

境下に適応した生活がなされていたと考えられる。

2　歴史的環境
　大谷地周辺には数多くの遺跡が存在することが知られ

ているが、その多くは泥炭湿地帯ではなく、自然堤防上

に立地する（第 3 図）。北西から東側の山麓にかけては、

基盤となる凝灰岩層の開析と、その風化作用によって形

成された洞窟や岩陰が多数存在し、それらの場所は古く

から人間の生活の場として利用されてきた。第 4 図の

図幅からは一部外れるものもあるが、山麓東側に位置す

る日向洞窟、火箱岩洞窟、大立洞窟、一の沢洞窟からは、

それまで東北地方では例をみない縄文時代草創期から早

期にかけてのまとまった土器が出土し、その後の縄文時

代草創期の研究を大きく推進させたことなどが高く評価

Ⅱ　遺跡の位置と環境
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第 3 図　押出遺跡周辺の地形分類図（1：50,000）
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※時代の縄・弥・古・飛・奈・平・中・近は、それぞれ縄文・弥生・古墳・飛鳥・奈良・平安・中世・近世を表す。
　また、縄文に続く（）内の草創・早・前・中・後・晩は、それぞれ草創期・早期・前期・中期・後期・晩期を表す。
番号 遺跡名 種別 時代

1 押出遺跡 集落跡 縄（前）
2 富貴田遺跡 集落跡 縄・奈
3 蒲生田館 館
4 蒲生田字南館館ノ内遺跡 散布地 縄・奈・平
5 当時作遺跡 散布地 縄・奈・平
6 観音堂遺跡 散布地 縄・平
7 庚壇遺跡 散布地 平
8 北前遺跡 散布地 縄（晩）
9 若狭卿屋敷 館

10 中屋敷遺跡 散布地 奈・平
11 唐越遺跡 散布地・集落跡 縄（中）・奈・平
12 狸沢山古墳群 古墳群 古（終末期）
13 横沢遺跡 散布地 縄（中・後）・奈
14 二色根古墳群 古墳群 古（終末期）
15 二色根館 城
16 上野山古墳群 散布地・古墳群 弥・古（終末期）
17 中野山館 館
18 上野山館 城砦・砦
19 鳥帽子山古墳 古墳 古（終末期）
20 鳥帽子山経塚 経塚 平
21 上ノ山遺跡 散布地 縄
22 稲荷前遺跡 散布地 縄（前）
23 北町遺跡 散布地 縄（前）
24 夷平遺跡 散布地 縄（晩）・中？
25 月ノ木Ａ遺跡 散布地 平
26 月ノ木Ｂ遺跡 集落跡 縄（早～中）・弥（中期）
27 十分の一山遺跡 集落跡 縄（中・大木７ｂ）
28 金沢山ノ神遺跡 集落跡 縄（中・後）
29 七両坂古墳 古墳 古（終末期）
30 檜原遺跡 散布地 縄
31 中落合館 館
32 中落合遺跡 集落跡 奈・平
33 西田遺跡 散布地 平
34 萩生田遺跡 散布地・集落跡 弥・奈
35 梅ノ木遺跡 散布地 奈・平
36 六角壇遺跡 散布地 平
37 古屋敷遺跡 散布地 平
38 西中上遺跡 散布地 平
39 将監屋敷遺跡 散布地 奈・平
40 沢田遺跡 集落跡 弥・古（中期）・奈・平
41 島貫遺跡 集落跡 古～奈・奈・平
42 郡山中堀遺跡 散布地 奈・平
43 沢口遺跡 集落跡 奈・平
44 間々ノ上遺跡 散布地 奈
45 百刈田遺跡 集落跡 縄（中）・古
46 前小屋遺跡 散布地 縄
47 諏訪前遺跡 散布地・集落跡 縄（中）・古（前期）・平
48 東六角遺跡 集落跡 縄（中）・平
49 矢の目館 953 他 館跡 （平）・中
50 早稲田遺跡 散布地 奈
51 李の木遺跡 包蔵地 縄・平
52 稲荷森古墳 散布地・古墳 旧・縄（中）・古（前期）
53 長岡西田遺跡 散布地 縄（中）
54 長岡南森遺跡 散布地 縄（中）・古（前・中）
55 長岡山遺跡 集落跡 旧・縄（中）・古
56 長岡館 館
57 長岡山東遺跡 散布地 縄・平
58 椚塚館 館
59 太子堂遺跡 散布地 平
60 松沢遺跡 散布地 縄（前）
61 松沢古墳群 古墳群 古（後期）
62 地獄岩洞窟遺跡 （古墳） 古
63 大師森洞窟遺跡 （古墳） 古
64 火箱岩洞窟遺跡 住居跡 縄（草創～晩）・弥・古
65 宝沢Ａ遺跡 散布地 縄（中）
66 時沢住吉神社経塚 経塚 時期不詳
67 宝沢Ｂ遺跡 散布地 縄（中）
68 時沢古屋敷遺跡
69 時沢橋経塚 経塚 近（1767）
70 亀ヶ崎館 城館跡 中
71 羽口遺跡 散布地 縄（前～後）
72 大笹生熊野神社経塚 経塚 近
73 舟入遺跡 散布地 縄・平
74 東畑Ｂ遺跡 散布地 平
75 東畑Ａ遺跡 集落跡 奈・平・近

番号 遺跡名 種別 時代
76 水上遺跡 散布地 奈・平
77 熊の前館 館
78 内城館 館
79 中ノ目下遺跡 散布地 奈・平
80 鵜の木館 館
81 沖田館 館
82 大屋敷遺跡 散布地 平
83 畿内城館 館
84 畿内田遺跡 散布地 平
85 大野原館 館
86 築茂館 城館跡 中
87 千代田遺跡 包蔵地 奈・平
88 窪田尻遺跡 散布地 平
89 大橋城 館城
90 御殿跡 館
91 州島館 館
92 小関館 館
93 夏刈遺跡 包蔵地 古
94 資福寺遺跡 寺院跡 中
95 夏刈館 城館跡 中
96 中瀬館 城館跡 中
97 熊坂館 城館跡 中
98 西館 城館跡 中
99 新江遺跡 包蔵地 （古）

100 新江館 城館跡 中
101 竹森館 城館跡 中
102 細越山館 城館跡 （中）
103 東光地遺跡 散布地 平
104 根岸遺跡 散布地 縄（中）
105 川ノ清水遺跡 散布地 （縄）
106 扇子平古墳群 古墳 （古）
107 立林古墳 古墳 奈
108 大立古墳 古墳 飛・奈
109 大立岩陰遺跡 （住居跡） 縄（中）
110 大立洞窟遺跡 住居跡 縄（草創～晩）・弥・古
111 上谷地遺跡 散布地 古
112 西沢遺跡 散布地 縄（中）
113 味噌根窯跡 窯跡 奈
114 味噌根遺跡 散布地 縄
115 味噌根古墳群 古墳 飛・奈
116 鳥居町古墳群 古墳 飛・奈
117 安久津八幡神社遺跡 社寺跡 中・近
118 安久津八幡東遺跡 散布地 （縄）
119 安久津八幡西遺跡 散布地 （縄）
120 安久津八幡神社境内経塚 経塚 近（1777）
121 安久津八幡神社鐘楼堂経塚 経塚 近（1756）
122 安久津八幡神社三重塔経塚 経塚 近
123 安久津古墳群 古墳 飛・奈
124 鷺ノ森遺跡 包蔵地 縄（前）
125 加茂山洞窟古墳 古墳 飛・奈
126 加茂山古墳 古墳
127 加茂山岩陰遺跡 住居跡 縄（後・晩）・弥（中期）
128 源福寺廃寺跡遺跡 寺院跡 中・近
129 源福寺古墳群 古墳 飛・奈
130 愛宕山古墳 古墳 飛・奈
131 巻数山遺跡 散布地 奈・平
132 狐塚遺跡 包蔵地 古・奈・平
133 三条目北館 城館跡 中
134 平方城 城館跡 中
135 川沼館 城館跡 （中）
136 道南遺跡 散布地 奈・平
137 下平柳経塚 中
138 小田屋敷 館
139 上平柳Ｂ遺跡 集落跡 縄（中）
140 鐘打遺跡 散布地
141 上平柳Ａ遺跡 集落跡 縄（後・晩）
142 寝鹿遺跡 集落跡 古
143 トフキ塚遺跡 散布地 （縄）
144 契約壇遺跡 近
145 一本柳館 城館跡 中・近
146 弥三郎屋敷遺跡 散布地
147 三条目古屋敷遺跡
148 村西Ｂ遺跡 包蔵地 奈・平
149 相森十文字遺跡 包蔵地 奈・平
150 村西Ａ遺跡 包蔵地 縄（前）

表 1　遺跡地名表
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番号 遺跡名 種別 時代
151 相森西館 城館跡 中
152 相森遺跡 包蔵地 縄（前）
153 森添遺跡 包蔵地 縄・古・奈・平
154 相森山遺跡 城館跡
155 森前遺跡 集落跡 古
156 石ヶ森遺跡 集落跡 縄（中～晩）・古・平
157 青龍寺遺跡 散布地 縄（中）
158 北目古墳群 古墳 飛・奈
159 羽山古墳 古墳 飛・奈
160 徳門上人入定跡 墓地 近（1854）
161 林崎遺跡 包蔵地 奈・平
162 福間田遺跡 包蔵地 縄・古・奈・平・中
163 大久保Ｃ遺跡 包蔵地 奈・平
164 大久保Ａ遺跡 包蔵地 縄（中～晩）
165 大久保Ｂ遺跡 包蔵地 奈・平
166 小郡山館 館
167 安久津町尻遺跡 包蔵地 奈・平
168 新太夫遺跡 集落跡 縄（中）・奈・平
169 首戸遺跡 包蔵地 縄・奈・平
170 狐崎窯跡 窯跡 奈・平
171 高畑城 城館跡 中・近
172 大在家遺跡 集落跡 飛・奈・平
173 高畠町尻遺跡 集落跡 縄・飛・奈・平
174 日照遺跡 包蔵地 奈・平
175 貞泉寺墓地内経塚 経塚 近
176 不動作遺跡 包蔵地 奈・平
177 大方遺跡 集落跡 縄（前）
178 渋作遺跡 集落跡 縄・古・奈・平
179 泉丘蝦夷塚 墳基
180 蝦夷塚遺跡 包蔵地 奈・平
181 明神崎遺跡 集落跡 縄・古・奈・平
182 明神崎北麓経塚 経塚 近（1732）
183 久根ノ内遺跡 散布地 （古）
184 虚空蔵山西麓経塚 経塚 近（1763）
185 日渡館 城館跡 中・近
186 石堂山古墳 古墳 奈
187 相森館 城館跡 中
188 中里在家遺跡
189 柏木目在家遺跡
190 薬師堂遺跡 散布地 平
191 小豆館 城館跡 中
192 番内屋敷 屋敷跡 近
193 樋越弐遺跡 包蔵地 縄
194 福沢弐遺跡 包蔵地 縄
195 橘向遺跡 祭祀跡 室町
196 黒淵遺跡 散布地
197 大下井戸尻館 城館跡 中
198 大下屋敷西館 城館跡 中
199 大下屋敷 城館跡 中
200 沖ノ館 城館跡 中
201 外屋敷 城館跡 中
202 大下屋敷北館 城館跡 中
203 鶴巻遺跡 包蔵地 奈・平
204 岡之台館 城館跡 中
205 沖の前館 館
206 仲町遺跡 散布地 奈・平
207 糠野目遺跡 包蔵地 奈・平
208 内方館 城館跡 中
209 下鎌遺跡 散布地 時期不詳
210 川中島遺跡 散布地 時期不詳
211 館ノ腰 城館跡 中
212 御殿 （城館跡） （中）
213 入生田中屋敷 中
214 二ツ森Ｂ遺跡 散布地 奈・平
215 大石仏遺跡 散布地 奈・平
216 二ツ森Ａ遺跡 散布地 奈・平
217 芦垣山館 城館跡 中
218 芦垣遺跡 包蔵地 奈・平
219 芦垣遺跡 遺物包含地 弥
220 芦垣馬頭観音遺跡 包蔵地 縄（晩）・弥
221 塩ノ森古墳 古墳 飛・奈
222 塩森館 城館跡 中
223 鈴沼遺跡 散布地 縄・奈・平
224 七五田遺跡 包蔵地 奈・平
225 高安窯跡 窯跡 飛・奈
226 高安廃寺遺跡 寺院跡 時期不詳
227 寺前遺跡 散布地 縄（中）
228 浦田遺跡 散布地 奈・平
229 天ヶ作遺跡 散布地 奈・平

番号 遺跡名 種別 時代
230 高安館 城館跡 中
231 ババ岳経塚 経塚 （平）
232 塩森山館 城館跡 中
233 寺場遺跡 寺院跡 （中）
234 渡内遺跡 散布地 縄
235 渡内古墳 古墳 飛・奈
236 亀岡古墳 古墳 飛・奈
237 亀岡文殊境内遺跡 寺院跡 中・近
238 待定坊入定窟 墳基 近（享保 16 年）
239 亀岡文殊鐘楼堂経塚群 経塚 近（1773）（1774）
240 亀岡文殊参道脇経塚 経塚 近（1743）
241 亀岡町裏 包蔵地 奈・平
242 小館山館 城館跡 中
243 亀岡館 城館跡 中
244 釜の上遺跡 包蔵地 奈（末期）・平（初期）
245 館の山館 城館跡 中
246 関口遺跡 散布地 平
247 入生田館 城館跡 中・近
248 高在家館 城館跡 中
249 北小屋屋敷 城館跡 中
250 飯塚館 城館跡 中
251 田中屋敷 城館跡 中
252 館屋敷 （城館跡） 中
253 南原遺跡 集落跡 古・奈・平
254 堂ノ下遺跡 集落跡 奈・平
255 中里屋敷 城館跡 中
256 中里遺跡 集落跡 中
257 窪田古墳 古墳 古（後期）
258 外ノ内塚郡遺跡 土壇 中
259 外ノ内遺跡 集落跡 縄（中・後）
260 窪田下前田館 城館跡 中
261 八幡塚古墳 古墳 古（中期）
262 窪田荒館 城館跡 中
263 窪田館 城館跡 中
264 窪田屋敷裏館 城館跡 中
265 小舎屋敷 城館跡 中
266 川原屋敷 城館跡 中
267 御行屋敷 城館跡 中
268 露藤下館 城館跡 中
269 五輪窪Ｂ遺跡 散布地 縄（後・晩）
270 五輪窪Ａ遺跡 散布地 縄（中）
271 下新田Ｃ遺跡 集落跡 奈・平
272 下新田Ｂ遺跡 集落跡 縄・奈・平
273 下新田Ａ遺跡 集落跡 平
274 露藤西屋敷 中・近
275 露藤上館 城館跡 中
276 嘉膳屋敷 屋敷跡 近
277 中島館 城館跡 中
278 二ツ橋Ａ遺跡 包蔵地 縄（中）
279 二ツ橋Ｂ遺跡 散布地 （平）
280 新町窯跡 窯跡 奈・平
281 合津Ｃ遺跡 散布地 縄・奈・平
282 新町遺跡 散布地 縄
283 堂場遺跡 散布地 縄（中）
284 合津Ｂ遺跡 窯跡 縄・奈・平
285 合津Ｄ遺跡 散布地 奈・平
286 合津Ａ遺跡 窯跡 奈・平
287 合津Ｅ遺跡 寺院跡 近
288 合津Ｆ遺跡 散布地 （縄）・奈・平
289 滝ノ下古墳 古墳 （奈）
290 滝ノ下Ａ遺跡 散布地 奈・平
291 畑八幡遺跡 包蔵地 縄・奈・平
292 金井上遺跡 包蔵地 縄
293 館ヶ崎館 城館跡 中
294 館ヶ崎古墳 古墳 時期不詳
295 滝ノ下Ｃ遺跡 散布地 奈・平
296 滝ノ下Ｂ遺跡 散布地 奈・平
297 荷鞍窪古墳 古墳？ 時期不詳
298 千石古墳 古墳
299 鼠持古墳 墳基 古
300 須田遺跡 散布地 （縄）・奈・平
301 金沢遺跡 屋敷跡 近
302 入金沢遺跡 散布地 縄
303 日向洞窟 住居跡 縄（草創～晩）・弥・古
304（儀山公墓） 墳墓 中
305 野手倉遺跡 包蔵地 縄
306 合津経塚 経塚 近

Ⅱ　遺跡の位置と環境
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

され、国指定史跡に指定された。このほかにも、尼子岩

陰遺跡、ムジナ岩岩陰、鳥取山洞窟、神立洞窟など、著

名な洞窟・岩陰遺跡が点在する。

　日向洞窟からは、縄文時代草創期に位置づけられる微

隆起線文土器や槍先型尖頭器とともに、多様な動物遺存

体が出土しており、当時の人々が大谷地低湿地一帯の豊

かな自然環境の恩恵を受けて生活していた様子をうかが

い知ることができる。

　昭和 62 年には、国道 13 号南陽バイパス建設工事に

伴う月ノ木 B 遺跡の発掘調査が行われた。押出遺跡か

ら約 3.5km 北の山麓緩斜面上に位置し、縄文時代早期

中葉から前期前葉を主体とする土器が出土した。この他、

多数の石鏃や、ヨシなどの刈り取りの際に用いられたと

される「押出型ポイント」と同様の形態をもつ石器も出

土しており、湿地環境下での狩猟・採集生活の一端を垣

間見ることができる。住居跡は見つかっていないものの、

縄文～鎌倉時代までの遺物が出土しており、山麓斜面と

いう居住には不向きな立地環境下で長期間にわたる人間

の営みが確認されたことは、当時の人々と白竜湖との、

密接な関係性を物語っているのであろう。このほか、押

出遺跡と同じ縄文時代前期の遺跡としては、北町遺跡、

稲荷前遺跡、羽口遺跡、相森遺跡などがある。

　弥生時代の遺跡には、百刈田遺跡、庚
かのえだん

壇遺跡、荻生

田遺跡などがある。百刈田遺跡は押出遺跡から北西約

3km、南陽市島貫地内の自然堤防上に位置する。平成

15 年から 4 次にわたり、一般国道 113 号赤湯バイパス

改築事業に係る発掘調査が行われた。縄文時代から江戸

時代まで幅広い年代の遺構・遺物が見つかったが、住居

跡は縄文時代中期後半の大木 9 式期を主体とする。古

墳時代とされる河川跡からは多数の木製品とともに、弦

楽器の一種と考えられる筑形木製品が出土している。弥

生時代の遺構としては、土器集中ブロックが 19 個所見

つかっており、土坑墓の可能性があるとしている。百刈

田遺跡の弥生土器は、弥生時代中期後半に位置づけられ

るが、山形県内において当該期のまとまった資料が得ら

れる例は少なく、県内の弥生土器編年を検討する上で、

重要な資料となっている。

　大谷地の南西から南部にかけては、古墳時代以降の遺

跡が数多く分布する。高畠町安久津付近には、県指定史

跡にもなっている安久津古墳群、味噌根古墳群、鳥居町

古墳群、北目古墳群、加茂山洞窟古墳群、源福寺古墳群

など、7 ～ 8 世紀代とされる古墳が分布する。

　南陽市赤湯付近には、日本海側北限となる大型の前方

後円墳で、国指定史跡の稲荷山古墳がある。その全長は

96 ｍを測り、県内最大の前方後円墳でもある。昭和 63

年には史跡整備に係る調査が行われ、墳丘部分から高坏

や底部穿孔の壺形土器が出土したことから、古墳時代前

期にあたる 4 世紀後半に位置づけられている（南陽市

1989）。周辺には、烏帽子山古墳や県指定史跡の二色根

古墳群など、終末期に位置付けられる古墳群が分布する。

　高畠町安久津には、置賜郡最古の郡衙跡と推定されて

いる小郡山地区、南陽市赤湯には、その地名から郡衙擬

定地の一つとされている郡山地区がある。昭和 60 年～

平成 9 年にかけて、土地区画整理事業に伴う郡山遺跡

群の発掘調査が行われ、置賜郡成立期とされる 7 世紀

末から 8 世紀初頭の竪穴住居跡が見つかった。また、8

世紀代の掘立柱建物跡群が見つかっており、郡山郡衙の

存在を探る手掛かりとなりうる可能性もある。大谷地周

辺では、奈良・平安時代においても、それ以前の時代と

同様に集落が密に展開し、古代律令制に基づく地域社会

が形成されていたと推測される。

※ 引用文献は 6 頁と 32 頁に分割して収録した。
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Ⅲ　調 査 成 果

1　概　　要

A　調査区の設定

　調査区は、沼尻堀改修工事の施工範囲に合わせて、山

形県教育委員会の指示通りに設定した。第 4・5 次調査

とも当初に設定された調査面積は 550 ㎡であったが、改

修工事の影響範囲に合わせて変更している。よって、第 4

次調査の調査面積は、942 ㎡（幅 6m、長さ 157m）と

なる。ただし、沼尻堀排水路の底部は、遺跡を包含する

層位より深く掘り込まれていたため、遺跡はほぼ失われて

いた。よって、幅 4m 分の 628 ㎡については、残存して

いる打込み柱の検出のみという限定的な調査となった。ま

た、遺跡が遺存している範囲（西側法面）についても、

工事により失われる深度以上の調査は行わないため、平

面的な掘り下げは南端部から 23m まで、幅は 1 ｍとなっ

た。面積は 23 ㎡である。これより北側では、工事に伴う

掘削はおよばない。

　平面的な掘り下げを行わない範囲では、沼尻堀排水路

の現況のままの状態で遺構・遺物の検出のみを行い、遺

構は記録、遺物は取り上げを行った。そのため、遺物の

取り上げに際し一部掘り下げを行った個所もある。盛土遺

構 SM101・102 についても、断面を確認するため一部掘

り下げを行った。

　上記をまとめると、調査対象面積は 942 ㎡、遺跡が遺

存していた面積が 314 ㎡、平面的に掘り下げた面積は、

53.4 ㎡（工事の掘削がおよぶ 23 ㎡、盛土遺構 SM101

が 15 ㎡、SM102 が 5.4 ㎡、遺物の取り上げのために

10 ㎡）となる。

　第 5 次調査の調査面積は、本体調査区が 812 ㎡（幅

5.6m、長さ 145m）、東拡張区が 41 ㎡、合計で 853 ㎡

となる。やはり、沼尻堀の底部付近には遺跡が残ってい

ないため、580 ㎡（幅 4 ｍ分）は調査から除外した。よっ

て実際に調査を行ったのは 273 ㎡となる。第 5 次調査区

は、工事による掘削が全面におよぶため、調査区内全域

を平面的に掘り下げた。

　第 4・5 次調査ともに工事の掘削範囲・深度がおよぶ

範囲のみを調査対象とした。また、盛土遺構に伴う転ばし

根太、木柱などもほとんど現地に残した。これらは、工事

完了後に埋め戻され、現地で保存されることとなる。なお、

転ばし根太上にのみ、遺構を保存するためとして砂を被せ

ている。

Ｂ　基 本 層 序

　第 5 次調査区の東壁を図化（第 35 ～ 39 図）し基本

層序とした。ほかに各所にトレンチを設定し東西方向の断

面を図化した（第 40 図）。また約 145m 分の調査区東壁

土層図では、層位の特徴がとらえにくいため略図（第34図）

を作製した。

　遺跡周辺の地形は南に向かいなだらかに低くなる。沼

尻堀の外側の標高は 211.5m 前後であるが、調査区は

沼尻堀内部であるため、調査区東壁土層図は上端でも

210m 程度となった。最上層に位置する表土は、沼尻堀

設置後にその内部に堆積したものである。

　表土の下位に位置する 2 ～ 9 層は、黒褐色系粘土を主

体とする。植物遺体は多く含まれるものの、炭化物や遺物

などは見られない。次の 10 層は黒色粘土層である。調

査区全面を覆う層であり、ほぼ水平に堆積しているが、わ

ずかに北側へ向かって低くなる。現状の地形とは傾斜方

向が異なっている。やはり植物遺体を多く含むが、炭化物・

遺物は見られない。

　次の 12 層は黒褐色系粘土を主体とする層で、植物遺

体を多く含み、炭化物・遺物がわずかに見られることから、

遺物包含層（F1）とした。しかし、掘り下げ時に出土した

炭化物・遺物は、直下の遺物包含層（F2）内のものが混

入した可能性が高い。また、12 層形成時に下層の炭化物・

遺物が混入したことも考えられる。当時の人々が生活を営

む中で形成された層ではなく、本集落を廃棄した後に堆積

した土層であろう。本層もほぼ水平に堆積し、北側へ向かっ

てわずかに低くなる。

　13 ～ 24 層を遺物包含層（F2）とした。地山とした黒

褐色粘土の 25 ～ 27 層の直上に堆積している。植物遺体

Ⅲ　調査成果
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のほかに炭化物・遺物・クルミ核などが大量に含まれてい

る。草本類の茎・根が主体となる層とも言え、根は出土し

た土器の文様間を埋め尽くすほどの密集度である。調査

区北端から約 30 ｍまでは検出されておらず、遺跡の北限

を示すものと考えられる。地山は調査区南半部で緩やか

に落ち込み、遺物包含層（F2）も同様に落ち込む。落ち

込み部分の南半部の土層（14・15・17 層）には砂も多

く含まれており、流路（SG105）となっていた可能性が高

い。地山は調査区中央部が南北部分よりわずかに高くなっ

ている。

　第 4 次調査部分の調査区西壁土層図（j‐j’）によると、

第 4 次調査区南端部の遺物包含層（F2）は南側へ向か

いゆるやかに高くなり、その上端は 209.4m を測る。地山

の標高は 209m 前後であり、調査区中央部付近の地山と

おおよそ同じ高さである。

　地山は調査区中央部が周囲よりやや標高が高く、北側・

南側に緩やかに下る。調査区南半部には流路 SG105 が

あり、緩やかではあるが大きく落ち込む。調査区南端部

は、SG105 の南岸からさらに標高が上がり、南西部の遺

物包含層（F2）は本調査で検出した中では、最も高くなる。

なお地山にも植物遺体は多く含まれている。

C　遺構と遺物の分布

　遺構全体図を第 28 ～ 33 図に掲載し、各図の割付図

を第 27 図に示した。また、各図を統合した図は、付図と

して巻末に収納している。遺構の配置・遺構番号などは、

これらの図を参照されたい。

　第 4 次調査区南半部において盛土遺構を 4 基検出した。

内 2 基には転ばし根太が設置されている。ほかには調査

区南端部で流路 SG105（南北幅 15m）や、数多くの打

込みによる木柱を検出した。木柱は盛土遺構の周囲に特

に多く検出されるが、ほかの個所でも散見されており、必

ずしも盛土遺構に伴うものではない。

　第 5 次調査区中央部には炭化物集中地点が 2 基、石

器集中地点 1 基が検出されている。調査区南半部の流路

SG105 は南北幅 55m を測る。木柱は SG105 の北岸周辺、

および東拡張区内を中心として数多く検出された。また、

SG105 南岸以南にはピット・柱穴群が検出されている。

　調査区北端から 30m ほどの間は、遺物包含層（F2）

が検出されておらず、遺物はほとんど出土しない。これよ

り南側には遺物包含層（F2）が全域にわたって堆積して

おり多数の遺物が出土した。中でも調査区中央部付近、

第 4 次調査区では、盛土遺構 SM101・102 の周囲、第

5 次調査区では SG105 北岸側に特に多い。

2　遺　　構

A　盛 土 遺 構

　今回の調査では、複数の土層を一定の厚さで積み上げ

ることで構築されているマウンド状の遺構を盛土遺構とし

た。

　第 1 ～ 3 次の調査成果をまとめた前報告書では、住居

跡に含まれる遺構である。今回の調査でも、住居として使

用された明確な根拠を確認していないので、その構造的

な特徴から盛土遺構として取り扱う。盛土遺構内で検出さ

れた転ばし根太は、沼尻堀排水路の設置、あるいは改修

工事時に地表に露出していたようであり、堀内の堆積土砂

を除去した時点で検出することができた。転ばし根太、木

柱の樹種については、第Ⅳ章、および前報告書に詳細な

分析報告がある。

盛土遺構 SM101（第 43・44 図）

　第 4 次調査区の中央部、484-142 グリッドから 502-

146グリッドにかけて検出された。北端部は未検出のため、

盛土の全長は不明だが、現状で 13.7m 分を確認している。

北端付近の盛土は中央部より大きく下がっているため、北

側へ大きく延びることはないであろう。転ばし根太を含め

た盛土遺構は、周囲の地山から 60cm ほどの高さである。

掘り下げた幅は約 1.1 ～ 2.3m であるため、盛土の全容

は分からないが、第 1 ～ 3 次調査で検出された多数の盛

土遺構と同じく、本来は東西に広がり、長楕円形を呈して

いたものと考えられる。

　盛土の直下かつ地山の直上に転ばし根太が検出され

た。太さは均一ではないが、直径 5 ～ 20cm 程度のもの

が使用されている。主に東西方向に丸太を並べているが、

中央部では最下段に南北方向に丸太を並べており、中央

部に限っては井桁状に組まれたことが分かる。

　転ばし根太の直上に積まれた土層が、38 層であり、最

初に積まれた土層となる。38 層は暗灰黄色系の砂層であ

り、その厚みは 15cm 程、盛土中で最も厚い層となる。

上位の 37 層（黄褐色粗砂層）との間に薄い黒色シルト
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層を挟む（写真図版 10，上）。腐植を多く含む土層であ

るが、意図的に積まれたか、なんらかの植物体を敷き詰

めた結果であるか判断がつかない。盛土を構築する作業

は短期間で行われたと考えられるため、自然堆積ではない

ものと考えられる。同様の層が 32 層（黄灰色粘土層）の

下端にも検出された。32 層の上位には風化礫を多く含む

29 層（黒色シルト層）が積まれており、意図的に混ぜ込

んだと考えられる。

　盛土の主な構成は、下から地山、転ばし根太、砂層、

粘土層、風化礫を多く含むシルト層となり、土・混入物を

選択した上で積み上げたことが明瞭である。当然、土を盛

る毎に踏み固めなどの作業も行われたであろう。

　断面図からは、29・32・38 層などを主体とする盛土

を構築後、北側へ砂層・粘土層を交互に積み重ねながら

延長したものと判断できる。盛土の構築に 2 段階の工程

が存在したことが分かるが、遺物包含層（F2）は介在し

ておらず、一連の作業の中で行われたと言えよう。

　盛土の縁辺部では、打ち込まれた木柱が数多く検出さ

れた。その多くは、盛土の外ではなく、盛土内の外周付

近に打ち込まれたものである。盛土の断面図では、層位

に対して木柱の影響があったとは認められないため、盛土

構築後に打ち込まれたと考えられる。なお、盛土の外周

付近ばかりでなく、内部にも木柱は検出されている。木柱

の地山より高い位置に残る部分は短く、また盛土より高い

位置まで残るものはない。

　盛土の最上段が当時の生活面と考えられるが、炉跡、

あるいは焼土などは検出されなかった（写真図版9，左上）。

ただし、盛土直上から石皿 604・605 が出土し、盛土中

央部からはピット（6 ～ 8 層に該当）が検出された。

　盛土の上面には覆土（4・5 層）が堆積しているが、生

成要因としては、遺物包含層（F2）と同様であろう。遺

物包含層（F2）は盛土構築以前にも形成（47 層に相当）

されており、SM101 が本遺跡の最初期に構築された遺構

ではないことを示している。

　第 43 図および写真図版 11 に示したように盛土内、盛

土周辺からも遺物が出土している。深鉢 119 は盛土構築

時に包含されたことが明瞭である。第Ⅰ・Ⅱ群と系統の異

なる第Ⅷ群も混在して出土している。

盛土遺構 SM102（第 45 図）

　第 4 次調査区の南半部、524-152 グリッドから 520-

150 グリッドにかけて検出された。盛土の北端部は未検

出のため、全長は不明だが、現状で 3.8m 分を検出した。

北端部の盛土は中央部より大きく下がっているため、北側

へ大きくは延びないであろう。

　転ばし根太を含めた盛土遺構は、 周囲の地山から

30cm ほどの高さである。盛土遺構を掘り下げた幅は約 0.8

～ 1.1m であるため、その全容は分からないが、第 1 ～

3 次調査で検出された多数の盛土遺構と同じく、本来は東

西に広がり、長楕円形を呈していたものと考えられる。比

較的小規模であるが、より大きな盛土遺構の末端部の可

能性もある。

　転ばし根太の並べ方は、地山直上に直径約 5 ～ 20cm

の丸太を東西方向、直交する南北方向に並べており、井

桁状を呈している。中央部には 5・6 段ほど丸太を重ねて

いる個所がある。

　盛土の構造は SM101 とは異なり、2 段分のみを積み上

げる。転ばし根太の直上には、褐灰色粘土（5 層）と黒

色粘土（6 層）の両層がほぼ同じ高さまで積まれ、その

上位にオリーブ褐色砂（4層）が積まれる。盛土の上面には、

遺物包含層（F2）が堆積する。また、7 層も遺物包含層（F2）

であるが、盛土の下位に入り込むことはなく、盛土構築後

に形成されたものと考えられる。

　打ち込みによる木柱は、盛土内の外周付近で検出され

た。内部でもわずかではあるが検出されている。

　第 45 図および写真図版 13 に示したように盛土の内外

から遺物が出土している。深鉢 126・157・173・209らは、

転ばし根太直上からの出土であり、盛土内に埋め込まれた

ものである。

盛土遺構 SM103（第 46 図）

　第 4 次調査区の中央部、SM101 の南側、510-148 グ

リッドから 504-146 グリッドにかけて検出された。盛土の

北端側は未検出のため、全長は不明だが、現状で 4.5m

分を検出した。北端部の盛土は中央部より大きく下がって

いるため、北側へ大きくは延びないであろう。

　盛土遺構の高さは、周囲の地山から 18cm ほどである。

盛土は掘り下げずに、構築状況の見通し図を作製した。

盛土内部、および盛土外周付近において、打込みによる

木柱は検出したが、転ばし根太はなかった。

　盛土の構築は、地山直上に暗灰黄色粗砂（11 層）を

積み、その上位に黒褐色粘土（10 層）、さらに黒褐色砂（9
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層）を積むという順序で行われた。盛土の上面には遺物

包含層（F2）が堆積する。盛土内からは、遺物の出土は

少ないが、周辺部からは深鉢 282・283 などが出土して

いる（写真図版 14，左下）。

盛土遺構 SM104（第 47 図）

　第 4 次調査区の南半部、SM102 の南側、532-154グリッ

ドから 528-154 グリッドにかけて検出された。盛土の北

端部、南端部とも未検出のため、全長は不明だが、現状

で 4.4m 分を検出した。南・北端部の盛土はともに中央

部より大きく下がっているため、規模がこれより大きく延び

ることはないであろう。盛土遺構の高さは、周囲の地山か

ら 22cm ほどである。盛土は掘り下げずに、構築状況の

見通し図を作成した。盛土内部、および外周付近から、5

本の打込みによる木柱が検出された。転ばし根太はなかっ

た。

　盛土の構築は、地山直上に暗灰黄色細砂（9 層）、そ

の北側に黒褐色粘土（8 層）と黒色粘土（10 層）、南側

に 9 層とは混入物の異なる暗灰黄色細砂（7 層）、その上

位に黒褐色砂（6 層）と黒褐色粘土（5 層）を積むとい

う順序で行われた。盛土内からの遺物の出土は少ないが、

周辺部からは、深鉢 101・147 などが出土している（写

真図版 14，右下）。

B　炭化物集中地点・石器集中地点・木柱群

炭化物集中地点 SU124・木柱群（第 48 図）

　第 5 次調査時に設定した東拡張区の内部は、ほぼ全面

が炭化物集中地点 SU124 に該当する。本来はさらに外側

へ広がっているはずである。炭化物などの分析は第Ⅳ章

第 4 節 F に掲載した。

　炭化物を検出した 1 層は黒色粘土層であり、炭化物・

遺物・植物遺体などを多く含む。最厚部で 10cm ほどで

ある。内部からは、通常の土器・石器のほかに、棒状土

製品 324、石棒 552、岩板 553 などの特徴的な遺物が

出土した。なお本層は直下の地山土と炭化物や遺物など

が撹拌されて形成された層と推察される。

　東拡張区内部において、直径 8 ～ 22cm ほどの打込み

による木柱群がまとまって検出された。25 本中、半数以

上が直径 10cm を越える太さであり、盛土遺構周辺など

で検出された木柱群より太い木材を主体としている。木柱

636 は、現存長 155cm、最大直径 22cm、末端部は削

り加工により尖っている。末端部は取り上げ時に失ってし

まったため最深部の深さは分からないが、少なくとも地山

から 1.2 ｍ以上は打ち込まれている。これら比較的太い木

柱をたどると長方形を呈するようにも見えるが、限られた

拡張区内での検出であったため、これらの木柱群がどのよ

うな性格をもつものか判断がつかない。盛土・転ばし根

太をもたず、また盛土遺構より明らかに太い木柱を中心と

することなどから、本遺跡の中でも、これまで検出された

遺構と全く別種のものであると考えられる。

炭化物集中地点 SU111・石器集中地点 SU112（第 49 図）

　SU111 は調査区の北端、ちょうど遺構・遺物の拡がり

の端に位置し、約 1m×5m の範囲に、密度に濃淡がある

ものの、大量の炭化物が面的に分布する遺構である（写

真図版 18）。炭化物には、多量のヤナギ属の炭化材（第

Ⅳ章第 4 節 F）のほか、炭化したクリの子葉（水洗別で

確認）などが含まれている。調査では、SU111 の炭化物

と土壌をすべて回収し、さらに水洗別作業を行った。調査

終了後に、水洗別した資料を点検したところ、木炭や炭化

クリとは異なり、一部に文様が施されている塑性素材の炭

化物、すなわち “クッキー” と考えられる人工物が混じっ

ているのが確認された。

SU111 の炭化物　　一方で、SU111 から出土した炭化物

には、次の特徴が言える。出土した炭化物は、すべて炭

化しているものの、燃え尽きていない。とくにクッキーは

分裂しているものがほとんどであるが、元々の表裏面や側

面が確認できるほど、一定程度の形を留めている。炭化

材も、すべて 2cm 大に分断しているが、ほとんどがその

形状から枝材であると確認できるほど、保存状態が良い。

これらの炭化物は、消し炭のように軟質ではなく、一定程

度の硬さがあり、そのことからこそ、保存が良いということ

であろう。

SU112 石器資料（写真図版 18）　　SU111 の内部では、

その上に重複するように、384 点（3,585.3g）の頁岩製

石器資料が密集する SU112 が発見された。石器資料は

炭化物と違って、50cm 程度の狭い範囲に分布し、また

その範囲の中心下部に微細なチップが密集していた（以

下、SU112 石器資料という）。SU112 石器資料には、5・

6cm 台の石器未製品が 2 点あるほか、ほとんどが焼け

はじけた剥片・チップで占められる。大きさは、最大長

で 8cm 台のものから数 mm 台のものまで含まれる。ただ
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し、数 mm から 1cm 台のものがほとんどである。特定の

大きさのもので構成されるわけではない。石材は、すべて

珪質頁岩で、後述するように、変色によって厳密な母岩判

別作業が難しいものの、色調や石質、自然面の状態など

を考慮すると、ほぼ同一母岩で占められる可能性が高い。

また、SU112 が狭い範囲に集中していることを考慮すると、

大小の異なる多数の石器資料がまとめられて、一気に投

棄された可能性が考えられる。SU112 の下部のチップの

密集は、チップが比較的大きな石器資料や炭化物の間隙

を抜けて下に溜まった状況を示していよう。

SU112 石器資料の被熱　　さらに、SU112 石器資料は、

ほとんどにヒビやはじけ、赤色や黒色といった変色、煤

状の付着物など、焼かれたときに特徴的に残る被熱痕跡

が認められる。実際に、珪酸分が多い頁岩の石片を直

接火に放り込めば、石片は激しくはじけ、砕けて飛び散り、

原形を留めなくなるほどに崩れてしまう。しかし、SU112

石器資料は、はじける寸前のヒビが生じているものも多

く認められるが、一定程度原形を留めているものも多く

存在する。これらのことから SU112 は、被熱時の温度

が高温でなかったこと、さらに SU111 の上に SU112 が

形成されて、石器資料が跡形もなくはじけ散る前に、短

時間で被熱が終わった可能性が考えられる。一方では、

SU112 が形成される時点で、SU111 が燃焼していたこ

とも言える。

S111 の可能性　　つまり、SU112 の状況も踏まえると、

SU111 の炭化物が硬質であることは、燃焼時の途中で酸

素供給が止められ、有機質が不完全燃焼を起こし、揮発

性の低い固形の炭素分へ置き換わる何らかの作用があっ

たことを示している。一方で、特に炭化材の出土状況か

らは、元々の樹木や枝の原形を留めていない。そのた

め、燃焼中、あるいは燃焼後に、本来の燃焼時の位置が

乱された、または他所で燃やされた炭を SU111 の場所に

移動した可能性を示している。SU112 が狭い範囲に集中

することは、石器資料が SU111 の上に投棄された後、乱

されていないということが言えよう。さらに、SU112 から

は、一定程度の時間、火を受けた時点で蒸し焼きにし、

酸素の供給を止める何らかの作業が行われたことが考えら

れる。第 49 図の断面図をみると、炭化物層の上に薄い

黒褐色粘土層（18 層）が認められることから、粘土を覆

うことによって蒸し焼きにした可能性がある。したがって、

SU111 は、意図的に “炭焼き” をした場であるということ

が考えられる。第 4 次調査の盛土遺構 SM101（第 43 図）

や第 1 ～ 3 次調査で確認されている盛土をもつ住居跡に、

多量の炭化物が含まれていることが確認されている。特に、

SM101 の炭化物の樹種同定では、ヤナギ属、トネリコ属、

コナラ属が目立ち、周辺域の水辺に植生する植物に限ら

れている（松本・辻 2012）。SU111 は、ヤナギ属を主体

としていることから、SM101 などの盛土との関連性が疑

われる。したがって、SU111 は、盛土に利用する炭を精

製するための遺構である可能性が考えられる。

SU112 の意味　　SU112 石器資料は、石器素材に使え

ないチップが多量に含まれていることから、石材の加熱処

理を行ったとは考えにくい。そもそも、加熱処理であれば、

石器素材に使えるサイズの剥片が無くなっているはずであ

るが、使われた形跡がない。SU112 の出土状況も、乱さ

れた形跡がない。石の被熱具合を見て火を止めるタイミン

グを計るために、SU111 に SU112 石器資料を投棄したと

も考えられるが、本来の意味については、残念ながら追う

ことができない。もっとも、何らかの儀礼行為とも言えよう

が、それを裏付ける証拠はない。

SU111 とクッキー状炭化物　SU111 の炭化物には、クリ

の子葉も含め、クッキー状炭化物といった「燃料」ではな

く、「食料」が含まれている。SU111 にのみクッキー状炭

化物が出土することからしても、特筆すべき事柄と言える。

このことは、SU111 においてクッキーが焼成された可能性

を示す。しかし、その場合でもやはり、SU112 の存在す

る意味が不明である。あるいは、クッキーを焼成する場所

の木炭が、SU111 に持ち込まれたかである。クッキー状

炭化物がすべて完形でなく、断片であることから、何らか

の理由で不用になったものを火の中に投棄し、その炭を

SU111 に投棄した、とも想定されよう。いまのところ、こ

れらの 2 つの可能性を、どれか 1 つに絞ることは、残念

ながらできない。したがって、本報告では、この 2 つの可

能性を提示するに留めることにする。

C　第 5次調査区南端部遺構群

　第 5 次調査区南端部、流路 SG105 の南岸付近にて、

本遺跡では例外的である掘り込みのある遺構群（第 50 図）

が検出された。この遺構群より南側では、再び遺構が検

出されなくなる。検出されたのは 17 基のピットであり、内
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2 基（SP115・118）は柱穴である。

　ピット内の覆土は、遺物包含層（F2）と良く似ている。

周辺には打ち込みによる木柱も散見されているため、こ

れらのピットは木柱の抜き取り痕の可能性がある。ピット

SP113 はおそらく木柱の抜き取り痕であろう。一方 SP115

は掘り込みを有する柱穴であり、本遺跡では非常に稀な例

となる。これらの遺構群は、第 5 次調査区以東へ続くもの

と考えられる。

D　流路 SG105

　前報告書では、窪地（第 109 図）としていたが、本報

告では、内部に堆積した遺物包含層（F2）が砂分を多く

含むことが判明したことから、一定の流れを有する流路と

した（第 31 ～ 33 図，第 37・38 図，付図）。遺物包含

層（F2）より上位の層では、砂分が目立つこともなく、か

つ水平に近い堆積状況であることから、流路ではなくなっ

ていたようである。

　第 4 次調査区では、南岸部を検出することはできたが、

北端部は明瞭でなかった。ただし北側に盛土遺構 SM104

があるので、その手前に北岸部を想定した。南北幅は

15m を測る。深さはトレンチ土層図 g ‐ g’（第 41 図）

によると 60cm 以上である。

　第 5 次調査区の南岸は、第 4 次調査区側の南岸と近い

位置にあり、両者はつながるであろう。第 5 次調査区側

の SG105 は非常に広く、南北幅が約 55m である。ゆる

やかに下っていき、最深部の深さは 60cm ほどとなる。遺

物包含層（F2）は、SG105 の内部でも、ほぼ同じ厚みを

維持したまま堆積していた。また、多数の流木が横たわる。

　SG105 の南岸側には柱穴・ピット群と木柱群が、北岸

側には多数の木柱群が検出されている。流路の両岸で、

陸地側との境に何らかの施設を設置したものと考えられ

る。

　北岸・南岸ともその周辺から多数の遺物が出土したが、

特に北岸側が多い。彩漆土器 238、玦状耳飾 551、漆

器 618 などもこの周辺から出土した。

3　遺　　物

A　概　　要

　出土した遺物は、第 4 次調査では 207 箱（文化財認

定箱数）である。ただし、土器・石器・木製品などは 37

箱であり、170 箱は、洗浄済みの遺物包含層（F2）であ

る。遺物包含層（F2）とした土壌の内、遺物を出土しな

い範囲以外はほとんど回収している。これらを洗浄した上

で、内部に含まれる遺物を取り上げた。

　第 5 次調査での出土遺物は、172 箱（文化財認定箱数）

である。内 89 箱は洗浄済みの遺物包含層（F2）である。

第 4 次調査と同様に、遺物が出土する範囲の土壌はほと

んど回収した。

　遺物の種類は、土器・彩漆土器・石器・木製品・木胎漆器・

木柱・クッキー状炭化物・縄・樹皮などである。ほかに

自然遺物としてクルミ核・種子類・骨類・昆虫などがある。

また、流木、小木片、炭化物なども多数出土していたが、

サンプルの採取にとどめた。

　出土遺物の大半は遺物包含層（F2）からの出土であり、

遺物包含層（F1）からの出土はわずかであった。第 4 次

調査では両層を区別なく調査したため、出土層位の記録

に “F1”、“F2” の記載はない。第 5 次調査では両層を区

別して遺物の取り上げを行ったが、やはりほとんどが遺物

包含層（F2）に属していた。

　出土した土器は全て縄文時代前期の所産である。ほか

の遺物も同じ層からの出土であるため、同時期のものと考

えられる。

　なお、遺物実測図と写真図版には、出土遺構・グリッド・

層位も付記している。

B　縄 文 土 器

分類について（第 5 図）

　出土した土器が属する時期は、1 点を除いて縄文時代

前期後半の大木 4 式期に限定される。出土した土器はコ

ンテナで 56 箱、実測図を掲載した土器は 318 点である。

土器の抽出にあたっては、遺存率・器形・文様・文様の

構成を重視し、可能な限り多種の器形・文様を掲載する

よう努めた。

　掲載した土器は、型式・器形・文様とその構成をもと

に以下のようにⅠ～Ⅸ群に分類した。Ⅰ・Ⅱ群について

は細分も行っている。

第Ⅰ群 大木 4 式土器に属する土器のうち、粘土紐貼

付による隆線文を有する土器。文様は、波状

文・幾何学文・渦巻文・曲線文・梯子状文な

Ⅲ　調査成果
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どが施される。

 1 類 胴部が強く膨らみ球胴形を呈し、頸部か

ら口縁部にかけて屈曲気味に大きく外反

するもの。底部はすぼみ、台部が付属す

る場合がある。

 2 類 胴部がやや膨らみ、口縁部が大きく外反

するもの。底部はすぼむ。

 3 類  底部から直線的に外傾しながら立ち上が

り、口縁部が大きく外反するもの。

 4 類 底部から口縁部にかけて直線的に外傾し

ながら立ち上がるもの。

 5 類 胴部から口縁部にかけて緩やかに内湾す

るもの。

第Ⅱ群 大木 4 式に属する土器のうち、沈線文によっ

て文様が施される土器。また地文のみを施す

土器も含む。器形は長胴型の深鉢が主体で、

文様は、波状文・鋸歯状文・曲線文・横線文

などがある。

 1 類 胴部がやや膨らみ口縁部にかけて大きく

外反するもの。第Ⅰ群 2 類に類似する器

形である。頸部の沈線文を境として、口

縁部が無地文帯となる。

 2 類 頸部の沈線文を境とする口縁部の無地文

帯の中に、曲線文などの文様を施すもの。

口縁部は外反し、底部はすぼむが、胴部

は膨らむものと膨らまないものがある。

 3 類 頸部の沈線文を境とする口縁部の無地文

帯に文様を有しないもの。胴部に文様を

伴うものを含む。口縁部は外反し、底部

はすぼむが、胴部は膨らむものと膨らま

ないものがある。

 4 類 頸部の沈線文を境とする口縁部の無地文

帯の中に、横線・波状・鋸歯状文を施す

もの。口縁部は外反し、底部はすぼむが、

胴部は膨らむものと膨らまないものがあ

る。

 5 類 頸部の結節文を境として、口縁部が無文

帯となるもの。口縁部は外反する。

 6 類 頸部の結節文を境とする口縁部の無地文

帯の中に、横線文・波状文を施すもの。

口縁部は外反し、底部はすぼむ。

 7 類 器面全体に地文を施したのち、口縁部に

波状文・鋸歯状文・横線文を施すもの。

口縁部は外反し、底部はすぼむが、胴部

は膨らむものと膨らまないものがある。

 8 類 器面全体に地文のみを施すもの。口縁部

は外反し、底部はすぼむが、胴部は膨ら

むものと膨らまないものがある。

 9 類 口縁部が内湾し、頸部はややくびれるも

の。

 10 類 キャリパー型を呈し、口縁部が内湾・直

立するもの。

 11 類 頸部が長く、胴部下半が膨らむもの。

 12 類 底部から口縁部にかけて外反しながら立

ち上がるもの。

 13 類 底部から緩やかに外傾しながら立ち上が

り、頸部が屈曲し外反するもの。

 14 類 底部から直線的に外傾しながら立ち上が

り、口縁部が内湾・直立するもの。

 15 類 底部から口縁部に向かって直線的に外傾

しながら立ち上がるもの。

 16 類 短沈線文（幅広の刺突文）によって文様

を描くもの。

 17 類 半截竹管による爪形文と平行沈線文に

よって文様を描くもの。施文具の進入角

度は浅く、爪形文は「⊂」字状を呈す。

 18 類 そのほかの器形の土器。

第Ⅲ群 諸磯 b 式中 2 段階に比定される土器。

第Ⅳ群 浮島Ⅱ式に比定される土器。

第Ⅴ群 興津Ⅱ式に比定される土器。

第Ⅵ群 列点文が施される土器。

第Ⅶ群 格子目文土器に比定される土器。

第Ⅷ群 半截竹管による連続爪形文で、弧線・曲線・

斜線・横線文が描かれるもの。前報告書の「Ⅴ

群土器」に相当する。地文は羽状縄文を用い

る。頸部はくびれ、口縁部は外反し、胴部は

やや膨らむ。

第Ⅸ群 その他の土器として、上記のとおりに分類する

ことが困難な胴部・底部資料、および漆付着

土器などがある。
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第Ⅰ群 1 類（第 51 ～ 53 図：1 ～ 18）

　文様帯は、胴部と口唇部の 2 個所である。1 は、口唇

部に 2 条の波状隆線文が巡り、部分的に渦巻状の太隆線

文が施される。頸部は無文帯である。胴部上半には 2 条

1 単位の波状隆線文が上下に配され、その間に梯子状・

S 字状・波状隆線文などが施される。2 は、1 と同様の文

様構成をとり、口唇部には波状太隆線文が施される。15

には刻目のある太隆線文が胴部に施される。刻目のある

隆線文は、先行する大木 3 式の系譜を引くとされる（小

林 2007）が、出土した数はわずかである。

　16 の胴部には、斜行縄文が施されるのみで、前報告書

の掲載資料中にも類例をみない。屈曲する頸部に地文は

ない。口唇部には、波状太隆線文が4個所に分けて施され、

その間に 2 条 1 単位とする波状隆線文が施される。2 に

もみられる口唇部の太隆線文は、後続する大木 5 式に特

徴的な、口唇部の連続山形文へと継承されるものである。

17 は台付深鉢であるが、台部は欠損している。台部には

縦のスリットが 7 個所認められる。17・18 は胴部下半の

みの資料で文様は確認できないが、本類に特徴的な器形

であることから、1 類に含めた。

第Ⅰ群 2 類（第 54 ～ 55 図：19 ～ 31）

　19 ～ 22 は胴部上半までの資料であるが、全体では、

胴部がやや膨らみ、底部へ向かってすぼむ器形となる。

類例は前報告書でも確認できる。文様は胴部上半に施さ

れ、屈曲または大きく外反する口頸部は地文のない無文

帯となる。口唇部には、19・20 のような隆線文が施され

る資料や、22 のように 4 単位の小突起を伴うものもある。

19 の地文は環付末端の無節斜行縄文である。23・25 は

蕨手状の太隆線文が縦位に施される。25 の胴部には、棒

状工具による横位の列点文が施される。

第Ⅰ群 3 類（第 56 図：32 ～ 38）

　文様は胴部上半に施文され、1 ～ 3 条の横位・波状

隆線文が中心となる。屈曲する口縁部は、2 類と同様に、

胴部上半の文様を境として地文のない無文帯となるが、

口唇部に 4 単位の突起を伴うものもある。32 は刻目をも

つ2条の横位隆線文が頸部を巡る。下段の隆線文にはハー

ト形を呈する隆線文がぶら下がる。33 は、32 と同じ器形・

文様である。35・37 は口縁部内面にも隆線文が施される。

第Ⅰ群 4 類（第 57 図：39 ～ 45）

　文様帯は口縁部直下から胴部上半に配される。文様は

波状隆線文が中心で、3 類に類似する。口縁部から文様

帯上端までは狭い無文帯となる。39 の口唇部には、渦巻

状太隆線文が施され、胴部上半には 3 段の波状隆線文が

巡る。その最下段では、弧状隆線文が波状文の谷部にぶ

ら下がり、併せてハート形を呈している。40・41 は 39

とほぼ同様の文様構成をとる。43 の口唇部には渦巻状隆

線文が施され、短い無文帯を挟んで胴部に波状隆線文な

どが施される。

第Ⅰ群 5 類（第 58 図：46 ～ 49）

　胴部下半まで復元できた資料がなく、全体の器形は不

明である。文様は、ほかの隆線文をもつ土器にはない特

徴的なものである。46 の口唇部には、波状太隆線文が局

所的に施される。口縁部は無文帯となり、その直下には

波状・横位隆線文が巡る。さらにその下位には多様な幾

何学的文様が施されている。47 の口唇部には、波状太隆

線文が局所的に施され、その上面を含む口唇部に、2 条

の波状隆線文が施される。口縁部直下にはわずかに無文

帯が生じ、その下位に波状隆線文を施す。胴部には同心

円文とその外周に短い隆線文が放射状に配される文様が、

3 単位以上施される。地文は単節 LR のようであるが、通

常のものと異なり、節が菱形で縦に長いため、原体は特

定しきれない。48 は胴部の張りがやや強い。口縁部には

環状の把手が付き、その上面には波状隆線文が施される。

口縁部から胴部にかけては、波状隆線文をのせた 3 条の

横位太隆線文が巡る。その間には、隆線文による多様な

文様が施されている。49 の地文は縄文ではなく、縄文に

擬したと考えられる沈線文を斜方向に連続して施したもの

である。

第Ⅱ群 1 類（第 59・60 図：50 ～ 58）

　50 は口縁部には、台形状の隆起部が伴い、その両端

の貫孔から波状平行沈線文が垂下する。頸部の波状平行

沈線を境として、口縁部は無地文帯となる。胴部には曲

線的な平行沈線文の一部が確認できる。51 の口縁部も

一部が台形状に隆起し、その頂点には刺突文が施される。

頸部を巡る 2 条の横位沈線文は、棒状工具の連続押し引

きによるもので、この施文技法が確認出来たのは、78 を

含めた 2 点のみである。ただし、78 は半截竹管による連

続押し引きである。下段の横位沈線文からは、縦位の鋸

歯状沈線文が垂下する。

　53・54 は胴部資料であるが、器形や文様から判断し、

Ⅲ　調査成果
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1 類とした。53 は 2・3 段の結節文を境として口縁部が

無地文帯となる。55・56 は同一個体である。口縁部は

無文で、頸部以下に複数段の波状平行沈線文が、その下

位には波状太隆線文が施される。沈線文と隆線文が同一

個体上に施されていることが確認できたのは、第 4・5 次

調査では、この 1 点のみである。57・58 はやや小型で

あるが、共に口縁部に隆起部をもち、その直下の無地文

帯に、平行沈線による文様が施される。

第Ⅱ群 2 類（第 60 図：59 ～ 69）

　59 の口縁部には台形状の隆起部が伴い、口唇部には

1 条の沈線文が巡る。波状平行沈線文が口縁部直下から

垂下し、頸部では横位に巡る。また、口縁部には補修孔

が空く。60 ～ 63 は、口縁部の無地文帯に、沈線による

波状・曲線・斜行文などを施す。64 ～ 66 では、沈線に

よる直線文・鋸歯状文の組み合わせによる文様が施され

る。68 には大型の波状平行沈線文が、半単位ずらしなが

ら重複して施される。69 は口縁部の無地文帯の中に、2

条 1 単位の沈線による弧線文・横位 S 字状文を施す。口

縁部には、2 個所の刻目を有する台形状の隆起部が 3 単

位配される。

第Ⅱ群 3 類（第 61 図：70 ～ 83）

　70 ～ 73 には、頸部の沈線文のみ確認できる。70 は

2 条の平行沈線文、71 は鋸歯状沈線文と 2 条の横位沈

線文、72 は鋸歯状沈線文、73 は波状沈線文が頸部を巡り、

その下位には単節 LR の斜行縄文が施されている。74 の

頸部には 2 条の波状沈線文、75 の頸部には波状平行沈

線文が巡り、それぞれの胴部には曲線文が施される。76

は、3 本 1 単位の櫛歯状の工具または多截竹管による波

状沈線文が頸部を巡り、胴部にも同種の工具を用いた曲

線文が施される。櫛歯状の工具による施文が確認できた

のは、この資料のみである。

　77 の口縁部には、ボタン状の貼付文が伴う。その下位

には沈線文が確認できる。前報告書の類例をみると、ボ

タン状の貼付文は、その下位に施される沈線文の起点や

アクセントとして用いられる傾向がある。よって、文様の

主体はあくまで沈線文であることから、3 類に含めた。78

の頸部には、半截竹管の連続押し引きによる平行沈線文

が施される。さらに、縦位の平行沈線文が垂下する。

　79 ～ 83 は、頸部から胴部の資料である。79 は波状

沈線文の下に、2 条の沈線による入組文が施される。80

は 2 条の波状沈線文を施し、その谷部の上側と山部の下

側に、沈線文を追加している。81 の頸部には、3 条の波

状沈線文が巡る。その間に 2 個所の刺突文が施されてい

る。この刺突文は特殊であり、棒状工具の先端部を回転

させて施文している。82 と 83 は、同一個体のようである

が、文様は大きく異なる。V 字枠状・鋸歯状・渦巻状の

沈線文などが施される。

第Ⅱ群 4 類（第 61 ～ 63 図：84 ～ 104）

　84 の口縁部は、台形状の隆起部をもち、その頂点には

刻目が施される。口縁部の無地文帯には、3 条の横位平

行沈線文が巡る。地文は、結節文付の斜行縄文が施され

る。85 の口縁部には 3 条、86 の口縁部には、2 条の鋸

歯状沈線文が施される。87 の口縁部では、横位沈線文

が鋸歯状沈線文を上下に挟む。88・89 は横位平行沈線

と鋸歯状平行沈線文を交互に施す。共に 3 段までは確認

できる。88 の鋸歯状文は、波状文のようにも見え、文様

の未分化がうかがえる。90 は口唇部に複数の圧痕が認め

られ、口縁部下半には横位・V 字状・斜行などの沈線文

が施される。

　91・92 は口縁部に波状沈線文と横位沈線文を施す。

92 の頸部には、3 条の縦位沈線文が垂下する個所がある。

96 は口縁部の無地文帯に波状沈線文が施され、そこから

斜位の波状沈線文が伸びる。98 の口縁部には横位沈線

文が 1 条、その下に 3 条 1 単位の波状沈線文が施される。

　100 ～ 104 は、口縁部の無地文帯に波状沈線文・波

状平行沈線文が巡る。101 の口唇部には、7 ～ 10 個を

1 単位とする圧痕群が 5 個所に配される。

第Ⅱ群 5 類（第 64 図：105 ～ 113）

　108 は口唇部に半円状の突起をもつ。突起の上面には

7 個所の円形圧痕が認められる。頸部には 3・4 段の結

節文が施される。112 と 113 は同一個体であり、頸部に

は 2 条の Z 字状結節文が施され、口縁部は無文帯となる。

胴部には無節 R の斜行縄文が施され、2 条の縦位結節文

が垂下する。

第Ⅱ群 6 類（第 64 図：114 ～ 118）

　114 の口縁部には、3 条の横位沈線文が確認できる。

その下位には、3 条の横位結節文が施される。116 は、

口縁部にボタン状の貼付文が付される。また、2 条の波

状平行沈線文が施され、その下位には、2 条の結節文が

施される。117 と 118 は同一個体である。口縁部の無地

Ⅲ　調査成果
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文帯に波状平行沈線文を施し、その下位に 3 条の結節文

を施す。その内の中段の結節文は上下段とは異なる原体

を用いる。胴部には、平行沈線文もわずかに認められる。

第Ⅱ群 7 類（第 65 ～ 68 図：119 ～ 149）

　119 は、結束羽状縄文が一部に施され、原体の半分

を用いた結束付単節 RL の斜行縄文が器面の大半を覆う。

口縁部には、2 条の波状沈線文が巡り、その下位に S 字

状沈線文や縦位の短沈線文が施される。120 ～ 122 に

は波状沈線文が施される。122 は波状沈線文を半単位分

ずらして施文する。123・124 には横位沈線文と波状沈

線文などが施される。また、124 は口唇部に圧痕を伴う。

　125 ～ 141 は、鋸歯状沈線文と横位沈線文によって文

様が構成される土器群である。125 ～ 129 には鋸歯状沈

線文のみが施される。129 は口縁部に山状の突起が向い

合せに 2 個所設けられ、圧痕が同じく向い合せに 2 個所

施される。口縁部には、鋸歯状平行沈線文が施される。

130 ～ 141 には横位平行沈線文と鋸歯状沈線文が施さ

れる。132 の地文は結束羽状縄文である。133 と 134 は

横位と鋸歯状の平行沈線文を繰り返し施しているが、134

の口縁部直下の 1 条分のみは単沈線文である。地文は結

束羽状縄文である。139・140 は横位平行沈線文と鋸歯

状平行沈線文が重複して施されている。141 の口縁部に

は、3 個 1 単位の押圧による隆起部が 4 個所配される。

地文には結節文が伴う。口縁部には 2 条の横位平行沈線

が巡り、その間に半単位分ずらした波状平行沈線文が施

される。また、文様帯直下に 2 個所の補修孔が空く。

　142 ～ 149 は、口縁部に横位沈線文が施される土器

群である。146 は口唇部に刻目を有する隆起部が 4 個所

配される。また口縁部には 3 条の横位平行沈線文が巡る。

地文は単節 LR が口縁部直下から施されるが、胴部下半

からは無文となる。147 は地文に結束羽状縄文を用い、

口縁部には 2 条の横位平行沈線を施している。

第Ⅱ群 8 類（第 68 図：150 ～ 158）

　150 ～ 152 には、結節文付の斜行縄文が施される。

150 の口縁部には山状の隆起部が設けられ、その両脇に

は圧痕が認められる。151 の結節文は明瞭で、波状沈線

文に類似している。152 は口縁部に台形状の隆起部をも

ち、頂点には鋸歯状の刻目が施される。隆起部直下には、

横位の刺突文が施される。156 の内面は、ナデが不十分

であるため、輪積痕が明瞭に残る。158 は口縁部直下か

ら結束羽状縄文が施されている。

第Ⅱ群 9 類（第 69・70 図：159 ～ 177）

　159 ～ 162 は、口縁部直下から施された地文の上に沈

線文が施される。159 は口縁部に 3 条の横位沈線文が巡

り、その下位に鈎状沈線文が施される。160 には横位平

行沈線文、161 と 162 には波状沈線文が施される。163

～ 173 は、口縁部に横位・波状・鋸歯状の沈線文を施

す。166 の口唇部には、圧痕をもつ突起が 2 個所配される。

口縁部直下には、横位平行沈線文が 1 条、その下位には、

波状平行沈線文が施される。169 の口唇部には、圧痕を

伴う山状突起が設けられ、口縁部には 3 条の鋸歯状沈線

文が施される。172 は、口縁部に2 条の平行沈線文を施し、

その間に右下がりの斜行平行沈線文を施す。左端には左

下がりの斜行平行沈線文が確認でき、一部は鋸歯状をな

すものと考えられる。

　174 ～ 177 には、地文のみが施される。174 は口縁

部に 3 個 1 単位の突起が付される。第Ⅷ群の口縁部に付

属する突起に類似している。175 には、結節文を伴う単

節 RL の斜行縄文が施される。

第Ⅱ群 10 類（第 70 図：178 ～ 180）

　178 の口縁部は、2 単位の波状を呈し、その間には耳

状突起が 2 個ずつ配される。半截竹管の押し引きによる

沈線文が頸部を巡り、これを境として口縁部は無地文帯と

なる。平行沈線文内には、爪形文が明瞭に認められる。

口縁部にも半截竹管の押し引きによる横線文・鋸歯状文・

鈎状文が施される。胴部には、結節文を伴う単節 LR の斜

行縄文を施す。179 は口縁部が直立し、胴部は上半が直

立するが、下半は底部に向かってすぼむ。口唇部には山

状の突起が設けられ、文様は地文のみである。180 は胴

部下半が膨らみ、底部に向かってすぼむ。178 と同様の

器形であろう。

　本類は、出土土器全体の中でも特異な器形・施文手法

をもつ。類似する器形・施文手法は、大木 4 式に先行す

る大木 2b・3 式において確認できる。そのため、本類は

大木 4 式以前の系譜を残す土器であると考えられる。類

似する資料は、山形県東根市の小林 A 遺跡（第 109 図）

に求められる（東根市 1975）。

第Ⅱ群 11 類（第 70 図：181 ～ 185）

　181 の口唇部には、4 個 1 単位となる刻目が配される。

なお各単位の間隔は比較的狭い。口縁部には、鋸歯状平
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行沈線文が巡り、これより上位は無文帯となる。185 は、

単節 LR の斜行縄文のみが、器面全体に施される。

第Ⅱ群 12 類（第 71 図：186 ～ 198）

　186 は、口縁部直下に横位平行沈線文が巡り、その下

位には、重複する鋸歯状平行沈線文が施される。鋸歯状

文の下端同士を V 字状の平行沈線文がつなぐ。また、胴

部下半にも、2 条の鋸歯状平行沈線文が施される。さらに

口縁部と胴部の鋸歯状文の間に縦位の平行沈線文が施さ

れる。地文は無節 L である。大木 4 式において、胴部下

半まで文様が描かれるものは稀である。187 は、胴部に

斜位平行沈線文が施された後、鋸歯状平行沈線文が重複

して施されている。残存する部位において、地文は認めら

れない。

　188 は、口縁部の無地文帯に斜位の短沈線文を組み合

わせた鋸歯状文を施す。その下位には、短沈線文による

V 字・逆 V 字状の文様を施す。地文は結束羽状縄文である。

　190・191 は、口縁部に沈線による曲線文・S 字状文・

波状文などが施される。両者とも口縁部には突起が伴う。

192 は、口縁部に波状平行沈線文が、さらにその中には

小円形文が施される。先行する大木 3 式においては、輪

切りにした竹管を用いた小円形文が施されることがある

が、大木 4 式においては希少である。193・194 は胴部

上半を巡る結節文を境として、口縁部は無文帯となる。

　195 ～ 198 には、地文が全面に施される。195 の口

唇部には、棒状工具による圧痕が伴う。さらに補修孔が 1

個所空く。196 には、結節文を伴う無節 R の斜行縄文が

施される。

第Ⅱ群 13 類（第 72 図：199 ～ 202）

　199 の地文のない口縁部には、縦位の短い突起が貼り

付けられる。胴部以下には単節 RL の斜行縄文が施され

るが、口縁部の無地文帯との境になる文様はない。201

は二次的な被熱によって器面の大部分が失われているが、

わずかに残る部分には、浅い沈線文が確認できる。202

では、鋸歯状沈線文と口縁部の無文帯がわずかに確認で

きる。

第Ⅱ群 14 類（第 72 図：203 ～ 206）

　203 は口唇部に複数の圧痕が施される。また、山状の

隆起部をもつ。口縁部直下には「ヘ」字状の平行沈線文

が連続して施文され、全体で鋸歯状文をなす。地文は結

節文を伴う無節 L の斜行縄文が、器面全体に施されてい

る。204 の口唇部には、わずかに隆起する個所がある。

口縁部には波状沈線文が施される。205・206 には、地

文のみが器面全体に施される。

第Ⅱ群 15 類（第 73 図：207 ～ 218）

　207・208 の口縁部には、2 条の横位平行沈線文が巡

る。後者には、垂下する鋸歯状平行沈線文が追加される。

210 の口唇部には圧痕をもつ突起が付属する。口縁部に

は鋸歯状沈線文が施される。211 は口縁部に鋸歯状平行

沈線文が、地文として結節文を伴う無節 L の斜行縄文が

施される。

　212 ～ 214 は横位沈線文と鋸歯状沈線文により文様が

構成される。214 は口縁部直下に横位平行沈線文が 1 条

巡り、その下位に 2 条 1 単位とした上弦の弧状平行沈線

文が連続して施され、鋸歯状文を構成している。

　215 ～ 217 は地文のみが施される。215 には、単節

LR・RL の原体による羽状縄文が施される。217 は、口

縁部に縦位の短い突起が付される。218 は、文様・地文

が施されない珍しい資料である。

第Ⅱ群 16 類（第 73 図：219 ～ 222）

　短沈線文を施文する土器群である。施文手法は、幅広

の箆状工具を用いた刺突による場合もある。口縁部や胴

部下半の資料であるため、器形を把握するには至らない。

219 ～ 221 は、短沈線文と横位沈線文が施される。219

の口唇部には連続する刻目が施され、口縁部には横位短

沈線文・横位沈線文が交互に施される。220 は口縁部に

3 条の横位沈線文が巡り、その間に斜位の短沈線文を連

続して施す。221 は、口縁部の無地文帯に 2 条の波状沈

線文を、その中に短沈線文を施す。222 は胴部に連続す

る横位短沈線文が施される。

第Ⅱ群 17 類（第 73 図：223 ～ 230）

　223・224 は口縁部に 3 条の横位沈線文が巡り、そ

の間に爪形文が連続して施される。225・226 も同様

に、横位平行沈線文と横位に連続する爪形文が交互に施

される。226 の胴部には、斜位の平行沈線文も施される。

227・228 は、口縁部に横線・曲線状平行沈線文や爪形

文が施される。229 と 230 は同一個体である。頸部には

斜位の沈線文を連続して施す。胴部には、「く」字・逆「く」

字状の平行沈線文を施し、X 字状文が構成される。文様

間には、爪形文が充填される。

第Ⅱ群 18 類（第 74 図：231 ～ 237）
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　231 ～ 235 は小型の深鉢である。231・233 は胴部

が算盤珠形を呈し、その後口縁部に向かって直立する。

234・235 は胴部がやや膨らむ器形である。

　236 は小型の台付鉢である。成形は手捏ねによるもの

である。器面は風化によりほとんど失われている。地文は

なく、口縁部直下に円形刺突文が連続して施される。台

部には 1 個所のスリットをもつ。237 は台付浅鉢であり、

口縁部には 2 個所の台形状の隆起部が対面する。台部の

欠損面は磨滅しており、欠損後も使用され続けたことを示

している。

第Ⅲ群（第 74 図：238 ～ 241）

　諸磯式は関東地方西南部に分布の中心をもち、縄文時

代前期後半に編年されている。諸磯式は a 式から c 式へ

と変遷し、b 式が大木 4 式に併行すると考えられている。

前調査においても、諸磯 b 式に相当する彩漆土器、深鉢・

浅鉢などが出土している。出土土器の中で諸磯 b 式と判

断できたのは、掲載した 4 個体分のみとなる。

　第 4・5 次調査で出土した彩漆土器は 1 点のみである。

238 の器形は、胴部がつぶれた球状を呈し、口縁部は大

きく内湾する。赤漆は口唇部まで丁寧に塗布され、口縁

部直下には連続した貫通孔が水平に並ぶ。漆の塗膜断面

についての分析は第Ⅳ章第 10 節に掲載した。239 は屈

曲した胴部に半截竹管による爪形文が連続して施される。

地文は認められない。240 は細い粘土紐を貼り付けた浮

線文によって文様を描く。またその浮線文上の刻目は矢

羽状を呈する。小破片のため文様の全体像は把握できな

いが、浮線文による斜行文が交差する様子は確認できる。

241 には、刻目をもつ横位の浮線文が施される。

第Ⅳ群（第 74 図：242 ～ 247）

　浮島式は関東地方東部に分布の中心をもち、縄文時代

前期後半に編年されている。Ⅰ・Ⅱ式に分けられており、

その内のⅡ式が大木 4 式と併行すると考えられている。

出土した土器の中で浮島式と判断できたのは、掲載した 2

個体分のみとなる。242 ～ 244 は同一個体である。242

は大波状をなす口縁部の資料であり、口縁部直下には、

2 列のロッキング手法による変形爪形文が施される。その

下位には、三角形状・台形状の平行沈線文が施され、一

部には刺突文も認められる。243 の胴部には横位短沈線

文が連続して施文され、口縁部付近には補修孔が空く。

245 ～ 247 も同一個体であり、口唇部には斜位の連続し

た刻目、口縁部には平行沈線文、爪形文などが施される。

第Ⅴ群（第 74 図：248）

　出土数は 1 点である。口縁部直下では斜位条線帯、そ

の下位では横位となる。さらに 2 列の連続する爪形文が

施されている。

　興津式は、縄文時代前期後半の関東地方東部に分布の

中心をもつ。興津Ⅱ式は、大木 4 式に後続する大木 5 式

の新段階に併行すると考えられている（松田 2009）。本

遺跡の主体となる土器群とは時期が異なっており、248 は

後世の流れ込みなどにより遺物包含層に混入したものと推

察される。

第Ⅵ群（第 74 図：249・250）

　出土数は 2 点である。249 の口唇部には連続する圧痕

が、口縁部には竹管状工具を斜めに刺突する 2 列の横位

列点文が施される。250 の胴部にも横位列点文が施され

る。

第Ⅶ群（第 74 図：251）

　出土数は 1 点である。沈線による X 字状文を重複して

施し、格子目状を呈する。主に北陸地方に分布する土器

である（寺崎 1991）が、県内では鶴岡市の川内袋遺跡

などでも出土している（財団法人山形県埋蔵文化財セン

ター 2012）。

第Ⅷ群（第 75 ～ 77 図：252 ～ 287）

　前報告書において、「Ⅴ群土器」に分類された土器群で

ある。半截竹管による連続爪形文と羽状縄文に特徴付け

られ、これまで北陸地方における縄文時代前期後半の土

器型式である刈羽式との関連が示唆されてきた（うきたむ

風土記の丘考古資料館 2007）。標識遺跡である新潟県柏

崎市の刈羽貝塚には、わずかながら類例を求めることがで

きる。しかし、羽状縄文という共通要素はあるものの、刈

羽式の中では連続爪形文による文様は少なく、主体は隆

起線文や列点文である。影響を受けていることは否定しな

いが、同じ土器型式とは考えられない。

　器形は全て深鉢で、胴部上半が括れ、わずかに内弯す

る口縁部が外傾しながら立ち上がる。口縁部には、粘土

を貼り付けた突起を伴うことが多い。突起の下位には、縦

位の弧線文や渦巻状文などが配され、文様構成の起点と

なる。文様は、狭い口縁部文様帯に限定して施され、半

截竹管による平行沈線文や連続爪形文を用いて弧線・曲

線・直線文などを組み合わせてさまざまな文様を構成する。
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また、口唇部には刻目、文様帯下端部には列点文が施さ

れることが多い。地文は、単節 LR・RL の斜行縄文の組

み合わせによる羽状縄文が用いられる。

　252 ～ 254と 256 ～ 258 はそれぞれ同一個体である。

278 ～ 281 は、弧線・曲線文は施されず、縦・横位の

平行沈線文と連続爪形文を用いて文様を構成する。なお

278 ～ 280 は同一個体である。282・283 は、斜位平

行沈線文を重複して施し、格子目文を描く。先に右下がり

の平行沈線文を一巡させた後に、右上がりの平行沈線文

を施す。また、交差部分には、刺突文が施される。

　284・285 は爪形文を用いることなく、平行沈線文のみ

で文様を構成する。286・287 は平行沈線文の内部に、

竹管による連続する円形刺突文を施す。ともに口縁部には

粘土貼付による突起が伴う。

第Ⅸ群（第 78 ～ 81 図：288 ～ 318）

　288 ～ 291 は胴部のみの資料で、型式は特定できない。

288 は鋸歯状平行沈線文を施した後、沈線文を無秩序に

施す。289 は胴部下半の資料で、地文には付加条が用い

られる。290 の地文は、羽状縄文である。291 の地文も

羽状縄文であるが、原体は無節 L と R という希少な例で

ある。

　292 ～ 313 は、胴部下半から底部が遺存している資料

である。292・299・300・302・304 ～ 306 の底部に

は、線状痕が認められる。303・307 の底部には木葉痕、

308・310 ～ 313 には網代痕が認められる。線状痕は、

笹の葉の葉脈によるものと推察される。底径の小さいもの

には線状痕や木葉痕、底径の大きなものには網代痕が認

められる傾向がある。

　314 ～ 318 は、漆付着土器である。漆を入れる容器と

して、採集・精製・保管などの用途に使用されたものと考

えられる。内側にススが付着したものや、欠損面に漆が付

着しているものもある。破損した土器の転用、あるいは漆

が入った土器の破損などが想定される。314 は口縁部で

あり、内外面とも漆が付着しているが、粗い付着状態であ

ることから、彩漆土器とは言い難い。317 は底面に貫通

孔をもつ。孔内に漆の付着はない。

C　土　製　品

円盤状土製品（第 81 図：319 ～ 323）

　出土数は 5 点である。土器片を打ち欠くなどして円形に

成形している。表面には単節 LR の地文が施される。321

は口縁部を含み、322 は結節文を伴う。

棒状土製品（第 81 図：324）

　出土数は 1 点である。断面は円形で、先細りの形状を

呈す。文様はなく、先端部は磨滅している。

D　石　　器

　第 4・5 次調査で出土した石器は、コンテナで 40 箱分

である。その中から 293 点を抽出し掲載した。

石　鏃（第 82 ～ 88 図：325 ～ 434）

　石鏃は 307 点出土し、その内 110 点を掲載した。凹

基無茎鏃・平基無茎鏃、尖基鏃に分類（鈴木 1991）さ

れる。先端部・脚部を欠損する個体も多く出土し、これら

が使用の実態を示すものと考えられる。素材となった石材

の多くは珪質頁岩であった。各個体の詳細は遺物観察表

を参照されたい。

凹基無茎鏃（第 82 ～ 87 図：325 ～ 426）　　石鏃の

大半は凹基無茎鏃であり、a～g類に細分した。茎部がなく、

基部に抉入をもつ形態である。

a 類（第 82 図：325 ～ 335）　　幅に対して 2 倍以上の

長さをもつ。丁寧な加工は表裏面の大部分におよび、ほ

かの石鏃に比べて大きく、重いものが多い。335 は幅に

対して約 4 倍の長さをもつ。

b 類（第 83 ～ 85 図：336 ～ 383）　　幅に対して 2 倍

以下、約 1.2 倍以上の長さをもつ。加工は表裏面の大部

分におよぶ。最も数多く出土した類型である。

　364 は目立った大きさの石鏃ではないが、 厚みが

8.4mm であり、同類の石鏃の 2 ～ 3 倍となる。裏面の中

心部のみが、隆起した状態である。調整剥離は周縁部か

ら求心的に行われたものの、剥離が中心まで届かなかっ

たため、素材剥片の厚みを除去しきれなかった結果であ

る。石鏃の多くは、その表裏面に対して、全面的な調整

が行われるため、どのような素材剥片を利用したのか分か

りにくい場合が多い。本資料はこの疑問に一定の回答を

示すものと言える。

　368 の両側縁には、側縁を絞り込むような加工が施さ

れている。石鏃に対して再加工を施し、石錐へと転用した

可能性がある。372 の先端部は樋
ひ

状に剥離しており、先

端部に正面から力が加わったことによる欠損であろう。使

用の実態を示す好例である。376 の先端部は鋭角とは言
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えず、未製品の可能性もある。381・382 の両側縁も、

わずかに絞りこまれている。欠損した a 類、あるいは、大

型の b 類の石鏃を再加工したものであろう。

c 類（第 86 図：384 ～ 390）　　幅に対して 2 倍以下、

約 1.2 倍以上の長さをもつ。加工は表裏面の大部分にお

よび、先端部が内側に屈曲するもの。使用時、または製

作時に先端部が欠損した b 類の石鏃を、再加工したもの

と考えられる。

d 類（第 86 図：391 ～ 402）　　幅に対して 2 倍以下、

約 1.2 倍以上の長さをもち、加工は表裏面ともに主として

周縁部に対して行われる。素材剥片が薄手であるため、

中心部まで届くような剥離を行わない。薄手の素材剥片の

周縁に急角度の剥離を施し、石鏃の形態を作出している。

大きさ・形態は、素材剥片によるところが大きい。

e 類（第 87 図：403 ～ 413）　　幅に対して約 1.2 倍以

下の長さであり、脚部が比較的短いものとした。加工は表

裏面の大部分に対して行われる。幅よりも長さがわずかに

大きく、正三角形に近い形態を呈す。

f 類（第 87 図：414 ～ 425）　　幅に対して約 1.2 倍以

下の長さであり、脚部が比較的長いものとした。424 の先

端部には、追加的な加工が施されているため、石錐へ転

用した可能性が高い。

g 類（第 87 図：426）　　幅に対して約 1.2 倍以下の長

さをもち、加工は d 類と同様で表裏面ともに主として周縁

部に行われる。出土数は 1 点である。

平基無茎鏃（第 88 図：427 ～ 431）　　茎部がなく基

部が直線的な石鏃である。いずれも幅に対して全長が長

い。加工は表裏の全面におよぶものが多いが、431 は周

縁部にとどまる。

尖基鏃（第 88 図：432 ～ 434）　　基部が尖るものとさ

れる。432 の基部の両側縁はやや抉れている。433 は表

裏面の大部分に加工が施される。434 の加工は周縁部に

とどまる。

石鏃未製品（第 88 ～ 91 図：435 ～ 469）

　石鏃未製品は 189 点出土した。その内、34 点を a ～

d 類に細分して掲載した。前報告書において、三角スクレー

パーとして報告された石器群を含む。

　石鏃未製品は、主として石鏃へと仕上げられることにな

るが、仕上げが困難となった場合は、石錐などの別の器

種に転用された可能性もある。

a 類（第 88 図：435）　　尖基鏃の未製品と考えられる

もの。上半部はおおよそ加工が済んでいるが、下半部は

わずかな加工でとどまっている。

b 類（第 88 ～ 89 図：436 ～ 450）　　素材剥片の表裏

面に対して加工が施され、石鏃としての先端部の形態がほ

ぼ作出されているもの。ただし、完成品にはほど遠く、さ

らなる加工が必要であるため、かなり大型のものも含まれ

る。未製品のまま廃棄された石器であるため、石鏃として

完成させるには難しいものも含まれるであろう。

　素材剥片の表裏面に、求心的な加工を全周にわたって

施している。厚みの大きい素材剥片の場合は、その厚み

を除去するために、中心部まで届く平坦剥離を施す。また、

基部より先に先端部の形態を作出する傾向がうかがえる。

基部は直線的に整えられおり、この後に凹基となるよう加

工が追加されるのであろう。441・442 の下半部は、基

部作出のために折り取られたものと考えられる。

c 類（第 90 図：451 ～ 458）　　比較的薄手の素材剥

片を用いて、表裏面の周縁部に加工を施すもの。加工は

中心部までは届かない。平坦剥離による加工を大幅に追

加し、凹基無茎鏃 b 類などを製作する意図があったものと

考えられる。小型のものは、凹基無茎鏃 d 類の未製品と

考えられる。

d 類（第 90・91 図：459 ～ 469）　　比較的厚手の素

材剥片を用いて、表裏面の周縁部から、中心部まで届く

求心的な平坦剥離を含む調整加工を施すもの。素材剥片

は大型のものが多い。先端部の形態を作出すると同時に、

厚みを除去しようとしている。厚みを除去しきれなかった

製作例が石鏃 364 である。

押出型ポイント（第 92・93 図：470 ～ 486）

　33 点が出土、内 17 点を掲載した。押出型ポイントは、

前報告書によると “基部に両側から抉りを入れて石匙のつ

まみと同様な作り方をした部分を持ち、両面あるいは半

両面加工の尖頭器状の器体をもつもの” とされている。さ

らに器体の幅によりⅠ・Ⅱ類に分類している。Ⅰ類は “つ

まみ部に比して幅広い器体を持つ木葉形”、Ⅱ類は “つ

まみ部とほぼ同じくらいの幅の狭い器体をもつ柳葉形” と

している。同様に今回の出土品を分類すると、Ⅰ類には

470・471・473 ～ 475・477 ～ 481・483・484 が該

当し、残ったものがⅡ類となる。Ⅱ類の中には、刃部が

破損したⅠ類に対し、再加工を施したものも含まれている
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と考えられる。その結果として器体幅が狭くなるのであろ

う。また、素材剥片の大きさ、形態による制約も考慮される。

　471 は下半部への加工が少なく、未製品の可能性があ

る。

押出型ポイント未製品（第 93 図：487・488）

　9 点が出土、内 2 点を掲載した。素材剥片の表裏面に、

周縁部から、加工を施している。石鏃未製品より大型のも

のとしたが、487 については、石鏃未製品の可能性も残る。

石　篦（第 93 図：489・490）

　4 点が出土、 内 2 点を掲載した。489 では表面に、

490 では表裏面に加工が施される。石鏃未製品と異なり、

石鏃のような先端部は作出していない。

石　匙（第 94 図：491 ～ 497）

　石匙は、全点を掲載した。491 ～ 496 が縦型、497

が横型である（鈴木 1991）。493 は表面およびつまみ部

に入念な加工を施している。ほかは周縁部の整形とつま

み部の作出程度の加工である。496 のつまみ部は欠損し

ている。

石　錐（第 94・95 図：498 ～ 522）

　52 点が出土、内 25 点を掲載した。a ～ f 類に分類し

ている。

a 類（第 94 図：498・499）　　全体の形状が棒状をな

すものである。錐部を中心に頭部にも加工が施されるが、

頭部には素材剥片の形状を残す。498 の錐部は欠損して

いる。

b 類（第 94 図：500・501）　　錐部とつまみ部が明確

に分かれており、全周に加工が施されるものとした。

c 類（第 94 図：502 ～ 504）　　石鏃からの転用と考え

られるものとした。いずれも、凹基無茎鏃の両側縁に調

整加工を追加して錐部を作出する。元が石鏃であるため、

全体的に薄手の石錐となる。

d 類（第 94 図：505 ～ 507）　　押出型ポイントからの

転用と考えられるものとした。505・506 は押出型ポイン

トの基部側の破片に加工を追加して錐部を作出している。

507 は押出型ポイントの先端部に錐部を作出している。

e 類（第 95 図：508 ～ 517）　　錐部とつまみ部が明確

に分かれており、つまみ部に素材剥片の形状をとどめるも

の。明確な錐部を作出するが、つまみ部への加工は部分

的である。素材剥片の形態によるところが大きいため、石

錐としての形態は多様である。

f 類（第 95 図：518 ～ 522）　　錐部からつまみ部へ向

かってしだいに幅広となり、つまみ部との区分が不明瞭な

もの。素材剥片の形状をとどめる場合が多く、加工は錐部

周縁を中心に行われる。

三日月形削器（第 95 図：523 ～ 525）

　削器は、剥片の側縁に連続的な調整加工を施して刃部

を作出する石器である。なかでも全体の形態が三日月状

を呈するものである。素材剥片の形状のままではなく、加

工により凹形の刃部を作出している。

削　器（第 96 図：526 ～ 533）

　105 点が出土、内 8 点を掲載した。縦長剥片の片側縁、

あるいは両側縁に連続的な加工が施される。加工は主と

して表面に行われる。

鋸歯縁石器（第 96 図：534 ～ 536）

　6 点が出土し、内 3 点を掲載した。剥片の側縁に対し

て鋸歯状の加工を施している。

円形石器（第 97 図：537）

　1 点出土した。表裏面の全周から求心的な加工を施し、

円形に成形している。

石　核（第 97 図：538 ～ 541）

　539 の上面には礫面が残る。下方から剥離を行い、表

裏面から剥片を取得している。540・541 は打面転移を

行いながら多方向から剥片を取得している。いずれの石

核でも、取得する剥片の形状は規格的とは言えない。

小型磨製石斧（第 98 図：542・543）

　2 点出土した。小型の定角式磨製石斧である。非常に

丁寧に作られているが、刃部には欠損した痕跡を伴う。

542 の右側縁は、表裏面からの擦切技法による加工で切

り離されている。543 は上半部を欠く。

磨製石斧（第 98 図：544 ～ 549）

　8 点が出土、内 6 点を掲載した。544・545 は基部側

がすぼみ、横断面が楕円形を呈している乳棒状磨製石斧

と考えられる。544 は基部側からの衝撃により裏面の上半

部を欠損している。545 は表面が風化により失われており、

刃部を欠損する。

　546 ～ 549 は定角式磨製石斧である。表裏面と両側面

との間に、明確な稜が存在する。546 の刃部側にはター

ル状付着物が認められる。また、刃部には連続的な剥離

が施され、さらに剥離面内にもタール状付着物が認めら

れる。547 の刃部は右側が片減りしており、特徴的な石
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斧の使用法がうかがえる。548 は基部以外を欠損する。

549 は大型の磨製石斧である。丁寧に作られており、刃

部には欠損が認められる。定角式磨製石斧は小型のもの

を含め蛇紋岩を、乳棒状磨製石斧は緑色凝灰岩と閃緑岩

を素材とする。

箆状石製品（第 98 図：550）

　1 点出土した。全面的に研磨され、箆状を呈す。上端

部と裏面を欠損している。下半部にタール状付着物が認

められるが、下端部ではその付着物が剥がれている。ター

ル状付着物が付着する作業に用いながらも、対象物との

接触部は、その付着物が剥がれるような使用法であろう。

玦状耳飾（第 99 図：551）

　1 点出土した。ネフライト製で、非常に丁寧な作りである。

肉眼で見える研磨痕はない。環部、玦部とも表裏両面か

らの加工により空けられている。

石　棒（第 99 図：552）

　3 点が出土、内 1 点を掲載した。もう2 点は小破片で

ある。先端部以外は欠損している。装飾が彫り込まれた

石棒であり、炭化物集中地点 SU124 から出土した。先端

部には、タール状付着物が認められる。

岩　板（第 99 図：553）

　板状の石製品であり、表裏面に線状、点状の文様が彫

り込まれている。表面は研磨により仕上げ加工が施されて

いるが、欠損部が大きく、全体の形状は分からない。

異形石器（第 99 図：554 ～ 559）

　“従来の石器型式にない特殊な形態を持つ石器”（前報

告書）とされる石器である。6 点が出土し、全点を掲載し

た。いずれも個性的な形態であるが、石材は共通性が強く、

558 が珪質頁岩製である以外は全て鉄石英を用いる。鉄

石英は、ほかの器種に用いることはないため、出土してい

る鉄石英の剥片・砕片は、これらの異形石器の製作時に

剥離されたものである。559 は形態が整っておらず、未製

品の可能性がある。

砥　石（第 100 図：560 ～ 562）

　両面か片面に約 4 ～ 10mm の溝状の砥面をもつ。破

損した石皿の破片を転用しているため、面的な擦痕や敲

打痕をもつ。

磨　石（第 100・101 図：563 ～ 581）

　形態は多様であるが、いずれも明瞭な擦痕をもつ。また、

敲打痕をもつものも多い。563 は小型で、表面に擦痕を

もつ。564・565 は棒状の礫を用いている。565 には、ター

ル状付着物が認められる。566 ～ 571 は円礫を用いた一

般的な磨石である。569・571 は側面にも顕著な擦痕が

認められ、表裏面との間に稜を形成する。縦長の礫を用

いた 572 は、下半部を欠損している。573 ～ 575 は扁

平な礫を用いる。574 の下端部にはタール状付着物が、

575 には、擦痕のほかに線状痕も認められる。

　576 ～ 579 は、断面が方形を呈する磨石である。平面

形も方形に近い。表裏面、側面などに明瞭な擦痕をもつ。

576 は石皿の破片を再加工したものと考えられる。

　580・581 は形態は不定形であるが、側面に擦痕・敲

打痕をもつものである。

凹　石（第 102・103 図：582 ～ 603）

　32 点が出土、内 22 点を掲載した。磨石からの転用、

あるいは併用を行ったようであり、明瞭な擦痕をもつもの

も多い。円形のものは、凹みが中央部に集中し、縦長の

ものは、複数個の凹みが縦に連続する。表裏面だけでなく、

側面にも凹みをもつ場合がある。582 ～ 586 は、円礫を

用いており、擦痕も著しい。584 には被熱による赤化とター

ル状付着物が認められる。587 は方形を呈し、擦痕も認

められる。588 ～ 593 は、元の礫の形状をもつ凹石であ

る。凹みは複数個認められ、部分的ではあるが、擦痕も

認められる。

　594 ～ 601 は石皿の破片から転用したと考えられる。

周縁に整形加工を施すものも認められる。元が石皿である

ため、表裏面の擦痕は明瞭である。602・603 は薄板状

の礫を用いたものである。602 の右側面には整形のため

の剥離痕が認められる。

石　皿（第 104・105 図：604 ～ 617）

　作業面がくぼむものと平らなものがある。また、敲打痕

も多数認められる。604 ～ 612 は中央部がくぼむ石皿で

ある。擦痕は明瞭である。604・605 は盛土遺構 SM101

の盛土上面付近から出土している。両者とも下半部を欠く。

604 の表面には、下半部が欠損した後に形成された溝状

の砥面が認められる。606 は破片ではあるが、長方形を

呈する定型的な石皿になるものと考えられる。607 は凹形

を呈する表面に顕著な擦痕が認められるが、使用痕観察

によると、石皿としての用途ではなく砥石として利用された

としている。609・610 に認められるタール状付着物は、

周囲の欠損面にもおよぶ。608 の外縁部には打ち欠きに
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よる整形加工が施されている。611 の表面は敲打により

凹んではいるが、擦痕は認められない。612 は完形であり、

表裏面に擦痕と敲打痕をもつ。

　613 ～ 617 の作業面は平坦であり、多数の敲打痕が認

められる。615 ～ 617 にはタール状付着物が認められる。

613 の表面、および 616 の裏面には溝状の砥面がある。

E　有機質遺物

木胎漆器（第 106 図：618）

　内面に赤漆、外面に黒漆を塗布している。木胎は削り

出しによる成形である。内面には成形時の工具痕が明瞭

に残る。塗膜断面観察を行い、結果を第Ⅳ章第 10 節に

掲載した。

皿・台付皿（第 106 図：619 ～ 626）

　いずれも石器などを用いた削り加工によって成形された

器である。620 ～ 625 は炭化した個所がある。619 は器

厚が 5 ～ 8mm ほどの非常に薄い皿であるが、直径は最

低でも 22cm を越す。620 は底部が作り出されている大

型の皿であり、621 も同様の皿の一部と推察される。622

～ 624 は小型の皿の口縁部付近の資料である。皿の形状

は、遺存部から判断して、隅丸方形であろう。これらと同

様の皿の底部となる資料が台付皿 625 である。626 は樹

皮を素材とする皿である。内面には工具痕が認められるが、

底部は作り出されていない。

箆状木製品（第 107 図：627 ～ 630）

　用途は特定し得ない箆状を呈す木製品である。627 は、

尖った先端部に抉り部をもち、平らな箆部、把手からな

る箆状木製品である。箆部と把手部の間には鍔状の突起

をもつ。全面に削り加工の工具痕、研磨痕が認められる。

また、把手の表面には縦溝が彫り込まれている。

　箆部であると推察される 628 の表面は炭化している。

629 の表面はくぼんでおり皿状を呈す。630 の表面中央

部には 1 段高く作り出される個所がある。629・630 は破

片資料でなければ、別の器種とすることができよう。

柄状木製品（第 107 図：631・632）

　柄状を呈しているが、柄であったかどうか判断できない。

631 の下端部は一回り大きい。632 は一部炭化している。

箆状木製品の把手部の可能性がある。

棒状木製品（第 107 図：633・634）

　全面に削り加工が施され、先端が尖る棒状を呈する木

製品である。用途は分からない。633 は板材、634 は芯

持ち枝材を用いる。633 の表面は炭化している。

タモ状木製品（第 107 図：635）

　樹種はイヌガヤである。タモ網の枠材として利用したも

のと考えられる。先端部は裁ち落とされ、また生えていた

小枝は全て根本から切り落とされている。樹皮も全て除去

されている。

木　柱（第 107 図：636）

　東拡張区内で検出した木柱群のものである。上端部は

サンプル採取のため、下端部は取り上げ時の欠損により失

われている。樹種はクリであり、下端部に削りを加えて尖

らせている。また、横方向の切り込み加工が認められる。

木柱に対してなんらかの加工を行った範囲は、全て炭化し

ている。

有孔クルミ核（第 108 図：637）

　本遺跡では、膨大な量のクルミ核が出土しているが、

人為的な穿孔を伴うものは 1 点のみである。637 は、直

径約 4mm の孔が横部を貫通する。縦長の形状で、大き

さは約 16mm と、他のものと比較しても小さい。

　出土したクルミ核は、人が食用の為に割ったものが大半

で、そのほかに完形品、リス類・ネズミ類の食痕が認めら

れるものがある。このうち、ネズミ類による食痕は、クルミ

核横部に円形の孔を空けるが、孔の大きさは 1cm 程度と

やや大きく、貫通もしないため、人為的な穿孔とは明確に

区別することが出来る。なおリス類はクルミ核を割ってしま

う。詳細な用途については不明だが、装飾品としての利

用などが想定される。

クッキー状炭化物（第 108 図：638 ～ 648）

　第 5 次調査において出土し、その量は全体で 1,042g

を量る。出土地点は炭化物集中地点 SU111 に限定される。

完形品は稀で、破片が大半を占める。その形状から、直

径約 2 ～ 3cm の円形状をなす小型のもの（638 ～ 640）

と、直径約 4 ～ 7cm の円形・楕円形状で、表面に文様

を施すもの（641 ～ 648）の 2 つのタイプに分けられる。

　小型のものには完形品もみられる。円形状に成形され、

文様は施されない。厚さは 5mm ～ 10mm 程度である。

文様を伴うものに完形品はないが、渦巻文が施されるもの

（641 ～ 644）と、渦巻文、あるいは縦線文に加えて刺

突文が施されるもの（645 ～ 648）の 2 種が認められる。

厚さは 10 ～ 15mm 程である。炭素・窒素安定同位体比

Ⅲ　調査成果



32

Ⅲ　調査成果

分析の結果は第Ⅳ章第 5 節に掲載した。

縄（第 108 図：649 ～ 654）

　縄は、いずれも遺物包含層（F2）より回収した土壌の

洗浄・分類中に見つかった。細い繊維を撚り合せたもの

が多数集合するもの（649 ～ 651）と、薄い皮状の繊維

を撚って作られるもの（652 ～ 654）の 2 種類が出土し

ている。649 ～ 651 は同一個体である。649・650 は、

どちらも 0 段 l の縄を 4 本撚り合せた 1 段 R の縄である。

651 は、649・650 と同様の 1 段 R の縄を 3 本用いた、

2 段 R の反撚の縄である。右撚りした 3 本の縄を再び右

撚りするため、当初の撚りが戻った状態となり、解けやす

い不安定な縄となる。

　652 ～ 654 は、薄い皮状の繊維を撚って縄を作る。

652 は、0 段 l の縄である。653・654 は 0 段 l の縄を

2 本用いた 1 段 R の縄である。板状の繊維をそのまま撚っ

ているためか、649 ～ 651 の縄と比較すると、撚りは粗い。

　651・654 については樹種同定を行っており、651 は

植物質に由来するという結果が得られているが、保存状

態が悪く植物種は不明である。654 は針葉樹の樹皮であ

るとの分析結果が出ている。前回調査においても、編物

の断片や縄が出土しており、編物の材質についてはアカソ

であるとの分析結果が得られている。そのため、649 ～

651 の材質としては、同様にアカソ等の可能性が考えられ

る。用途については、縄としての使用や、縄文原体として

の使用などが想定される。編物の一部としての可能性も考

えられるが、小片であるため詳細は不明である。

樹　皮（写真図版 93：655 ～ 663）

　何らかの目的のために木材から剥いだものと考えられ

る。内側に巻いているものが多い。樹種は同定出来なかっ

た。

ク ル ミ（写真図版 93）

　半分に割られているものは、凹石を用いて割られたもの

と考えられる。特に頂部が欠損しているものが多い（第 9

図，表 14）。また、中にはリス類が食べるために割ったも

のも含まれる可能性がある。

　クルミ核の縫合線の両脇にネズミ類による食痕を有する

クルミ核も出土している。縫合線の両脇に上顎切歯跡・

下顎切歯跡をもつ。食痕は貫通せず、内部の隔壁まで食

痕がおよぶものは少ない。経験の乏しいネズミの場合、

食痕が大きくなるという（財団法人仙台市公園緑地協会

2011）。

　完形のクルミ核も出土しているが、縫合線が開きかけて

いるものもある。自然に開いたものか、人為的なものか判

断はつかない。

炭化クリ子葉（写真図版 93）

　炭化した状態で出土した。写真図版 93 に掲載したもの

は、いずれも炭化物集中地点 SU111 から出土したもので

ある。SU111 からはクッキー状炭化物も大量に出土してお

り、その焼成遺構の可能性を指摘した。クリ子葉もまとまっ

た量が出土していることから、これらも調理の対象となっ

た可能性がある。

※ 引用文献は本頁と 6 頁に分割して収録した。

引用文献 2

安　昭炫・辻誠一郎　2010　「押出遺跡の範囲確認と集落生態系復原のための予察調査」『山形県内重要遺跡確認調査報告書（2）』p.55-
64　山形県教育委員会

文化庁文化財部記念物課監修　2010　『発掘調査のてびき―集落遺跡発掘編―』p.131
山形県教育委員会　2010a　『分布調査報告書（36）』（山形県埋蔵文化財調査報告書第 212 集）
山形県教育委員会　2010b　『山形県内重要遺跡確認調査報告書（2）　最上川関連遺跡確認調査報告書（3）　押出遺跡確認調査報告書（1）

（山形県埋蔵文化財調査報告書第 213 集）
財団法人山形県埋蔵文化財センター　2010　『百刈田遺跡第 1 ～ 4 次発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 184 集）
安 昭炫・辻誠一郎　2011　「押出遺跡の集落生態系と景観復原のための予察調査」『山形県内重要遺跡確認調査報告書（3）』p63-72　
財団法人仙台市公園緑地協会　2011　『森のおくりもの　2011 年 2 月号』（仙台市太白山自然観察の森情報誌 No.234）
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財団法人山形県埋蔵文化財センター『川内袋遺跡発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター調査区報告書第 197 集）
松本優衣・辻誠一郎　2012　「地質・古環境調査による押出遺跡の範囲確認と環境史」『山形県内重要遺跡確認調査報告書（4）』p.16-25 
山形県教育委員会　2012　『山形県内重要遺跡確認調査報告書（4）　最上川関連遺跡確認調査報告書（5）　押出遺跡確認調査報告書（3）』
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南陽市教育委員会　2013　『郡山遺跡群・富木田遺跡発掘調査報告書』（南陽市埋蔵文化財調査報告書第 6 集）
山形県教育委員会　2013　『分布調査報告書（39）　山形県内重要遺跡確認調査報告書（5）　押出遺跡確認調査報告書（4）』（山形県埋

蔵文化財調査報告書第 217 集）
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番号 器種 分類 細分 型式 遺構 層位 グリッド 器高 口径 底径 地文 備考 遺物番号

1 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SG105 F2 500‐134 ~420 単節 LR RP2775
2 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SG105 548‐158 ~426 単節 LR RP473
3 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 F2 492‐132 ~372 単節 LR RP1106
4 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SG105 F2 512‐138 単節 LR RP1090
5 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SG105 546‐158 ~264 単節 LR RP469
6 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 518‐150 ~164 単節 LR RP477
7 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SM101 488‐142 ‐ RP21
8 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SM104 528‐154 単節 LR RP520
9 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 F2 558‐150 ‐ RP2850

10 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SG105 F2 548‐148 単節 LR RP2842
11 小型深鉢 Ⅰ 1 大木 4 514‐150 78 単節 LR RP48
12 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SM101 488‐142 単節 LR RP532
13 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 F2 486‐130 単節 LR RP2836
14 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SM101 488‐142 単節 LR RP480
15 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR RP540
16 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 F2 496‐132 295 245 126 単節 LR 底部：線状痕 RP1063
17 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 F2 498‐134 79 単節 LR RP1098
18 深鉢 Ⅰ 1 大木 4 SM101 488‐142 単節 LR RP563
19 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 F2 494‐132 ~418 無節 L 地文：還付末端 RP1068
20 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR RP478
21 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 SG105 F2 522‐140 ~378 単節 LR RP1058
22 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 514‐150 ~350 単節 LR RP486
23 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 F2 494‐132 単節 LR ？ RP2837
24 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 SM103 512‐148 単節 LR RP539
25 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR RP541
26 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 表土 ‐ 単節 LR RP2851
27 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 484‐142 単節 LR RP479
28 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 F2 484‐130 単節 LR RP2847
29 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 SM101 488‐142 単節 LR RP485
30 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 SG105 F2 514‐140 付加条 地文：付加条 RP1039
31 深鉢 Ⅰ 2 大木 4 518‐150 ‐ RP544
32 深鉢 Ⅰ 3 大木 4 SG105 F2 516‐140 250 単節 LR RP1041
33 深鉢 Ⅰ 3 大木 4 SM101 500‐146 単節 LR RP534
34 深鉢 Ⅰ 3 大木 4 SG105 F2 508‐138 単節 LR RP2843
35 深鉢 Ⅰ 3 大木 4 SM102 524‐152 単節 LR RP474
36 小型深鉢 Ⅰ 3 大木 4 516‐150 ~150 単節 LR RP45
37 小型深鉢 Ⅰ 3 大木 4 不明 ~120 ‐ RP2841
38 深鉢 Ⅰ 3 大木 4 SM101 488‐142 ~142 単節 LR RP538
39 深鉢 Ⅰ 4 大木 4 SG105 F2 506‐138 ~190 単節 LR RP2849
40 深鉢 Ⅰ 4 大木 4 SG105 F2 512‐138 ~176 無節 L RP1057
41 深鉢 Ⅰ 4 大木 4 F2 558‐150 単節 LR RP1010
42 深鉢 Ⅰ 4 大木 4 498‐134 単節 LR RP2844
43 深鉢 Ⅰ 4 大木 4 SG105 F2 516‐140 単節 LR 雲母多 RP1012
44 深鉢 Ⅰ 4 大木 4 SG105 F2 512‐138 不明 RP2848
45 深鉢 Ⅰ 4 大木 4 SG105 F2 520‐140 単節 LR RP2846
46 深鉢 Ⅰ 5 大木 4 SG105 F2 502‐136 単節 LR RP2881
47 深鉢 Ⅰ 5 大木 4 F2 494‐134 ~212 単節 LR ？ RP2897
48 深鉢 Ⅰ 5 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR RP484
49 深鉢 Ⅰ 5 大木 4 F2 552‐148 沈線代替 地文：沈線代替 RP2831
50 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 SG105 F2 514‐138 ~344 単節 LR RP1038
51 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 SM101 490‐144 262 単節 LR 連続押し引きによる沈線文 RP475
52 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 SG105 F2 522‐140 単節 LR RP2822
53 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 SG105 F2 518‐140 単節 LR 結節：Z RP1035
54 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 526‐152 単節 LR RP447
55 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR 結節：Z，56 と同一個体 RP39
56 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR 結節：Z，55 と同一個体 RP435
57 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 F2 494‐134 185 単節 LR 結節：Z RP1065

※器高・口径・底径の列において数値の前に「~」が付くものは、図上復元による推計値を表す。単位はミリメートル。
　また、地文の列において「-」は残存部位に地文がないもの、「不明」は原体の特定が出来ないものを表す。

表 2　縄文土器
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Ⅲ　調査成果

番号 器種 分類 細分 型式 遺構 層位 グリッド 器高 口径 底径 地文 備考 遺物番号

58 深鉢 Ⅱ 1 大木 4 F2 550‐148 160 単節 LR RP1023
59 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 F2 558‐150 ~174 単節 RL 補修孔 1 個所あり RP1019
60 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 SM102 524‐152 単節 RL RP432
61 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 518‐150 ‐ RP430
62 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 516‐150 単節 LR 結節：Z RP10
63 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 518‐150 ‐ RP442
64 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 F2 550‐148 単節 LR RP2745
65 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 526‐152 単節 LR RP425
66 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 SM102 524‐152 ‐ RP443
67 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 SG105 F2 516‐140 ‐ RP2732
68 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 SG105 F2 522‐140 単節 LR RP2733
69 深鉢 Ⅱ 2 大木 4 F2 498‐134 ~268 単節 LR RP1100
70 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 518‐150 単節 LR RP445
71 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SM102 524‐152 単節 LR RP418
72 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SG105 F2 548‐148 単節 LR RP2833
73 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 518‐150 単節 LR RP44
74 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 486‐142 単節 LR RP417
75 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SM102 524‐152 単節 LR RP444
76 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SM101 490‐144 単節 LR 櫛歯状の工具による沈線文 RP43

77 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SU124 492 ～ 498
‐118 ～ 130 ‐ RP2855

78 浅鉢 Ⅱ 3 大木 4 F2 550‐150 ~150 単節 LR 連続押し引きによる沈線文 RP1004
79 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SM101 490‐144 単節 LR RP462
80 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SG105 F2 512‐138 単節 RL RP1036
81 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 F2 498‐134 単節 LR 雲母多 RP1059
82 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SM101 490‐142 単節 LR 83 と同一個体 RP436
83 深鉢 Ⅱ 3 大木 4 SM101 492‐144 単節 LR 82 と同一個体 RP437
84 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SG105 F2 530‐144 ~226 単節 LR 結節：Z RP1031
85 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 488‐132 単節 RL RP2818
86 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 514‐150 ‐ RP454
87 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 496‐134 ~134 単節 LR 結節：Z RP2753
88 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 500‐146 ‐ RP400
89 小型深鉢 Ⅱ 4 大木 4 514‐150 ‐ RP404
90 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 550‐148 ‐ RP2814
91 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 496‐134 ~278 単節 LR RP1101
92 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SM102 524‐152 ~308 単節 LR RP521
93 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SM102 524‐152 単節 LR RP424
94 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SM101 488‐142 単節 RL RP413
95 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 556‐150 単節 LR 雲母多 RP2815
96 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SM103 512‐150 ‐ RP427
97 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 526‐152 なし 雲母多 RP411
98 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 550‐148 単節 RL RP2729
99 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SG105 F2 516‐140 単節 LR RP2835

100 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SM101 500‐146 ~322 単節 RL RP536
101 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SM104 528‐152 322 単節 LR RP481
102 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 480‐130 付加条？ RP2742
103 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 F2 552‐150 ~208 単節 LR RP1008

104 深鉢 Ⅱ 4 大木 4 SU124 492 ～ 498
‐118 ～ 130 ‐ RP2748

105 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 SM102 524‐152 単節 LR 結節：Z RP439
106 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 SG105 F2 502‐136 単節 LR 結節：Z RP2863
107 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 556‐150 単節 LR 結節：Z RP2858
108 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 F2 480‐130 単節 RL 縦走の縄文 RP2860
109 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 F2 560‐150 付加条？ 結節？ RP2782
110 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR 結節：Z RP549
111 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 SG105 F2 502‐136 単節 LR 結節：Z RP1076
112 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 564‐164 無節 R 結節：Z，113 と同一個体 RP535
113 深鉢 Ⅱ 5 大木 4 564‐162 無節 R 結節：Z，112 と同一個体 RP515
114 深鉢 Ⅱ 6 大木 4 SG105 F2 536‐144 不明 結節：Z RP2811
115 深鉢 Ⅱ 6 大木 4 F2 498‐134 単節 LR 結節：Z RP2806
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番号 器種 分類 細分 型式 遺構 層位 グリッド 器高 口径 底径 地文 備考 遺物番号

116 深鉢 Ⅱ 6 大木 4 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 単節 LR 結節：Z RP2740

117 深鉢 Ⅱ 6 大木 4 SU111 F2 470‐126 単節 LR 結節：Z，118 と同一個体 RP2821
118 深鉢 Ⅱ 6 大木 4 SM101 488‐142 単節 LR 結節：Z，117 と同一個体 RP20
119 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 492‐144 ~326 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文（部分的）・単節 RL RP36
120 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SG105 F2 508‐138 単節 LR RP2734
121 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SG105 F2 530‐144 単節 LR RP2737
122 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SG105 F2 508‐138 ~140 単節 LR 雲母多 RP2750
123 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 490‐142 単節 LR RP470
124 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 552‐148 単節 RL RP2830
125 小型深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SG105 F2 526‐142 ~100 無節 R RP2759
126 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM102 522‐152 単節 LR 雲母多 RP28
127 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SG105 F2 522‐140 単節 LR 雲母多 RP2735
128 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 484‐140 無節 L 雲母多 RP416
129 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 F2 494‐132 208 単節 LR・RL 雲母多，地文：結束羽状縄文 RP1108
130 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 F2 558‐150 単節 LR RP2730
131 小型深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 492‐144 ‐ 雲母多 RP402
132 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 F2 496‐134 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文 RP2812
133 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 500‐146 単節 LR RP403
134 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 502‐146 ~202 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文 RP556
135 小型深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 502‐146 単節 LR RP399
136 小型深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 502‐146 不明 RP395

137 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 単節 LR RP2736

138 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM101 500‐146 単節 LR RP394
139 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 518‐150 単節 RL RP396
140 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 F2 552‐148 単節 LR RP2744
141 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 F2 494‐132 293 単節 LR 結節：Z RP2758
142 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 518‐150 単節 LR RP440
143 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM102 524‐152 単節 RL 雲母多 RP5
144 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 516‐150 単節 LR 雲母多，145 と同一個体 RP429
145 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 516‐150 単節 LR 雲母多，144 と同一個体 RP446
146 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 F2 498‐134 221 単節 LR RP1104
147 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM104 528‐152 ~306 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文 RP471
148 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SG105 F2 512‐138 ~134 付加条？ RP2774
149 深鉢 Ⅱ 7 大木 4 SM104 528‐152 ~298 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文 RP1
150 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 F2 550‐148 ~196 単節 LR 結節：Z RP2781
151 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 F2 550‐148 単節 LR 結節：Z RP2910
152 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 SG105 F2 510‐138 ~192 単節 LR 結節：Z RP1091
153 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 F2 492‐132 単節 LR RP2861
154 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 F2 550‐148 128 単節 RL RP2791
155 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 518‐150 212 単節 LR 雲母多 RP24
156 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 F2 494‐132 ~104 不明 RP2880
157 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 SM102 522‐152 ~150 単節 LR RP545
158 深鉢 Ⅱ 8 大木 4 514‐150 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文 RP555
159 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 F2 516‐140 単節 LR 雲母多 RP2809
160 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 F2 526‐142 単節 LR 結節：Z RP2922
161 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 518‐140 単節 LR 雲母多 RP2907
162 浅鉢 Ⅱ 9 大木 4 484‐140 単節 LR RP401
163 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 F2 498‐134 ‐ 雲母多 RP2820
164 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 518‐150 単節 LR RP441

165 小型深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SU124 492 ～ 498
‐124 ～ 130 ~96 ‐ RP2827

166 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 518‐150 ‐ RP565
167 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SP113 F2 554‐150 ~302 単節 RL 雲母多 RP2829
168 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 516‐150 単節 LR 雲母多 RP426
169 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 546‐158 ~146 単節 LR RP568
170 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 F2 518‐140 単節 LR RP2752
171 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 518‐150 単節 RL 雲母多 RP423
172 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SM103 512‐148 単節 RL RP414
173 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SM102 522‐152 266 単節 RL 結節：S RP507
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174 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 F2 516‐138 単節 RL RP1056
175 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 514‐150 単節 RL 結節：Z RP546
176 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 F2 506‐136 単節 RL 雲母多 RP2917
177 深鉢 Ⅱ 9 大木 4 SG105 F2 522‐140 単節 LR RP2865
178 深鉢 Ⅱ 10 大木 4 F2 494‐132 151 単節 LR 結節：Z RP1107
179 深鉢 Ⅱ 10 大木 4 SG105 F2 506‐136 144 単節 RL RP1072
180 深鉢 Ⅱ 10 大木 4 SG105 F2 510‐138 単節 LR 雲母多，結節：Z RP2901
181 深鉢 Ⅱ 11 大木 4 564‐162 ~156 単節 LR 縦走の縄文 RP476
182 深鉢 Ⅱ 11 大木 4 564‐162 ~130 単節 LR 雲母多 RP517
183 深鉢 Ⅱ 11 大木 4 F2 480‐130 ~126 単節 RL 雲母多 RP2823
184 小型深鉢 Ⅱ 11 大木 4 526‐152 単節 RL RP453
185 深鉢 Ⅱ 11 大木 4 SM102 524‐152 ~118 単節 LR RP543
186 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 SM102 520‐152 ~175 ~168 78 無節 L RP29
187 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 SG105 F2 512‐138 なし 雲母多 RP2824
188 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 F2 550‐148 161 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文 RP1003
189 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 F2 550‐148 163 ~114 58 単節 RL RP1029
190 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 F2 550‐148 単節 RL RP2796
191 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 SG105 F2 542‐146 単節 LR RP2832
192 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 526‐152 ‐ RP559
193 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 SG105 F2 512‐138 単節 LR 結節：Z RP1037
194 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 SM101 488‐142 単節 LR 結節：Z RP537
195 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 F2 498‐134 単節 LR 雲母多，補修孔 1 個所あり RP2899
196 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 SG105 F2 514‐138 225 無節 R 結節：Z RP1055
197 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 SG105 F2 512‐138 154 単節 LR RP1088
198 深鉢 Ⅱ 12 大木 4 514‐150 161 116 62 単節 LR RP482
199 深鉢 Ⅱ 13 大木 4 SG105 F2 518‐140 単節 RL RP2879
200 深鉢 Ⅱ 13 大木 4 F2 550‐148 ~188 単節 RL 雲母多 RP2902
201 深鉢 Ⅱ 13 大木 4 SG105 F2 518‐140 ~100 64 不明 RP2893
202 深鉢 Ⅱ 13 大木 4 SG105 F2 512‐138 64 無節 R 雲母多 RP2877
203 深鉢 Ⅱ 14 大木 4 F2 494‐134 302 190 94 無節 L 結節：Z RP1066
204 深鉢 Ⅱ 14 大木 4 SG105 F2 504‐136 ‐ RP2819
205 深鉢 Ⅱ 14 大木 4 SG105 F2 514‐138 ~140 単節 LR RP2749
206 深鉢 Ⅱ 14 大木 4 SG105 F2 516‐140 ~214 単節 RL RP1051
207 小型深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SM101 500‐146 単節 LR 雲母多 RP397
208 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SP120 554‐150 ~154 単節 LR RP2743
209 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SM102 522‐152 ~174 単節 RL RP433
210 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 F2 550‐148 ~134 単節 LR RP1026
211 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SG105 F2 516‐140 ~124 無節 L 結節：Z RP2891
212 小型深鉢 Ⅱ 15 大木 4 486‐142 無節 R RP412
213 小型深鉢 Ⅱ 15 大木 4 516‐150 単節 RL RP415

214 小型深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SU124 492 ～ 498
‐118 ～ 130 ~80 ‐ RP2828

215 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SG105 F2 548‐148 ~148 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP1018
216 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 F2 498‐134 単節 LR 雲母多 RP2875
217 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SM102 524‐152 単節 LR RP455
218 深鉢 Ⅱ 15 大木 4 SM101 500‐146 106 なし RP531
219 深鉢 Ⅱ 16 大木 4 564‐162 単節 LR RP514
220 深鉢 Ⅱ 16 大木 4 SG105 F2 528‐142 無節 L 雲母多 RP2795
221 深鉢 Ⅱ 16 大木 4 SM103 512‐150 単節 LR RP421
222 深鉢 Ⅱ 16 大木 4 F2 550‐148 単節 LR 雲母多 RP2839
223 深鉢 Ⅱ 17 大木 4 SG105 F2 520‐140 単節 LR 結節：S RP2813
224 深鉢 Ⅱ 17 大木 4 SG105 F2 536‐144 単節 RL RP2800
225 深鉢 Ⅱ 17 大木 4 SG105 F2 516‐140 不明 雲母多 RP2807
226 深鉢 Ⅱ 17 大木 4 SM101 498‐144 単節 LR 結節：Z RP419
227 深鉢 Ⅱ 17 大木 4 514‐150 不明 雲母多 RP398
228 小型深鉢 Ⅱ 17 大木 4 SG105 F2 518‐140 ‐ 雲母多 RP2801
229 深鉢 Ⅱ 17 大木 4 F2 550‐148 なし 230 と同一個体 RP1028
230 深鉢 Ⅱ 17 大木 4 F2 550‐148 なし 229 と同一個体 RP1016
231 小型壺 Ⅱ 18 大木 4 484‐142 67 47 45 なし 底部：木葉痕 RP483
232 小型深鉢 Ⅱ 18 大木 4 SG105 F2 500‐134 48 なし 雲母多 RP2876
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233 小型深鉢 Ⅱ 18 大木 4 SG105 F2 504‐136 64 無節 R 雲母多 RP2788
234 小型深鉢 Ⅱ 18 大木 4 F2 482‐130 56 単節 RL 底部：線状痕 RP2756
235 小型深鉢 Ⅱ 18 大木 4 562‐162 46 単節 RL RP513
236 小型台坏鉢 Ⅱ 18 大木 4 F2 496‐134 69 48 38 なし 手捏ね成形，台部にスリット RP1061
237 台坏浅鉢 Ⅱ 18 大木 4 SM101 502‐146 156 70 単節 LR RP38
238 鉢 Ⅲ 諸磯ｂ F2 498‐134 なし 彩漆土器 RP1102
239 小型鉢 Ⅲ 諸磯ｂ 518‐150 ‐ RP566
240 深鉢 Ⅲ 諸磯ｂ SG105 F2 520‐140 ‐ RP2856
241 深鉢 Ⅲ 諸磯ｂ F2 492‐132 単節 RL RP2857
242 深鉢 Ⅳ 浮島Ⅱ F2 552‐150 なし 243・244 と同一個体 RP1006
243 深鉢 Ⅳ 浮島Ⅱ F2 552‐150 なし 補修孔 1 個所あり，242・244 と同一個体 RP1013
244 深鉢 Ⅳ 浮島Ⅱ F2 552‐150 なし 242・243 と同一個体 RP2853
245 深鉢 Ⅳ 浮島Ⅱ F2 552‐150 ‐ 246・247 と同一個体 RP1005
246 深鉢 Ⅳ 浮島Ⅱ SM102 522‐152 ‐ 245・247 と同一個体 RP562
247 深鉢 Ⅳ 浮島Ⅱ SG105 F2 516‐140 ‐ 245・246 と同一個体 RP2852
248 深鉢 Ⅴ 興津Ⅱ SG105 518‐140 なし RP2854
249 深鉢 Ⅵ SM101 488‐142 単節 LR RP550
250 深鉢 Ⅵ SG105 F2 508‐138 単節 LR RP2810
251 深鉢 Ⅶ F2 552‐148 なし RP2918
252 深鉢 Ⅷ SM101 490‐142 ~440 単節 LR・RL 253・254 と同一個体，地文：羽状縄文 RP18
253 深鉢 Ⅷ SM101 490‐142 単節 LR・RL 252・254 と同一個体，地文：羽状縄文 RP524
254 深鉢 Ⅷ SM101 490‐142 単節 LR・RL 252・253 と同一個体，地文：羽状縄文 RP525
255 深鉢 Ⅷ SG105 F2 512‐138 297 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP2757
256 深鉢 Ⅷ 514‐150 単節 LR・RL 257・258 と同一個体，地文：羽状縄文 RP382
257 深鉢 Ⅷ 514‐150 単節 LR・RL 256・258 と同一個体，地文：羽状縄文 RP383
258 深鉢 Ⅷ 514‐150 単節 LR・RL 256・257 と同一個体，地文：羽状縄文 RP13
259 深鉢 Ⅷ 518‐150 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP519

260 深鉢 Ⅷ SU124 492 ～ 498
‐124 ～ 130 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP2869

261 深鉢 Ⅷ 514‐150 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP434
262 深鉢 Ⅷ 552‐148 ‐ 補修孔 2 個所あり RP2751
263 深鉢 Ⅷ SM101 498‐144 ‐ RP407
264 深鉢 Ⅷ F2 492‐132 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP2859
265 深鉢 Ⅷ SG105 F2 504‐136 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP2871
266 深鉢 Ⅷ F2 552‐148 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP2862
267 深鉢 Ⅷ SM101 502‐146 ‐ RP406
268 深鉢 Ⅷ SM103 512‐150 ‐ RP385
269 深鉢 Ⅷ 492‐132 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP2867
270 深鉢 Ⅷ 514‐150 ‐ RP391
271 小型深鉢 Ⅷ SM102 520‐152 ‐ RP393
272 深鉢 Ⅷ SG105 F2 514‐138 単節 LR RP2870
273 深鉢 Ⅷ SM101 488‐142 ‐ RP405
274 深鉢 Ⅷ SG105 F2 520‐140 ‐ RP2864
275 小型深鉢 Ⅷ SM102 524‐152 ‐ RP8
276 深鉢 Ⅷ SG105 F2 512‐138 ‐ 雲母多 RP2866
277 深鉢 Ⅷ SG105 F2 512‐138 単節 RL RP2777
278 深鉢 Ⅷ 514‐150 単節 RL 279・280 と同一個体 RP49
279 深鉢 Ⅷ 514‐150 単節 RL 278・280 と同一個体 RP392
280 深鉢 Ⅷ 514‐150 単節 RL 278・279 と同一個体 RP388
281 深鉢 Ⅷ SM103 510‐148 単節 LR RP4
282 深鉢 Ⅷ SM103 506‐146 ~292 単節 LR・RL 地文：羽状縄文，283 と同一個体 RP472
283 深鉢 Ⅷ SM103 506‐146 ~320 単節 LR・RL 地文：羽状縄文，282 と同一個体 RP3
284 深鉢 Ⅷ SG105 550‐160 単節 RL RP533
285 深鉢 Ⅷ SG105 546‐158 単節 LR・RL 地文：羽状縄文 RP509
286 小型深鉢 Ⅷ 558‐162 単節 RL 雲母多 RP512
287 小型深鉢 Ⅷ SG105 F2 546‐146 単節 RL RP2838
288 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 526‐142 なし 雲母多 RP1033
289 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 518‐140 付加条？ 地文を重複施文 RP2900
290 深鉢 Ⅸ 不明 560‐150 単節 LR・RL 雲母多，地文：羽状縄文 RP2872
291 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 516‐140 無節 L・R 結節：Z，地文：羽状縄文 RP2873
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292 小型深鉢 Ⅸ 不明 SM101 502‐146 55 単節 RL 結節：Z，底部：線状痕 RP37
293 小型深鉢 Ⅸ 不明 514‐150 58 単節 LR 雲母多 RP551
294 深鉢 Ⅸ 不明 F2 498‐134 58 無節 L RP2794
295 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 514‐138 70 単節 LR RP2886
296 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 520‐140 71 単節 LR 結節：Z，底部：網代痕 RP1047
297 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 500‐134 74 単節 LR 結節：S RP2760
298 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 514‐138 82 単節 LR RP1053
299 深鉢 Ⅸ 不明 F2 552‐148 82 ‐ 底部：線状痕 RP1044
300 深鉢 Ⅸ 不明 514‐150 ~80 ‐ 底部：線状痕 RP554
301 深鉢 Ⅸ 不明 F2 550‐148 92 単節 LR
302 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 514‐138 90 ‐ 底部：線状痕 RP2912
303 深鉢 Ⅸ 不明 SM101 492‐144 ~96 ‐ 底部：木葉痕 RP552
304 深鉢 Ⅸ 不明 SM103 510‐148 100 ‐ 底部：線状痕 RP560
305 深鉢 Ⅸ 不明 F2 492‐132 100 単節 LR 底部：線状痕 RP2785

306 深鉢 Ⅸ 不明 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 102 ‐ 底部：線状痕 RP2882

307 深鉢 Ⅸ 不明 SM102 520‐152 ~108 ‐ 雲母多，底部：木葉痕 RP553
308 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 534‐154 112 ‐ 底部：網代痕 RP516
309 深鉢 Ⅸ 不明 528‐152 112 単節 LR・RL 地文：結束羽状縄文，底部：網代痕 RP523
310 深鉢 Ⅸ 不明 486‐142 123 ‐ 底部：網代痕 RP561
311 深鉢 Ⅸ 不明 F2 550‐148 ~132 単節 LR 底部：網代痕 RP2890
312 深鉢 Ⅸ 不明 F2 550‐148 146 単節 RL 底部：網代痕 RP1025
313 深鉢 Ⅸ 不明 F2 496‐134 不明 底部：網代痕 RP1060
314 深鉢 Ⅸ 不明 SM101 502‐146 ‐ 漆付着土器 RP547
315 小型深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 500‐134 ~58 単節 LR 漆付着土器 RP2908
316 深鉢 Ⅸ 不明 SM104 530‐154 ~74 ‐ 漆付着土器，雲母多，底部：木葉痕 RP548
317 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 500‐136 79 ‐ 漆付着土器，底部：木葉痕，穿孔あり RP1080
318 深鉢 Ⅸ 不明 SG105 F2 504‐136 85 ‐ 漆付着土器 RP2896

Ⅲ　調査成果

※縦・横・厚さの単位はミリメートル。
表 3　土製品

番号 種別 遺構 層位 グリッド 縦 横 厚さ 備考 遺物番号

319 円盤状土製品 F2 482‐130 29.7 28.8 7.8 地文：無節 L RP2888
320 円盤状土製品 SM101 488‐142 32.1 33.9 9.3 地文：単節 LR RP558
321 円盤状土製品 F2 492‐132 33.9 33.9 8.7 地文：単節 LR RP2887
322 円盤状土製品 516‐150 72.0 66.6 9.3 地文：単節 LR RP564
323 円盤状土製品 SM103 508‐148 79.5 84.3 10.8 地文：単節 LR，結節？ RP557
324 棒状土製品 SU124 494 ～ 498-118 ～ 122 86.1 27.3 28.5 RP2889
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※長さ・幅・厚さの単位はミリメートル、重量はグラムである。
表 4　石器

番号 器種 分類 遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量 石材 備考 遺物番号

325 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 564‐164 25.2 12.4 3.1 0.6 珪質頁岩 RQ157
326 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SG105 550‐158 29.3 13.5 3.4 0.9 珪質頁岩 RQ241
327 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 F2 498‐134 35.7 17.2 3.2 1.3 珪質頁岩 RQ1242
328 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SM102 520‐152 39.6 20.8 4.3 2.1 珪質頁岩 RQ144
329 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SU111 F2 474‐128 38.2 19.1 5.4 2.3 珪質頁岩 RQ1222
330 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SM102 520‐150 31.6 19.4 4.2 1.7 珪質頁岩 RQ209
331 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SM101 500‐146 40.8 20.4 7.9 4.4 珪質頁岩 RQ164
332 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 F2 494‐132 38.8 17.1 4.4 2.1 珪質頁岩 RQ1261
333 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SM101 490‐144 43.4 21.0 4.4 2.4 珪質頁岩 RQ153
334 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SM104 532‐154 42.5 21.2 4.7 3.0 珪質頁岩 RQ189
335 石鏃 凹基無茎鏃 a 類 SG105 F2 506‐136 71.2 18.6 4.9 5.0 珪質頁岩 RQ1116
336 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 514‐150 19.5 14.1 3.2 0.6 珪質頁岩 RQ142
337 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 564‐164 19.5 13.7 3.4 0.7 珪質頁岩 RQ171
338 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM101 500‐146 21.0 11.6 3.0 0.5 珪質頁岩 RQ138
339 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 550‐148 18.9 14.0 3.6 0.7 珪質頁岩 RQ1164
340 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SG105 548‐158 22.8 11.9 2.8 0.6 凝灰岩 RQ203
341 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM101 490‐142 22.9 17.4 3.8 1.0 珪質頁岩 RQ143
342 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 550‐148 23.9 17.3 2.8 0.8 珪質頁岩 RQ1121
343 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM104 532‐154 24.2 17.1 4.2 1.2 珪質頁岩 RQ35
344 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM102 524‐152 24.4 16.9 3.4 1.0 珪質頁岩 RQ140
345 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 552‐148 25.1 14.9 2.9 0.7 珪質頁岩 RQ1159
346 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 518‐150 23.2 16.1 3.2 0.8 珪質頁岩 RQ128
347 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SG105 F2 514‐138 25.4 17.4 3.1 0.9 珪質頁岩 RQ1145
348 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM102 524‐152 25.5 17.8 4.1 1.1 珪質頁岩 RQ158
349 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 564‐164 24.4 15.9 3.7 0.9 珪質凝灰岩 RQ151
350 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 518‐150 25.9 19.2 4.5 1.1 珪質凝灰岩 RQ129
351 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SG105 534‐154 26.1 16.7 3.1 0.9 珪質頁岩 RQ125
352 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 496‐134 25.9 18.9 3.8 1.1 珪質頁岩 RQ1239
353 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 550‐148 26.6 17.0 3.6 1.0 珪質頁岩 RQ1123
354 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 518‐150 27.5 14.2 3.8 1.1 珪質頁岩 RQ132
355 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 556‐160 27.4 17.5 3.6 1.0 珪質頁岩 RQ135
356 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 516‐150 26.1 17.8 4.7 1.0 珪質頁岩 RQ168
357 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM103 512‐150 28.3 17.2 3.8 1.2 珪質頁岩 RQ141
358 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM102 520‐150 28.5 19.6 4.1 1.3 珪質頁岩 RQ145
359 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SG105 542‐156 21.3 21.6 5.3 1.5 珪質頁岩 RQ260
360 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM102 524‐152 22.8 15.9 3.8 1.2 珪質頁岩 RQ271
361 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 564‐162 27.8 17.4 3.4 1.1 珪質頁岩 RQ134
362 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 482‐130 24.2 16.2 3.0 1.0 緑色凝灰岩 RQ1162
363 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM101 500‐146 27.2 19.6 5.8 1.6 珪質頁岩 RQ139
364 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM103 512‐150 29.2 19.4 8.4 2.4 珪質頁岩 RQ173
365 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 518‐150 23.6 15.1 3.6 1.2 珪質頁岩 RQ288
366 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 494‐132 29.3 18.2 4.2 1.5 珪質頁岩 RQ1113
367 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SG105 F2 518‐140 29.9 18.7 4.1 1.5 珪質頁岩 RQ1117
368 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 498‐134 28.6 22.2 6.1 2.1 珪質頁岩 RQ1191
369 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM101 490‐144 27.0 20.9 4.9 1.7 珪質頁岩 RQ240
370 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 560‐162 29.9 17.5 3.3 1.0 珪質頁岩 RQ154
371 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM101 488‐142 32.1 16.9 4.4 1.5 珪質凝灰岩 RQ150
372 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 564‐162 32.1 17.9 4.7 1.6 珪質凝灰岩 RQ245
373 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 514‐150 28.6 18.1 3.4 1.2 珪質頁岩 RQ236
374 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 不明 32.6 18.6 4.1 1.6 珪質頁岩 RQ127
375 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 494‐134 32.7 18.7 4.7 1.8 珪質頁岩 RQ1171
376 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SM101 488‐142 32.4 18.4 5.4 1.7 珪質頁岩 RQ244
377 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SG105 548‐158 22.6 18.2 3.7 1.0 凝灰岩 RQ266
378 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 516‐150 21.8 17.8 4.1 1.5 珪質頁岩 RQ214
379 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 514‐150 27.1 18.6 4.1 1.5 珪質頁岩 RQ235
380 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 550‐148 36.9 16.8 4.2 1.6 珪質頁岩 RQ1163
381 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 F2 550‐148 37.4 21.7 4.0 1.4 珪質頁岩 RQ1122
382 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 SG105 F2 516‐140 30.6 18.5 4.2 1.4 珪質頁岩 RQ2766
383 石鏃 凹基無茎鏃 b 類 518‐150 35.2 20.6 4.9 2.3 珪質頁岩 RQ130
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Ⅲ　調査成果

番号 器種 分類 遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量 石材 備考 遺物番号

384 石鏃 凹基無茎鏃 c 類 SM101 490‐142 17.2 12.4 2.5 0.4 珪質頁岩 RQ162
385 石鏃 凹基無茎鏃 c 類 F2 480‐130 21.0 16.3 2.4 0.5 珪質頁岩 RQ1229
386 石鏃 凹基無茎鏃 c 類 F2 494‐132 24.8 18.6 5.1 1.0 珪質頁岩 RQ1236
387 石鏃 凹基無茎鏃 c 類 516‐150 26.5 15.5 3.4 0.9 珪質頁岩 RQ147
388 石鏃 凹基無茎鏃 c 類 SM101 490‐144 28.5 19.4 3.8 1.3 珪質頁岩 RQ152
389 石鏃 凹基無茎鏃 c 類 518‐150 28.6 18.3 4.5 1.7 珪質頁岩 RQ124
390 石鏃 凹基無茎鏃 c 類 518‐150 29.3 20.8 4.9 1.9 珪質頁岩 RQ167
391 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 SG105 F2 508‐138 17.8 13.9 2.9 0.3 珪質頁岩 RQ1247
392 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 F2 494‐132 20.9 14.1 3.6 0.7 珪質頁岩 RQ1234
393 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 F2 554‐150 22.4 20.1 3.9 1.3 珪質頁岩 RQ1253
394 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 F2 492‐132 19.4 14.3 2.2 0.8 珪質頁岩 RQ2767
395 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 SM101 500‐146 24.4 18.9 3.5 0.9 珪質頁岩 RQ183
396 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 F2 552‐148 25.7 16.2 4.5 1.1 珪質頁岩 RQ1188
397 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 SG105 F2 516‐140 26.3 19.6 4.7 2.1 珪質頁岩 RQ1295
398 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 SG105 F2 516‐140 28.1 16.8 3.7 1.4 珪質頁岩 RQ1148
399 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 518‐150 27.6 13.9 3.6 0.9 珪質頁岩 RQ202
400 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 SG105 F2 506‐136 28.2 16.2 3.1 1.2 珪質頁岩 RQ1187
401 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 SM101 500‐146 30.6 18.0 6.1 2.1 珪質頁岩 RQ176
402 石鏃 凹基無茎鏃 d 類 F2 494‐132 37.2 24.9 5.9 3.9 珪質頁岩 RQ1200
403 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 SM102 520‐150 15.6 14.6 2.8 0.4 凝灰岩 RQ163
404 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 SM103 512‐150 16.3 16.0 2.3 0.3 珪質頁岩 RQ136
405 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 SG105 F2 528‐142 15.5 14.1 3.1 0.5 珪質頁岩 RQ1278
406 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 516‐150 17.1 18.9 3.5 0.7 珪質頁岩 RQ160
407 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 518‐150 17.6 14.6 3.0 0.6 珪質頁岩 RQ166
408 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 SM101 492‐144 18.0 14.8 4.5 0.9 珪質頁岩 RQ137
409 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 516‐150 20.4 18.5 3.8 0.8 珪質頁岩 RQ148
410 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 SG105 F2 516‐140 19.4 16.6 3.4 0.9 珪質頁岩 RQ1146
411 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 SG105 F2 500‐134 22.1 19.0 6.2 1.7 珪質頁岩 RQ1244
412 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 SM102 520‐150 23.0 20.2 3.2 0.7 珪質頁岩 RQ146
413 石鏃 凹基無茎鏃 e 類 F2 554‐150 24.6 18.9 4.3 1.3 珪質頁岩 RQ1125
414 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 560‐162 18.0 17.3 2.7 0.4 珪質頁岩 RQ133
415 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 518‐150 17.5 16.0 3.5 0.7 珪質頁岩 RQ131
416 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 F2 496‐134 19.6 17.2 3.0 0.7 珪質頁岩 RQ1265
417 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 518‐150 19.6 16.0 3.9 0.6 珪質頁岩 RQ149
418 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 SG105 F2 506‐136 19.6 18.4 3.2 0.6 珪質頁岩 RQ1246
419 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 F2 498‐134 21.9 18.2 3.1 0.8 珪質頁岩 RQ1115
420 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 514‐150 20.8 17.4 3.5 0.8 珪質頁岩 RQ268
421 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 F2 552‐148 23.0 17.6 3.7 1.1 珪質頁岩 RQ1124
422 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 514‐150 22.2 19.2 3.6 1.1 珪質頁岩 RQ174
423 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 SP123 552‐150 23.6 22.5 4.7 1.3 珪質頁岩 RQ2765
424 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 F2 550‐148 25.2 21.4 4.0 1.2 珪質頁岩 RQ1190
425 石鏃 凹基無茎鏃 f 類 SM101 500‐146 27.9 22.6 5.7 1.8 珪質頁岩 RQ165
426 石鏃 凹基無茎鏃 g 類 SG105 F2 520‐140 18.8 14.1 2.7 0.5 珪質頁岩 RQ1197
427 石鏃 平基無茎鏃 SG105 F2 524‐142 23.6 15.9 3.8 1.0 珪質頁岩 RQ1195
428 石鏃 平基無茎鏃 SG105 F2 530‐144 26.8 18.0 6.1 2.1 玉髄 RQ1194
429 石鏃 平基無茎鏃 F2 550‐148 29.7 18.3 3.9 1.7 珪質頁岩 RQ1157
430 石鏃 平基無茎鏃 SG105 F2 514‐138 35.7 18.1 6.5 3.0 珪質頁岩 RQ1186
431 石鏃 平基無茎鏃 SM101 500‐146 40.0 19.2 6.9 4.0 珪質頁岩 RQ191
432 石鏃 尖基鏃 564‐162 31.5 15.0 4.4 1.6 珪質頁岩 RQ169
433 石鏃 尖基鏃 SG105 F2 510‐138 40.5 18.6 6.2 3.8 流紋岩 RQ1092
434 石鏃 尖基鏃 F2 494‐132 29.9 13.5 3.4 1.1 珪質頁岩 RQ1281
435 石鏃未製品 a 類 518‐150 31.1 14.7 4.1 1.5 珪質頁岩 RQ201
436 石鏃未製品 b 類 SM102 522‐152 23.6 19.1 6.9 2.9 珪質頁岩 RQ200
437 石鏃未製品 b 類 SG105 516‐140 24.8 19.0 3.7 1.7 珪質頁岩 RQ1192
438 石鏃未製品 b 類 SG105 550‐158 30.4 23.1 7.2 4.2 珪質頁岩 RQ94
439 石鏃未製品 b 類 SG105 F2 520‐140 35.0 18.4 6.7 3.8 珪質頁岩 RQ1201
440 石鏃未製品 b 類 SG105 F2 514‐138 38.8 25.2 6.6 5.4 珪質頁岩 RQ1181
441 石鏃未製品 b 類 SM101 490‐142 28.1 22.8 6.0 2.6 珪質頁岩 RQ467
442 石鏃未製品 b 類 518‐150 34.8 25.3 4.9 2.9 珪質頁岩 RQ495
443 石鏃未製品 b 類 SG105 F2 522‐140 27.9 23.0 7.5 3.6 凝灰岩 RQ1184
444 石鏃未製品 b 類 518‐150 31.4 22.4 5.0 3.0 珪質頁岩 RQ468
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445 石鏃未製品 b 類 SM102 522‐152 32.0 25.5 8.0 5.0 珪質頁岩 RQ95
446 石鏃未製品 b 類 F2 494‐132 33.5 24.8 6.7 3.8 珪質頁岩 RQ2768
447 石鏃未製品 b 類 SM101 500‐146 35.1 18.9 5.8 3.5 珪質頁岩 RQ494
448 石鏃未製品 b 類 SG105 F2 528‐142 39.9 24.3 12.9 7.7 珪質頁岩 RQ1299
449 石鏃未製品 b 類 SM101 490‐144 40.4 26.4 8.0 5.6 凝灰岩 RQ497
450 石鏃未製品 b 類 518‐150 42.7 22.5 10.8 8.1 珪質頁岩 RQ496
451 石鏃未製品 c 類 SG105 548‐158 26.8 21.1 8.3 2.5 珪質頁岩 RQ499
452 石鏃未製品 c 類 SM101 502‐146 26.7 22.7 6.0 2.9 珪質頁岩 RQ284
453 石鏃未製品 c 類 F2 494‐132 26.6 21.4 6.0 3.3 珪質頁岩 RQ1185
454 石鏃未製品 c 類 不明 29.3 18.6 5.7 3.0 珪質頁岩 RQ353
455 石鏃未製品 c 類 514‐150 29.4 15.6 3.7 1.6 珪質頁岩 RQ197

456 石鏃未製品 c 類 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 29.5 16.0 5.2 1.8 珪質頁岩 RQ1203

457 石鏃未製品 c 類 F2 不明 35.1 22.3 4.0 4.0 珪質頁岩 RQ2769
458 石鏃未製品 c 類 SM104 528‐154 45.0 28.9 8.8 6.8 珪質頁岩 RQ372
459 石鏃未製品 d 類 SG105 F2 516‐140 25.8 24.8 10.0 5.5 珪質頁岩 RQ2773
460 石鏃未製品 d 類 518‐150 28.2 25.0 7.6 5.0 珪質頁岩 RQ99
461 石鏃未製品 d 類 SM101 494‐144 32.2 27.0 8.4 5.3 珪質頁岩 RQ101
462 石鏃未製品 d 類 SM103 510‐148 34.0 23.8 8.4 6.2 珪質頁岩 RQ100
463 石鏃未製品 d 類 SG105 F2 516‐140 35.0 23.0 7.6 5.1 珪質頁岩 RQ2771
464 石鏃未製品 d 類 SM103 512‐150 39.2 29.2 13.2 11.6 珪質頁岩 RQ103
465 石鏃未製品 d 類 518‐150 40.4 27.6 12.4 9.4 珪質頁岩 RQ104
466 石鏃未製品 d 類 F2 552‐148 41.4 33.4 13.2 14.9 珪質頁岩 RQ2772
467 石鏃未製品 d 類 518‐150 41.9 29.3 7.4 9.4 珪質頁岩 RQ106
468 石鏃未製品 d 類 SM101 488‐142 45.9 30.0 9.3 10.3 珪質頁岩 RQ105
469 石鏃未製品 d 類 F2 492‐132 56.8 37.6 13.8 27.0 珪質頁岩 RQ2770
470 押出型ポイント Ⅰ型 F2 550‐148 74.4 18.4 5.6 7.5 珪質頁岩 RQ1135
471 押出型ポイント Ⅰ型 F2 498‐134 74.5 20.0 10.2 12.1 珪質頁岩 RQ1134
472 押出型ポイント Ⅱ型 564‐162 84.7 18.0 6.5 9.4 珪質頁岩 RQ63
473 押出型ポイント Ⅰ型 F2 496‐134 86.6 21.1 6.8 11.2 珪質頁岩 RQ1096
474 押出型ポイント Ⅰ型 SM101 488‐142 88.0 21.0 7.6 13.6 珪質頁岩 RQ68
475 押出型ポイント Ⅰ型 SG105 548‐158 98.4 21.5 9.0 15.2 珪質頁岩 RQ73
476 押出型ポイント Ⅱ型 SG105 F2 520‐140 110.4 19.0 8.3 17.3 珪質頁岩 RQ1046
477 押出型ポイント Ⅰ型 SG105 F2 508‐136 113.5 19.7 9.9 19.9 珪質頁岩 RQ1081
478 押出型ポイント Ⅰ型 F2 550‐150 92.6 22.4 7.4 13.6 珪質頁岩 RQ1001
479 押出型ポイント Ⅰ型 SG105 F2 508‐136 116.0 27.6 12.2 33.1 珪質頁岩 RQ1082
480 押出型ポイント Ⅰ型 SM104 532‐154 116.0 25.5 11.8 28.2 珪質頁岩 RQ34
481 押出型ポイント Ⅰ型 SM101 490‐142 41.3 17.9 9.0 6.7 珪質頁岩 RQ62
482 押出型ポイント Ⅱ型 F2 492‐132 49.5 21.4 10.6 13.2 珪質頁岩 RQ1300
483 押出型ポイント Ⅰ型 SM103 508‐148 119.4 22.9 8.9 19.0 珪質頁岩 RQ72
484 押出型ポイント Ⅰ型 484‐140 132.4 31.6 11.9 40.9 珪質頁岩 RQ61
485 押出型ポイント Ⅱ型 不明 187.4 31.3 15.2 71.3 珪質頁岩 RQ69
486 押出型ポイント Ⅱ型 SG105 F2 504‐136 65.1 22.9 11.1 18.4 珪質頁岩 RQ1073
487 押出型ポイント未製品 SM101 492‐144 94.2 47.5 15.9 62.7 珪質頁岩 RQ323
488 押出型ポイント未製品 SM101 498‐144 143.6 62.0 30.6 236.7 珪質頁岩 RQ88
489 石箆 SM103 506‐146 54.2 32.4 14.4 21.2 珪質頁岩 RQ107
490 石箆 F2 558‐150 60.3 40.9 12.3 31.0 珪質頁岩 RQ1136
491 石匙 縦型 SG105 F2 516‐140 56.5 20.8 9.5 9.4 珪質頁岩 RQ1138
492 石匙 縦型 SG105 F2 520‐140 60.8 21.7 7.3 7.5 珪質頁岩 RQ1139
493 石匙 縦型 F2 492‐134 76.1 24.2 9.9 8.1 珪質頁岩 RQ1137
494 石匙 縦型 SP114 F2 552‐150 55.2 28.8 6.6 8.0 珪質頁岩 RQ1086
495 石匙 縦型 518‐150 62.7 34.8 8.9 7.8 珪質頁岩 RQ114
496 石匙 縦型 476‐138 62.3 59.9 11.5 33.7 珪質頁岩 RQ115
497 石匙 横型 SG105 F2 522‐140 54.9 70.2 12.5 32.7 珪質頁岩 RQ1140
498 石錐 a 類 518‐150 33.7 10.6 5.1 2.0 珪質頁岩 RQ76
499 石錐 a 類 SM102 524‐152 57.0 14.7 8.3 4.6 珪質頁岩 RQ82

500 石錐 b 類 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 31.1 16.0 6.2 2.4 珪質頁岩 RQ1133

501 石錐 b 類 SM101 494‐144 41.3 18.8 12.4 7.0 珪質頁岩 RQ80
502 石錐 c 類 F2 550‐148 44.3 29.9 7.7 4.1 珪質頁岩 石鏃を転用 RQ1128
503 石錐 c 類 516‐150 23.5 15.0 4.5 1.4 珪質頁岩 石鏃を転用 RQ78
504 石錐 c 類 SG105 F2 504‐136 30.8 18.2 5.4 1.5 珪質頁岩 石鏃を転用 RQ1287
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番号 器種 分類 遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量 石材 備考 遺物番号

505 石錐 d 類 SG105 F2 502‐136 44.1 17.7 9.4 5.1 珪質頁岩 押出型ポイントを転用 RQ1079
506 石錐 d 類 SG105 F2 502‐136 41.7 19.6 9.9 7.6 珪質頁岩 押出型ポイントを転用 RQ1126
507 石錐 d 類 SM101 500‐146 105.1 22.9 9.4 19.5 珪質頁岩 押出型ポイントを転用 RQ64
508 石錐 e 類 SM102 524‐152 22.1 11.8 5.2 1.1 珪質頁岩 RQ84
509 石錐 e 類 SG105 F2 532‐144 24.6 13.4 6.5 1.9 珪質頁岩 RQ1127
510 石錐 e 類 F2 550‐148 27.5 19.7 4.3 1.8 珪質頁岩 RQ1129
511 石錐 e 類 SG105 548‐158 32.1 17.3 5.1 1.7 珪質頁岩 RQ85
512 石錐 e 類 F2 不明 34.4 18.5 6.4 2.2 珪質頁岩 RQ1291
513 石錐 e 類 F2 552‐148 32.4 36.3 7.3 4.3 珪質頁岩 RQ1131
514 石錐 e 類 SM101 500‐146 36.7 18.9 7.0 3.2 玉髄 RQ86
515 石錐 e 類 F2 550‐148 40.2 22.8 9.2 6.9 珪質頁岩 RQ1297
516 石錐 e 類 F2 552‐148 51.1 18.6 6.6 3.5 珪質頁岩 RQ1130
517 石錐 e 類 484‐140 59.7 20.8 8.0 5.9 珪質頁岩 RQ83
518 石錐 f 類 F2 554‐150 25.8 15.7 4.8 1.5 珪質頁岩 RQ1132
519 石錐 f 類 518‐150 27.2 15.2 3.7 1.5 珪質頁岩 RQ79
520 石錐 f 類 564‐162 32.9 12.9 4.7 1.3 珪質頁岩 RQ77
521 石錐 f 類 SG105 F2 512‐138 32.6 23.0 6.9 3.4 珪質頁岩 RQ1296
522 石錐 f 類 SM101 500‐146 83.0 47.7 17.9 55.0 珪質頁岩 RQ74
523 三日月形削器 SG105 F2 506‐136 112.0 60.0 14.7 55.4 珪質頁岩 RQ1071
524 三日月形削器 514‐150 115.0 54.5 18.2 55.3 珪質頁岩 RQ123
525 三日月形削器 SG105 F2 502‐136 114.4 64.4 18.6 93.4 珪質頁岩 RQ1216
526 削器 SM101 492‐144 58.0 46.6 10.0 15.5 珪質頁岩 RQ489
527 削器 SM101 490‐144 59.0 19.6 8.5 5.4 珪質頁岩 RQ118
528 削器 F2 494‐132 72.2 27.8 12.4 17.7 珪質頁岩 RQ1302
529 削器 SM101 490‐142 73.0 21.4 8.8 6.9 珪質頁岩 RQ117
530 削器 F2 532‐144 89.5 32.1 12.0 33.1 珪質頁岩 RQ1030
531 削器 SM103 512‐148 91.0 41.8 21.5 38.9 珪質頁岩 RQ327
532 削器 表土 100.0 41.7 21.0 62.7 珪質頁岩 RQ1293
533 削器 SG105 F2 528‐142 119.6 52.5 21.5 66.6 珪質頁岩 RQ1292
534 鋸歯縁石器 SM103 506‐146 87.6 39.4 21.4 53.6 珪質頁岩 RQ362
535 鋸歯縁石器 SG105 F2 548‐148 55.0 33.2 11.8 15.3 珪質頁岩 RQ2762

536 鋸歯縁石器 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 51.2 66.8 29.0 72.1 珪質頁岩 RQ2763

537 円形石器 518‐150 41.4 45.0 26.6 44.8 珪質頁岩 RQ498
538 石核 SM101 492‐144 51.0 76.8 28.0 75.9 珪質頁岩 RQ491
539 石核 SG105 F2 508‐138 65.4 80.2 37.6 188.7 珪質頁岩 RQ2764
540 石核 SM101 492‐144 65.0 85.6 39.8 145.3 珪質頁岩 RQ492
541 石核 SM101 500‐146 51.2 74.0 37.4 123.1 珪質頁岩 RQ490
542 小型磨製石斧 SG105 F2 506‐136 67.0 23.0 8.0 20.4 蛇紋岩 擦切り技法 RQ1224
543 小型磨製石斧 F2 494‐132 24.0 16.0 4.0 3.0 蛇紋岩 RQ1226
544 磨製石斧 498‐134 124.0 50.0 27.0 227.3 緑色凝灰岩 RQ1225
545 磨製石斧 F2 494‐134 129.0 55.0 32.0 330.7 閃緑岩 RQ2738
546 磨製石斧 SG105 F2 514‐138 117.0 49.0 23.0 232.3 ネフライト タール状付着物 RQ1054
547 磨製石斧 476‐138 141.0 56.0 28.0 376.0 蛇紋岩 RQ90
548 磨製石斧 SG105 F2 504‐136 52.0 47.0 24.0 77.2 蛇紋岩 RQ1075
549 磨製石斧 F2 498‐134 203.0 66.0 31.0 668.0 蛇紋岩 RQ1097
550 箆状石製品 F2 498‐134 86.0 49.0 7.0 43.0 粘板岩 タール状付着物 RQ1105
551 玦状耳飾 SG105 F2 512‐138 48.0 50.0 8.0 30.5 ネフライト RQ1223
552 石棒 SU124 498‐120 38.0 31.0 25.0 13.8 凝灰岩 タール状付着物 RQ1110

553 岩板 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 33.0 60.0 11.0 19.0 凝灰岩 RQ1227

554 異形石器 SM102 522‐152 14.0 20.0 4.9 0.7 鉄石英 RQ31
555 異形石器 F2 552‐148 16.5 19.4 3.8 0.8 鉄石英 RQ1141
556 異形石器 SM101 492‐144 32.4 31.8 4.9 2.0 鉄石英 RQ109
557 異形石器 SM101 502‐146 35.1 22.9 6.8 2.8 鉄石英 RQ110
558 異形石器 SG105 550‐158 32.4 34.2 4.9 2.3 珪質頁岩 RQ108
559 異形石器 F2 494‐132 28.7 19.9 6.5 2.4 鉄石英 RQ1093
560 砥石 F2 498‐134 121.0 52.0 26.0 150.0 凝灰岩 石皿を転用？ RQ2915
561 砥石 F2 482‐130 78.0 65.0 31.0 152.0 安山岩 石皿を転用 RQ2914
562 砥石 SG105 F2 526‐142 96.0 64.0 41.0 267.0 凝灰岩 石皿を転用 RQ2892
563 磨石 小型 SG105 F2 528‐142 61.0 37.0 19.0 31.0 凝灰岩 RQ2816
564 磨石 棒状 514‐150 105.0 46.0 34.0 249.0 安山岩 RQ529
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565 磨石 棒状 SU112 470‐128 110.0 35.0 27.0 103.0 安山岩 タール状付着物 RQ2608

566 磨石 円礫 SU124 492 ～ 498
‐118 ～ 130 76.0 67.0 42.0 212.0 凝灰岩 RQ2825

567 磨石 円礫 518‐150 87.0 47.0 56.0 274.0 安山岩 RQ527

568 磨石 円礫 SU124 494 ～ 498
‐118 ～ 122 91.0 84.0 49.0 454.0 安山岩 RQ2826

569 磨石 円礫 F2 550‐148 103.0 92.0 59.0 541.0 花崗岩 RQ2799
570 磨石 円礫 560‐162 87.0 82.0 66.0 517.0 安山岩 RQ526
571 磨石 円礫 492‐134 103.0 76.0 45.0 584.0 安山岩 RQ2923
572 磨石 縦長礫 514‐150 98.0 68.0 62.0 431.0 砂岩 RQ528
573 磨石 扁平礫 SG105 F2 536‐144 55.0 45.0 6.0 17.0 安山岩 RQ2868
574 磨石 扁平礫 F2 498‐134 93.0 85.0 13.0 108.0 安山岩 タール状付着物 RQ2926
575 磨石 扁平礫 SG105 F2 504‐136 111.0 103.0 28.0 323.0 砂岩 RQ2845
576 磨石 断面方形 F2 496‐134 178.0 104.0 38.0 1103.0 凝灰岩 石皿を転用？ RQ2834
577 磨石 断面方形 F2 496‐134 142.0 45.0 29.0 292.0 安山岩 RQ2804
578 磨石 断面方形 SM101 490‐142 150.0 68.0 40.0 606.0 凝灰岩 RQ518
579 磨石 断面方形 F2 558‐150 196.0 76.0 28.0 665.0 安山岩 RQ2793
580 磨石 不定形 SM101 490‐142 167.0 61.0 53.0 793.0 安山岩 RQ508
581 磨石 不定形 SG105 F2 548‐148 152.0 77.0 51.0 781.0 細粒花崗岩 RQ2797
582 凹石 円礫 550‐160 82.0 76.0 42.0 287.0 安山岩 RQ500
583 凹石 円礫 514‐150 85.0 65.0 39.0 292.0 凝灰岩 RQ511
584 凹石 円礫 556‐150 87.0 68.0 55.0 336.0 凝灰岩 タール状付着物，被熱 RQ2925
585 凹石 円礫 SM101 488‐142 100.0 78.0 41.0 431.0 安山岩 RQ91
586 凹石 円礫 SM102 524‐152 115.0 90.0 46.0 550.0 安山岩 RQ510
587 凹石 方形 F2 494‐132 120.0 63.0 36.0 335.0 安山岩 RQ2924
588 凹石 元礫形状 514‐150 105.0 48.0 32.0 205.0 凝灰岩 RQ505
589 凹石 元礫形状 SG105 F2 522‐140 134.0 57.0 38.0 338.0 凝灰岩 RQ2798
590 凹石 元礫形状 SM103 506‐136 165.0 55.0 50.0 399.0 安山岩 RQ504
591 凹石 元礫形状 514‐150 164.0 86.0 42.0 639.0 安山岩 RQ503
592 凹石 元礫形状 SM101 502‐146 196.0 77.0 49.0 687.0 凝灰質砂岩 RQ501
593 凹石 元礫形状 SG105 F2 508‐138 122.0 102.0 45.0 737.0 安山岩 RQ2817
594 凹石 石皿転用 F2 不明 90.0 77.0 20.0 168.0 凝灰質砂岩 RQ2789
595 凹石 石皿転用 486‐130 98.0 119.0 36.0 266.0 凝灰質砂岩 RQ2911
596 凹石 石皿転用 518‐150 102.0 62.0 61.0 356.0 凝灰岩 RQ502
597 凹石 石皿転用 F2 498‐134 108.0 111.0 33.0 506.0 安山岩 RQ2885
598 凹石 石皿転用 F2 498‐134 142.0 83.0 32.0 287.0 凝灰質砂岩 RQ2884
599 凹石 石皿転用 SG105 F2 506‐136 152.0 100.0 37.0 587.0 凝灰質砂岩 RQ2790
600 凹石 石皿転用 490‐132 158.0 133.0 71.0 1396.0 凝灰質砂岩 RQ2906
601 凹石 石皿転用 560‐162 253.0 110.0 41.0 798.0 凝灰質砂岩 RQ567
602 凹石 薄板状礫 SG105 F2 514‐138 112.0 57.0 20.0 220.0 凝灰岩 RQ2805
603 凹石 薄板状礫 F2 492‐132 105.0 84.0 20.0 190.0 凝灰岩 RQ2792
604 石皿 凹形 SM101 498‐146 390.0 458.0 115.0 12070.0 安山岩 溝状砥面あり RQ41
605 石皿 凹形 SM101 498‐146 382.0 333.0 103.0 9980.0 凝灰岩 RQ40
606 石皿 凹形 F2 552‐148 180.0 113.0 45.0 715.0 凝灰岩 RQ2905
607 石皿 凹形 SG105 548‐158 128.0 230.0 70.0 1019.0 凝灰岩 RQ569
608 石皿 凹形 562‐162 209.0 185.0 35.0 1103.0 凝灰岩 RQ113

609 石皿 凹形 SU124 492 ～ 498
‐124 ～ 130 158.0 152.0 49.0 1019.0 凝灰岩 タール状付着物 RQ2903

610 石皿 凹形 SG105 516‐140 260.0 220.0 35.0 2200.0 凝灰岩 タール状付着物 RQ2913

611 石皿 凹形 SM101 488 ～ 502
‐142 ～ 146 231.0 238.0 28.0 1438.0 安山岩 RQ50

612 石皿 凹形 480‐130 251.0 230.0 89.0 5290.0 凝灰岩 RQ2904
613 石皿 平形 F2 482‐130 91.0 193.0 77.0 1679.0 安山岩 溝状砥面あり RQ2878
614 石皿 平形 SG105 F2 516‐140 267.0 235.0 60.0 3180.0 凝灰岩 RQ2898
615 石皿 平形 SG105 550‐158 327.0 240.0 97.0 5590.0 凝灰岩 タール状付着物 RQ530

616 石皿 平形 SG105 F2 514‐138 208.0 188.0 73.0 3180.0 安山岩 タール状付着物
溝状砥面あり RQ1109

617 石皿 平形 514‐150 93.0 225.0 52.0 1069.0 凝灰岩 タール状付着物 RQ570
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※長さ・幅・厚さの単位はミリメートルである。
表 5　有機質遺物

番号 種別 遺構 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 材質 備考 遺物番号

618 木胎漆器 SG105 F2 504‐136 78.0 118.0 44.0 ケンポナシ属クロウメモドキ科 底径：56mm，横木取り・板目
内面：赤漆，外面：黒漆，下地あり RW1084

619 木製皿 SG105 F2 512‐138 79.0 226.0 47.0 ケンポナシ属クロウメモドキ科 横木取り・板目 RW1087

620 木製皿 F2 550‐148 254.0 318.0 95.0 クリ 底径：156mm，内面炭化
横木取り・板目 RW1024

621 木製皿 F2 550‐148 144.0 92.0 30.0 クリ 内面炭化，横木取り・板目 RW1043
622 木製皿 SG105 F2 516‐140 89.0 15.0 26.0 ケンポナシ属クロウメモドキ科 一部炭化，横木取り・板目 RW1042
623 木製皿 F2 552‐148 20.0 47.0 19.0 全面炭化，横木取り・柾目 RW2704
624 木製皿 SG105 F2 504‐136 65.0 45.0 14.0 ケンポナシ属クロウメモドキ科 全面炭化，横木取り・板目 RW2702
625 木製台付皿 SG105 F2 512‐138 25.0 53.0 27.0 ケンポナシ属クロウメモドキ科 内面炭化，横木取り・板目 RW2703
626 木製皿 SG105 546‐158 282.0 193.0 50.0 樹皮 RW33
627 箆状木製品 SG105 F2 528‐142 398.0 76.0 20.0 マツ属複維管束亜属マツ科 板目取り RW1022
628 箆状木製品 SG105 F2 526‐142 263.0 86.0 25.0 ヤナギ属ヤナギ科 内外面炭化，板目取り RW2726
629 箆状木製品 SG105 F2 526‐142 164.0 67.0 25.0 カツラ 板目取り RW1085
630 箆状木製品 SG105 F2 518‐140 131.0 58.0 19.0 マツ属複維管束亜属マツ科 板目取り RW2727
631 柄状木製品 F2 558‐150 133.0 33.0 23.0 マツ属複維管束亜属マツ科 板目取り RW2701
632 柄状木製品 SG105 F2 524‐142 107.0 35.0 15.0 トネリコ属モクセイ科 一部炭化，芯持ち枝材 RW2728
633 棒状木製品 SG105 F2 508‐138 90.0 16.0 17.0 ケンポナシ属クロウメモドキ科 全面炭化，板目取り RW2708
634 棒状木製品 SG105 F2 548‐148 76.0 21.0 16.0 ムラサキシキブ属クマツヅラ科 芯持ち枝材 RW2707
635 タモ状木製品 SG105 F2 534‐144 2065.0 8765.0 35.0 イヌガヤ 芯持ち丸太材 RW1045
636 木柱 SU124 494‐120 1550.0 220.0 220.0 クリ 芯持ち丸太材 RW2716
637 有孔クルミ核 SG105 F2 518‐140 16.0 10.0 10.0 クルミ核 穿孔 RV2927
638 クッキー状炭化物 SU111 472‐126 20.0 23.0 7.0 堅果類 手捏ね RN2928
639 クッキー状炭化物 SU111 472‐126 21.0 26.0 6.0 堅果類 手捏ね RN2929
640 クッキー状炭化物 SU111 472‐126 20.0 23.0 8.0 堅果類 手捏ね RN2930
641 クッキー状炭化物 SU111 472‐126 38.0 38.0 13.0 堅果類 手捏ね，渦巻文 RN2931
642 クッキー状炭化物 SU112 470‐128 24.0 22.0 13.0 堅果類 手捏ね，渦巻文 RN2937
643 クッキー状炭化物 SU112 470‐128 31.0 24.0 9.0 堅果類 手捏ね，渦巻文 RN2935
644 クッキー状炭化物 SU111 472‐126 20.0 17.0 12.0 堅果類 手捏ね，渦巻文 RN2932
645 クッキー状炭化物 SU112 470‐128 27.0 28.0 12.0 堅果類 手捏ね，刺突文・渦巻文 RN2936
646 クッキー状炭化物 SU112 470‐128 23.0 21.0 10.0 堅果類 手捏ね，刺突文・渦巻文 RN2938
647 クッキー状炭化物 SU111 472‐126 23.0 19.0 11.0 堅果類 手捏ね，刺突文・縦位沈線文 RN2933
648 クッキー状炭化物 SU111 472‐126 27.0 21.0 14.0 堅果類 手捏ね，刺突文 RN2934
649 縄 F2 526‐142 16.0 9.0 ‐ 植物繊維 太さ：2.5mm，650・651 と同一個体 RV2940
650 縄 F2 526‐142 26.5 8.5 ‐ 植物繊維 太さ：2.8mm，649・651 と同一個体 RV2939
651 縄 F2 526‐142 21.5 11.3 ‐ 植物繊維 太さ：7.5mm，649・650 と同一個体 RV2706
652 縄 F2 514‐138 22.5 6.8 ‐ 樹皮 太さ：3.5mm RV2725
653 縄 F2 514‐138 12.5 6.5 ‐ 樹皮 太さ：4.0mm RV2724
654 縄 F2 514‐138 12.3 5.0 ‐ 樹皮 太さ：2.5mm RV2715
655 樹皮 SG105 F2 524‐142 13.5 17.0 ‐ 樹皮 樹皮厚：0.5mm RW2722
656 樹皮 564‐164 11.0 34.5 ‐ 樹皮 樹皮厚：0.5mm RW488
657 樹皮 SG105 F2 516‐140 13.5 18.0 ‐ 樹皮 樹皮厚：0.4mm RW2710
658 樹皮 SG105 F2 524‐142 33.5 40.0 ‐ 樹皮 樹皮厚：0.3mm RW2721
659 樹皮 SG105 F2 524‐142 18.5 30.0 ‐ 樹皮 樹皮厚：05mm RW2720
660 樹皮 F2 494‐132 27.5 60.5 ‐ 樹皮 樹皮厚：0.4mm RW2709
661 樹皮 SG105 F2 524‐142 45.5 17.5 ‐ 樹皮 樹皮厚：0.5mm RW2719
662 樹皮 SG105 F2 518‐140 33.0 18.5 ‐ 樹皮 樹皮厚：0.6mm RW2712
663 樹皮 SG105 F2 524‐142 49.0 73.0 ‐ 樹皮 樹皮厚：1.3mm RW2713

Ⅲ　調査成果
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1　石皿・磨石類の使用痕観察
および残存デンプン分析

上條信彦（弘前大学人文学部）

A　はじめ に

　押出遺跡からは、低湿地より保存状況の良好な資料が

多く検出されている。特に大木 4 式期併行の出土状況の

明瞭な一括資料は、この時期の食料加工具の組成を知る

うえで重要である。さらに、加工対象物と推定される植物

遺体などとともに検出されている点は、資料が見出された

空間の意味を知るうえでも有効である。したがって、本分

析では使用痕観察と残存デンプン分析を通じて、これら資

料の機能や用途について検討したい。

B　使 用 痕 観 察

（1）資料と観察の方法

　観察対象は磨石・敲石類 1）3 点（No.1 ～ 3）、石皿・

台石類 4 点（No.4 ～ 7）、計 7 点である（表 6）。ただし、

後述するように石皿・台石類の 1 点は砥石であることが判

明した。観察は顕微鏡による低倍率法（総合倍率 10 ～

30 倍）と高倍率法（総合倍率 150 ～ 300 倍）を採用し

た。No.7 以外を付着土壌の洗浄後、キーエンス デジタル

マイクロスコープ VHX-2000 を用いて実施した。No.7 は

付着土壌を採取したのちに軽く洗浄したうえで同様の観察

を行った。観察では鉱物上の磨耗痕、線状痕、破損、光

沢の状態を確認した。なお、観察の際には保管時に摩滅

しやすい各面の高い部分を避けた。

（2）観察結果（第 6・7 図）

磨石・敲石類 No.1（第 6 図）　　表・裏面に凹痕と磨耗痕、

左・右側面に磨耗痕がみられる、いわゆる石鹸形磨石 2）

である。凹痕は浅く、その内部は鉱物が破損、脱落しており、

硬質鉱物が表出して高低差となっている（a）。凹痕は表・

裏面とも中央長軸線上の上下 2 ヶ所に集中する。表・裏

面の磨耗痕は非常に発達しており、触感はツルツルしてお

り、凸レンズ状の平坦面を作り出している。特に磨耗面は

長軸に対して右下と左上部分が発達し、その方向に向かっ

て緩やかに傾斜している。磨耗面は結晶、基質ともに平

坦で滑らかであり、長軸に対し斜め方向の線状痕も見られ

る。線状痕は 10mm ほどと短くて鋭く浅い。光沢は磨耗

部の高所一面に広がるものの、発達した磨耗面とは対照

的に、微弱で連結しない（b）。左・右側面の磨耗面は、表・

裏面の磨耗面とは全く様相が異なり、ざらつくような触感

で平面的な面を作り出している。鉱物の脱落や破損が激

しいものの、凹凸の粗さは弱く、高低差はほとんどない（c）。

結晶・基質ともに高所が丸みをもつ。光沢は丸みをもった

高所に点状にみられるものの、拡大はしない。

磨石・敲石類 No.2（第 6 図）　　No.1 と同様、表・裏

面に凹痕と磨耗痕、左・右側面に磨耗痕がみられる、い

わゆる石鹸形磨石である。凹痕は表・裏面だけでなく、左・

右側面にも見られる。凹痕はすり鉢状に深い。凹痕は長

軸に沿って表・裏面に各 4 ヶ所、左・右側面に 2 ヶ所に

見られる。凹痕の外形は円形で、その内部は凸凹しており、

多数の敲打痕が集合した結果、凹んだことが分かる（図

拡大部分）。凹痕内部は鉱物が脱落や破損しているものの、

その高所は滑らかである。凹痕と同じ面にある磨耗面は凹

痕によって削り取られていることから、同時に形成された

のではなく、凹痕の形成される作業よりも古い段階に形成

されたものと推測される。磨耗痕は No.1 と同様、非常に

発達しており、触感はツルツルし、凸レンズ状の平坦面を

作り出している。特に磨耗面は長軸に対して右下と左上部

分が発達している。磨耗面は結晶、基質ともに平坦で滑ら

かである。また長軸に対し斜め方向の短く浅い線状痕も見

られる。光沢は見られなかった。なお、光沢が見られなかっ

たのは後に凹痕を伴う作業に転用され、面が荒れてしまっ

Ⅳ　理化学分析
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番号 遺物番号 出土遺構 出土地点 出土層位

No.1 571 492-134G
No.2 587 494-132G F2
No.3 584 556-150G
No.4 611 SM101 488 ～ 502-142 ～ 146
No.5 607 SG105 548-158G
No.6 617 514-150G
No.7 616 SG105 514-138G F2

表 6　分析遺物一覧
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たのが一因と考えられる。

磨石・敲石類 No.3（第 6 図）　　全体が被熱によりひび

割れ、裏面が破損している。また煤により全体が黒色に変

色している。使用痕は被熱による礫表面の劣化と煤の付

着で観察が困難である。辛うじて表面に凹痕が認められる

が、実際には磨耗痕もあったかもしれない。凹痕はすり鉢

状の深い凹痕が 1 ヶ所ある。凹痕内部の詳細は、煤に覆

われているため不明である。

石皿・台石類 No.4（第 6 図）　　片岩質の板状の石材で

ある。全体の三分の一程度が残った破片であるが、表・

裏面とも中央部が磨耗して凹んでいる。復元すると長さ

20cm、幅 14cm、深さ 1.2cm ほどの平面長楕円形の磨

耗面になると見られる。磨耗面は硬質な結晶が浮き出し、

脆弱な基質部分が損耗している（a）。高所は基質部分を

中心に丸みを帯びている。凹部全面に広がる磨耗面は、

大部分が平坦面を形成している。この磨耗面を観察する

と、丸みをもった高所に薄くぼんやりとした光沢がある（b）。

光沢は点状で一部網状になる。

石皿・台石類 No.5（第 7 図）　　凝灰岩質の基目の細か

な石材が用いられており、縦横断面とも表面はレンズ状に

大きく凹む。凹部は長軸方向に船底状を呈す。使用痕は

この船底状の凹部に肉眼でも観察可能なほど太く、10cm

以上の長い線状痕を多数確認できる（凹部拡大）。線状

痕は全て長軸方向と一定で、線状痕によって表面が削ら

れたようにみえる。また凹部の内部には長軸方向の稜線が

複数あり、横断面の表面は波打ち溝状を呈す。光沢は全

くない。

　以上の使用痕の形態や性質は、下石を硬質物によって、

かなり強い力で擦った時に生じるものであり、砥石に特徴

的な使用痕である。横断面に認められる溝状の稜線は石

斧の刃部幅に一致する。また石材も他の石皿・台石とは

異なる基目が細かく砥石に適した素材が用いられている。

したがって、本資料は石皿・台石類ではなく、砥石と判断

される。

石皿・台石類 No.6（第 7 図）　　扁平な台石片である。

安山岩質の板石が用いられており、表面の広い範囲が磨

耗している。磨耗面は平坦で中央よりのほうが発達してい

る。中央に近い部分は黒く変色している。裏面は被熱によ

り剥落している。黒色化している部分は、割れ面の一部に

も広がる。この面を観察すると、液体状のものが上からあ

ふれてこぼれたように見える（図側面）。また、割れ面が

黒色化していることから、一部は被熱前に割れていたこと

が分かる。表面の発達した磨耗面は、高所が全て平坦に

なりツルツルしている。4cm 以上の細く長い線状痕が散

布している（a）。線状痕は鋭く、方向は一定でないものの、

縦方向に挿入しているものが多い。線状痕の内部も黒変し

ていることから、線状痕も黒色化する以前に形成されたも

のと判断される。平坦になった磨耗面には広い範囲に光

沢が分布する。光沢は高所を中心に鈍くぼんやりしており、

特定の場所が強くパッチ状に拡大せず、低所には及ばない

（b）。表面はヤスリのようにざらつき、高低差はない。光

沢分類礫 C タイプに類似する。なお黒色物に覆われてい

る一部はより強い光沢が見られるが、使用痕ではなく、黒

色物に由来する反射とみられる。

石皿・台石類 No.7（第 7 図）　　No.7 は出土時に上面

を覆っていた土壌ごと取り上げられた資料で、ラップで全

体が覆われたままで、研究室に搬入された。したがって、

出土後の汚染が極めて少なく分析に良好な資料といえる。

土壌は表・裏面に幅 5cm、厚さ 3cm 程度の帯状に残さ

れている。研究室で土壌を回収し、土壌内部を観察した

後に、資料表面よりサンプルを回収し、洗浄後使用痕を

観察した。なお、土壌サンプルには炭化材とクルミ外殻が

含まれており、植物遺体が豊富に含まれている。

　硬質な花崗岩質の板石が用いられている。土壌を除去

すると表面中央部分を中心に黒色化している部分が観察

された。黒色部分は側面や裏面にまでは及んでいない。

磨耗痕は均一的に広い範囲に広がるものの、石材が硬質

なため、平坦面を形成するまでは発達していない（a）。

磨耗痕は高所中心に結晶、基質ともに平滑になっている。

高所には点状の光沢が多数観察される（b）。また結晶

の高所で、輝度の弱い鈍い光沢に覆われるものの、パッ

チ状にまでには拡大、発達しない（3D 画像）。礫 C タイ

プへ発達する過渡期のようである。また表面の随所に径

300μm ほどの黒変した鉱物が分布する。

　さらに、裏面からは使用痕は観察されなかったものの、

写真に示すような長さ 15cm、幅 5cm ほどの筋状の磨耗

痕が見つかった（裏面写真）。本資料は土壌ごと取り上げ

られたため、発掘後の傷とは考えにくい。筋は等間隔に 5

本認められ、太く鈍い。光沢や線状痕は確認できなかった。

Ⅳ　理化学分析
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Ⅳ　理化学分析

第 6 図　押出遺跡出土磨石・石皿類使用痕（No.1~4）

No.1

No.2

No.3 No.4

a

b

約 5cm 3mm
使用痕低倍率遺物No.3　表面凹痕拡大

No.2　側面凹痕拡大

a
b

c
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第 7 図　押出遺跡出土磨石・石皿類使用痕（No.5~7）

No.5
No.6

a

b

凹部拡大

a

b　3D 画像
約 5cm

遺物 使用痕低倍率

3cm
b No.7　裏面

No.6　側面

No.7
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Ⅳ　理化学分析

C　残存デンプン分析

（1）分析の方法

　デンプン粒は植物によって形状・大きさなどが異なる高

分子物質である。残存デンプン分析は近年、世界的に進

展しつつある分野であり、その有効性について日本でも確

かめられつつある（上條 2012）。本分析では検証可能か

つできるだけ資料を傷めないよう、薬品類の使用を控え、

最も簡便でかつ効果的な方法を用いた（渋谷他 2006）。

方法は以下のとおりである。

①試料の採取　　資料受領後、全て水道水で洗浄し、日

陰の室内で乾燥、保管する。また試料採取は使用痕観察

前に行い、表面汚染の少ない礫孔の奥から試料を採取す

る。マイクロピペットにチップをはめ込み、精製水を吸入

し、採取する対象に注入する。洗浄しながら試料（20µl

分）を吸引する。試料は資料ひとつにつき表・裏面二ヶ所、

割れ面のある場合は割れ面からも採取した。

② プ レ パ ラ ート の 作 成 と 観 察　　 試 料 を 遠 心 後

（1500rpm・1 分 ）、 試 料 8μl を 水 性 封 入 剤（ アクア

テックス）で封入する。偏光・位相差顕微鏡（オリンパス

BX50-P）を用い総合倍率 200 ～ 800 倍で観察を行った。

偏光顕微鏡は、直交・開放ニコルで観察する。なお、観

察の際にはデンプンの形状、大きさ、偏光十字の入り方、

形成核の位置、層紋、デンプンの残存状況、単粒・半複粒・

複粒など粒の状況を検討した。

（2）分析の結果

　今回分析した資料からデンプンは検出されなかった。

D　考　　察

（1）磨石・敲石類、石皿・台石類の機能

　7 点の資料の分析の結果、デンプンを検出するにはい

たらなかったものの、使用痕よりその機能をある程度推測

できる資料があった。まず、No.1・2 はいわゆる「石鹸

形磨石」である。石鹸形磨石は早期前葉の関東南部～九

州南部の太平洋沿岸域と、縄文前期初頭の関東北部～

中部高地で出現、前期中葉には東北南部～関東・中部

高地を中心に展開する（上條 2007a）。今回の観察の結

果、その典型的な使用痕を観察することができた（上條

2010）。表・裏面は断面凸レンズ形の発達した磨耗面が

あり、長軸に対し左上と右下に向かって磨耗が発達、緩

やかに傾斜している。また長軸に対し斜め方向の短く鋭い

線状痕を確認した。実験結果などを参照すると、上から見

て斜め方向に保持し、堅果類のような軟質物のつぶし作

業が推定される。左・右側面は表・裏面よりは粗いものの、

高所が丸みを帯び、高低差のほとんどない、ざらつくよう

な磨耗痕が観察された。その丸みをおびた高所には点状

の光沢が観察された。これは、堅果類の殻むきなど軟質

物の敲打の際に生じる痕跡に類似する。

　また凹痕は No.1・2ともに敲打の累積によって形成され、

深さは異なるものの、その内部が磨耗していた。したがっ

て、その機能と用途として、突状に突き出た対象物への敲

打が推定されるが、内部が磨耗していたことから、石のよ

うな硬質物ではなく、クルミ外殻のような石よりも軟らかい

対象物の敲打、あるいは凹痕形成後に凹痕に指を当てて、

グリップした際の手ずれの痕跡と推定される。なお、磨石

類の表・裏面に長軸に沿って複数の凹痕が生じているの

は、上石を頻繁に持ち変え、その向きが変わったためとみ

られる。

　石皿・台石類からは、二通りの使用痕パターンが見出

せた。ひとつは広い範囲に均一的な磨耗痕が分布するも

ので、No.6・7 が該当する。硬質な板石が用いられてお

り、いずれも被熱により黒色化している点が特徴的である。

磨耗痕は滑らかで平坦面を形成し、光沢面が観察される。

光沢は、礫 C タイプに該当する弱く鈍いものである。また、

線状痕は細く鋭く、方向は一定でない。礫 C タイプは水

分を多く含んだ軟質物の粉砕作業によって形成される。こ

れは、No.6 で確認された液体状のものが黒色化したとみ

られる付着物とも一致する。

　もうひとつは、集中的な使用により、中央部が磨耗して

凹んでいるもので、No.4 が該当する。比較的軟質な石材

が用いられることが多く、外形や凹部を敲打整形する場合

もある。今回の検討では風化のため、詳細な観察は困難

であったが、高所が丸みを帯びていることから、堅果類な

どの軟質物を対象としていたことが推測される。

（2）残存デンプン分析の結果に対する解釈

　残存デンプン分析の結果、全ての資料でデンプンが検

出されなかった。デンプンが残りにくい理由としては①対

象物がデンプン質植物ではなかった、②デンプンが流出

あるいは土壌・生物の作用により分解してしまった、③デ

ンプンが熱により変質した、の 3 点が考えられる。



50

Ⅳ　理化学分析

　②は低湿地のため地下水による流出などが考えられる

が、花粉などは検出されている点をふまえると、デンプン

のみ流出してしまったとは考えにくい。今回は特に被熱痕

や炭化物の付着が確認されたことから③の可能性がかなり

高いといえる。今回観察した 7 点の資料のうち、3 点に被

熱による破損、黒色化が見られた。他の 3 点も同位置か

ら検出されており、出土状況から被熱痕はないものの、同

様の加熱を受けた可能性がある。特に 3 点の資料とも使

用痕が形成された段階よりも新しい段階に被熱したとみら

れ、かつ石が割れるほどの熱を受けている。そうすると、
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注

1） 使用痕観察の結果、敲打の集中痕（凹痕）が観察され、磨耗
痕のみの狭義の磨石とは異なるため、便宜的に磨石「類」と
して示している。

2） 「石鹸形磨石」とは、「表裏と周縁に磨面および敲打痕を有し、
周縁に明瞭な面を二面以上形成するために稜線が発達してい
る磨石・敲石類」のことである。

デンプンは炭化、分解してしまった可能性が高い。
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2　出土木材の放射性炭素年代測定
と樹種同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

A　はじめ に

　押出遺跡でみられる縄文時代前期（大木 4 式期）の

平地式住居跡の多くは、転ばし根太を敷いた上に盛土し、

打ち込み柱による主柱と壁柱の間に屋根材を乗せたと考え

られている。本報告では、第 4 次調査区から検出された

平地式住居跡の転ばし根太や柱、遺物包含層下部から出

土した自然木を対象（試料採取地点は第 29 ～ 31 図参照）

として、古植生や木材利用を検討するための樹種同定を

実施する。

Ｂ　試　　料

　試料は、盛土遺構 SM101 を中心に出土した柱材、転

ばし根太、自然木 32 点である。このうち、 試料番号

T2-5・7・8・26・28・48 の 6 点について放射性炭素

年代測定を併せて実施する。

Ｃ　分 析 方 法

（1）放射性炭素年代測定

　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着し

ている場合、これらをピンセット、超音波洗浄などにより

物理的に除去する。その後 HC1 により炭酸塩等酸可溶成

分を除去、NaOH により腐植酸等アルカリ可溶成分を除去、

HCl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分

を除去する（酸・アルカリ・酸処理）。

　試料をバイコール管に入れ、1g の酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫

化物を除去するため）を加えて、管内を真空にして封じき

り、500℃（30 分）850℃（2 時間）で加熱する。液体

窒素と液体窒素＋エタノールの温度差を利用し、真空ライ

ンにて CO2 を精製する。真空ラインにてバイコール管に

精製した CO2 と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイ

コール管底部のみを 650℃で 10 時間以上加熱し、グラ

ファイトを生成する。

　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1mm

の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、

測定する。測定機器は、3MV 小型タンデム加速器をベー

スとした 14C-AMS 専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）を

使用する。AMS 測定時に標準試料である米国国立標準局

（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX- Ⅱ）とバックグ

ラウンド試料の測定も行う。また測定中同時に 13C/12C の

測定も行うため、この値を用いて δ13C を算出する。

　放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5568 年を使
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用する。また、測定年代は 1950 年を基点とした年代（BP）

であり、 誤差は標準偏差（One Sigma；68%）に相当

する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON 

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.00（Copyright 

1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を用い、誤差とし

て標準偏差（One Sigma）を用いる。

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5568 年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強

度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及

び半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）を較正す

ることである。暦年較正に関しては、本来 10 年単位で表

すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦

年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応

するため、1 年単位で表している。

　暦年較正は、測定誤差 σ、2σ 双方の値を計算する。

σ は統計的に真の値が 68% の確率で存在する範囲、2σ

は真の値が 95% の確率で存在する範囲である。また、表

中の相対比とは、σ、2σ の範囲をそれぞれ 1 とした場合、

その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したも

のである。

（2）樹種同定

　資料の木取りを観察し、剃刀を用いて木口（横断面）・

柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3 断面の徒手切

片を直接採取する。切片をガム・クロラール（抱水クロラー

ル・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の混合液）で

封入し、プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微

鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標

本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別

データベースと比較して種類（分類群）を同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）

や Wheeler 他（1998）を参考にする。また、日本産木

材の組織配列は、林（1991）や伊東（1995・1996・

1997・1998・1999）を参考にする。

Ｄ　結　　果

（1）放射性炭素年代測定

　放射性炭素年代測定および暦年較正結果を表 7 に示

す。同位体効果による補正を行った測定結果は、試料

番 号 T2-5 が 5010±30BP、 試 料 番 号 T2-7 が 5050

±30BP、 試 料 番 号 T2-8 が 5090±30BP、 試 料 番 号

T2-26 が 5060±30BP、 試 料 番 号 T2-28 が 5020±

30BP、試料番号 T2-48 が 5380±30BP を示す。また、

測定誤差を σ として計算させた暦年較正結果は、試料

番 号 T2-5 が calBC3910 ～ 3714、 試 料 番 号 T2-7 が

calBC3941 ～ 3797、 試 料 番 号 T2-8 が calBC3954 ～

3810、 試 料 番 号 T2-26 が calBC3942 ～ 3800、 試 料

番号 T2-28 が calBC3933 ～ 3772、試料番号 T2-48 が

calBC4823 ～ 4182 である（第 8 図）。

（2）樹種同定

　樹種同定結果を表 8 に示す。柱材、転ばし根太、自然

木は、広葉樹 7 分類群（ヤナギ属・ハンノキ属ハンノキ

亜属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・ヤマグワ・ウ

ルシ・トネリコ属）に同定された。なお、試料番号 T2-6

は、環孔材の道管配列を有する広葉樹材であるが、保存

が悪く、組織が収縮しているため、種類は不明である。ま

た、試料番号 T2-23 は、木材ではなく、草本質の植物片

が不規則に絡み合っている。拡大すると、直径 0.5mm 程

度で細長い根状の植物片や、径 2 ～ 3mm 程度の地下茎

の断片と思われる植物片が不規則に絡み合い塊状になる

様子から、低湿地などに発達する未分解泥炭の可能性が

ある。草本類の植物片が多数認められることから、木本質

泥炭ではなくヨシやスゲなどからなる草本質泥炭の可能性

がある。同定された各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・ヤナギ属（Salix）　ヤナギ科

　散孔材で、道管は単独または 2-3 個が複合して散在し、

年輪界付近で径を減少させる。道管は、単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1-15

細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus）

カバノキ科

　散孔材で、管孔は単独または 2-4 個が放射方向に複合

して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状に

配列する。放射組織は同性、単列、1-20 細胞高のものと

集合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節

（Quercus subgen. Quercus sect. Prinus）　ブナ科

　環孔材で、孔圏部は 1-3 列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、1-20 細胞高のものと複合放射組織とがある。
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・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

　環孔材で、孔圏部は 3-4 列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、1-15 細胞高。

・ヤマグワ（Morus australis  Poiret）　クワ科クワ属

　環孔材で、孔圏部は 3-5 列、孔圏外への移行は緩やか

で、晩材部では単独または 2-4 個が複合して斜方向に配

列し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は異性、1-6 細胞幅、1-50

細胞高。

・ウルシ（Rhus verniciflua  Stockes）　ウルシ科ウルシ属

　環孔材で、孔圏部は 3-4 列、孔圏外への移行は緩やか

で、小道管は年輪界に向かって漸減しながら単独または

2-4 個が放射方向に複合して配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1-3

細胞幅、1-20 細胞高で、時に上下に連結する。

・トネリコ属（Fraxinus）　モクセイ科

　環孔材で、孔圏部は 1-3 列、孔圏外で急激に管径を減

試料番号 
遺構

種類
（分類群）

処理 
方法

測定年代 
BP

δ13 Ｃ 
（‰）

補正年代 
（暦年較正用） 

BP

暦年較正結果
Code No.

誤差 cal BC/AD cal BP 相対比

T2-5 
SM104 内

木材 
（ヤマグワ） AAA 5120±30 -31.76 

±0.45
5010±30 

（5012±26）

σ

cal BC 3910 - cal BC 3878 cal BP 5859 - 5827 0.328

IAAA- 
112949

cal BC 3803 - cal BC 3760 cal BP 5752 - 5709 0.521
cal BC 3740 - cal BC 3731 cal BP 5689 - 5680 0.062
cal BC 3725 - cal BC 3714 cal BP 5674 - 5663 0.090

2σ
cal BC 3939 - cal BC 3860 cal BP 5888 - 5809 0.371
cal BC 3812 - cal BC 3708 cal BP 5761 - 5657 0.629

T2-7 
SM102 内

木材 
（ヤナギ属） AAA 5130±30 -29.46 

±0.38
5050±30 

（5054±27）
σ

cal BC 3941 - cal BC 3889 cal BP 5890 - 5838 0.523

IAAA- 
112950

cal BC 3886 - cal BC 3857 cal BP 5835 - 5806 0.283
cal BC 3817 - c al BC 3797 cal BP 5766 - 5746 0.194

2σ cal BC 3950 - cal BC 3788 cal BP 5899 - 5737 1.000

T2-8 
SM102 内

木材 
（トネリコ属） AAA 5160±30 -29.37 

±0.30
5090±30 

（5090±26）

σ
cal BC 3954 - cal BC 3937 cal BP 5903 - 5886 0.220

IAAA- 
112951

cal BC 3872 - cal BC 3810 cal BP 5821 - 5759 0.780

2σ
cal BC 3962 - cal BC 3902 cal BP 5911 - 5851 0.345
cal BC 3900 - cal BC 3895 cal BP 5849 - 5844 0.010
cal BC 3881 - cal BC 3800 cal BP 5830 - 5749 0.645

T2-26
SM101 内

木材 
（ヤナギ属） AAA 5130±30 -29.39 

±0.62
5060±30 

（5060±26）
σ

cal BC 3942 - cal BC 3895 cal BP 5891 - 5844 0.463

IAAA- 
112952

cal BC 3881 - cal BC 3856 cal BP 5830 - 5805 0.267
cal BC 3844 - cal BC 3836 cal BP 5793 - 5785 0.062
cal BC 3821 - cal BC 3800 cal BP 5770 - 5749 0.209

2σ cal BC 3950 - cal BC 3794 cal BP 5899 - 5743 1.000

T2-28 
SM101 内

木材 
（クリ） AAA 5100±30 -29.66 

±0.37
5020±30 

（5023±26）

σ
cal BC 3933 - cal BC 3875 cal BP 5882 - 5824 0.613

IAAA- 
112953

cal BC 3806 - cal BC 3772 cal BP 5755 - 5721 0.387

2σ
cal BC 3942 - cal BC 3856 cal BP 5891 - 5805 0.519
cal BC 3843 - cal BC 3835 cal BP 5792 - 5784 0.013
cal BC 3822 - cal BC 3712 cal BP 5771 - 5661 0.468

T2-48 
地山

木材 
（トネリコ属） AAA 5470±30 -30.13 

±0.40
5380±30 

（5380±27）

σ
cal BC 4823 - cal BC 4289 cal BP 6772 - 6238 0.449

IAAA- 
112954

cal BC 4267 - cal BC 4233 cal BP 6216 - 6182 0.510
cal BC 4187 - cal BC 4182 cal BP 6136 - 6131 0.041

2σ

cal BC 4331 - cal BC 4226 cal BP 6280 - 6175 0.795
cal BC 4204 - cal BC 4165 cal BP 6153 - 6114 0.141
cal BC 4129 - cal BC 4115 cal BP 6078 - 6064 0.020
cal BC 4098 - cal BC 4074 cal BP 6047 - 6023 0.045

1） 処理方法は、酸処理－アルカリ処理－酸処理（AAA 処理）である。
2） 年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用した。
3） BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。
4） 付記した誤差は、測定誤差 σ（測定値の 68% が入る範囲）を年代値に換算した値。
5） 暦年の計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用した。
6） 暦年の計算には、暦年較正用年代として示した、一桁目を丸める前の値を使用している。
7） 年代値は、一桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、暦年較正

用年代値は一桁目を丸めていない。
8） 統計的に真の値が入る確率は σ は 68%、2σ は 95% である。
9） 相対比は、σ、2σ のそれぞれを 1 とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

表 7　放射性炭素年代測定結果

Ⅳ　理化学分析
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cal BC

4300 4200 4100 4000 3900 3800 3700

試料番号T2-5
SM104内

試料番号T2-7
SM102内

試料番号T2-8
SM102内

試料番号T2-26
SM101内

試料番号T2-28
SM101内

試料番号T2-48
遺物包含層下部（地山）

図 1.　暦年較正結果
第 8 図　暦年較正結果

じたのち、厚壁の道管が単独または 2 個が放射方向に複

合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同

性、1-3 細胞幅、1-30 細胞高。

Ｅ　考　　察

　押出遺跡の住居跡は、これまでの調査から、主たる遺

物包含層は、縄文時代前期（大木 4 式期）の範疇にほぼ

収まることが明らかとなっている。今回検出された各住居

跡から出土した根太や柱を含む木材の年代測定結果は、

5090±30BP ～ 5010±30BP であり、ほぼ同時期の遺

構と考えて差し支えのない年代幅である。本遺跡では、前

回調査でも住居跡から出土した柱などの年代測定を実施

している（パリノ・サーヴェイ株式会社 1990）。それによ

ると同位体効果の補正を行っていない測定値で、7030±

140BP ～ 3870±340BP と年代幅が広かったが、今回の

測定値によって、より年代幅を狭くできたことは大きな成

果といえる。これまでの年代測定により、大木 4 ～ 6 式土

器が calBP6000 ～ 5500 と考えられており、今回の測定

結果も調和的である。

　一方、遺物包含層直下の地山から出土した自然木は、

補正年代で 5380±30BP であり、住居跡の試料より約

300 年古い値を示す。

　各住居跡から出土した柱と転ばし根太には、広葉樹 7

分類群が認められ、ヤナギ属とトネリコ属が比較的多い。

各分類群の材質等についてみると、ハンノキ亜属、コナラ

節、クリ、ヤマグワ、トネリコ属は、比較的重硬で強度が

高く、クリでは耐朽性も高い。ヤナギ属とウルシは、軽軟

で強度は低い。ヤナギ属、ハンノキ亜属、トネリコ属には

湿地に生育する種類が含まれ、ヤマグワも比較的水分の

多い河畔や谷沿いに生育する。コナラ節やクリは、二次

林や山地・丘陵地に生育する。ハンノキ亜属とトネリコ属

は、遺物包含層下部の自然木に認められる。前回の花粉

分析結果（パリノ・サーヴェイ株式会社 1990）でも低地

Ⅳ　理化学分析
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試料番号 遺　構 層　位 種　別 樹　種 備　考

T2-1 遺物包含層下部 自然木 トネリコ属
T2-5 SM104 木片 ヤマグワ IAAA-112949
T2-6 SM102 転ばし根太 広葉樹（環孔材）
T2-7 SM102 転ばし根太 ヤナギ属 IAAA-112950
T2-8 SM102 柱 トネリコ属 IAAA-112951
T2-9 SM102 転ばし根太 トネリコ属

T2-10 SM102 柱 トネリコ属
T2-11 SM101 柱 トネリコ属
T2-12 SM101 柱 トネリコ属
T2-13 SM101 転ばし根太 ヤナギ属
T2-14 SM101 転ばし根太 トネリコ属
T2-15 SM101 転ばし根太 トネリコ属
T2-16 SM101 転ばし根太 コナラ属コナラ亜属コナラ節
T2-17 SM101 転ばし根太 コナラ属コナラ亜属コナラ節
T2-18 SM101 柱 トネリコ属
T2-19 SM101 転ばし根太 ヤナギ属
T2-20 SM101 転ばし根太 ヤナギ属
T2-21 SM101 転ばし根太 ヤナギ属
T2-22 SM101 柱 ウルシ
T2-23 SM101 転ばし根太 草本類（未分解質泥炭？）
T2-24 SM101 柱 ヤマグワ
T2-25 SM101 転ばし根太 ヤナギ属
T2-26 SM101 柱 ヤナギ属 IAAA-112952
T2-27 SM101 転ばし根太 トネリコ属
T2-28 SM101 転ばし根太 クリ IAAA-112953
T2-29 SM101 柱 ハンノキ属ハンノキ亜属
T2-39 SM101 柱 コナラ属コナラ亜属コナラ節
T2-40 SM101 転ばし根太 ヤナギ属
T2-45 柱 ヤナギ属
T2-46 地山 自然木 ハンノキ属ハンノキ亜属
T2-47 柱 ヤナギ属
T2-48 地山 自然木 トネリコ属 IAAA-112954

表 8　樹種同定結果

分類群＼遺構・種別
SM101 SM102 SM104 その他

合計
柱 転ばし根太 柱 転ばし根太 木片 柱 自然木

広葉樹
ヤナギ属 1 6 1 2 10
ハンノキ亜属 1 1 2
コナラ節 1 2 3
クリ 1 1
ヤマグワ 1 1 2
ウルシ 1 1
トネリコ属 3 3 2 1 2 11
広葉樹（環孔材） 1 1

その他
草本類（泥炭？） 1 1

合　計 8 13 2 3 1 2 3 32

表 9　遺構別の樹種構成
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においてハンノキ属などの湿地林が疎推定されており、今

回の自然木を対象とした樹種同定結果も調和的である。

　また、遺構別の種類構成を表 9 に示す。試料数が多い

SM101 についてみると、柱にはトネリコ属を中心に 6 分

類群、転ばし根太にヤナギ属を中心に 4 分類群が認めら

れる。柱と転ばし根太で 3 種類が重複して認められ、部

位による使用樹種の違いは見られないが、柱には強度の

高い木材が比較的多く、強度の低いヤナギ属が転ばし根

太に多いなど、部位によって種類構成は若干異なる。ヤ

ナギ属とトネリコ属を主体としており、その他にもハンノキ

亜属やヤマグワなど、湿地や周辺低地に生育していた樹

木を建築部材として利用したことが推定される。また、湿



55

引用文献

林昭三　1991　「日本産木材」『顕微鏡写真集』京都大学木質科学研究所
伊東隆夫　1995　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ」『木材研究・資料　31』p.81-181　京都大学木質科学研究所
伊東隆夫　1996　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅱ」『木材研究・資料　32』p.66-176　京都大学木質科学研究所
伊東隆夫　1997　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅲ」『木材研究・資料　33』p.83-201　京都大学木質科学研究所
伊東隆夫　1998　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ」『木材研究・資料　34』p.30-166　京都大学木質科学研究所
伊東隆夫　1999　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅴ」『木材研究・資料　35』p.47-216　京都大学木質科学研究所
パリノ・サーヴェイ株式会社　1990　「押出遺跡の自然科学分析」『押出遺跡発掘調査報告書（図版・表・分析編）』（山形県埋蔵文化財調

査報告書第 150 集）p.1-79　建設省東北地方建設局山形工事事務所・山形県教育委員会
島地謙・伊東隆夫　1982　『図説木材組織』p.176　地球社
Wheeler,E.A.・Bass,P.・Gasson,P.E.（編）　1998　『広葉樹材の識別　IAWA による光学顕微鏡的特徴リスト』伊東隆夫・藤井智之・佐伯

浩（日本語版監修）海青社 [Wheeler, E. A., Bass, P. and Gasson, P. E. (1989)IAWA List 
of Microscopic Features for Hardwood Identification].

地に生育しないクリやコナラ節も利用していることから、周

辺の自然堤防や山地からも木材を得ていたことが推定され

る。また、ウルシが 1 点認められることから、本種も付近

に生育していたと考えられ、樹液が採取されていた可能性

がある。SM102 と SM104 では、試料数が少ないが、確

認された樹種は SM101 と同様であり、似たような木材利

用が推定される。

　本遺跡では、1 ～ 3 次調査の際にも出土した柱材や根

太について多くの樹種同定が行われているが、トネリコ属

Ⅳ　理化学分析

3　骨・種実遺体の同定
パリノ・サーヴェイ株式会社

A　骨　同　定

（1）はじめに

　今回、4 次調査区内から出土した骨について、その種

類を明らかにし、当時の動物利用に関する情報を得ること

にした。

（2）試　料

　 試 料 は、 遺 物 包 含 層 488-142G、490-142G、490-

144G、498-144G、502-146G、516-150G、518-150G、

520-150G、564-162G、564-164G から洗 い 出された

骨 16 試料、盛土状遺構 SM101（500-146G）から洗い

出された骨 1 試料、合計 17 試料である。同一地点から

洗い出された試料が複数点存在するため、分析にあたっ

ては便宜的に通し番号（試料 1 ～ 17）を付した。なお、

試料の詳細については、結果とともに表示する。

（3）分析方法

　試料を肉眼あるいは双眼実体顕微鏡下において観察し、

その形態的特徴から種と部位の同定を行う。

（4）結　果

　検出された種類の一覧を表 10、同定結果を表 11 に示

す。今回検出された骨はいずれも破片となっており、白色

～灰黒色を呈し、ひび割れが生じる。以下、試料ごとに

結果を記す。

＜試料 1：488-142G ＞

　サケ目の椎骨片、鳥類四肢骨の可能性がある破片、獣

類の四肢骨片や部位不明破片が確認される。

＜試料 2：488-142G ＞

　獣類の肋骨片と部位不明破片が確認される。

＜試料 3：490-142G ＞

脊椎動物門　Phylum　Vertebrata

硬骨魚綱　Class　Osteichthyse

条鰭亜綱　Subclass　Actinopterygii

サケ目　Order　Salmoniformes

科属不明　Fem. et. gen. indet.

鳥綱　Class　Aves

目科不明　Ord. et. fam. indet.

哺乳綱　Class　Mammalia

ウシ目（偶蹄目）　Order　Artiodactyla

イノシシ科　Family　Suidae

イノシシ　Sus scrofa

表 10　検出動物分類群の一覧

やヤナギ属が多い結果が得られており、さらには花粉分析

においても同様な分類群が認められるなど、今回の結果

とも調和的である（パリノ・サーヴェイ株式会社 1990）。

なお、1 ～ 3 次調査の際には、打ち込み深度の深い柱が

全てトネリコ属なのに対し、深度の浅い柱では多様な種類

が利用され、深度によって樹種が異なる傾向が見られた。

今回の資料についても、打ち込み深度と樹種の関係につ

いて検討する必要がある。
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　獣類の四肢骨片と部位不明破片が確認

される。

＜試料 4：490-144G ＞

　イノシシの中手骨 / 中足骨の可能性が

ある破片、獣類の四肢骨片が確認される。

イノシシの中手骨 / 中足骨の可能性があ

る破片は、遠位端部が残る程度である。

＜試料 5：498-144G ＞

　獣類の指趾骨片である。破片のため、

詳細不明である。

＜試料 6：SM101　500-146G ＞

　獣類の四肢骨片と部位不明破片が確認

される。

＜試料 7：502-146G ＞

　イノシシの歯牙片と部位不明破片が確

認される。イノシシ歯牙片は、微細なた

め部位等不明である。

＜試料 8：502-146G ＞

　獣類の肋骨片・四肢骨片・部位不明破

片である。

＜試料 9：516-150G ＞

　鳥類の可能性がある破片、獣類の肋骨

片・四肢骨片・部位不明破片が確認され

る。

＜試料 10：516-150G ＞

　獣類の歯牙片・四肢骨片・部位不明破

片が確認される。獣類の歯牙片は、歯根

部とみられる。

＜試料 11：518-150G ＞

　鳥類の四肢骨の可能性がある破片、獣

類の椎骨片・四肢骨片・種子骨の可能性

がある破片・部位不明破片が確認される。

獣類の椎骨片は、未化骨で外れた椎体板

である。また、種子骨の可能性がある破

片は、ニホンジカの種子骨の可能性もあ

るが、断定できない。

＜試料 12：518-150G ＞

　イノシシの第 2/5 中手骨 / 中足骨片、

大型獣類の指趾骨片、獣類の指趾骨片・

四肢骨片・部位不明破片である。イノシ

番号 試料名 種類 部位 左 右 部分 数量 備考 

1 488-142G

サケ目 椎骨 破片 1
鳥類？ 四肢骨 破片 1

獣類
四肢骨 破片 2
不明 破片 8.7 g

植物 破片 1
礫等 7

2 488-142G 獣類
肋骨 破片 1
不明 破片 5

3 490-142G 獣類
四肢骨 破片 1
不明 破片 3

4 490-144G
イノシシ？ 中手骨 / 中足骨 遠位端 1
獣類 四肢骨 破片 3

5 498-144G 獣類 指趾骨 破片 1

6 SM101
500-146G

獣類
四肢骨 破片 1
不明 破片 0.7 g

礫等 4

7 502-146G

イノシシ 歯牙 破片 1
獣類 不明 破片 21.5 g
剥片 破片 1
礫等 5

8 502-146G 獣類
肋骨 破片 1
四肢骨 破片 2
不明 破片 2

9 516-150G

鳥類？ 不明 破片 1

獣類
肋骨 破片 1
四肢骨 破片 1
不明 破片 23.2 g

礫等 14

10 516-150G 獣類
歯牙 歯根 1
四肢骨 破片 2
不明 破片 5

11 518-150G

鳥類？ 四肢骨 破片 1

獣類

椎骨 椎体板 1
四肢骨 破片 1
種子骨？ 破片 1
不明 破片 55.1 g

炭化材 36
礫等 54

12 518-150G

イノシシ 第 2/5 中手骨 / 中足骨 遠位端 1
大型獣類 指趾骨 近位端 1

獣類
指趾骨 近位端 1 骨端未化骨外れ
四肢骨 破片 3
不明 破片 10

礫等 3

13 518-150G
イノシシ 第 2/5 基節骨 遠位端 1
獣類 不明 破片 16.9 g
礫等 6

14 520-150G イノシシ 第 2/5 末節骨 破損 1

15 520-150G

イノシシ？ 中手骨 / 中足骨 遠位端 1

獣類
椎骨？ 破片 1
四肢骨 破片 2
不明 破片 5

16 564-162G
イノシシ 基節骨 / 中節骨 破片 1
獣類 不明 破片 1

17 564-164G 獣類 椎骨？ 破片 1

表 11　骨同定結果

Ⅳ　理化学分析
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シの第 2/5 中手骨 / 中足骨は遠位端部が、大型獣類の

指趾骨は近位端部が、獣類の指趾骨は近位端部が残る。

なお、獣類の指趾骨は骨端が未化骨で外れる。

＜試料 13：518-150G ＞

　イノシシの第 2/5 基節骨、獣類の部位不明破片が確認

される。イノシシの第 2/5 基節骨は、遠位端部が残る。

＜試料 14：520-150G ＞

　破損したイノシシの第 2/5 末節骨である。

＜試料 15：520-150G ＞

　イノシシの中手骨 / 中足骨の可能性がある破片、獣類

の椎骨の可能性がある破片・四肢骨片・部位不明破片が

確認される。イノシシの中手骨 / 中足骨の可能性がある

破片は遠位端部が残る。

＜試料 16：564-162G ＞

　イノシシの基節骨 / 中節骨片、獣類の部位不明破片が

確認される。

＜試料 17：564-164G ＞

　獣類の椎骨の可能性がある破片が確認される。

（5）考　察

　今回、出土した骨は、いずれも破片となり、白色～灰

黒色を呈し、ひび割れが生じるなど、焼骨の特徴を示して

いる。これは、食料資源等として利用された後、骨となっ

た状態で火を受けたと考えられる。また、大きい破片でも

2 ～ 3cm 程度と小さく、大型の破片や特徴的な部位を残

す破片が残存していない。別の場所で焼かれて投棄され

た後に二次的に流れ込んだものが主体を占めている可能

性もある。

　検出された骨をみると獣類に由来する骨が多く、わずか

に鳥類を伴う。種類不明なものが大半であるが、わずかで

あるがイノシシが確認された。イノシシは、縄文時代の日

本各地の遺跡においてニホンジカとともに多く確認される種

類でもある。これより、本遺跡で生活していた人々は、後背

地に棲息していたイノシシなどをはじめとする獣類を主体と

して、他にも飛来する鳥類を狩猟していたことが想定される。

また、1 点であるがサケ目の椎骨片が検出された。サケ目

には、サケ（Oncorhynchus keta）、ワカサギ（Hypomesus 
nipponensis）、アユ（Plecoglossus altivelis altivelis）、ヤ

マメ（Oncorhynchus masou masou）、イワナ（Salvelinus 
leucomaenis japonicus）の仲間が含まれる。今回、微細

な破片のため種類を特定できないが、河川での漁猟活動

Ⅳ　理化学分析

も行っていたことが考えられる。

B　種実遺体同定

（1）はじめに

　今回、4 次調査区内から出土した種実遺体について、

その種類と量を明らかにし、当時の植物利用に関する情

報を得ることにした。

（2）試　料

　試料は、盛土状遺構 SM101、SM102、SM104、流路

SG105、遺物包含層等から洗い出された種実遺体 75 点

1,332 個である。各試料は、1 点あたり1 ～ 300 個程度

の種実遺体がチャック付ポリ袋に入っており、水浸の状態

と乾燥した状態がある。同一の情報が記された複数点が

存在するため、分析の便宜上、枝番号を付している。各

試料の詳細は、結果とともに表 12 に示す。

（3）分析方法

　試料を双眼実体顕微鏡下で観察する。種実遺体の同定

は、現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）

等を参考に実施し、結果を一覧表で示す。分析後は、種

実遺体を分類群毎に容器に入れて保管する。水浸の状態

の種実遺体には、約 70% のエタノール溶液を入れて保管

する。

（4）結　果

（1）種実出土状況

　結果を表 12 に示す。全試料を通じて、裸子植物 1 分

類群 1 個、被子植物 25 分類群 1285 個、計 1286 個が

同定された。46 個は種実ではなく、木材片や炭化材片、芽、

節、節または瘤などの不明の植物、樹皮？、岩片であった。

　栽培種は、SM101 の 492-144G から、エゴマの果実

が 4 個確認された。栽培種を除いた分類群は、木本は、

針葉樹のカヤ、広葉樹のハンノキ属、アサダ、オニグルミ、

サワグルミ、クリ、ホオノキ、コブシ、サクラ節、カラスザ

ンショウ、クマヤナギ属、ヤマブドウ近似種、ウリノキ、ミ

ズキ、ヤマボウシ、ハクウンボクが確認された。SG105 の

544-158G から出土したオニグルミの核が最も多く（112

個）、SG105（4 試料）、遺物包含層（6 試料）から出土

したクリの炭化子葉と、SG105（2 試料）から出土したク

マヤナギ属の核が次いで多い（61 個）。

　草本は、水湿地生植物のミクリ属、ウキヤガラ、ホタル

イ属（表面平滑型）、ジュンサイ、コウホネ属、マツモ、
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ヒメビシと、つる性 1 年草のカナムグラが確認された。遺

物包含層（556-162G）（522 個）と SG105（548-158G）

（264 個）から多産したホタルイ属（表面平滑型）が最

も多く（787 個）、ウキヤガラ（33 個）、コウホネ属（24 個）

が次ぐ。

　各遺構における種実遺体の出土状況を表 13 に示し、

概要を以下に述べる。

・盛土状遺構

　SM101 からは、落葉高木のアサダが 2 個、サワグルミ

が 6 個、ホオノキが 1 個、落葉小高木のハクウンボクが

2 個、落葉低木のウリノキが 1 個と、水生植物のジュンサ

イが 5 個、マツモが 1 個、栽培種のエゴマが 4 個の、計

22 個が確認された。

　SM102 からは、落葉高木のカラスザンショウが 31 個

確認された。SM104 からは、落葉高木のホオノキ、コブシ、

ミクリ属が各 1 個の、計 3 個が確認された。

・流路

　SG105 の各試料からは、落葉高木のハンノキ属が 2 個、

オニグルミが 112 個、サワグルミが 1 個、クリが 10 個、

カラスザンショウが 1 個、ミズキが 2 個、ヤマボウシが 4 個、

落葉低木のクマヤナギ属が 61 個と、落葉藤本のヤマブド

ウ近似種が 58 個、草本のカナムグラが 1 個、水湿地生

植物のミクリ属が 8 個、ウキヤガラが 15 個、ホタルイ属（平

滑型）が 265 個、コウホネ属が 23 個、ヒメビシが 1 個の、

計 564 個が確認された。

・遺物包含層

　各試料からは、常緑低木のカヤ（おそらく日本海側に分

布する変種のチャボガヤ）が 1 個、落葉高木のクリが 51 個、

ホオノキが 4 個、コブシが 4 個、ミズキが 58 個、ヤマ

ボウシが 3 個、落葉高木～小高木のサクラ節が 1 個、落

葉籐本のヤマブドウ近似種が 1 個と、水湿地生草本のミク

リ属が 2 個、ウキヤガラが 18 個、ホタルイ属（平滑型）

が 522 個、コウホネ属が 1 個の、計 666 個が確認された。

（2）主な種実遺体の記載

　各分類群の写真を写真図版 98・99 に示し、主要な分

類群の形態的特徴等を以下に記す。また、主要な分類群

を対象に、デジタルノギスを用いて、種実遺体の長さ、幅、

厚さを計測した結果を表 12 に示す。完全な計測値を得ら

れない場合は、残存値にプラス（＋）で表示し、欠損等

で計測不可な場合はハイフォン（－）で表示する。

・ オ ニ グ ル ミ（Juglans mandshurica  Maxim. var. 

sachalinensis  （Miyabe et Kudo） Kitamura）

クルミ科クルミ属

　核（内果皮）は灰褐色、炭化部分は黒色。長さ 2.3 ～

2.8cm、幅 2.3 ～ 2.5cm、厚さ 2.2 ～ 2.5cm の広卵体。

頂部は尖り、1 本の明瞭な縦の縫合線がある。基部に果

皮片が残存する個体もわずかにみられる。内果皮は硬く緻

密で、表面には縦方向の浅い維管束の彫紋が走り、ごつ

ごつしている。内部には子葉が入る 2 つの大きな窪みと

隔壁がある。

　SG105 の 544-158G より出土した核 112 個の割合は、

完全な形状をとどめた完形個体は 2 個、縫合線に沿って

自然に割れた半分個体は 1 個のみである。残りの 109 個

は、半分未満の破片で、人が食用のために叩き割った打

撃痕と考えられる欠損が認められた。このうち、26 個は

縫合線に沿わずに割れており、12 個の表面の一部が炭化

した「焼痕」も確認された。割れやすいように火を利用し

た痕跡と考えられる。その他に、14 個にリス類による食痕

（縫合線周囲の波状の破砕面）、1 個にネズミ類による食

痕（円形の孔）が確認された。

　打撃痕に関して、畠中（1981）、財団法人埼玉県埋蔵

文化財調査事業団（1988）、下宅部遺跡調査団編（2006）

などを参考に、欠損部位（半割面を 12 等分し、時計の

短針に準じて番号を付している。すなわち、上部（頂部）

が 12 時、下部（基部）が 6 時である）を記録した結果

を表 14、第 9 図に示す。

　頂部の欠損が最も多く、次いで基部が多く、横部が少

ない傾向が顕著である。上下方向、特に上部（頂部）に

打撃を加えることによって割られたと考えられる。前述の

参考事例でも、同様の傾向が指摘されている。

・クリ（Castanea crenata  Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

　子葉は炭化しており黒色。三角状広卵体で一側面は偏

平、反対面は丸みがある。頂部は尖り、基部は切形。子

葉は硬く緻密で、表面には種皮（渋皮）の圧痕の縦筋が

粗く波打つ。また、2 枚からなる子葉の合わせ目の線に沿っ

て割れた半分以下の破片や空洞部もみられる。子葉合わ

せ目の表面は平滑で、正中線はやや窪み、頂部には小さ

な孔（主根）がある。

　炭化子葉の大きさに関して、欠損部位がない完形個体

34 個の計測値は、長さ（高さ）は、最小 10.4 ～最大

Ⅳ　理化学分析
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16.7（平均 13.20± 標準偏差 1.45）mm、幅は 11.7 ～

17.8（14.94±1.59）mm、厚さは 5.8 ～ 12.8（8.78±

1.73）mm、 乾燥重量は 0.2 ～ 0.6（0.42±0.11）g で

あった。また、吉川（2011）の定義をもとに、高さと幅

が完全な炭化子葉 42 個から復元した果実の大きさは、高

さ（（炭化子葉の高さ +1.85）/0.76）は最小 16.1 ～最

大 24.4（平均 20.07± 標準偏差 1.86）mm、幅（（炭化

子葉の幅 +4.86）/0.86）は 19.3 ～ 26.3（23.15±1.73）

mm、「クリの大きさ指数」（√（高さ × 幅））は、最小

18.0 ～最大 25.3（平均 21.53± 標準偏差 1.53）であっ

た（表 15、第 10・11 図）。

・カラスザンショウ（Zanthoxylum ailanthoides  Sieb. et 

Zucc.）　ミカン科サンショウ属

　種子は灰黒褐色、長さ 4mm、幅 3mm、厚さ 2.5mm

程度のやや偏平な非対称広倒卵体。腹面正中線上に広線

形の臍がある。種皮は厚く硬く、表面には粗く深い網目模

様がある。

・クマヤナギ属（Berchemia）　クロウメモドキ科

　 核（ 内 果 皮 ） は 灰 褐 色、 長さ 5 ～ 6mm、 幅 3 ～

4mm、厚さ 2.5 ～ 3mm 程度のやや偏平な長楕円体。背

腹両面の正中線上に溝があり、着点はやや深く切れこむ。

内果皮は硬く、表面は粗面。

・ ヤ マ ブ ド ウ 近 似 種（Vitis cf. coignetiae  Pulliat ex 

Planch.）　ブドウ科ブドウ属

　 種 子 は 灰 ～ 黒 褐 色、 長さ 4.0 ～ 6.2mm、 幅 3.2 ～

5.0mm、厚さ 2.1 ～ 3.2mm の広倒卵体で側面観は半広

倒卵形。基部は鋭尖形で、細く嘴状に尖る核嘴がある。

背面正中線の頂部から 1mm 程度の位置に、長さ 1.5mm、

幅 1mm 程度の卵形の合点があり、細く浅い溝に囲まれて

合点中央は窪む。腹面正中線は（鈍）稜をなし、細い筋

が走る。正中線の左右には、長さ 2mm、幅 0.5mm 程度

の倒皮針形で深く窪む核窪がある。種皮は硬く、表面は

粗面、断面は柵状。

　SG105 の 548-158G より出土した種子 58 個の計測値

は、長さは、最小 4.0 ～最大 6.2（平均 5.37± 標準偏差

0.52）mm、幅は、3.2 ～ 5.0（4.14±0.40）mm、厚さは、

2.1 ～ 3.2（2.78±0.25）mm であった。

・ミズキ（Swida controversa  （Hemsl.） Sojak）

ミズキ科ミズキ属

　核（内果皮）は灰褐色、径 3.5 ～ 6mm 程度の偏球体。

基部に径 1 ～ 2mm 程度の大きく深い孔がある。内果皮

は硬く、表面には一周する幅広で深い縦溝 1 本と、やや

深い縦溝数本が走る。内果皮は硬く緻密で、内部には 2

室を形成する隔壁がある。

・ウキヤガラ（Scirpus fluviatilis  （Torr.） A. Grey）

カヤツリグサ科ホタルイ属

　果実は灰黒褐色、長さ 3mm、径 1.8mm の三稜状狭倒

卵体。頂部の柱頭部分はやや伸びて切形。断面は 3 角形。

基部は切形で、灰褐色の刺針状花被片数本が伸びる。果

皮は厚く、表面は平滑または粗面。

・ホタルイ属（Scirpus）　カヤツリグサ科

　果実は灰～黒褐色。長さ 3mm、幅 2mm、厚さ 1mm

程度の片凸レンズ状広倒卵体で、背面正中線上は鈍稜

状。頂部の柱頭部分は伸び、基部は切形で、淡灰褐色

の刺針状花被片数本が伸びる。果皮表面は平滑で強い

光沢がある。サンカクイ（S. triqueter  L.）やフトイ（S. 
tabernaemontani  Gmel.）の類に似る。

・コウホネ属（Nuphar）　スイレン科

　種子は灰褐色、長さ 2.5mm、径 2mm 程度の広倒卵体。

基部は切形でやや突出し、径 1.0mm の臍がある。種皮

は硬く、表面は平滑で光沢があり、内面には微細な縦長

の網目模様が配列する。

・エゴマ（Perilla frutescens  （L.） Britt. var. japonica  

Hara）　シソ科シソ属

　果実は暗灰褐色、倒広卵体。果実基部に大きな臍点が

あり、舌状にわずかに突出する。果皮は柔らかく、表面に

は浅く大きく不規則な網目模様がある。SM101 の 492-

144G より出土した果実 4 個の計測値は、 長さ 2.6 ～

2.9mm、幅 2.4 ～ 2.6mm、厚さ 2.1 ～ 2.3mm であった。

（5）考　察

　各遺構より出土した種実遺体には、栽培種のエゴマが

確認された。盛土状遺構 SM101 から出土したエゴマは、

果実が食用や油料等に利用される有用植物で、縄文時代

の遺跡出土例も確認されている。エゴマは、周辺で栽培

されていたか、近辺より持ち込まれたかは不明であるが、

当時利用された植物質食料と考えられる。

　栽培種を除いた分類群は、木本類は、ハンノキ属、ア

サダ、オニグルミ、サワグルミ、ミズキなどの沢沿いや低

湿地などの湿った場所に生育する落葉高木や、落葉高木

のクリ、ホオノキ、コブシ、カラスザンショウ、ヤマボウシ、
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落葉高木～小高木のサクラ節、落葉小高木のハクウンボク、

落葉低木のウリノキ、クマヤナギ属、常緑低木のカヤ（チャ

ボガヤ）、落葉籐本のヤマブドウ近似種などの、山地や丘

陵の林内や林縁等の明るく開けた場所に生育する分類群

が確認された。これらは、当時の本遺跡周辺域の森林や

その林縁等に生育していたと考えられる。一部の種実遺体

には、リス類などによる食痕が確認されることから、遺跡

近辺にはこれらの動物も生息していたと推定される。

　草本類は、沈水性の浮遊植物（根が水底に固定せずに

浮遊する植物）のマツモや、浮葉植物（根が水に固着し、

水面に浮く葉（浮葉）を展開する植物）のジュンサイ、ヒ

メビシ、浮葉または抽水植物のコウホネ属、抽水植物（根

が水に固着し、植物体の一部が水面を突き抜けて空気中

に出る植物）のミクリ属、ウキヤガラ、ホタルイ属（一部）、

つる性草本のカナムグラが確認された。水湿地生植物主

体の種類組成を示すことから、堆積の場は水湿地で、や

や水深がある場所の存在が推定される。

　これらの自生していたと考えられる種実遺体は、過去の

発掘調査でも確認されており、樹種同定や花粉化石や珪

藻化石の分析結果からも、当時は低地の湿地林や池沼が

存在する湿地環境であったと推定されている（パリノ・サー

ヴェイ株式会社 1990：種実同定は粉川昭平氏による）。

　出土種実のうち、堅果類のオニグルミとクリは、子葉が

生食・長期保存可能で栄養価も高く、収量も多い有用植

物であることから、遺跡出土例も多く、縄文時代では主

要な植物質食料であったと考えられている。今回、流路

SG105 より出土したオニグルミの核には、人が食用のため

に利用した打撃痕が多く確認されることから、当時の周辺

域の森林より遺跡内に持ち込まれ、利用された食料残滓と

考えられる。また、打撃痕の部位は頂部が多いことと、一

部に焼痕が確認される状況を合わせて考えると、硬くて割

りにくいクルミの核が割れやすいように火を利用し、上下

方向、特に上部（頂部）に打撃を加えて割ることで、内

部の子葉を取り出し食用に利用したと考えられる。

　一方、流路 SG105 と遺物包含層より出土したクリは、

可食部である子葉が炭化した状態で出土したことから、オ

ニグルミの利用状況と異なる。クリは、当時の遺跡内に持

ち込まれた植物質食料と考えられるが、食利用されずに火

を受けて炭化したと推定され、何らかの人為的行為に由

来する可能性が指摘される。

　この他に、カヤは種子が、ヤマブドウ近似種、ヤマボウ

シは果実が食用可能である。これらの出土種実に直接の

食利用痕跡は認められないが、上述の堅果類とともに当

時利用された可能性はあろう。
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表 12　種実同定結果

番号 枝番 遺構 状態 分類群 部位 状態 個数 枝番 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考

1 - SG105 548-158G 水洗 ホタルイ属（平滑型）果実 完形 264 - - - - - サンカクイ・フトイに似る
1 - SG105 548-158G 水洗 ウキヤガラ 果実 完形 14 - - - - -
2 - SM101 492-144G 水洗 エゴマ 果実 完形 4 1 2.6 2.6 2.1 -
2 - SM101 492-144G 水洗 エゴマ 果実 完形 - 2 2.8 2.4 2.3 -
2 - SM101 492-144G 水洗 エゴマ 果実 完形 - 3 2.8 2.5 2.2 -
2 - SM101 492-144G 水洗 エゴマ 果実 完形 - 4 2.9 2.6 2.2 -
2 - SM101 492-144G 水洗 ジュンサイ 種子 完形 5 - - - - -
3 1 SM104 532-154G 水洗 ミクリ属 果実 完形 1 - - - - -
3 2 SG105 540-156G 水洗 ミクリ属 果実 完形 6 - - - - -
3 3 SG105 546-158G 水洗 ミクリ属 果実 完形 1 - - - - -
3 4 不明 水洗 ミクリ属 果実 完形 1 - - - - -
4 1 SM101 494-144G 水洗 マツモ 果実 完形 1 - - - - -
4 2 SG105 542-156G 水洗 ヒメビシ 果実 完形 1 - 10.4 8.5 4.7 -
5 1 SG105 544-158G 水洗 コウホネ属 種子 完形 9 - - - - -
5 1 SG105 544-158G 水洗 カナムグラ 核 完形 1 - - - - -
5 1 SG105 544-158G 水洗 種実ではない 木材片 - 1 - - - - -
5 2 SG105 548-158G 水洗 コウホネ属 種子 完形 14 - - - - -
5 2 SG105 548-158G 水洗 種実ではない 炭化材片 - 炭化 1 - - - - -
5 2 SG105 548-158G 水洗 種実ではない 木材片 - 1 - - - - -
6 - SM101 496-144G 水洗 アサダ 果実 完形 2 - - - - -
7 1 SG105 536-156G 水洗 クマヤナギ属 核 完形 17 - - - - -
7 2 SG105 542-156G 水洗 クマヤナギ属 核 完形 44 - - - - -
7 2 SG105 542-156G 水洗 ホタルイ属（平滑型）果実 完形 1 - - - - -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 58 1 5.5 4.2 3.1 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 2 4.4 3.9 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 3 5.8 3.8 2.7 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 4 5.8 3.6 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 5 5.8 4.0 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 6 5.2 3.7 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 7 4.5 3.3 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 8 5.0 3.5 2.7 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 9 6.0 3.9 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 10 4.3 3.2 2.5 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 11 5.5 4.7 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 12 6.2 4.2 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 13 5.7 4.2 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 14 5.0 4.3 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 15 6.2 4.4 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 16 5.7 4.2 2.5 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 17 6.0 4.1 2.7 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 18 4.9 4.5 2.5 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 19 4.0 3.4 2.3 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 20 4.7 3.5 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 21 5.7 4.5 2.7 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 22 4.4 3.8 2.3 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 23 6.0 4.5 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 24 6.1 5.0 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 25 5.7 4.3 2.6 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 26 5.7 4.2 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 27 5.9 4.9 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 28 5.8 4.7 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 29 5.7 4.0 2.4 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 30 5.1 4.3 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 31 5.1 4.2 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 32 5.2 4.0 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 33 5.6 3.7 2.6 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 34 5.3 3.8 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 35 5.4 3.4 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 36 5.7 3.7 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 37 6.0 4.6 2.7 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 38 6.0 5.0 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 39 5.2 4.5 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 40 5.7 4.3 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 41 5.2 4.1 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 42 5.4 4.5 2.7 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 43 5.3 4.2 2.6 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 44 5.5 4.1 2.1 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 45 5.3 4.0 2.5 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 46 4.5 4.2 2.4 -

※ 計測値（mm）はデジタルノギスによる。完全な計測値を得られない場合は、残存値にプラス（＋）で表示し、欠損等で計測不可な場
合はハイフォン（－）で表示する。
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番号 枝番 遺構 状態 分類群 部位 状態 個数 枝番 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考

8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 47 5.8 4.1 2.6 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 48 4.7 4.4 3.1 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 49 4.7 4.2 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 50 5.4 4.3 3.0 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 51 4.3 3.9 2.9 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 52 5.3 4.3 2.7 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 53 5.5 4.4 2.8 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 54 5.7 4.2 2.3 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 55 5.0 4.0 3.2 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 56 5.2 4.5 2.5 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 57 5.8 4.3 3.2 -
8 - SG105 548-158G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 - 58 5.2 4.1 3.1 -
9 - 520-150G 水洗 種実ではない 節 - 1 - - - - -

10 1 490-142G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 炭化 1 - 8.3 7.5 - -
10 2 SM101 500-146G 水洗 ウリノキ 種子 完形 1 - 8.4 6.9 3.8 -
10 3 502-146G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 1 - - - - -
11 - 488-142G 水洗 カヤ 種子 完形 1 - 24.0 18.5 19.5 - 外種皮付着
12 1 516-150G 水洗 コブシ 種子 完形 4 - - - - -
12 2 SM104 532-154G 水洗 コブシ 種子 完形 1 - - - - -
13 1 488-142G 水洗 ミズキ 核 完形 26 - - - - -
13 1 488-142G 水洗 ヤマボウシ 核 完形 2 1 5.1 4.2 4.2 -
13 1 488-142G 水洗 ヤマボウシ 核 完形 - 2 3.8 3.3 2.6 -
13 1 488-142G 水洗 種実ではない 節 - 1 - - - - -
13 2 518-150G 水洗 ミズキ 核 完形 29 - - - - -
13 2 518-150G 水洗 ミズキ 核 破片 3 - - - - -
13 2 518-150G 水洗 ヤマブドウ近似種 種子 完形 1 - 5.2 4.3 2.4 -
13 2 518-150G 水洗 ミクリ属 果実 完形 1 - - - - -
13 2 518-150G 水洗 種実ではない 木材片 - 1 - - - - -
14 - 556-162G 水洗 ウキヤガラ 果実 完形 17 - - - - -
14 - 556-162G 水洗 ウキヤガラ 果実 破片 1 - - - - -
14 - 556-162G 水洗 ホタルイ属（平滑型）果実 完形 468 - - - - -
14 - 556-162G 水洗 ホタルイ属（平滑型）果実 破片 54 - - - - -
14 - 556-162G 水洗 種実ではない 炭化材片 - 炭化 6 - - - - -
15 - 560-162G 水洗 サクラ節 核 完形 1 - 6.3 4.8 4.2 -
16 1 SM102 522-152G 水洗 種実ではない 芽 - 1 - - - - -
16 2 SG105 546-158G 水洗 種実ではない 芽 - 2 - - - - -
16 2 SG105 546-158G 水洗 種実ではない 節 - 1 - - - - -
17 1 490-142G 水洗 ホオノキ 種子 完形 2 - - - - -
17 2 SM101 498-144G 水洗 ホオノキ 種子 完形 1 - - - - -
17 3 SM104 532-154G 水洗 ホオノキ 種子 完形 1 - - - - -
17 4 562-162G 水洗 ホオノキ 種子 完形 1 - - - - -
17 5 564-164G 水洗 ホオノキ 種子 完形 1 - - - - -
18 - SM101 496-144G 水洗 サワグルミ 果実 完形 6 - - - - -
19 - SG105 542-156G 水洗 スモモ 核 完形 1 - 11.1 8.3 6.8 -
20 - SG105 536-156G 水洗 ヤマボウシ 核 完形 2 1 5.7 5.4 4.2 -
20 - SG105 536-156G 水洗 ヤマボウシ 核 完形 - 2 5.6 5.3 4.2 -
21 - SG105 548-158G 水洗 ミズキ 核 完形 炭化 2 - - - - -
22 - SG105 548-158G 水洗 種実ではない 炭化材片 - 炭化 1 - - - - -
23 1 SM101 492-144G 水洗 種実ではない 岩片 - 1 - - - - - 円礫
23 2 SG105 546-158G 水洗 種実ではない 岩片 - 2 - - - - -
24 1 518-150G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 炭化 1 - - - - -
24 2 SM102 524-152G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 4 - - - - -
25 1 556-160G 水洗 種実ではない 樹皮？ - 3 - - - - -
25 2 564-162G 水洗 種実ではない 樹皮？ - 2 - - - - -
26 1 488-142G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 2 - - - - -
26 2 SG105 536-156G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 1 - - - - -
26 3 SG105 538-156G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 3 - - - - -
26 4 SG105 542-156G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 3 - - - - -
26 5 SG105 546-158G 水洗 種実ではない 節？瘤？ - 1 - - - - -
27 - SG105 544-158G 水洗 ヤマボウシ 核 完形 2 1 5.7 4.4 3.7 -
27 - SG105 544-158G 水洗 ヤマボウシ 核 完形 - 2 5.4 4.7 4.0 -
27 - 564-164G 水洗 ヤマボウシ 核 完形 1 - 6.1 5.4 4.1 -
27 - 不明 水洗 コウホネ属 種子 完形 1 - - - - -
28 - SG105 548-158G 水洗 サワグルミ 果実 完形 1 - 4.2 3.4 2.5 - ややつぶれている
29 1 SM101 494-144G 水洗 種実ではない 炭化材片 - 炭化 1 - - - - -
29 2 SG105 542-156G 水洗 種実ではない 炭化材片 - 炭化 1 - - - - -
30 - 518-150G 水洗 スモモ 核 完形 1 - 8.4 6.3 4.8 -
30 - 518-150G 水洗 種実ではない 岩片 - 1 - - - - - 円礫
31 1 SM101 494-144G 水洗 ハクウンボク 種子 完形 1 - 11.2 8.1 - -
31 2 SM101 496-144G 水洗 ハクウンボク 種子 完形 1 - 12.7 8.3 - - 食痕（径 1.4mm）
32 1 SM102 524-152G 水洗 カラスザンショウ 種子 完形 31 - - - - -
32 2 SG105 544-158G 水洗 カラスザンショウ 種子 完形 1 - - - - -
33 - SG105 544-158G 水洗 ミクリ属 果実 - 炭化 1 - 6.7 5.0 - -
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番号 枝番 遺構 状態 分類群 部位 状態 個数 枝番 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考

34 1 SM101 496-144G 水洗 イネ 穎 完形 1 - 7.2 3.5 2.2 - 表面：ふ毛残存
34 2 SM101 498-144G 水洗 イネ 穎 完形 1 - 7.8 3.3 1.3 -
35 - SG105 542-156G 水洗 ハンノキ属 果序 完形 2 1 12.8 10.6 - -
35 - SG105 542-156G 水洗 ハンノキ属 果序 完形 - 2 14.2 7.9 - -

- - 518-150G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 1 - 16.0 15.8 6.5 + 0.45 半分
- - SG105 542-156G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 1 - 14.7 14.1 4.8 + 0.26 3/4 残存
- - SG105 542-156G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 1 - 14.1 17.0 4.9 + 0.20 半分
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 完形 2 1 23.1 24.8 24.7 - 頂部：縫合線に沿って割れている
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 完形 - 2 25.1 22.6 21.6 - 頂部：縫合線に沿って割れている
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 破片 1 - 27.7 24.7 13.0 + - 半分
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 破片 打撃痕 61 - - - - - 18 個縫合線に沿わず割れている
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 破片 打撃痕（1/4 未満） 18 - - - - - 3 個縫合線に沿わず割れている
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 破片 打撃痕・動物食痕 15 - - - - - 14 個リス類，1 個ネズミ類
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 破片 打撃痕・表面炭化 12 - - - - - 1 個縫合線に沿わず割れている
- - SG105 544-158G 乾燥 オニグルミ 核 破片 炭化 3 - - - - - 1/4 未満
- - SG105 544-158G 乾燥 ウキヤガラ 果実 完形 1 - - - - -
- - SG105 544-158G 乾燥 種実ではない 木材片 - 1 - - - - -
- - SG105 546-158G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 2 1 13.1 14.7 7.4 0.51
- - SG105 546-158G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 2 12.9 + 16.7 7.1 0.64 頂部をわずかに欠損
- - SG105 548-158G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 1 - 14.5 15.0 6.5 0.60
- - SG105 548-158G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 2 1 11.4 + 14.4 4.0 + 0.12 半分
- - SG105 548-158G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 2 12.8 + 17.7 5.8 + 0.23 半分
- - SG105 550-158G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 2 1 15.3 + 19.9 9.1 0.47 頂部をわずかに欠損
- - SG105 550-158G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 2 13.5 + 16.9 6.9 0.50 頂部をわずかに欠損
- - SG105 550-158G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 1 - 13.4 15.8 5.0 + 0.20 半分未満
- - 552-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 1 - 13.2 14.3 8.6 0.37
- - 552-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 1 - 15.1 15.9 5.6 + 0.28 半分
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 15 1 14.0 17.7 11.7 0.64
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 2 12.0 15.4 9.0 0.43
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 3 13.9 13.7 7.1 0.36
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 4 12.9 15.5 8.9 0.31
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 5 11.8 14.5 7.9 0.40
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 6 14.6 17.8 11.0 0.62
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 7 12.5 14.7 8.2 0.38
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 8 13.9 17.7 8.7 0.39
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 9 15.6 15.1 9.8 0.32
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 10 10.4 12.5 8.5 0.44
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 11 11.7 15.5 8.3 0.28
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 12 13.8 15.1 8.5 0.42
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 13 15.2 15.6 + 10.1 0.34
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 14 13.4 12.9 5.8 0.27
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 15 14.5 15.2 9.4 0.31
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 4 1 15.4 + 16.4 6.0 + 0.23
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 2 12.7 + 11.8 + 6.1 + 0.16
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 3 13.9 + 16.7 + 5.9 + 0.25
- - 554-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 4 12.8 + 15.3 6.1 + 0.34
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 7 1 13.7 14.6 8.4 0.45
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 2 13.3 14.8 9.0 0.24
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 3 14.4 16.3 10.0 0.37
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 4 11.8 12.5 8.4 0.33
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 5 12.4 15.6 9.8 0.57
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 6 16.7 17.7 12.8 0.52
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 7 15.6 15.7 12.3 0.46
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 5 1 15.0 + 15.9 6.5 + 0.23
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 2 13.6 14.9 4.9 + 0.29
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 3 14.0 16.0 5.0 + 0.24
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 4 13.2 14.6 5.7 + 0.22
- - 556-160G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 5 12.8 + 15.7 6.5 + 0.19
- - 556-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 4 1 12.5 + 12.9 6.6 0.33
- - 556-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 2 13.3 16.5 10.3 0.42
- - 556-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 3 13.8 15.7 12.0 0.51
- - 556-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 4 12.7 13.5 7.1 0.22
- - 556-162G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 3 - 11.9 + 15.0 + 5.6 + 0.26
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 8 1 13.8 13.1 8.0 0.42
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 2 13.3 13.3 9.0 0.56
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 3 12.2 17.0 8.9 0.49
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 4 10.4 14.3 7.8 0.62
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 5 11.2 13.0 6.6 0.34
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 6 13.7 11.7 5.8 0.32
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 7 9.8 + 13.0 7.9 0.47
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 完形 炭化 - 8 10.8 15.5 7.5 0.42
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 2 1 13.5 + 18.9 5.3 + 0.22
- - 558-162G 乾燥 クリ 子葉 破片 炭化 - 2 14.8 + 18.4 5.1 + 0.22
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カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ

ク
マ
ヤ
ナ
ギ
属

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
近
似
種

ウ
リ
ノ
キ

ミ
ズ
キ

ヤ
マ
ボ
ウ
シ

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク

ミ
ク
リ
属

ウ
キ
ヤ
ガ
ラ

ホ
タ
ル
イ
属

カ
ナ
ム
グ
ラ

ジ
ュ
ン
サ
イ

コ
ウ
ホ
ネ
属

マ
ツ
モ

ヒ
メ
ビ
シ

エ
ゴ
マ

SM101

492-144G - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5 - - - 4   9

494-144G - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - 1 - - 2

496-144G - - 2 - 6 - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - 9

498-144G - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1

500-146G - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - 1

SM102 524-152G - - - - - - - - - 31 - - - - - - - - - - - - - - - 31

SM104 532-154G - - - - - - 1 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - 3

SG105

536-156G - - - - - - - - - - 17 - - - 2 - - - - - - - - - - 19

540-156G - - - - - - - - - - - - - - - - 6 - - - - - - - - 6

542-156G - 2 - - - 2 - - - - 44 - - - - - - - 1 - - - - 1 - 50

544-158G - - - 112 - - - - - 1 - - - - 2 - 1 1 - 1 - 9 - - - 127

546-158G - - - - - 2 - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - 3

548-158G - - - - 1 3 - - - - - 58 - 2 - - - 14 264 - - 14 - - - 356

550-158G - - - - - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3

遺物
包含層

488-142G 1 - - - - - - - - - - - - 26 2 - - - - - - - - - - 29

490-142G - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2

516-150G - - - - - - - 4 - - - - - - - - - - - - - - - - - 4

518-150G - - - - - 1 - - - - - 1 - 32 - - 1 - - - - - - - - 35

552-160G - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2

554-160G - - - - - 19 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 19

556-160G - - - - - 12 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 12

556-162G - - - - - 7 - - - - - - - - - - - 18 522 - - - - - - 547

558-162G - - - - - 10 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10

560-162G - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - 1

562-162G - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1

564-164G - - - - - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - 2

不明 - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - 1 - - - 2

合　計 1 2 2 112 7 61 6 5 1 32 61 59 1 60 7 2 11 33 787 1 5 24 1 1 4 1286

表 13　種実出土状況
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表 14　オニグルミ欠損部位

SG105
544-158G

欠損部位
数字：時計の短針。縫合：縫合線に沿わずに割れている。
○：打撃痕。×：ネズミ類食痕。＋：リス類食痕。

状
態

個
数

枝
番

上部（頂部） 横部 下部（底部） 横部 隔
壁
縫
合11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

打
撃
痕

61 1 ○ ○
- 2 ○ ○ ○
- 3 ○ ○
- 4 ○ ○ ○
- 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 6 ○ ○ ○ ○
- 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 10 ○ ○
- 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 12 ○ ○ ○ ○ ○
- 13 ○ ○
- 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 19 ○
- 20 ○ ○ ○
- 21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 26 ○ ○ ○
- 27 ○ ○ ○ ○ ○
- 28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 29 ○ ○ ○
- 30 ○ ○
- 31 ○ ○ ○ ○
- 32 ○
- 33 ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 34 ○ ○ ○
- 35 ○
- 36 ○ ○ ○
- 37 ○ ○ ○ ○
- 38 ○
- 39 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 40 ○ ○ ○ ○
- 41 ○ ○ ○
- 42 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 43 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 44 ○ ○ ○ ○

SG105
544-158G

欠損部位
数字：時計の短針。縫合：縫合線に沿わずに割れている。
○：打撃痕。×：ネズミ類食痕。＋：リス類食痕。

状
態

個
数

枝
番

上部（頂部） 横部 下部（底部） 横部 隔
壁
縫
合11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

打
撃
痕

- 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 46 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 47 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 48 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 49 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 50 ○ ○
- 51 ○
- 52 ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 53 ○ ○ ○ ○ ○
- 54 ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 55 ○ ○
- 56 ○ ○ ○ ○ ○
- 57 ○ ○ ○ ○ ○
- 58 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 59 ○
- 60 ○ ○
- 61 ○ ○ ○ ○

打
撃
痕
・
食
痕

15 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○ ○ ○ ○ ○
- 2 ○ ＋ ＋ ＋ ＋ ○
- 3 ○ ○ ＋
- 4 ○ ○ ○ ＋ ＋ ＋ ○ ○
- 5 ○ ○ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○
- 6 ○ ○ ○ ○ ＋ ＋ ＋
- 7 ＋ ＋ ＋ ○ ○ ○
- 8 ＋ ＋ ＋ ○ ○ ○ ○ ○ ＋ ○
- 9 ○ ○ ○ ○ ○ ＋ ＋ ＋ ＋
- 10 ＋ ＋ ＋ ○ ＋
- 11 ○ ○ × ○
- 12 ○ ○ ○ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○
- 13 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○ ○ ＋ ＋ ＋ ○
- 14 ○ ○ ○ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ○ ○ ○ ○
- 15 ○ ○ ○ ○ ＋ ＋ ＋ ＋ ○ ○ ○

打
撃
痕
・
炭
化

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 3 ○ ○ ○ ○
- 4 ○ ○ ○ ○
- 5 ○ ○ ○ ○
- 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 7 ○ ○ ○ ○ ○
- 8 ○ ○ ○
- 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 10 ○ ○ ○ ○
- 11 ○
- 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

打撃痕合計 53 81 35 13 17 21 39 47 30 21 20 29 35 25
リス類食痕合計 3 4 6 7 8 8 7 6 4 5 3 4 0 0
ネズミ類食痕合計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

Ⅳ　理化学分析

クルミ部位別模式図
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第 9 図　オニグルミ打撃痕欠損部位
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第 10 図　クリ炭化子葉の大きさ
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図2.　クリ炭化子葉の大きさ

(n=42、厚さはn=34)

第 11 図　クリ果実の大きさ図3.　クリ果実の大きさ
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Ⅳ　理化学分析

部位・状態
高さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重さ（g） 大きさ指数

（√（高さ × 幅））※
標本数 
（n） 最小 最大 平均 標準 

偏差 最小 最大 平均 標準 
偏差 最小 最大 平均 標準 

偏差 最小 最大 平均 標準 
偏差 最小 最大 平均 標準 

偏差

高さ・幅・厚さが
完全な炭化子葉 34 10.4 16.7 13.20 1.45 11.7 17.8 14.94 1.59 5.8 12.8 8.78 1.73 0.2 0.6 0.42 0.11 - - - -

高さ・幅が完全な
炭化子葉 42 10.4 16.7 13.40 1.42 11.7 17.8 15.05 1.49 - - - - - - - - - - - -

高さ・幅が完全な
炭化子葉から復元
した果実 ※

42 16.1 24.4 20.07 1.86 19.3 26.3 23.15 1.73 - - - - - - - - 18.0 25.3 21.53 1.53 

表 15　クリの大きさ

※吉川（2011）をもとに作成。
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Ⅳ　理化学分析

4　テフラ・古環境・炭化物集中地
点の検討

パリノ・サーヴェイ株式会社

A　はじめ に

　押出遺跡では、これまでにも自然科学分析が実施され

ているが、今回の分析調査では、調査区より採取された

土壌や木質遺物などを対象とし、（1）黒色泥炭層中にみ

られた砂分がテフラであるかの検討、（2）遺跡周辺の堆

積環境や古植生、（3）炭化物集中地点の燃料材等の検討、

（4）遺跡内で出土した木材の用材選択、（5）遺跡にお

ける動物資源利用などを検討することに観点をあて、テフ

ラ分析、屈折率測定、花粉分析、珪藻分析、微細物分析、

灰像分析、樹種同定、炭化材同定、骨貝類同定を実施する。

B　試　料

　試料の採取を行った調査区東壁の層序の概略は、上位

より次の通りである。最上位に盛土がみられ、その直下

に暗褐色の腐植質シルト・粘土が堆積、青灰色粘土が層

厚 20 ～ 30cm（調査区南側で層厚約 50cm と厚くなる）

が堆積する。その下位は、黒褐色の分解質泥炭を多量に

含む黒色シルト・粘土となり、本層の最上位に白色の砂

分がレンズ状に含まれる。この下位は、場所により異なる

が、暗褐色を呈し、腐植質を多量に含むシルト・粘土（遺

物包含層）、腐植混じりのシルト粘土となる。試料は、東

壁の南側より1 地点～ 4 地点を設定して採取した。各地

点は、1 地点が旧河道部（第 33 図）、2 地点が流木等の

認められる地点（第 31 図）、3 地点が杭列や土器などの

遺物が集中して産出する地点の付近（第 32 図）、4 地点

が遺物のほとんど検出されない地点（第 30 図）で設定し

た。これらの地点において、トレンチ断面から連続的に柱

状試料を採取し、縄文時代前期の遺物包含層相当層を中

心に層位試料として採取した。この他、炭化物集中地点

の SU111 よりブロック試料 2 点、SU124 より土嚢袋で 1

点採取されている。

　テフラ分析に供する試料は、SU111 東壁面（土壌 1）

に認められた 27 層を対象とされていたが、テフラの本質

物質をほとんど含まないとみられたため 2 地点の黒泥層上

位にみられたレンズ状に挟存する砂分（試料番号 3-1）を

対象とした。珪藻分析は、2 地点から 5 点、3 地点から 2

点を抽出して実施する。花粉分析は、3 地点から 2 点を

第 12 図　試料採取位置および分析位置
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　試料適量を蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で

超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し去る。

この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた

後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テフラの本質

物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その

特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

　火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽

石型の 3 タイプに分類する。各型の形態は、バブル型は

薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あ

るいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気

泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束

状のものとする。

　さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定するこ

とにより、テフラを特定するための指標とする。屈折率の

測定は、古澤（1995）の MAIOT を使用した温度変化法

を用いる。

地点名 ブロック 
／種別

試料番号 
遺物番号 テフラ 珪藻 花粉 微細 灰像 樹種 炭化材 骨貝

1 地点 - S-1 1

2 地点

1
2

3
3-1 1
3-2 1

4
4-1 1
4-2 1
4-3 1

5
-
-

5-1 1
S-1
S-2

3 地点

1
2
3 3-1 1 1
4 4-1 1 1
- S-1 1
- S-2 1 1

SU111
土壌 1 -

土壌 3
1 1 1 2
2 1 1 2

SU124 土壌 4
1 1 1 2
2 1 1 2

494-120G 柱材 1 T-75 1
534-144G タモ状木製品 635 RW1045 1
526-142G 倒木 1 RW1094 1
536-144G 倒木 2 RW1095 1
500-134G 柱材 2 T-32 1
496-122G 柱材 3 T-58 1
494-122G 柱材 4 T-65 1
494-118G 柱材 5 T-70 1
498-120G 柱材 6 T-72 1
498-120G 柱材 7 T-73 1

合計 1 7 2 6 4 10 8 2

表 16　分析試料・分析項目一覧
※テフラ：テフラ分析・屈折率測定，珪藻：珪藻分析，花粉：花粉分析，微細：微細物分析
　灰像：灰像分析，樹種：樹種同定，炭化材：炭化材同定，骨貝：骨貝類同定

抽出して分析する。微細物分析は、3 地点で採取した層

位試料 2 点について実施する。骨同定は、1 地点で採取

した層位試料、3 地点で採取した層位試料 1 点について

行う。

　また、炭化物集中地点の SU111 および SU124 の試料

は、炭化材などの大型植物遺体の密度が高い部分を試料

番号 1、やや密度が低い部分を試料番号 2 と細分し、分

析試料とした。

　木質遺物は、柱材 1 ～ 7、タモ状木製品（635）、倒木 1・

2 の木材 10 点、炭化物集中地点 SU111、SU124 より抽

出された炭化材 8 点の計 18 点である。

　分析試料および分析項目一覧を表 16 に、1 ～ 4 地点

の試料採取位置および分析層位を第 12 図に示す。

C　分析方法

（1）テフラ分析・屈折率測定

Ⅳ　理化学分析
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（2）珪藻分析

　湿重約 5g をビーカーに計り取り、過酸化水素水と塩酸

を加えて試料の泥化と有機物の分解・漂白を行う。次に、

分散剤を加えた後、蒸留水を満たし放置する。その後、

上澄み液中に浮遊した粘土分を除去し、珪藻殻の濃縮を

行う。この操作を 4 ～ 5 回繰り返す。次に、自然沈降法

による砂質分の除去を行い、検鏡し易い濃度に希釈し、

カバ－ガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に

封入剤のプリュウラックスを滴下し、スライドガラスに貼り

付け永久プレパラ－トを作製する。

　検鏡は、油浸 600 倍または 1000 倍で行い、メカニカ

ルステ－ジを用い任意に出現する珪藻化石が 200 個体以

上になるまで同定・計数する。なお、原則として、珪藻殻

が半分以上破損したものについては、誤同定を避けるた

め同定・計数は行わない。200 個体が検出できた後は、

示準種等の重要な種類の見落としがないように、全体を精

査し、含まれる種群すべてが把握できるように努める。珪

藻の同定と種の生態性については、Horst Lange-Bertalot

（2000）、Hustedt（1930・1937 ～ 1938・1959・

1961 ～ 1966）、Krammer & Lange-Bertalot（1985・

1986・1988・1990・1991）、Desikachiary（1987）

などを参考にする。

　群集解析にあたり個々の産出化石は、まず塩分濃度に

対する適応性により、海水生、海水～汽水生、汽水生、

淡水生に生態分類し、さらにその中の淡水生種は、塩分、

pH、水の流動性の 3 適応性についても生態分類し表に

示す。堆積環境の変遷を考察するために珪藻化石が 100

個体以上検出された試料について珪藻化石群集変遷図を

作成する。出現率は化石総数を基数とした百分率で表し、

1% 以上の出現率を示す分類群についてのみ表示する。

図中の●は 1% 以下の種を、＋は総数 100 個体未満の場

合の産出を示し、海水生・汽水生・淡水生種の相対頻度

と淡水生種を基数とした塩分・pH・流水の相対頻度につ

いても図示する。

（3）花粉分析

　試料約 10g について、水酸化カリウムによる泥化、篩別、

重液（臭化亜鉛，比重 2.3）による有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸 9：

濃硫酸 1 の混合液）処理による植物遺体中のセルロース

の分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。

残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作製し、400

倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する

全ての種類について同定・計数する。同定は、当社保有

の現生標本や島倉（1973）、中村（1980）等を参考にする。

　結果は同定・計数結果の一覧表、及び花粉化石群集の

層位分布図として表示する。図表中で複数の種類をハイフ

ォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものを示す。

図中の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞

子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、

百分率で出現率を算出し図示する。

（4）微細物分析

　試料各 200cc を水に浸し、粒径 0.5mm の篩を通して

水洗する。水洗後の試料をシャーレに集めて双眼実体顕

微鏡下で観察し、ピンセットを用いて、同定が可能な種実

遺体や、主に径 4mm 以上の炭化材、昆虫類などの遺物

を抽出する。

　種実遺体の同定は、現生標本と石川（1994）、中山ほ

か（2000）等を参考に実施し、個数を数えて結果を一覧

表で示す。種実以外の抽出物は、炭化材は 40℃ 78 時間

乾燥後の重量と最大径を表示し、径 4 ～ 0.5mm の炭化

材片主体の微細片は一括して乾燥重量を表示する。植物

片主体（炭化材微細片含む）の分析残渣は、大まかな容

積を表示する。不明炭化物と昆虫は個数を表示する。岩

片は個数と乾燥重量、最大径を表示する。

　分析後は、抽出物を容器に入れて保管する。種実遺体

には、約 70% のエタノール溶液を入れて保存する。

（5）灰像分析

　植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪化細胞列

などの組織構造を呈している。植物体が土壌中に取り込ま

れた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分

離し単体となる。しかし、植物が燃えた後の灰には組織構

造が灰像（珪化組織片）などの形で残されている場合が

多い（例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社 1993）。そ

のため、灰像の産状により当時の構築材や燃料材などの

種類が明らかになると考えられる。今回の試料では、肉眼

観察の中で灰像の含有が明確に見られなかった。そこで、

以下の方法で灰像の濃集と分離を試みる。

　各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重

液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重 2.5）の

順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。

Ⅳ　理化学分析
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これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリ

ュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400 倍

の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ

科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸

体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に

由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）、こ

れらを含む灰像について近藤（2010）の分類を参考に同

定し、計数する。

　分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作

成に用いた分析残渣量を計量し、堆積物 1g あたりの植物

珪酸体含量（同定した数を堆積物 1g あたりの個数に換算）

を求める。

　結果は、検出された分類群とその含量の一覧表で示す。

その際、100 個 /g 未満は「＜ 100」で表示する。各分

類群の含量は 10 の位で丸め（100 単位にする）、合計は

各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。ま

た、各分類群の植物珪酸体含量を試料ごとに図示する。

（6）樹種同定・炭化材同定

　木製品は、木取りを観察した上で、剃刀を用いて木口（横

断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3 断面の

徒手切片を直接採取する。切片は、ガム・クロラール（抱

水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の

混合液）で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、

生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察する。

　炭化材は、自然乾燥させた後、3 断面の割断面を作製

して実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡で木材組織の種

類や配列を観察する。各試料の観察で確認された特徴を

現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木

材識別データベースと比較して種類（分類群）を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）、

Wheeler 他（1998）、Richter 他（2006） を 参 考 に す

る。また、日本産木材の組織配列については、林（1991）

や 伊 東（1995・1996・1997・1998・1999）を参 考

にする。

（7）骨貝類同定

　土壌試料の洗い出しは、試料の重量を計測したのち、

試料を水に漬けて泥化させる。泥化した試料を 0.5mm の

篩で篩分を行い、篩上に残ったものを自然乾燥させ、肉

眼および実体顕微鏡下で骨貝類を抽出する。抽出した骨

貝類は、肉眼および実体顕微鏡下で観察し、形態的な特

徴から種類および部位を同定する。

D　テフラの検討

（1）結　果

　2 地点の試料番号 3-1 の処理後の砂分は、中粒砂径の

斜長石の鉱物片を主体とする粒径の淘汰の良好な白色砂

であり、これに黒色を呈する角閃石の鉱物片や褐色を呈

する斜方輝石の鉱物片などが中量混在し、少量の透明な

石英の鉱物片と少量の火山ガラスが含まれる。斜長石や

石英、角閃石、斜方輝石の各鉱物片はいずれも比較的新

鮮であり、角閃石や斜方輝石の中にはガラスの付着した

鉱物片も認められる。火山ガラスは、無色透明の軽石型

が多く、無色透明の中間型も混在する。なお、軽石およ

びスコリアは認められない。

　 火 山ガラスの 屈 折 率を 第 13 図 に示 す。レンジ は

n1.500-1.503 を示し、モードは n1.502 である。

（2）考　察

　砂分を構成する斜長石、石英、角閃石、斜方輝石の各

鉱物片は、上述した特徴から、テフラの本質物質であると

考えられる。さらに、火山ガラスが検出されたことを考慮

すれば、試料として採取した砂質のブロック状堆積物は、

テフラの降下堆積物である可能性が高い。鉱物の種類構

成と火山ガラスの屈折率および押出遺跡の地理的位置と

既知のテフラの分布（例えば町田・新井 2003 など）から、

テフラは沼沢湖テフラ（Nm-N：町田・新井 2003，山元

1995・2003）に同定される。

　Nm-N は、福島県西部に位置する沼沢火山を給源と

し、その噴出年代は、暦年で紀元前 3400 年頃とされて

いる（山元 2003）。町田・新井（2003）に記載された

2地点 試料番号3-1

屈折率

10

5

0
1.495 1.500 1.505

個
数
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Nm-N の等層厚線図に従えば、Nm-N の分布は、給源か

ら東方向に軸があり、押出遺跡の位置は Nm-N の分布域

外にある。しかし、平成 17 年度報告の押出遺跡の自然

科学分析においても、今回と同様のテフラを検出している。

押出遺跡の位置する米沢盆地は、おそらくNm-N の分布

域北限に相当するものであろう。

E　遺跡周辺古環境の検討

（1）結　果

（a）珪藻分析

　結果を表 17、第 14 図に示す。2 地点では、5 層準の

分析を実施した結果、最上位の試料番号 3-2 以外の 4 層

準で比較的多くの珪藻化石が含まれ、200 個体以上が検

出された。試料番号 3-2 は、変質した破片が 5 個体認め

られたのみである。化石の保存状態についてみると、試

料番号 3-2 はすべて破片であるだけでなく、すべて溶解

の痕跡が認められるため、状態は極々不良である。他の

4 層準は半壊した殻は多いものの、溶解の痕跡はほとんど

認められないため、やや不良から普通（≒良好）である。

　検出された分類群は、淡水生種を主として、極低率に

淡水～汽水生種を伴っている。群集は、堆積環境を推定

する上で最も重要な流水に対する適応性について整理し

てみると、全体に流水不定性種と止水性種に属す種群で

構成される。ただし、下位の試料番号 5-1 とその上位の

試料番号 4-3 には、低率に流水性種が認められた。また、

好気的環境に生育する陸生珪藻が上位に向かい増加する

傾向が認められた。

　 特 徴 的 に認 められ た 種 は、 流 水 性 種 の Fragilaria 
vaucheriae、Meridion circulae var.constrictum（ 以 上、

試料番号 5-1 のみ）、流水不定性種のEunotia pectinalis 
var.minor、Pinnularia gibba、 止 水 性 種 の Aulacoseira 
crassipunctata（試料番号 4-2 のみ）、Eunotia lunaris、
Gomphonema acuminatum、 陸 生 珪 藻 の Eunotia 
praerupta 等である。

　3 地点は 2 層準の分析した結果、2 層準とも比較的多く

の珪藻化石が含まれ、200 個体以上が検出された。化石

の保存状態は、半壊した殻は多いものの、溶解の痕跡が

認められる殻は少ないことから、状態としてはやや不良で

ある。

　検出された分類群は、淡水生種を主として、極々低率

に淡水～汽水生種を伴っている。群集を流水に対する適

応性で整理してみると、2 層準ともに流水不定性種と止水

性種に属す種群で構成される。ただし、下位の試料番号

4-1 には、低率に流水性種が認められた。

　 特 徴 的 に 認 められ た 種 は、 流 水 性 種 の Meridion 
circulae var.constrictum（試料番号 4-1 のみ）、流水不

定性種のEunotia pectinalis var.minor、Fragilaria ulna、

止 水 性 種 の Gomphonema acuminatum、 陸 生 珪 藻 の

Eunotia praerupta 等である。

（b）花粉分析

　結果を表 18、第 15 図に示す。3 地点の試料番号 3-1

からは、花粉化石・シダ類胞子は、1 個体も検出されない。

試料番号 4-1 からは花粉化石が豊富に産出し、保存状態

も比較的良好である。群集組成をみると木本花粉の割合

が高い。木本花粉ではマツ属、ハンノキ属、ブナ属、コ

ナラ属コナラ亜属が多く産出し、サワグルミ属、クルミ属、

ニレ属－ケヤキ属、モチノキ属等を伴う。草本花粉ではイ

ネ科、カヤツリグサ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節な

どが認められる。その他ではガマ属、イボクサ属、コウホ

ネ属、ヒシ属、フサモ属、ゴキヅル属、サンショウモなど

の水湿地生植物に由来する花粉・胞子も検出される。また、

僅かであるが寄生虫卵（鞭虫卵）も確認される。

（c）微細物分析

　結果を表 19、第 16 図に示す。種実遺体は、3 地点、

SU111、SU124 を合わせて確認されたものは、被子植物

29 分類群（木本で落葉広葉樹のオニグルミ、ホオノキ、

サンショウ、ブドウ属、ブドウ科（属？）、ニワトコ、草本

のオモダカ属、サジオモダカ属、オモダカ科、イボクサ、

ホシクサ属、イネ科（ヒエ近似種）、イネ科、ミクリ属、ア

ゼスゲ類、スゲ属 A、スゲ属、ウキヤガラ、ホタルイ近似種、

ホタルイ属、ホタルイ属（平滑型）、カナムグラ、カラムシ属、

タデ属、コウホネ属、ミズオトギリ、ミズユキノシタ、シソ

属（エゴマ）、シロネ属）391 個が同定された。3 個は同

定ができなかった。

　種実以外では、各試料から炭化材（主体を含む）が

34.2g、昆虫類が 154 個、分析残渣（植物片主体）が約

550cc と、不明炭化物が 37 個、岩片（頁岩等）が 104

個（14.1g）確認された。

　3 地点の S-1 からは、木本 5 分類群（オニグルミ、ホ

オノキ、サンショウ、ブドウ科（属？）、ニワトコ）61 個、

Ⅳ　理化学分析
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種類
生態性 環境

指標種
2 地点 3 地点

塩分 pH 流水 3-2 4-1 4-2 4-3 5-1 3-1 4-1
Rhopalodia gibberula  （Ehr.） Mueller Ogh-Meh al-il ind U - 1 - - - - 1
Actinella brasiliensis  Grunow Ogh-ind ac-il l-bi O - - 4 7 - 1 8
Amphora ovalis  var. affinis  （Kuetz.） Van Heurck Ogh-ind al-il ind T - 1 11 6 4 - 6
Aulacoseira ambigua  （Grun.） Simonsen Ogh-ind al-il l-bi N - - 7 - - - -
Aulacoseira crassipunctata  Krammer Ogh-ind ind l-ph M,U - 3 23 - - 4 -
Aulacoseira italica  （Ehr.） Simonsen Ogh-ind al-il l-ph U - - 7 - - - -
Aulacoseira italica  var. valida  （Grun.） Simonsen Ogh-ind al-il l-ph U - - 12 - - - -
Caloneis bacillum （Grun.） Cleve Ogh-ind al-il r-ph U - - - - 1 - -
Caloneis silicula  （Ehr.） Cleve Ogh-ind al-il ind O - - - 1 - - -
Ceratoneis arcus  var. recta  （Cl.） Krasske Ogh-ind ind r-bi T - - - - 1 - -
Cocconeis neodiminuta  Krammer Ogh-ind al-il ind - - - - 1 - -
Cocconeis placentula  （Ehr.） Cleve Ogh-ind al-il ind U - - - 1 3 - 2
Cocconeis placentula  var. euglypta  （Ehr.） Cleve Ogh-ind al-il r-ph T - - - - 1 - -
Cocconeis placentula  var. lineata  （Ehr.） Cleve Ogh-ind al-il r-ph T - - - - 5 - -
Cymbella aspera  （Ehr.） Cleve Ogh-ind al-il ind O,T - 16 8 - 3 6 2
Cymbella cistula  （Ehr.） Kirchner Ogh-ind al-il l-ph O,T - - - 1 - 1 4
Cymbella ehrenbergii  Kuetzing Ogh-ind ind l-ph O - - 1 - - - 1
Cymbella mesiana  Cholnoky Ogh-ind al-bi l-bi O - - 1 - - - -
Cymbella naviculiformis  Auerswald Ogh-ind ind ind O - - 2 1 3 - -
Cymbella tumida  （Breb. ex Kuetz.） Van Heurck Ogh-ind al-il ind T - - - 1 2 - 2
Cymbella turgidula  Grunow Ogh-ind al-il r-ph K,T - - - - - - 1
Cymbella turgidula  var. nipponica  Skvortzow Ogh-ind al-il r-ph T - - - - - - 1
Cymbella  spp. Ogh-unk unk unk 2 2 - - - - 1
Diploneis parma Cleve Ogh-ind ind ind O - - 1 - - - -
Diploneis  spp. Ogh-unk unk unk - - 1 - - - -
Encyonema gracile  Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph T - - - 2 - - -
Encyonema silesiacum （Bleisch in Rabenh.） D.G.Mann Ogh-ind ind ind T - - 1 7 - - 1
Eunotia bilunaris  （Ehr.） Mills Ogh-hob ac-il l-ph O - 2 - - - 1 -
Eunotia fallax  Cleve Ogh-hob ac-bi ind RA - - 1 1 2 1 -
Eunotia formica  Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-bi O - 1 1 1 1 2 5
Eunotia implicata  Noepel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind O - - - - 3 - -
Eunotia incisa  W.Smith ex Gregory Ogh-hob ac-il ind O - - - 3 - - -
Eunotia lunaris  （Ehr.） Grunow Ogh-hob ac-il l-ph O - 14 - 11 26 11 2
Eunotia monodon Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O - 1 1 - - 3 1
Eunotia monodon var. undulata  Hustedt Ogh-hob ac-il ind O,U - 19 - - - - -
Eunotia muscicola  var. tridentula  Noerpel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind O,U - 1 - - - - -
Eunotia pectinalis  （Dillwyn） Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O,T - 2 - - - - -
Eunotia pectinalis  var. minor  （Kuetz.） Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O - 23 23 40 33 38 27
Eunotia pectinalis  var. undulata  （Ralfs） Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O - - - - - 3 -
Eunotia praerupta  Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph RB,O,T - 83 18 11 10 65 35
Eunotia praerupta  var. bidens  （Ehr.） Grunow Ogh-hob ac-il l-ph RB,O - - - 3 1 - -
Eunotia serra  Ehrenberg Ogh-hob ac-bi l-bi P - 2 - - - - -
Eunotia  spp. Ogh-unk unk unk - - 2 - - - 3
Fragilaria ulna  （Nitzsch） Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind O,U - - - 6 3 12 9
Fragilaria vaucheriae  （Kuetzing） Petersen Ogh-ind al-il r-ph K,T - - - 1 8 - -
Fragilariforma bicapitata  （A.Mayer） Williams & Round Ogh-hob ind l-bi O - - - - 1 - -
Fragilariforma virescens  （Ralfs） Williamus & Round Ogh-ind ac-il l-ph U - - - 1 - - -
Frustulia rhomboides  （Ehr.） De Toni Ogh-hob ac-il l-ph P - - - - - 1 -
Frustulia rhomboides  var. saxonica  （Rabenh.） De Toni Ogh-hob ac-il l-ph O - - 1 1 3 1 -
Frustulia  spp. Ogh-unk unk unk - 3 1 4 5 2 -
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O - 1 8 11 12 8 11
Gomphonema angustatum （Kuetz.） Rabenhorst Ogh-ind al-il ind U - 1 - 6 11 - 11
Gomphonema angustum C.Agardh Ogh-ind al-il ind U - - - 8 4 - 13
Gomphonema augur  Ehrenberg Ogh-ind ind ind U - 3 7 9 1 3 3
Gomphonema clevei  Fricke Ogh-ind al-bi r-ph T - - - - - - 3
Gomphonema gracile  Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U - 1 1 2 - - 3
Gomphonema parvulum （Kuetz.） Kuetzing Ogh-ind ind ind U - - - 12 12 - 3
Gomphonema truncatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph T - - 8 16 - - 17
Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk - 1 - - - 3 6
Hantzschia amphioxys  （Ehr.） Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U - 3 3 1 2 7 -
Hantzschia amphioxys  var. vivax  （Hantz.） Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U - - - - 1 - -
Luticola mutica  （Kuetz.）D.G.Mann Ogh-ind al-il ind RA,S - - - 1 - - -
Meridion circulare  var. constrictum （Ralfs） Van Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T - 1 1 4 16 1 13

表 17　珪藻分析結果
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種類
生態性 環境

指標種
2 地点 3 地点

塩分 pH 流水 3-2 4-1 4-2 4-3 5-1 3-1 4-1
Navicula confervacea  （Kuetz.） Grunow Ogh-ind al-bi ind RB,S - - - 1 - - -
Navicula elginensis  var. cuneata  H.Kobayasi Ogh-ind al-il ind O,U - 3 - 2 - - -
Navicula minima Grunow Ogh-ind al-il ind O - - - 1 - - -
Navicula placenta  Ehrenberg Ogh-ind al-il ind RI - - 1 - - - -
Navicula viridula  （Kuetz.） Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph K,U - - - 1 - - -
Navicula viridula  var. linearis  Hustedt Ogh-ind al-il r-ph U - - - 1 - - -
Neidium ampliatum （Ehr.） Krammer Ogh-ind ind l-ph O - 1 - 3 1 - 1
Pinnularia acrosphaeria  W.Smith Ogh-ind al-il l-ph N,O,U - - - - - - 1
Pinnularia braunii  （Grun.） Cleve Ogh-hob ac-bi l-ph S - - 1 - - - -
Pinnularia brevicostata  var. sumatrana  Hustedt Ogh-ind ac-il l-ph O - 1 2 - - - -
Pinnularia divergens  W.Smith Ogh-hob ac-il l-ph O - - 3 1 1 - -
Pinnularia gibba  Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O - 1 12 7 13 - 1
Pinnularia gibba  var. dissimilis  H.Kobayasi Ogh-hob ac-il ind O - - 3 - - - -
Pinnularia gibba  var. linearis  Hustedt Ogh-hob ac-il ind O - - 2 2 1 - -
Pinnularia legumen Ehrenberg Ogh-hob ind ind N,O,U - - 1 - - - -
Pinnularia microstauron  （Ehr.） Cleve Ogh-ind ac-il ind S - - 1 - - - -
Pinnularia nodosa  Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O - - - - 1 - -
Pinnularia rupestris  Hantzsch Ogh-hob ac-il ind O - 3 2 2 - - 1
Pinnularia stomatophora  （Grun.） Cleve Ogh-ind ac-il l-ph O,P - - 2 - - - -
Pinnularia subcapitata  Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S - - 1 - - - -
Pinnularia subrupestris  Krammer Ogh-hob ac-il ind O - 1 5 1 - - -
Pinnularia sudetica  （Hilse） M.Peragallo Ogh-hob ac-il l-ph O,P - - 1 - - - -
Pinnularia viridiformis  Krammer Ogh-ind ind ind N,O,U - 8 7 6 - 3 6
Pinnularia viridis  （Nitz.） Ehrenberg Ogh-ind ind ind O - 2 - 2 - 7 4
Pinnularia  spp. Ogh-unk unk unk 3 - 3 3 11 17 -
Reimeria sinuata  （Greg.） Kociolek et Stoermer Ogh-ind ind r-ph K,T - - - 1 - - -
Sellaphora americana  （Ehr.） D.G.Mann Ogh-ind al-il l-ph S - - 1 3 1 - -
Sellaphora bacillum （Ehr.） D.G.Mann Ogh-ind al-il ind U - - - 1 - - -
Sellaphora pupula  （Kuetz.） Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S,U - - - 2 2 - -
Stauroneis acuta  W.Smith Ogh-ind al-il l-ph O - - - - - - 1
Stauroneis anceps  Ehrenberg Ogh-ind ind ind T - - - - - - 1
Stauroneis phoenicenteron  （Nitz.） Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph N,O,U - 2 3 - 2 - 3
Stauroneis phoenicenteron  var. signata  Meister Ogh-ind ind ind O - 3 - - - - 2
Stauroneis  spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - 2
Tabellaria fenestrata  （Lyngb.） Kuetzing Ogh-ind ac-il l-bi O,T - - - 1 7 2 -
Tabellaria flocculosa  （Roth） Kuetzing Ogh-hob ac-il l-bi T - - - - 3 - -
海水生種 0 0 0 0 0 0 0
海水～汽水生種 0 0 0 0 0 0 0
汽水生種 0 0 0 0 0 0 0
淡水～汽水生種 0 1 0 0 0 0 1
淡水生種 5 209 206 221 222 203 217
珪藻化石総数 5 210 206 221 222 203 218

凡　例

塩分：塩分濃度に対する適応性  pH：水素イオン濃度に対する適応性  流水：流水に対する適応性
 Euh ：海水生種  al-bi ：真アルカリ性種  l-bi ：真止水性種
 Euh-Meh ：海水生種 - 汽水生種  al-il ：好アルカリ性種  l-ph ：好止水性種
 Meh ：汽水生種  ind ：pH 不定性種  ind ：流水不定性種
 Ogh-Meh ：淡水生種 - 汽水生種   ac-il ：好酸性種  r-ph ：好流水性種
 Ogh-hil ：貧塩好塩性種  ac-bi ：真酸性種  r-bi ：真流水性種
 Ogh-ind ：貧塩不定性種  unk ：pH 不明種  unk ：流水不明種
 Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種
 Ogh-unk ：貧塩不明種

環境指標種
 A：外洋指標種 B：内湾指標種 C1：海水藻場指標種 C2：汽水藻場指標種　
 D1：海水砂質干潟指標種 D2：汽水砂質干潟指標種
 E1：海水泥質干潟指標種 E2：汽水泥質干潟指標種 F：淡水底生種群（以上は小杉 1988）
 G：淡水浮遊生種群 H：河口浮遊性種群 J：上流性河川指標種 K：中～下流性河川指標種　
 L：最下流性河川指標種群 M：湖沼浮遊性種 N：湖沼沼沢湿地指標種 O：沼沢湿地付着生種
 P：高層湿原指標種群 Q：陸域指標種群 （以上は安藤 1990）
 S：好汚濁性種 U：広適応性種 T：好清水性種（以上は Asai & Watanabe,1995）
 R：陸生珪藻（RA：A 群，RB：B 群，RI：未区分　伊藤・堀内 1991）
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Cocconeis placentula var. lineata [T]
Fragilaria vaucheriae [K;T]
Gomphonema clevei [T]
Meridion circulare var. constrictum [K;T]
Amphora ovalis var. affinis [T]
Cocconeis placentula [U]
Cymbella aspera [O;T]
Cymbella naviculiformis [O]
Cymbella tumida [T]
Encyonema silesiacum [T]
Eunotia implicata [O]
Eunotia incisa [O]
Eunotia monodon var. undulata [O;U]

Eunotia pectinalis var. minor [O]

Eunotia pectinalis var. undulata [O]
Fragilaria ulna [O;U]
Gomphonema angustatum [U]
Gomphonema angustum [U]
Gomphonema augur [U]
Gomphonema parvulum [U]
Navicula elginensis var. cuneata [O;U]
Pinnularia gibba [O]
Pinnularia gibba var. dissimilis [O]
Pinnularia gibba var. linearis [O]
Pinnularia rupestris [O]
Pinnularia subrupestris [O]
Pinnularia viridiformis [N;O;U]
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Gomphonema gracile [O;U]
Gomphonema truncatum [T]
Neidium ampliatum [O]
Pinnularia brevicostata var. sumatrana [O]
Pinnularia divergens [O]
Sellaphora americana [S]
Stauroneis phoenicenteron [N;O;U]
Tabellaria fenestrata [O;T]
Tabellaria flocculosa [T]
Cymbella spp.
Eunotia spp.
Frustulia spp.
Gomphonema spp.
Pinnularia spp.
Eunotia fallax [RA]
Hantzschia amphioxys [RA;U]
Eunotia praerupta [RB;O;T]
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好+真流水性種
流水不定性種
好+真止水性種
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陸生珪藻B群
陸生珪藻 (未区分)
水生珪藻
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第 14 図　主要珪藻化石群集

草本 9 分類群（イボクサ、イネ科、ミクリ属、アゼ

スゲ類、ウキヤガラ、ホタルイ属（平滑型）、カナ

ムグラ、カラムシ属）13 個、計 74 個の種実と、

炭化材 2.2g（最大 24mm）、不明炭化物 12 個、

昆虫類 32 個が確認された。分析残渣（植物片主体）

は約 135cc を量る。落葉低木のニワトコが最も多く

（53 個）、種実遺体の 86.9% を占める。

　S-2 からは、木本 3 分類群（オニグルミ、サンシ

ョウ、ニワトコ）15 個、草本 15 分類群（オモダカ属、

サジオモダカ属、オモダカ科、ホシクサ属、イネ科、

スゲ属 A、スゲ属、ホタルイ近似種、ホタルイ属、

ホタルイ属（平滑型）、コウホネ属、ミズオトギリ、

ミズユキノシタ、シソ属（エゴマ）、シロネ属）185 個、

計 200 個の種実と、不明 2 個、炭化材 0.5g（最

大 10mm）、昆虫類 72 個が確認された。分析残渣

（植物片主体）は約 135cc を量る。種実遺体は、

栽培種の可能性があるシソ属（エゴマ）の果実の

破片が最も多く（62 個）、他は水湿地生草本主体

の組成を示す。

　本分析で確認された種実遺体各分類群の写真を

図版に示し、主な分類群の形態的特徴等を以下に

記す。

・オニグルミ（Juglans mandshurica  Maxim. var. 

sachalinensis  （Miyabe et Kudo） Kitamura）

クルミ科クルミ属

　 核（ 内 果 皮 ） は 灰 褐 色、 炭 化 物 集 中 地 点

SU124 より確認された炭化個体は黒色を呈す。完

形ならば径 2.5 ～ 4cm の広卵体で頂部は尖り、1

本の明瞭な縦の縫合線がある。内果皮は硬く緻密

で、表面には縦方向の浅い維管束の彫紋が走り、

ごつごつしている。内部には子葉が入る 2 つの大

きな窪みと隔壁がある。

　出土核は破片で、残存径は 2.8cm を測り、隔壁

と側面～基部を欠損することから、打撃痕の可能

性を含む（3 地点の S-1）。

・ホオノキ（Magnolia obovata  Thunb.）

モクレン科モクレン属

　種子は灰褐色、長さ 1.2cm、幅 0.8cm、厚さ

0.5cm の歪でやや偏平な三角状広卵体。頂部は尖

る。背面は丸く、腹面正中線上は幅広い縦溝と基

Ⅳ　理化学分析
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種　類 3 地点
3-1 4-1

木本花粉
マツ属単維管束亜属 - 7
マツ属複維管束亜属 - 21
マツ属（不明） - 12
スギ属 - 1
マオウ属 - 1
サワグルミ属 - 12
クルミ属 - 23
カバノキ属 - 1
ハンノキ属 - 30
ブナ属 - 40
コナラ属コナラ亜属 - 39
コナラ属アカガシ亜属 - 1
ニレ属－ケヤキ属 - 13
エノキ属－ムクノキ属 - 2
ヤドリギ属 - 1
モチノキ属 - 7
カエデ属 - 1
トチノキ属 - 1
シナノキ属 - 1
ウコギ科 - 1
スイカズラ属 - 1

草本花粉
ガマ属 - 3
イネ科 - 16
カヤツリグサ科 - 13
イボクサ属 - 1
サナエタデ節－ウナギツカミ節 - 7
コウホネ属 - 2
カラマツソウ属 - 1
マメ科 - 1
ミソハギ属 - 1
ヒシ属 - 1
フサモ属 - 1
ゴキヅル属 - 1
ヨモギ属 - 2
キク亜科 - 1

不明花粉
不明花粉 - 9

シダ類胞子
ヒカゲノカズラ属 - 1
サンショウモ - 1
他のシダ類胞子 - 37

合　計
木本花粉 0 216
草本花粉 0 51
不明花粉 0 9
シダ類胞子 0 39
合計（不明を除く） 0 306

その他
鞭虫卵 - 2

表 18　花粉分析結果

第 15 図　花粉化石群集

木本花粉 草本花粉・シダ類胞子

10%木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数を

基数として百分率で表した。○●は 1% 未満を示す。

図 4.　花粉化石群集
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部に臍がある。種皮は厚く硬く、表面には浅く細い縦溝が

ある。

・サンショウ（Zanthoxylum piperitum （L.）DC.）

ミカン科サンショウ属

　種子は黒色。完形ならば、長さ 4mm、幅 3mm、厚さ

2mm のやや偏平な非対称広倒卵体。腹面正中線上に斜

切形の臍がある。出土種子は破片で残存径は 1.5mm を

測る。種皮は厚く硬く、表面には浅く微細な網目模様があ

る。

・ブドウ属（Vitis）　ブドウ科

　種子は灰黒褐色、完形ならば、径 3.5 ～ 4.5mm の広

倒卵体、側面観は半広倒卵形で、基部は細く嘴状に尖る

核嘴がある。出土種子は背面を欠損し、腹面正中線で半

割した左側の破片で、長さ 2.1mm、幅 0.5mm の倒皮針

形に窪む核窪がある。種皮は硬く、断面は柵状。

　なお、ノブドウとの区別が困難な破片をブドウ科にとど

めているが、おそらくブドウ属と考えられる。

・ ニワトコ（Sambucus racemosa  L. subsp. sieboldiana  

（Miq.） Hara）　スイカズラ科ニワトコ属

　核（内果皮）は灰褐色、長さ 1.8 ～ 2.2mm、幅 1.3

～ 1.5mm のやや偏平な広倒卵体。背面は丸みがあり、

腹面の正中線上は鈍稜をなす。基部は尖り、腹面正中線

上に小さな孔がある。内果皮はやや硬く、表面には横皺

状模様が発達する。

・ヒエ近似種（Echinochloa cf. utilis  Ohwi et Yabuno）

イネ科ヒエ属

　胚乳と胚乳を包む穎（果）は炭化しており黒色。長さ

1.5mm、 幅 1.0mm、 厚さ 0.8mm の半広卵～楕円体。

Ⅳ　理化学分析
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分類群 部位 状態
3 地点 炭化物集中地点

SU111
炭化物集中地点

SU124 備考
S-1 S-2 1 2 1 2

木本種実
オニグルミ 核 破片 炭化 - - - - - 1

破片 5 11 - - - -
ホオノキ 種子 完形 1 - - - - -
サンショウ 種子 破片 1 1 - - - -
ブドウ属 種子 破片 - - - - 1 - 腹面左側
ブドウ科（属？） 種子 破片 1 - - - - -
ニワトコ 核 完形 10 1 - 1 4 7

破片 43 2 - 3 27 59
草本種実

オモダカ属 果実 完形 - 1 - - - -
サジオモダカ属 果実 完形 - 1 - - - -
オモダカ科 種子 完形 - 4 - - - 1
イボクサ 種子 完形 1 - - - - -
ホシクサ属 種子 完形 - 1 - - - -
イネ科（ヒエ近似種） 穎 ･ 胚乳 完形 炭化 - - - - - 1

胚乳 完形 炭化 - - - - - 1
イネ科 果実 完形 炭化 1 - - - - -

完形 - 12 - - - -
ミクリ属 果実 完形 1 - - - - -
アゼスゲ類 果実 完形 1 - - - - -
スゲ属 A 果実 完形 - 5 1 - - - 大型，柱頭長い
スゲ属 果実 完形 - 48 1 1 1 -

破片 - 10 - 1 - -
ウキヤガラ 果実 完形 2 - - 1 - -
ホタルイ近似種 果実 完形 - 5 - - - -

破片 - 1 - - - -
ホタルイ属 果実 完形 - 8 - - - -

破片 - 10 - - - -
ホタルイ属（平滑型） 果実 完形 3 - - - - -

破片 1 1 - - - -
カナムグラ 核 完形 1 - - - - -

破片 1 - - - - -
カラムシ属 果実 完形 1 - - - - 1

破片 - - - - 1 1
タデ属 果実 完形 - - - - - 1 2 面体，表面粗面，焼き膨れている
コウホネ属 種子 破片 - 7 - 1 - -
ミズオトギリ 種子 完形 - 2 - - - -
ミズユキノシタ 種子 完形 - 5 - - - -
シソ属（エゴマ） 果実 破片 - 62 - - - -
シロネ属 果実 完形 - 2 - - - -

不明 - 2 - 1 - -
合計

木本種実 61 15 - 4 32 67 計 179 個
草本種実 13 185 2 4 2 6 計 212 個
不明 - 2 - 1 - - 計 3 個
種実合計（不明を除く） 74 200 2 8 34 73 計 391 個

その他
炭化材（主に径 4mm 以上） 炭化 24 10 18 18 16 16 最大径（mm）

炭化 1.5 0.5 1.8 5.2 3.4 4.3 乾重（g）
炭化材主体（径 0.5 ～ 4mm） 炭化 0.7 0.0 2.9 5.4 3.4 5.1 乾重（g）
不明炭化物 炭化 12 - 19 - 4 2 個数
昆虫類 32 72 7 8 11 24 個数
植物片主体（炭化材微細片・砂礫含む） 135 135 80 85 70 45 （cc）
岩片（頁岩等） - - 45 52 - 7 個数

- - 9.2 4.3 - 0.7 乾重（g）
- - 22 18 - 12 最大径（mm）

分析量 200 200 200 200 200 200 （cc）
251 235 206 218 268 265 湿重（g）

表 19　微細物分析結果
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背面は丸みがあり腹面はやや平ら。胚乳基部正中線上

は、背面に長さ 1.0mm、幅 0.5mm の馬蹄形、腹面に

径 0.5mm の半円形の胚の凹みがある。胚乳表面は粗面。

表面に付着する穎（果）は薄く、表面は平滑で光沢があり、

微細な縦長の網目模様が縦列する。

・スゲ属（Carex）　カヤツリグサ科

　複数種の果実が確認された。アゼスゲ類（C. Sect. 

Carex）の果実は灰黒褐色、長さ 2.2mm、幅 1.9mm、

厚さ 0.7mm のレンズ状広倒卵体。頂部の柱頭部分が伸

び、基部は切形。果皮表面には微細な六角形状の網目模

様がある。その他に、灰褐色、長さ 1.5 ～ 2.2mm、径

1.0 ～ 1.8mm の三稜状広倒卵体で果皮表面には微細な

網目模様がある個体をスゲ属とし、頂部の柱頭が長く（最

長 3.5mm）、湾曲する個体をスゲ属 A としている。

・ウキヤガラ（Scirpus fluviatilis  （Torr.） A. Grey）

カヤツリグサ科ホタルイ属

　果実は灰黒褐色、長さ 3mm、径 1.8mm の三稜状狭倒

卵体。頂部の柱頭部分はやや伸びて切形。断面は 3 角形。

基部は切形で、灰褐色の刺針状花被片を欠損する。果皮

は厚く、表面は平滑。

・ホタルイ属（Scirpus）　カヤツリグサ科

　果実は黒褐色、長さ 1.3mm、径 0.9mm の片凸レンズ

状広倒卵体。頂部は尖り、基部は切形で刺針状の花被片

が伸びる。背面正中線上は鈍稜。果皮表面は光沢があり、

不規則な波状横皺状模様が発達する。花被片が果実と同

長の個体をホタルイ近似種（S. cf. juncoides  Roxb.）とし

ている。また、長さ 2.5mm、幅 2.0mm、厚さ 1.3mm と

大型で、果皮表面が平滑なサンカクイ（S. triqueter  L.）

やフトイ（S. tabernaemontani  Gmel.）の類に似る個体を

平滑型としている。

・コウホネ属（Nuphar）　スイレン科

　種子は灰褐色、完形ならば長さ 3mm、径 2mm 程度の

広倒卵体。基部は切形でやや突出し、径 1.0mm の臍が

ある。種皮は硬く、表面は平滑で光沢があり、内面には

微細な縦長の網目模様が配列する。

・ミズユキノシタ（Ludwigia ovalis  Miq.）

　アカバナ科チョウジタデ属

　種子は灰赤褐色、長さ 0.9mm、径 0.5mm 程度の楕円

体。基部の短い突起の先に臍がある。頂部側面に、淡黄

褐色、径 0.7mm 程度の三角形で海綿状の付属体が付く。

種皮表面には横長の凹点による微細な網目模様が配列す

る。

・シソ属（Perilla）　シソ科

　果実は灰褐色、倒広卵体で基部に大きな臍点があり、

舌状にわずかに突出する。出土果実は破片で、完形なら

ば径2～2.2mmであることから、エゴマ（P. frutescens  （L.） 

Britt. var. japonica  Hara）の可能性が高い。果皮は柔ら

かく、表面には浅く大きく不規則な網目模様がある。

（d）骨貝類同定

　1 地点 S-1、3 地点 S-2 について 500cc の洗い出しを

Ⅳ　理化学分析

第 16 図　種実遺体群集
図 5.　種実遺体群集

堆積物 200cc あたりの個数で示す。
10 個

木本 水湿地生草本 栽培種の可能性中生草本

S-1

S-2

1

2

1

2

オ
ニ
グ
ル
ミ

オ
ニ
グ
ル
ミ

(
炭
化

)
ホ
オ
ノ
キ

サ
ン
シ
ョ
ウ

ブ
ド
ウ
属

/
科

ニ
ワ
ト
コ

オ
モ
ダ
カ
属

サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
属

オ
モ
ダ
カ
科

イ
ボ
ク
サ

ホ
シ
ク
サ
属

ミ
ク
リ
属

ア
ゼ
ス
ゲ
類

ス
ゲ
属

A
ス
ゲ
属

ウ
キ
ヤ
ガ
ラ

ホ
タ
ル
イ
近
似
種

ホ
タ
ル
イ
属

ホ
タ
ル
イ
属

(
平
滑
型

)
コ
ウ
ホ
ネ
属

ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ

ミ
ズ
ユ
キ
ノ
シ
タ

シ
ロ
ネ
属

カ
ナ
ム
グ
ラ

カ
ラ
ム
シ
属

タ
デ
属
 
炭
化

イ
ネ
科

イ
ネ
科
 
炭
化

イ
ネ
科

(
ヒ
エ
近
似
種

)
 
 
炭
化

シ
ソ
属

(
エ
ゴ
マ

)

3 地点

SU111

SU124

試
料
番
号

地
点



78

行ったが、骨は未検出であった。

（2）考　察

（a）堆積環境

　2 地点において特徴的に認められた種の生態性また

は 生 育 環 境 につ いて述 べる。 流 水 性 種 の Fragilaria 
vaucheriae お よ び Meridion circulae var.constrictum
は、安藤（1990）によれば、河川の中～下流部、すな

わち河川沿いに河成段丘、扇状地、自然堤防および後背

湿地といった地形がみられる部分に集中して出現し、他

の地域には出現しない、あるいは出現しても主要でない

ことから、この地域を指標する可能性が大きい種群とさ

れ、中～下流河川指標種群と呼ばれる。次に流水不定性

種の Eunotia pectinalis var.minor は、 普通の水域にも

認められるが湿地に多産する種とされる（埼玉県教育委

員 会 1962）。Pinnularia gibba は、 好 酸 性（最 適 pH6

付近）、富栄養から貧栄養種、湧泉・小川等にみられる

着生種とされる（中島ほか 1978）。さらに、止水性種

のAulacoseira crassipunctata は、植物に付着して生育

し、電解質成分の少ない貧栄養の泥炭池に出現するほ

か（Krammer & Lange-Bertalot1991）、 腐 植 性の水 域

からもしばしば出現する（吉川 2006）。Eunotia lunaris
は、貧塩嫌塩性、好酸性、好止水性とされ、通常は湿地

や湿原に特徴的に生育している種である。Gomphonema 
acuminatum は、貧塩不定、pH 不定の止水性種であり、

安藤（1990）によれば水深が 1m 内外で、一面に植物

が繁殖しているところ、および湿地に認められることが多

いことから、沼沢湿地付着性種とされている。陸生珪藻の

Eunotia praerupta は、水中や水底の環境以外のたとえば

コケを含めた陸上植物の表面や岩石の表面、土壌の表層

部など大気に接触した環境に生活する一群（小杉 1986）

である。特に、本種は、離水した場所の中で乾燥に耐えう

ることのできる群集とされる（伊藤・堀内 1989・1991）。

また、堆積物の分析を行った際、これらの種群が優占（70

～ 80% 以上）する結果が得られれば、その試料が堆積し

た場所は、水域以外の空気に曝されて乾いた環境であっ

たことが推定できるとしている。以上の特徴種の産状と他

の希産種群の構成から、本地点の分析層準を通して湿原

の環境下にあったものと推定される。ただし、本分析最下

部の試料番号 5-1 採取層準の堆積時は、河川水の影響を

受けた可能性が考えられる。一方、上位に向かい、地下

水位の低下により、好気的環境に移行した可能性が示唆

される。

　また、3 地点で特徴的に認められた種は、流水性種の

Meridion circulae var.constrictum（試料番号 4-1 のみ）、

流水不定性種のEunotia pectinalis var.minor、Fragilaria 
ulna、止水性種のGomphonema acuminatum、陸生珪

藻のEunotia praerupta 等である。特徴種の生態性また

は生育環境（前述していない種）について述べると、流

水不定性種のFragilaria ulna は、貧塩不定性、好アルカ

リ性および流水不定であり、広域頒布種の一種で広範の

さまざまな水域から比較的、高率に見出される。よって、

特徴種の産状と他の希産種群の構成から、本地点の分析

層準も湿原の環境下にあったものと推定される。ただし、

下位の試料番号 4-1 採取層準の堆積時は、河川水の影響

を受けた可能性が示唆される。

　以上のように 2 地点・3 地点ともほぼ同様な群集組成

の変化がみられたことから、今回の調査区は次のように環

境が変化したと推定される。すなわち、本遺跡の周辺で

は、縄文時代前期以前、流水の影響を受ける湿地のよう

な環境であり、そのような中で木材や腐植を含むシルト・

粘土が堆積した。その後、縄文時代前期頃になると、流

水の影響が弱まり、付近は淀んだ湿地のような状態に変化

し、暗褐色の腐植質を多く含むシルト・粘土が堆積する。

この湿地は、後述する植物化石の産状も考慮すると低地

では場所によって水深の深い場所が存在していたとみられ

る。このような環境の中でも、周辺では地下水位が低下し、

次第に乾いた状態に変化していったことが推定される。こ

のことは、低地において人間の活動する場が広がったこと

を反映しており、本層準において遺構や遺物が検出される

ことと調和的な結果と言える。縄文時代前期以降になると

黒泥層が堆積するが、本層準では珪藻化石がほとんど検

出されず、僅かに検出される珪藻化石も保存状態が極め

て悪いために、当時の環境について検討することが難しい。

少なくとも、このような環境は、紀元前 3400 年前頃に噴

出したとされる Nm-N が降灰時まで続いていたと考えられ

る。

（b）植生の変化

　3 地点の試料番号 4-1 から検出された花粉化石につい

てみると木本花粉の割合が高い。木本類ではマツ属、ハ

ンノキ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属が多く産出し、サ

Ⅳ　理化学分析
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ワグルミ属、クルミ属、ニレ属－ケヤキ属、モチノキ属等

を伴う。また、種実遺体をみると、オニグルミ、ホオノキ、

サンショウ、ブドウ科（属？）、ニワトコが検出されている。

これらの組成をみると、渓谷沿いや河畔などの適湿地に

生育する種類（サワグルミ属・オニグルミ・ハンノキ属・

ニレ属－ケヤキ属・トチノキ属）、林縁等の明るく開けた

場所に生育する種類（モチノキ属・カエデ属・サンショウ・

ウコギ科・ブドウ科・ニワトコ・スイカズラ属）などが特

徴的に検出されている。また、ブナ属やコナラ亜属は冷温

帯性落葉広葉樹林を構成する代表的な種類である。また、

マツ属は、二次林の代表的な種類である。

　したがって、縄文時代前期の頃、後背山地はブナ属や

コナラ亜属を主体とする冷温帯性落葉広葉樹林が存在し

ていたと考えられ、また植生が破壊されたような場所など

にマツ属が分布していた可能性がある。一方、低地部で

は先に示したような河畔林や湿地林を構成する種類によっ

て水辺周辺の植生が形成され、その林縁部に低木類やツ

ル性木本類が生育していたのであろう。

　また、草本類の産状から、調査地点の周辺は、水深の

深い場所に浮葉植物のヒシ属や沈水植物のフサモ属が、

水深の浅い場所に水湿地生草本類のガマ属・ミクリ属・

オモダカ属・サジオモダカ属・オモダカ科・ホシクサ属・

イボクサ・アゼスゲ類・スゲ属 A・スゲ属・ウキヤガラ・

ホタルイ近似種・ホタルイ属・ホタルイ属（平滑型）・コ

ウホネ属・ミズオトギリ・ミズユキノシタ・シロネ属・サン

ショウモなどが生育していたと考えられる。また、中生～

湿生草本のイネ科・カナムグラ・カラムシ属・シソ属など

も付近には分布していたのであろう。これらの草本類など

を母体として腐植が形成されたと思われる。なお、これら

の分類群は、過去の発掘調査でも確認されており、樹種

同定や花粉化石や珪藻化石の分析結果からも、当時は低

地の湿地林や池沼が存在する湿地環境であったと推定さ

れている（パリノ・サーヴェイ株式会社 1990：種実同定

は粉川昭平氏による）。

　ところで、3 地点 S-2 から多産したシソ属は、栽培種の

エゴマの可能性がある。特に S-2 で多量に出土するのに

対し、その直上の S-1 になると全く検出されなくなる。こ

のような出土状況も人為的な影響があったことを反映した

結果と思われる。エゴマは、果実が食用や油料等に利用

される有用植物で、縄文時代の遺跡出土例も確認されて

いる。エゴマは、周辺で栽培されていたか、近辺より持ち

込まれたかは不明であるが、当時利用された植物質食料

と考えられる。

　また、堅果類のオニグルミは、子葉が生食・長期保存

可能で栄養価も高く、収量も多い有用植物であることから、

遺跡出土例も多く、縄文時代では主要な植物質食料であ

ったと考えられている。出土核には打撃痕の可能性があり、

当時の周辺域の森林より遺跡内に持ち込まれ、利用され

た食料残滓と考えられる。なお、前回の発掘調査におい

て河道部から骨が多く出土したことを受け、河道部（1地点）

と遺物が集中する個所（3 地点）において骨の検出を試

みたが全く検出されないため、今回の分析では当時の動

物利用について検討することが不可能であった。

F　炭化物集中地点における燃料材等の検討

（1）結　果

（a）微細物分析

　結果を表 19、第 16 図に併せて示す。種実以外では、

各試料から炭化材（主体を含む）が 34.2g、昆虫類が

154 個、分析残渣（植物片主体）が約 550cc と、不明

炭化物が 37 個、岩片（頁岩等）が 104 個（14.1g）確

認された。以下、試料別出土状況を述べる。

・炭化物集中地点 SU111

　試料番号 1 からは、草本 2 分類群（スゲ属 A、スゲ

属）2 個の種実と、炭化材 4.7g（最大 18mm）、不明炭

化物 19 個、昆虫類 7 個、岩片 45 個（9.2g）が確認さ

れた。分析残渣（植物片主体）は約 80cc を量る。試料

番号 2 からは、木本のニワトコ 4 個、草本 3 分類群（ス

ゲ属、ウキヤガラ、コウホネ属）4 個、計 8 個の種実と、

不明 1 個、炭化材 10.6g（最大 18mm）、昆虫類 8 個、

岩片 52 個（4.3g）が確認された。分析残渣（植物片主体）

は約 85cc を量る。

・炭化物集中地点 SU124

　試料番号 1 からは、木本 2 分類群（ブドウ属、ニワトコ）

32 個、草本 2 分類群（スゲ属、カラムシ属）2 個、計

34 の種実と、炭化材 6.8g（最大 16mm）、不明炭化物

4 個、昆虫類 11 個が確認された。分析残渣（植物片主

体）は約 70cc を量る。試料番号 2 からは、木本 2 分類

群（オニグルミ、ニワトコ）67 個、草本 4 分類群（オモ

ダカ科、イネ科（ヒエ近似種）、カラムシ属、タデ属）6 個、
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計 73 個の種実と、炭化材 9.4g（最大 16mm）、不明炭

化物 2 個、昆虫類 24 個、岩片 7 個（0.7g）が確認され

た。分析残渣（植物片主体）は約 45cc を量る。堅果類

のオニグルミ 1 個と、栽培種の可能性があるイネ科（ヒエ

近似種）2 個、草本のタデ属 1 個が炭化している。

（b）灰像分析

　 結 果 を 表 20、 第 17 図 に 示 す。 炭 化 物 集 中 地 点

SU111、および SU124 の各試料からは、灰像が全く検出

されない。

　単体の植物珪酸体は、いずれの試料からも認められ、

植物珪酸体含量は約 6,100 ～ 7,300 個 /g で、試料ごと

に大きな差は認められない。検出される群集も類似してお

り、ヨシ属の産出が目立つ。他に、タケ亜科やススキ属

なども認められる。

（c）炭化材同定

　結果を表 21 に示す。炭化物集中地点の SU111 および

ゲ属、ウキヤガラ、コウホネ属で、植物珪酸体では湿潤

な場所に生育するヨシ属の産出が目立つ。

　以上のことから、周辺域に明るく開けた水湿地環境の存

在が窺え、周辺で入手が容易であったヤナギ属などを燃

料材に用いたことが想定される。また、いずれの試料から

も灰像が検出されなかったことから、炭化物の中にイネ科

植物の灰が含まれているとは考えにくく、イネ科の植物体

が燃料材として利用された可能性は少ない。なお、試料

観察時に炭化材などの大型植物片の密度がやや高い部分

を試料番号 1、やや低い部分を試料番号 2 として分析を

実施したが、微細物分析、灰像分析、炭化材同定のいず

（個 /g）

分　類　群
炭化物集中地点

SU111
炭化物集中地点

SU124

1 2 1 2 

イネ科葉部短細胞珪酸体

タケ亜科 200 100 200 200

ヨシ属 2,600 2,400 2,500 2,400

ウシクサ族ススキ属 100 200 200 100

不明 1,800 1,200 1,300 1,000

イネ科葉身機動細胞珪酸体

タケ亜科 100 200 <100 <100

ヨシ属 1,400 1,600 1,700 1,500

ウシクサ族 <100 <100 <100 <100

不明 900 600 700 700

合　計

イネ科葉部短細胞珪酸体 4,800 4,000 4,200 3,700

イネ科葉身機動細胞珪酸体 2,500 2,500 2,500 2,400

植物珪酸体含量 7,300 6,500 6,700 6,100

表 20　植物珪酸体含量

1）含量は、10 の位で丸めている（100 単位にする）。
2）合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。
3）<100：100 個 /g 未満。

第 17 図　植物珪酸体含量
図 6.　植物珪酸体含量

1,000 個

乾土 1g あたりの個数で示す。○は 100 個未満を定性的に示す。
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Ⅳ　理化学分析

SU124 から抽出した炭化材は、広葉樹 2 分類

群（ヤナギ属、トネリコ属）に同定された。各

分類群の解剖学的特徴等を記す。

・ヤナギ属（Salix）　ヤナギ科

　散孔材で、道管は単独または 2-3 個が複合

して散在し、年輪界付近で径を減少させる。

道管は、単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列

する。放射組織は異性、単列、1-15 細胞高。

・トネリコ属（Fraxinus）　モクセイ科

　環孔材で、孔圏部は 1-3 列、孔圏外で急激

に管径を減じたのち、厚壁の道管が単独また

は 2 個が放射方向に複合して配列し、年輪界

に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、1-3

細胞幅、1-30 細胞高。

（2）考　察

（a）炭化物集中地点 SU111

　試料番号 1・2 における微細物分析結果をみると、前

述の 3 地点よりも種実や植物片が少なく、炭化材が多く認

められる。それ以外にも、頁岩主体の岩片なども確認され

た。試料番号 1・2 より抽出された炭化材は、全てヤナギ

属である。ヤナギ属は、河畔などに生育する落葉低木～

高木で、木材は軽軟で強度、保存性は低い。検出された

種実は低木のニワトコと、水湿地生草本のアゼスゲ類、ス
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れにおいても、顕著な差は認められなかった。

（b）炭化物集中地点 SU124

　試料番号 1・2 の微細物分析結果は、SU111 と同様に

種実や植物片は少なく、炭化材が多い傾向を示す。種実

は、高木のオニグルミと、低木のニワトコ、籐本のブドウ

属と、水湿地生草本のオモダカ科、スゲ属、やや乾いた

場所にも生育する草本のイネ科（ヒエ近似種）、カラムシ

属、タデ属が確認された。植物珪酸体では、湿潤な場所

に生育するヨシ属の産出が目立ち、やや乾いた場所に生

育するタケ亜科、ススキ属なども認められる。抽出された

炭化材は、ヤナギ属、トネリコ属に同定された。トネリコ

属も、湿地等に生育する種類を含む落葉高木であり、木

材は重硬で強度が高い。よって、SU111 と同様に、周囲

にこれらの木本類・草本類の生育する水湿地の存在が窺

える。燃料材としては、灰像が確認されなかったことから、

周辺で入手しやすい木材を利用していた可能性が高い。

なお、試料番号 2 から確認された堅果類のオニグルミ 1

個と、栽培種の可能性があるイネ科（ヒエ近似種）2 個、

草本のタデ属 1 個は炭化していることから、何らかの人為

的行為により火を受けて炭化したと推定される。また、試

料観察時に炭化材などの大型植物片の密度がやや高い部

分を試料番号 1、やや低い部分を試料番号 2 として分析

を実施したが、2 試料に顕著な差は認められなかった。

G　木製品の用材選択

（1）結　果

　結果を表 21 に併せて示す。木質遺物は針葉樹 1 分類

群（イヌガヤ）と広葉樹 5 分類群（オニグルミ、ハンノキ

属ハンノキ亜属、コナラ属コナラ亜属コナラ節、クリ、トネ

リコ属）に同定された。前出のトネリコ属以外の解剖学的

特徴等を記す。

・ イ ヌ ガ ヤ（Cephalotaxus harringtonia  （Knight） K. 

Koch f.）　イヌガヤ科イヌガヤ属

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管

の早材部から晩材部への移行は緩やか。仮道管内壁に

はらせん肥厚が認められる。樹脂細胞は早材部および晩

材部に散在する。放射組織は柔細胞のみで構成され、分

野壁孔はヒノキ型で 1 分野に 1-2 個。放射組織は単列、

1-10 細胞高。

・ オ ニ グ ル ミ（Juglans mandshurica  Maxim. subsp. 

sieboldiana （Maxim.） Kitamura）　クルミ科クルミ属

　散孔材で、道管径は比較的大径、単独または 2-3 個が

放射方向に複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減

させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織はほぼ同性、1-3 細胞幅、1-40 細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus）

地点名 種別 試料番号 
遺構番号 状態 木取・形状 種類

炭化物集中地点 
SU111 土壌 3

1
炭化材 破片 ヤナギ属 

炭化材 破片 ヤナギ属

2
炭化材 破片 ヤナギ属

炭化材 破片 ヤナギ属

炭化物集中地点 
SU124 土壌 4

1
炭化材 破片 ヤナギ属

炭化材 破片 トネリコ属

2
炭化材 破片 ヤナギ属

炭化材 破片 トネリコ属

494-120G 柱材 1（636） T-75 生木 芯持丸木 クリ

534-144G タモ状木製品（635） RW1045 生木 破片 イヌガヤ

526-142G 倒木 RW1094 生木 芯持丸木 トネリコ属

536-144G 倒木 RW1095 生木 芯持丸木 ハンノキ属ハンノキ亜属

500-134G 柱材 2 T-32 生木 分割状 オニグルミ

496-122G 柱材 3 T-58 生木 芯持丸木 トネリコ属

494-122G 柱材 4 T-65 生木 分割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節

494-118G 柱材 5 T-70 生木 分割状 クリ

498-120G 柱材 6 T-72 生木 半裁状 トネリコ属

498-120G 柱材 7 T-73 生木 芯持材 トネリコ属

表 21　樹種同定・炭化材同定結果

Ⅳ　理化学分析
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Ⅳ　理化学分析

　カバノキ科

　散孔材で、管孔は単独または 2-4 個が放射方向に複合

して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状に

配列する。放射組織は同性、単列、1-20 細胞高のものと

集合放射組織とがある。

・ コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ 節（Quercus subgen. 
Quercus sect. Prinus）　ブナ科

　環孔材で、孔圏部は 1-3 列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、1-20 細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata  Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

　環孔材で、孔圏部は 3-4 列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、1-15 細胞高。

（2）考　察

　柱、木製品には、合計 6 種類が確認された。各種類の

材質等をみると、イヌガヤは本地域では多雪地域の変種

であるハイイヌガヤの可能性がある。ハイイヌガヤは、林

床等に生育する常緑低木で、木材は重硬・緻密で強度・

靭性・耐水性が高い。広葉樹のオニグルミは、谷筋の肥

沃な土地に生育する落葉高木で、木材は重硬で強度が高

い。ヤナギ属は、河畔などに生育する落葉低木～高木で、

木材は軽軟で強度・保存性は低い。ハンノキ亜属は、ト

ネリコ属と共に湿地林を構成する種類が含まれる落葉高木

である。木材は、比較的重硬で強度が高い。コナラ節とク

リは、二次林等を構成する落葉高木で、木材は重硬で強

度が高く、クリでは耐朽性も高い。

　いずれも花粉分析などから想定される周辺植生に生育し

ていてもおかしくない種群であることから、入手しやすい用

材から選択して、柱や木製品に利用していたと考えられる。
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5　クッキー状炭化物・土器付着炭化
物の放射性炭素年代測定

パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤　茂・安昭炫・佐藤正教

廣田正史・山形秀樹・小林紘一

Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・黒沼保子

1　はじめ に

　押出遺跡から出土したクッキー状炭化物と土器付着炭

化物について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射

性炭素年代測定を行った。なお、同一試料を用いて炭素・

窒素安定同位体比分析も行われている（炭素・窒素安定

同位体比分析の項参照）。

2　試料と方法

　試料は、SU112 から出土したクッキー状炭化物が 1 点

（PLD-25114）と、縄文土器 RP481（深鉢 101）の内

面付着炭化物が 1 点（PLD-25115）、合計 2 点である。

考古学的な所見によれば、いずれも縄文時代前期後葉（大

木 4 式期）と推定される。

　測定試料の情報、調製データは表 22 のとおりである。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コン

パクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得ら

れた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、
14C 年代、暦年代を算出した。また、質量分析計を用い

た炭素安定同位体比の測定では、質量分析計 DELTA 

V（Thermo Fisher Scientific 社製）、スタンダードには

IAEA Sucrose（ANU）を使用した。

3　結　　果

　表 23 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比

（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従っ

て年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代を、第 18 図に

暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値

は下 1 桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が

更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために

記載した。

　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した

年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期

として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記し

た 14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏

差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年

代誤差内に入る確率が 68.2% であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。
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測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-25114 遺構名：SU112
種類：クッキー状炭化物 
試料 No.1 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N，水酸化ナトリウム：1.0N，塩酸：1.2N）

PLD-25115 遺物 RP481
（深鉢 101）

種類：土器付着物・内面（おこげ） 
試料 No.3 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N，水酸化ナトリウム：1.0N，塩酸：1.2N）

表 22　測定試料および処理

測定番号 質量分析計で測定
した δ13C（‰）

加速器で測定
した δ13C（‰）

暦年較正用年代 
（yrBP±1σ）

14C 年代 
（yrBP±1σ） 

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

PLD-25114 -24.7 -25.24±0.19 5007±25 5005±25
3895BC（10.8%）3881BC  
3800BC（39.0%）3760BC  
3743BC（18.4%）3714BC

3937BC（27.3%）3873BC  
3810BC（68.1%）3707BC

PLD-25115 -24.7 -26.31±0.15 5124±25 5125±25 3971BC（44.3%）3941BC  
3856BC（23.9%）3820BC

3981BC（55.0%）3927BC  
3876BC（40.4%）3805BC

表 23　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

引用・参考文献

Bronk Ramsey, C. (2009)Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360p.
早瀬亮介　2008　「前期大木式土器」『総覧縄文土器』p.226-233　小林達雄編　アム・プロモーション
小林謙一　2008　「縄文時代の暦年代」『縄文時代の考古学 2　歴史のものさし－縄文時代研究の編年体系－』p.257-269　小杉康・谷

口康浩・西田泰民・水ノ江和同・矢野健一編　同成社
中村俊夫　2000　「放射性炭素年代測定法の基礎」『日本先史時代の 14C 年代』p.3-20　日本先史時代の 14C 年代編集委員会編　日本第

四紀学会．
Reimer, P.J., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Buck, C.E., Cheng, H., Edwards, R.L., Friedrich, M., Grootes, 
P.M., Guilderson, T.P., Haflidason, H., Hajdas, I., Hatte, C., Heaton, T.J., Hoffmann, D.L., Hogg, A.G., Hughen, K.A., Kaiser, K.F., Kromer, B., 
Manning, S.W., Niu, M., Reimer, R.W., Richards, D.A., Scott, E.M., Southon, J.R.,  Staff, R.A., Turney, C.S.M., and van der Plicht, J.(2013) 
IntCal13 and Marine13 Radiocarbon Age Calibration Curves 0–50,000 Years cal BP. Radiocarbon, 55(4), 1869-1887.

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、

および半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）を較

正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　14C 年代の暦年較正には OxCal4.1（較正曲線データ：

IntCal13）を使用した。なお、1σ 暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する

68.2% 信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2σ 暦年代

範囲は 95.4% 信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味す

る。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、

二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4　考　　察

　試料について、同位体分別効果の補正および暦年較正

を行った。以下、各試料の暦年較正結果のうち 2σ 暦年

代範囲（確率 95.4%）に着目して結果を整理する。

　クッキー状炭化物（PLD-25114）は、3937-3873 cal 

BC（27.3%） および 3810-3707 cal BC（68.1%）であ

った。土器の内面付着炭化物（PLD-25115）は、3981-

3927 cal BC（55.0%）および 3876-3805 cal BC（40.4%）

であった。小林（2008）や早瀬（2008）を参照すると、

いずれも縄文時代前期後葉に相当し、考古学的な所見と

も一致する。
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第 18 図　暦年較正結果
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6　炭化物試料の炭素・窒素安定同
位体比分析

山形秀樹・黒沼保子（パレオ・ラボ）

1　はじめ に

　山形県の押出遺跡より出土したクッキー状炭化物および

土器の内面付着炭化物の起源物質を推定するために、炭

素と窒素の安定同位体比を測定した。また、炭素含有量

と窒素含有量を測定して試料の C/N 比を求めた。なお、

試料 No.1 のクッキー状炭化物と試料 No.3 の土器付着炭

化物については、同一試料を用いて放射性炭素年代測定

も行われている（放射性炭素年代測定の項参照）。

2　試料および方法

　 試 料 は、 石 器 集 中 地 点 SU112 と炭 化 物 集 中 地 点

SU111 から出土したクッキー状炭化物が各 1 点（試料

No.1、No.2）と、土器付着炭化物 4 点（試料 No.3 ～

No.6）の計 6 点である。土器付着炭化物は、メスを用い

てすべて土器の内面から採取した（写真図版 107）。考古

学的な所見によれば、いずれも縄文時代前期後葉（大木

4 式期）と推定される。また、放射性炭素年代測定の結

果でも、縄文時代前期後葉の暦年代範囲を示した（放射

性炭素年代測定の項参照）。

　測定を実施するにあたり、各試料に対して、酸・アルカ

リ・酸洗浄（HCl：1.2N，NaOH：1N）を施して試料以

外の不純物を除去した後、測定を行った。炭素含有量お

よび窒素含有量の測定には、EA（ガス化前処理装置）で

ある Flash EA1112（Thermo Fisher Scientific 社製）を

用いた。スタンダードには、アセトニトリル（キシダ化学

化熱を利用して高温で試料を燃焼、ガス化させ、酸化触

媒で完全酸化させる。次に還元カラムで窒素酸化物を還

元し、水を過塩素酸マグネシウムでトラップ後、分離カラ

ムで CO2 と N2 を分離し、TCD でそれぞれ検出・定量を

行う。この時の炉および分離カラムの温度は、燃焼炉温

度 1000℃、還元炉温度 680℃、分離カラム温度 45℃で

ある。分離した CO2 および N2 はそのまま He キャリアガス

と共にインターフェースを通して質量分析計に導入し、安

定同位体比を測定した。得られた炭素含有量と窒素含有

量に基づいて C/N 比を算出した。

3　結　　果

　表 24 に、試料情報と炭素安定同位体比、窒素安定同

位体比、炭素含有量、窒素含有量、C/N 比を示す。第

19 図には炭素安定同位体比と窒素安定同位体比の関係、

第 20 図には炭素安定同位体比と C/N 比の関係を示した。

　第 19 図において、クッキー状炭化物 2 点（試料 No.1、

No.2）と土器付着炭化物 1 点（試料 No.3）は C3 植物・

草食動物の範囲に、その他の土器付着炭化物 3 点（試料

No.4 ～ No.6）はいずれもC3 植物の範囲にプロットされた。

　図 20 において、クッキー状炭化物 2 点（試料番号

No.1、No.2）はいずれも C3 堅果類の範囲に、土器付着

炭化物 3 点（試料 No.3、No.4、No.6）は C3 植物・草

食動物の範囲にプロットされた。試料 No.5 の土器付着炭

化物については C/N 比の値が高いため、図中にプロット

されなかった。

4　考　　察

　クッキー状炭化物の試料 No.1 と No.2 は、第 19 図で

C3 植物もしくは草食動物、第 20 図で C3 堅果類に相当す

試料 No.  試料情報
δ13CPDB δ15NAir 炭素含有量 窒素含有量

C/N 比
（‰） （‰） （%） （%）

1 SU112 
クッキー状炭化物 -24.7 2.90 73.9 1.90 45.4 

2 SU111 
クッキー状炭化物 -24.6 2.80 73.3 2.02 42.3 

3 RP481（深鉢 101） 
土器付着炭化物（内面） -24.7 5.65 57.2 6.05 11.0 

4 RP1088（深鉢 197） 
土器付着炭化物（内面） -26.6 4.29 56.4 6.30 10.4 

5 RP1063（深鉢 16） 
土器付着炭化物（内面） -26.1 0.468 49.4 0.926 62.2 

6 RP1041（深鉢 32） 
土器付着炭化物（内面） -24.5 7.54 57.6 6.72 10.0 

製）を使用した。また、炭素安定同位体

比（δ13CPDB）および窒素安定同位体比（δ
15NAir）の測定には、質量分析計 DELTA V

（Thermo Fisher Scientific 社製）を用い

た。スタンダードには、炭素安定同位体

比には IAEA Sucrose（ANU）、窒素安定

同位体比には IAEA N1 を使用した。

　測定は、次の手順で行った。スズコン

テナに封入した試料を、超高純度酸素と

共に、EA 内の燃焼炉に落とし、スズの酸

Ⅳ　理化学分析

表 24　結果一覧表
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第 19 図　炭素・窒素安定同位体比（吉田・西田 2009 に基づいて作製）

第 20 図　炭素安定同位体比と C/N 比の関係（吉田・西田 2009 に基づいて作製）

図1　炭素・窒素安定同位体比（吉田・西田（2009）に基づいて作製）

図2　炭素安定同位体比とC/N比の関係（吉田・西田(2009）に基づいて作製）
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図1　炭素・窒素安定同位体比（吉田・西田（2009）に基づいて作製）

図2　炭素安定同位体比とC/N比の関係（吉田・西田(2009）に基づいて作製）
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る範囲にプロットされ、C3 植物の堅果類などに由来すると

推定される。

　土器付着炭化物については、試料 No.3 は第 19・20

図のいずれにおいても C3 植物・草食動物に相当する範囲

にプロットされ、C3 植物もしくは草食動物に由来すると推

定される。試料 No.4 と No.6 は、いずれも第 19 図で C3

植物、第 20 図で C3 植物もしくは草食動物に相当する位

置にプロットされ、双方の結果から C3 植物に由来すると

推定される。試料 No.5 は、第 19 図では C3 植物に相当

する位置にプロットされたものの、第 20 図では C/N 比の

値が高く、図中にプロットされなかった。主に C3 植物に

由来する燃料材の煤に由来する可能性がある。

　押出遺跡のクッキー状炭化物と土器付着炭化物の炭素・

窒素安定同位体分析は、以前にも國木田・吉田（2010）

によって行われている（別試料）。これによると、クッキー

状炭化物は炭素・窒素安定同位体比で C3 植物、炭素同

位体比と C/N 比で堅果類の領域を示しており、堅果類の

デンプンを主成分とすると考えられている。また、押出遺

跡出土の土器付着炭化物は炭素・窒素安定同位体比で

は C3 植物の上端領域から海洋資源にむかって直線的に分

布する傾向があり、炭素同位体比と C/N 比では C3 植物・

草食動物の領域を示していて、動物資源の影響を受けて

いると考えられている。

　今回の試料も、分析の結果、クッキー状炭化物は堅果

類に由来すると考えられ、國木田・吉田（2010）で分析

されたクッキー状炭化物の分析結果とも整合的であった。

土器付着炭化物も、燃料材起源と推定される試料 No.5 を

除いて C3 植物もしくは草食動物の範囲を示しており、國

木田・吉田（2010）で分析された試料の結果と類似した

傾向を示したといえる。

7　押出遺跡第 5次発掘調査出土の
動物遺体

中村賢太郎（パレオ・ラボ）

1　はじめ に

　山形県東置賜郡高畠町に位置する押出遺跡の第 5 次発

掘調査では動物遺体が出土した。ここでは、動物遺体の

同定結果を報告する。

2　試料と方法

　試料は、遺物包含層から出土し、選別後にチャック付ポ

リ袋に収められた 24 袋の動物遺体である。1 袋につき、

複数の骨片が含まれていた。試料の時期は、縄文時代前

期後葉の大木 4 式期である。

　同定は、肉眼および実体顕微鏡下で現生標本との比較

によって行った。試料は、公益財団法人山形県埋蔵文化

財センターに保管されている。

3　結果と考察

　同定結果を表 25 に示した。試料は主に哺乳綱の骨や

歯が 500 点以上、硬骨魚綱が 1 点のみ見られた。試料

はいずれも焼骨で、黒色～灰色～白色を呈している。同

定された分類群は、哺乳綱がイノシシ（Sus scrofa）、シカ

（Cervus nippon）、硬骨魚綱がサケ科（Salmonidae）で

ある。以下に、各分類群について所見を記す。

（1）イノシシ

　イノシシは計 18 点が同定された。512-136G・F2 で

左上顎第 3 後臼歯 1 点が見られた。左上顎第 3 後臼歯

の咬耗は極わずかである。514-138G・F2 で歯の破片

Ⅳ　理化学分析
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14 点と指骨 2 点が見られた。2 点の指骨のうち 1 点の骨

端片は、未癒合の骨端が分離しており、幼獣と考えられる。

また、もう1 点の指骨は灰白色で収縮による亀裂が見られ、

有機成分を豊富に含んだ生の骨が高温で焼かれたと推定

される。550-148G・F2 で指骨 1 点が見られた。そのほか、

哺乳綱の同定に留まった骨片の中にもイノシシと同等サイ

ズのものがあり、イノシシが含まれていると思われる。

（2）シカ

　シカは計 162 点が同定された。歯の破片が、494-

132G・F2 で 1 点、512-138G・F2 で 15 点、514-

138G・F2 で 78 点、516-140G・F2 で 32 点、518-

140G・F2 で 3 点、520-140G・F2 で 2 点、550-148G・

F2 で 31 点、計 162 点見られた。そのほか、哺乳綱の

位置 層位 分類群 部位 左右 部分・状態 数量 備考

494-132G F2 シカ 歯 不明 破片 1 焼（灰黒色）

498-134G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 1 焼（白色）

504-136G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 3 焼（白～灰色，亀裂）

506-136G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 6 焼（白～灰色，亀裂）

508-138G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 2 焼（灰白色，亀裂）

510-138G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 4 焼（白～灰色）

512-138G F2 イノシシ 上顎第 3 後臼歯 左 半欠 1 焼（灰～黒色），咬耗極わずか

512-138G F2 シカ 歯 不明 破片 15 焼（白～黒色）

512-138G F2 哺乳綱 指骨 不明 破片 1 焼（灰白色）

512-138G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 38 焼（白～黒色，亀裂）

514-138G F2 イノシシ 歯 不明 破片 14 焼（灰～黒色）

514-138G F2 イノシシ 指骨 不明 骨端片 1 焼（灰白色，亀裂），骨端未癒合

514-138G F2 イノシシ 指骨 不明 完存 1 焼（灰白色，亀裂）

514-138G F2 シカ 歯 不明 破片 78 焼（灰～黒色）

514-138G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 >100 焼（白～黒色，亀裂）

516-140G F2 サケ科 椎骨 ― 破片 1 焼（灰白色）

516-140G F2 シカ 歯 不明 破片 32 焼（灰～黒色）

516-140G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 >100 焼（白～黒色，亀裂）

518-140G F2 シカ 歯 不明 破片 3 焼（灰～黒色）

518-140G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 28 焼（白～黒色）

520-140G F2 シカ 歯 不明 破片 2 焼（灰～黒色）

520-140G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 17 焼（白～黒色，亀裂）

522-140G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 30 焼（白～灰色，亀裂）

548-148G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 25 焼（白～黒色）

550-148G F2 イノシシ 指骨 不明 破片 1 焼（灰色）

550-148G F2 シカ 歯 不明 破片 31 焼（灰～黒色）

550-148G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 >100 焼（白～黒色，亀裂）

552-148G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 19 焼（白～黒色，亀裂）

554-150G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 2 焼（白色）

558-150G F2 哺乳綱 不明 不明 破片 1 焼（白色）

不明 F2 哺乳綱 不明 不明 破片 15 焼（白～黒色，亀裂）

表 25　押出遺跡第 5 次発掘調査出土の動物遺体

同定に留まった骨片の中にもシカと同等サイズのものがあ

り、シカが含まれていると思われる。

（3）サケ科

　サケ科は、516-140G・F2 で椎骨破片 1 点が見られた。

サケ科には、サケ属のサケやサクラマス（ヤマメ）、マスノ

スケ、イワナ属のイワナなどがある。

4　ま　と　め

　押出遺跡の第 5 次発掘調査で出土した縄文時代前期後

葉の動物遺体を同定した。試料は全て焼骨であった。同

定の結果、イノシシとシカ、サケ科が確認された。これらは、

本遺跡における動物利用の一端を示している。
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表 26　押出遺跡第 5 次発掘調査出土の昆虫化石

8　第 5次発掘調査出土の昆虫同定
森勇一（金城学院大学）

パレオ・ラボ

1　はじめ に

　山形県東置賜郡高畠町に位置する押出遺跡の第 5 次発

掘調査では昆虫化石が出土した。ここでは、昆虫の同定

結果を報告する。

2　試料と方法

　試料は、遺物包含層（F2）から出土した昆虫化石 4 点

である。試料の時期は、縄文時代前期後葉の大木 4 式期

である。

　同定は、肉眼および実体顕微鏡下で現生標本との比較

によって行った。試料は、公益財団法人山形県埋蔵文化

財センターに保管されている。

3　結　　果

　同定の結果、コウホネネクイハムシ、カナブン近似種、

クロオサムシ、キンナガゴミムシであった（表 26）。以下に、

各分類群について所見を記す。

（1）コウホネネクイハムシ　Donacia ozensis  Nakane　

右上翅　（写真図版 109：1，556-150G）

　上翅はつやのある金緑色。点刻が円形で、点刻周辺に

はあまりしわを伴わない。翅端が幅の狭い切断形を呈す

るなどの特徴を有することから、コウホネネクイハムシに

同定される。体長 7.2 ～ 7.8mm。

　学名の由来は、群馬県の尾瀬から最初に記録されたこ

とによる。和名は、食草が主にコウホネであるため名づけ

られた。

　コウホネネクイハムシは、中部地方の山地帯と東北地

方北部から新潟県中部にかけての日本海側の低地に広く

分布する日本固有種である。南限は長野県軽井沢、北海

道には分布しない。周囲の開けた池沼や、砂丘中の潟、

高層湿原の池塘などに生息する（野尻湖昆虫グループ

1985）、湿地性、湿原性の食植性昆虫である。

　愛知県朝日遺跡の縄文時代中期の泥炭層、および愛

知県町田遺跡の同じく縄文時代中期の地層中から発見され

（森 1999）、縄文中期の寒冷期を裏づける根拠になった

北日本型昆虫であるが、山形県には現在も分布する（林

2012）。

（2）カナブン近似種　Rhomborrhina  cf. japonica Hope

　右上翅片　（写真図版 109：2・3，514-138G）

　光沢のある緑色の上翅片である。かぎ状の点刻をまば

らに有し、破壊されていない部分がカナブン小楯板の下

半部と接合し、同じく破壊されていない部分がカナブン右

上翅の会合線と一致するため、カナブン（小楯板下位の

右上翅一部）に同定される可能性が高い。近縁のアオカ

ナブン R. unicolor にも似るが、会合部付近の点刻の配列

や色調が異なる。

　カナブンは、体長 22 ～ 30mm、大型のコガネムシ科

甲虫である。クヌギやコナラ、アベマキ、アカガシなどの

樹液に集まる森林性の食植性昆虫である。本州・四国・

九州・南西諸島などに分布し、北海道には分布しない。

分布の中心は明らかに西南日本にあり、本来亜熱帯性の

昆虫とされる。東方地方北部で生息が確認されたのはごく

最近のことであり、現在の分布では山形県が北限とされる

（岡島・荒谷 2012）。なお、アオカナブンは北海道にも

生息する。

（3）クロオサムシ　Carabus albrechti  Morawitz　前胸背

板右半部　（写真図版 109：4，514-138G）

　やや青色光沢を帯びる黒色の前胸背板片である。正中

溝の部分で破壊し、左半部が失われ前縁部も欠落してい

る。全面に大型の点刻がまばらに配され、あまり目立たな

いが横皺が伴われる。基部には、三角形に似た明瞭な陥

凹が認められる。側縁は中央部が膨隆し、基部付近では

やや狭まる。

　大型の前胸背板の特徴から、オサムシ亜科 Carabinae

に分類されることは確実である。日本産オサムシ亜科の

全種と照合した結果、本標本とその特徴が最もよく似る

昆虫は、トウホククロオサムシ C. albrechti tohokuensis  

Ishikawa に分離されるクロオサムシの東北地方亜種であ

った。

位置 層位 分類群 部位

506-136G F2 キンナガゴミムシ 右上翅片

514-138G F2
カナブン近似種 右上翅片

クロオサムシ 前胸背板右半部

556-150G F2 コウホネネクイハムシ 右上翅

Ⅳ　理化学分析
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　トウホククロオサムシは、体長 20 ～ 23mm、金銅色

ないし銅色で緑色を帯びる中型のオサムシの仲間である。

本標本の前胸背板は、後角が突出しないで丸みを帯びて

いる。後角突出部の大小については個体変異が大きく、

分類上必ずしも重要な形質ではないが、後角が本標本ほ

ど丸まるものは、トウホククロオサムシの現生種には見あ

たらない。

　オサムシ類は、上翅が癒合し飛べない昆虫であるため、

地域による形態変異が大きい昆虫として知られる。なかで

も、クロオサムシは最も地域分化の著しいオサムシの仲間

である。本種は、北海道と本州の中部地方以北のみに分

布するオサムシであるが、この狭い地域内で現在 12 亜種

が報告されている（八尋 2008）。本標本が縄文時代前期

のものであることから、その形態的特徴は現生種といくぶん

か異なっていた可能性も考えられる。クロオサムシは、森

林内や林縁周辺に生息する肉食性の地表性歩行虫である。

（4） キ ン ナ ガ ゴ ミ ム シ　Pterostichus planicollis  

（Motschulsky）　 右 上 翅 片　（ 図 版 109：5・6，506-

136G）

　光沢のある緑色の右上翅片である。側縁と翅端部は失

われている。条溝は深く明瞭であり、条溝内は破線状に

点刻される。間室は膨隆し、拡大すると丸い粒状模様が

密に彫刻されていることが分かる。第 3 間室内側の第 2

条溝に接する部分に、少なくとも一つの孔点が認められる。

以上の特徴より、キンナガゴミムシに同定される。

　キンナガゴミムシは、体長 10 ～ 13mm、赤銅色の光

沢のあるゴミムシであり、体色はときに緑銅色を呈する。

上翅も赤銅色のものが多いが、黒緑色の個体も出現する。

本標本は、黒緑色タイプのキンナガゴミムシといえる。

　本種は、北海道・本州・四国・九州など日本全土に分

布し、森林内や林縁、畑作地などに生息する。鱗翅目幼

虫などを食べる地表性の肉食性甲虫である。

4　考　　察

　縄文時代前期後葉の山形県押出遺跡から、4 点の昆虫

化石が発見された。1 点は、湿地性昆虫のコウホネネクイ

ハムシ、もう1 点は樹液に集まる森林性昆虫として知られ

るカナブン近似種に同定された。残る 2 点は、いずれも

地表性で肉食性のオサムシ科の仲間であった。うち1 点は、

主に森林内の林床に生息するクロオサムシ、もう1 点は、

森林内や林縁などに生息することが多いキンナガゴミムシ

であった。

　産出昆虫の個体数が少なく、そこから得られる情報は断

片的なものであるが、発見された昆虫化石をもとに、押出

遺跡周辺の古環境を考えてみることとする。

　コウホネネクイハムシが生息する環境は水深の浅い池

沼や湿地である。本種の食草がコウホネにほぼ限られるこ

とから、押出遺跡が立地した場所の周辺にコウホネの繁

茂する止水域が存在した可能性が考えられる。

　森林性のカナブンが発見され、それ以外にも森林内の

林床や林縁部に生息するクロオサムシやキンナガゴミムシ

が産出しており、遺跡の近傍に主に落葉広葉樹からなる

森林があったと考えられる。

　山形県を北限とする南方系のカナブン近似種が発見さ

れたことから、当時の気温は、現在よりいくぶん高かった

可能性も考えられる。なお、この推定は、他の 3 点の昆

虫の現在における分布とも矛盾しないが、より多くの昆虫

組成をもとに判断すべきであるため、あくまで可能性の範

囲にとどめておきたい。
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9　木製皿 626の樹種同定
株式会社吉田生物研究所

1　試　　料

　試料は山形県押出遺跡から出土した容器 1 点である。

2　観 察 方 法

　剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）

の各切片を採取し、永久プレパラートを作製した。このプ

レパラートを顕微鏡で観察して同定した。

参考文献

林昭三　1991　『日本産木材顕微鏡写真集』京都大学木質科学研究所
伊東隆夫　1999　『日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ』京都大学木質科学研究所
島地謙 ･ 伊東隆夫　1998　『日本の遺跡出土木製品総覧』雄山閣出版
北村四郎 ･ 村田源　1979　『原色日本植物図鑑木本編Ⅰ ･ Ⅱ』保育社
奈良国立文化財研究所　1985　『木器集成図録 近畿古代篇』（奈良国立文化財研究所　史料第 27 冊）
奈良国立文化財研究所　1993　『木器集成図録 近畿原始篇』（奈良国立文化財研究所 史料第 36 冊）

No. 品名 樹種

626 皿 広葉樹の樹皮

表 27　樹種同定結果

3　結　　果

　樹種同定結果（広葉樹 1 種）の表と顕微鏡写真（使用

顕微鏡：Nikon DS-Fi1）を示し、以下に各種の主な解剖

学的特徴を記す。

（1）広葉樹の樹皮

　木口面と柾目面では死滅した篩部、軸方向柔細胞、じ

ん皮繊維がある程度層をなして並んでいる。途切れ途切

れの放射組織が見られる。板目面では紡錘形の放射組織

と死滅した篩部、じん皮繊維、軸方向柔細胞の複雑に入

り混じった状態が見られる。

10　木製品・縄・樹皮の樹種同定と
漆製品の塗膜断面観察

株式会社東都文化財保存研究所

A　樹 種 同 定

1　試　料

　試料は、縄文時代前期の木製品 15 点、縄および粗縄

2 点、樹皮 2 点の合計 19 点である。このうち、縄（651）

は、柔らかく切片作成不可能であったことから、小片を使っ

て薄片作製によるプレパラート作成を行う。

2　分析方法

　縄（651）と粗縄（654）を除く17 点は、資料の形状

等を確認した上で、剃刀を用いて木口（横断面）・柾目（放

射断面）・板目（接線断面）の 3 断面の徒手切片を直接

採取する。切片をガム・クロラール（抱水クロラール・ア

ラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の混合液）で封入

し、プレパラートとする。粗縄（654）は、柔らかく切片

作成不可能であったが、薄片にすると大幅に形状が変わ

ることから、保存処理によりPEG を含浸させ、軽く真空凍

結乾燥した後、横断面の切片を採取する。切片は、ガム・

クロラールで封入してプレパラートとする。縄（651）は、

破片を合成樹脂に包埋し、樹脂を固化させる。横断面が

出るように切断し、切断面を研磨してスライドグラスに接

着する。反対側も切断と研磨を行い、プレパラートとする。

プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を

観察し、その特徴を現生標本および独立行政法人森林総

合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類

を同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）、

Wheeler 他（1998）、Richter 他（2006）を参考にする。

また、日本産木材の組織配列は、林（1991）や伊東（1995・

1996・1997・1998・1999）を参考にする。

3　結　果

（1）木製品

　樹種同定結果を表 28 に示す。木製品は、針葉樹 1 分

類群（マツ属複維管束亜属）と広葉樹 6 分類群（ヤナギ属・

クリ・カツラ・ケンポナシ属・トネリコ属・ムラサキシキブ属）
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に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属（Pinus  subgen. Diploxylon）

　マツ科

　軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道

管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩

材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放

射組織は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピセリウム

細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管

内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、

1-15 細胞高。

・ヤナギ属（Salix）　ヤナギ科

　散孔材で、道管は単独または 2-3 個が複合して散在し、

年輪界付近で径を減少させる。道管は、単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1-15

細胞高。

・クリ（Castanea crenata  Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

　環孔材で、孔圏部は 3-4 列、孔圏外で急激に径を減じ

たのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、

1-15 細胞高。

・カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.）

　カツラ科カツラ属

　散孔材で、管孔はほぼ単独で散在し、年輪界に向かっ

て管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管は階

段穿孔を有する。放射組織は異性、1-2 細胞幅、1-30 細

胞高。

・ケンポナシ属（Hovenia）　クロウメモドキ科

　環孔材で、孔圏部は 1-3 列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、厚壁の道管が単独または 2 個が放射方向に複

合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異

性、1-5 細胞幅、1-40 細胞高。

・トネリコ属（Fraxinus）　モクセイ科

　環孔材で、孔圏部は 1-3 列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、厚壁の道管が単独または 2 個が放射方向に複

合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同

性、1-3 細胞幅、1-30 細胞高。

・ムラサキシキブ属（Callicarpa）　クマツヅラ科

　散孔材で、横断面では多角形、道管は単独または 2-3

個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1-3 細胞幅、

1-20 細胞高。

（2）縄・粗縄

・縄（651）

　細い繊維が多数集合している様子が確認できる。繊維

の径は約 5 ～ 20μm。断面形状は不定形で、穴のある繊

維も認められることから、植物質に由来すると考えられる

が、保存が悪く植物種は不明である。

・粗縄（654）

　粗縄は、断面で薄い板状の繊維 2 本を撚って作られて

いる。繊維は、横断面で四角の細胞が多数配列している

様子が確認できる。この特徴から針葉樹の樹皮と考えられ

る。

（3）樹皮

　660 と 661 の 2 点がある。いずれも薄い板状の樹皮が

巻いている様子が見られる。横断面の切片が採取できな

いため、組織の特徴が不明であるが、粗縄（654）に似

ている。

B　塗膜断面の観察

1　試　料

　試料は、彩漆土器（238）の外面塗膜 1 点と、漆器（618）

の外面および内面の塗膜各 1 点の合計 3 点である。

2　分析方法

　彩漆土器は、接合破片から慎重に塗膜片を採取する。

その際、土器胎土も含まれるように 2 ～ 3mm 角の破片を

採取した。漆器は、外面と内面の破損が激しい。接合で

きる破片から内面と外面の塗膜を採取する。その際、土

器と同じく木地の途中から採取し、木地から塗膜への変化

を確認できるようにする。

　塗膜片は、合成樹脂に包埋して樹脂を固化させる。ダ

イヤモンドカッターで断面が出るように切断し、切断面を

研磨する。研磨面をスライドグラスに接着する。反対側も

切断と研磨を行い、プレパラートとする。

　プレパラートは、生物顕微鏡、落射蛍光顕微鏡、偏向

顕微鏡等を使って塗膜片の様子を観察する。

3　結　果

・彩漆土器（238）

　塗膜層は薄片作製の過程で剥離した。土器胎土表面お
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よび塗膜下部には黒色の薄い層が認められ、下地の可能

性がある。漆塗膜は厚さが約 50μmで、3 層の漆層（漆

層 1 ～ 3）が認められる。最下部の漆層 1 と最上部の漆

層 3 は、赤色顔料が含まれる漆層である。赤色顔料は、

ベンガラと考えられる。中間の漆層 2 は、非常に薄い混

和物の無い漆層である。

・漆器（618）

　漆器は、外面が黒色、内面が赤褐色を呈するが、外面

の塗膜には光沢がほとんど認められない。外面では、木

地の中に樹脂が散見されるほか、表面には黒色の薄い層

が認められる。これらは、下地に由来すると考えられる。

光沢がほとんど無いことから、表面の漆層は失われている

可能性がある。

　一方、内面は、木地の上に樹脂と黒色物質が不規則に

混じる層が認められ、これが下地と考えられる。下地の上

には、赤色顔料を含む漆層（漆層 1）が約 20 ～ 30μm

の厚さで認められる。赤色顔料は、ベンガラと考えられる。

表 28　押出遺跡の樹種同定結果

No. 遺物名 種類

618 漆器 ケンポナシ属

619 皿 ケンポナシ属

620 皿 クリ

621 皿 クリ

622 皿 ケンポナシ属

624 皿 ケンポナシ属

625 台付皿 ケンポナシ属

627 ヘラ状木製品 マツ属複維管束亜属

628 ヘラ状木製品 ヤナギ属

629 ヘラ状木製品 カツラ

630 ヘラ状木製品 マツ属複維管束亜属

631 柄状木製品 マツ属複維管束亜属

632 柄状木製品 トネリコ属

633 棒状木製品 ケンポナシ属

634 棒状木製品 ムラサキシキブ属

651 縄 植物繊維

654 粗縄 樹皮

660 樹皮 樹皮

661 樹皮 樹皮
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Ⅴ　地質層序および植物遺体群からみた
	 押出遺跡の遺構・遺物包含層の性格

1　はじめ に
　この報告は、平成 24 年度の発掘調査で確認された遺

構・遺物包含層の層準とそこから産出する植物遺体群の

検討を中心に、平成 21 年度以降の調査（安・辻 2010、

安・辻 2011、松本・辻 2012、安・辻 2013）で行なっ

た押出遺跡の遺物包含層の特徴と時間・空間的広がりに

関する調査結果をまとめたものである。これまでの調査で、

沼尻堀排水路に沿って実施された発掘調査において確認

された地質層序ならびに遺跡の周辺域 17 地点で採取した

ボーリング ･ コアの観察による層序および遺物包含層の特

徴と層準について検討してきた。平成 24 年度の発掘調査

区においては木炭の密集部や杭の集中部、さらに粗粒砕

屑物からなる遺物包含層とその上位に整合に覆う厚い泥

炭層が確認され、遺構と遺物包含層の特徴と層準が明瞭

に捉えられるようになった。ボーリング調査でも発掘調査

区で確認されたそれと同様の特徴をもつ遺物包含層が確

認でき、遺物包含層の空間的広がりが明らかになった。ま

た、遺物包含層の時間的な長さについても新たな知見と

試料を得ることができた。第 2 項では遺跡と周辺域の地

質層序と遺構・遺物包含層の特徴について述べ、第 3 項

と第 4 項では遺物包含層に含まれるか遺構をなす植物遺

体群の検討結果を報告する。最後に第 5 項で押出遺跡の

遺構・遺物包含層の性格について論じる。

2　地質層序と遺構・遺物包含層の
	 層準
　これまでに実施されたシンウォール・サンプラーによる

ボーリング調査地点及び調査で得られた地質柱状図と層

序区分を第 21 図、第 22 図に示す。遺跡周辺域の採取

地点を OD-1 ～ 16 とし、発掘調査区から北へ約 2.8km

離れた白竜湖南側の採取地点を HR とした。発掘調査区

のトレンチ断面およびボーリング・コアの観察によって層

序区分を行なった。現在の水田耕作土とその下位の灰色

シルト層および草本質泥炭層からなる A 層、上部が黒色

草本泥炭層、中部が褐色草本泥炭層、下部が褐色泥炭

質シルト層からなる B 層、大半が黒色分解質泥炭層から

なる C 層、下部が遺構および遺物包含層で、上部が泥

炭質シルトからなる D 層、灰褐色泥炭質シルト層からな

り最下部に黒色粘土層をもつ E 層、そして粘性のある褐

色あるいは灰白色粘土からなる F 層に区分できた。地点

OD-1 での放射性炭素年代測定による堆積層の推定年代

は、A 層の下限が 570±60BP（TKa-14905）に近接し

た時期、C 層の下限が 4380±70BP（TKa-14908）、上

限が 2150±60BP（TKa-14906）と得られた。E 層の下

限は 5750±60BP（TKa-14911）より古いと推定される。

以上の地質層序から堆積環境は、湖沼的堆積環境（F 層）

－河成低地的堆積環境（E 層）－湿地堆積環境（D 層上部）

－黒色分解質泥炭層形成環境（C 層）－河成低地・湿地

堆積環境（B 層）－河川氾濫・河成低地堆積環境（A 層）

へと変遷したことが読み取れる。

　ボーリング ･ コアで確認できる遺物包含層は D 層下部

をなす特殊な堆積物であり、発掘調査区の遺物包含層と

同様の特徴を示す層として認識された。ボーリング調査の

地点によって、粗粒の砂と木炭砕片の散在、あるいは黒

色の木炭砕片の密集部、あるいは粗粒の砂と木炭片のみ

からなる粗粒砕屑物層として識別できる。平成 24 年度の

発掘調査区においては木炭の密集部や杭の集中部、さら

に粗粒砕屑物からなる遺物包含層とその上位に整合に覆

う厚い泥炭層が確認された。平成 24 年度の発掘調査の

際に地質層序の検討を行なったグリッド 470-126、518-

140、532-144 の 3 地点の地質柱状図と試料の層準を第

23 図に示した。グリッド 518-140 および 532-144 では

遺物包含層の上位の褐色未分解草本泥炭層が厚さ 20 ～

安昭炫 1・辻誠一郎 2・佐々木由香 1・崔聖國 2・黒沼保子 1・守屋亮 3・垣内彰悟 2

1：株式会社パレオ ･ ラボ，2：東京大学大学院新領域創成科学研究科，3：東京大学大学院人文社会系研究科
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第 1図　押出遺跡調査地の位置図

第 21 図　押出遺跡調査地の位置図
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第 3図　発掘調査区での試料採取地と地質柱状図
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30cm におよぶことが確認され、発掘調査区の中央部と南

部の 2 個所の杭集中部の間に広がりをみせることが明ら

かになった。この空間は、D 層下部の遺物包含層が厚く

堆積している場所におおむね一致しており、全体に凹地状

になっている場所であることから、いわゆる水場の環境で

あったとみられる。この泥炭層は周辺では薄い褐色シルト

層になっているので、形成期間は長くなく、また遺物包含

層に連続するものとみなせる。遺物包含層が人為堆積物

であるのに対して、遺物包含層の上位の泥炭層は自然の

湿地堆積物と考えられる。遺物包含層は粗粒砕屑物を基

質としながら植物遺体群を豊富に含んでおり、これら植物

遺体群に着目した遺物包含層の性格について検討を行っ

た。

3　遺物包含層中の植物遺体群
　グリッド 516-140 や 550-148 における遺物包含層主要

部の容積 1000ml を１mm 篩で水洗選別したものを第 24

図に示す。水洗の結果、クルミの内果皮（大半に人為に

よる打撃痕あり、一部に被熱痕みられる）、木炭片、木材片、

植物の茎葉・草本類の根、植物砕片・木炭砕片、砂（石

器のチップを含む）、種実類、そして土器片に選別された。

このうち種実類の同定結果を表 29 に示す。上記のような

遺物包含層の内容は、他のグリッドにおいてもおおむね共

通しており、とくに割り砕かれたクルミの内果皮と木炭片が

まんべんなく豊富に含まれている。グリッド 518-140 の土

壌の水洗選別（安・辻 2013）でも同様の結果であった

ことから、遺物包含層の均質性が確かめられた。グリッド

474-126、516-140、550-148 から産出する木炭群の一

部を対象とした樹種同定の結果を表 30 に示す。また、同

定根拠となった木材組織の特徴を本報告の最後に記載し、

木炭群の走査型電子顕微鏡写真を写真図版 114 ～ 117

として示した。木炭群の樹種構成は、複数のグリッドで共

通してトネリコ属、ヤナギ属が優占し、次いでハンノキ属

ハンノキ節、コナラ属コナラ節、クリなどが高率を占める。

4　杭・柱状遺構をなす木材遺体群
（1）試料と方法

　杭ならびに柱状遺構を構成する木材と倒木の 74 点につ

いて樹種同定と、直径ならびに成長輪数などの計測を行っ

た。内訳は、杭ならびに柱状遺構が 69 点、倒木が 5 点

である。杭ならびに柱状遺構は、検出面に縦方向に打ち

込まれていた一群で、先端の加工痕は確認されていない。

木取りは炭化して不明であった 1 点をのぞき、すべて芯持

丸木である。倒木は、横方向に倒れて検出された一群で、

調査区内において加工痕は確認されていない。木取りは

すべて芯持丸木である。試料の採取は、木取りならびに

第 23 図　発掘調査区での試料採取地と地質柱状図

Ⅴ　地質層序および植物遺体群からみた押出遺跡の遺構・遺物包含層の性格
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第 24 図　グリッド 516-140・550-148 の遺物包含層の主要構成物第 4図　グリッド 516-140，550-148 の遺物包含層の主要構成物

直径を確認しながら、半径が計測可能な部分をブロック

状に切り取った。ブロックから樹種同定用に剃刀を用いて

3 断面（横断面・接線断面・放射断面）の切片を採取し、

ガムクロラールで封入してプレパラートを作製した。これ

を光学顕微鏡で観察・同定し、写真撮影を行った（写真

図版 118・119）。さらに一部について目視と実体顕微鏡

下で残存径と成長輪数を計測し、最外年輪もしくは辺材、

樹皮の有無を確認した。

（2）樹種同定の結果

　樹種同定の結果、針葉樹のマツ属複維管束亜属の 1 分

類群、広葉樹のヤナギ属とオニグルミ、ハンノキ属、コナ

ラ属コナラ節（以下コナラ節）、クリ、ケンポナシ属、キ

ハダ、モチノキ属、トネリコ属シオジ節（以下シオジ節）、

トネリコ属トネリコ節（以下トネリコ節）の 10 分類群の、

Ⅴ　地質層序および植物遺体群からみた押出遺跡の遺構・遺物包含層の性格
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表29　種実遺体群の同定結果と産出状況(多い(20点以上):◎，普通:○，稀:＋)

 分類群 産出部位

 カヤ 種子 ○ ○
 オニグルミ 核(内果皮） ◎ ◎
 ハンノキ属 果実 ○
 クマヤナギ 核 ○ ＋(1)
 クリ 果皮・炭化子葉 ◎ ◎
 コブシ 種子 ＋(4) ＋(1)
 キハダ 核 ＋(4) ＋(1)
 ミズキ 核 ○ ○
 ブドウ属 種子 ○ ○

 コウホネ 種子 ＋(2)
 スズメウリ 種子 ＋(1)
 シソ属 果実 ＋
 アズキ亜属 種子 ＋
 カヤツリグサ科 果胞 ＋ ＋
 タデ科 果実 ＋ ＋

516-140 F2 550-148 F2

表30　木炭群の同定結果と数量(木炭片の個数)

 分類群 SU111（474-126） 516-140 F2 550-148 F2

 マツ属複維管束亜属 2 6
 オニグルミ 1 2
 サワグルミ 7 2
 ヤナギ属 26 13 11
 ハンノキ属ハンノキ節 3 11 1
 ハジバミ属 1
 クリ 6 5 2
 コナラ属コナラ節 2 6
 ニレ属 2
 ケヤキ 1
 モクレン属 1
 クワ属 1
 サクラ属 1
 フジ属 1
 キハダ 1
 ウルシ 1
 カエデ属 2 1
 トネリコ属 11 12 36

 ススキ属 1

 不明樹皮 3
 不明木材 2 2

 合計 56 56 74

計 11 分類群が得られた。このう

ち、杭または柱状遺構には全分類

群が確認され、倒木にはヤナギ属

とハンノキ属、シオジ節の 3 分類

群が見いだされた（表 31）。杭ま

たは柱状遺構は、69 点中シオジ

節が 23 点（33.3%）と最も多く、

全体の 1/3 を占める。次いでコナ

ラ節 13 点、 ヤナギ 属 12 点、ク

リ 8 点が多く、これら 4 分類群で、

全体の約 8 割を占める。このほか

の分類群は産出数 4 点以下であっ

た。倒木は、5 点中シオジ節とハ

ンノキ属が各 2 点で、ヤナギ属が

1 点であった。樹種同定された木

材の分布図を第 25 図に示す。出

土範囲にはおおよそ 3 つのまとま

りがあるため、範囲ごとに拡大図

を作製した。A は炭化物範囲およ

びその周辺である。杭または柱状

遺構の径はいずれも小径で、コナ

ラ節がもっとも目立ち、シオジ節、

ケンポナシ属、ヤナギ属がそれに

次ぐ。B は調査区のほぼ中央なら

びに東拡張区の範囲で、最も杭も

しくは柱状遺構が検出された範囲

である。東拡張区内および主トレ

ンチと交差する範囲周辺では、規

則性はみられないが大径材が目立

つ。これら大径材の樹種は、クリ

とシオジ節、キハダがほとんどで、

特に東拡張区内ではクリとシオジ

節のみが見いだされた。これらの

一部の材について断割りを行った

結果、検出面から 1m 以上打ち込

まれていた。C は調査区の南側で

ある。杭または柱状遺構はみられ

ず、比較的大径の倒木が調査区と

直交方向に数点出土した。

（3）杭または柱状遺構の直径

Ⅴ　地質層序および植物遺体群からみた押出遺跡の遺構・遺物包含層の性格
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　杭または柱状遺構の直径を表 32 に示す。上位 4 分類

群とその他の分類群について 2cm ごとの直径階級の分布

をみると、直径のピークは 6.1 ～ 10.0cm の範囲内にあ

り、36 点で全体の約 5 割を占める。全体的に直径 12cm

以下に約 8 割が収まる。直径が 12cm より大きい樹種は、

シオジ節（4 点）とクリ（4 点）、オニグルミ（2 点）、キ

ハダ（2 点）、コナラ節（1 点）であった。倒木 5 点の直

径階分布を表 34 に示す。直径は 22cm 以下であった。

（4）成長輪数

　比較的計測しやすい広葉樹の環孔材を中心に、生材

59 点の成長輪数を確認した。4 年輪ごとの成長階級分布

を第 26 図に示す。灰色は残存年輪数のため、実際の年

輪数は示した値よりも多い。杭または柱状遺構の材は比較

的若い木が多く、年輪数 20 年以下が 54 点中 36 点と全

体の 2/3 を占める。20 年輪より多い樹種は、トネリコ属

とコナラ節、クリ、キハダの 4 樹種のみであった。倒木は

年輪数が多く、最高でハンノキ属の 85 年輪であった。直

径が 20cm 前後の 3 点はシオジ節が 63 年輪、ハンノキ

属が 71 年輪といずれも成長が悪かった。

表 31　杭（杭または柱状遺構）および倒木の樹種組成

分類群 杭 ％ 倒木 計 ％

トネリコ属シオジ節 23 33.3％ 2 25 33.8％
コナラ属コナラ節 13 18.8％ 13 17.6％
ヤナギ属 12 17.4％ 1 13 17.6％
クリ 8 11.6％ 8 10.8％
オニグルミ 4 5.8％ 4 5.4％
キハダ 3 4.3％ 3 4.1％
ケンポナシ属 2 2.9％ 2 2.7％
ハンノキ属 1 1.4％ 2 3 4.1％
マツ属複維管束亜属 1 1.4％ 1 1.4％
モチノキ属 1 1.4％ 1 1.4％
トネリコ属トネリコ節 1 1.4％ 1 1.4％

合計 69 100.0％ 5 74 100.0％

表 32　杭または柱状遺構の直径階分布（数字は直径の上限（cm）を示す）

分類群 -4 -6 -8 -10 -12 -14 -16 -18 -20 合計

トネリコ属シオジ節 3 5 9 2 2 1 1 23
コナラ属コナラ節 1 3 4 3 1 1 13
ヤナギ属 1 3 3 3 2 12
クリ 1 2 1 2 1 1 8
その他 1 4 2 2 3 1 13

合計 2 11 18 18 7 6 5 2 3 69

5　押出遺跡の遺構・遺物包含層の

	 性格
　押出遺跡の遺物包含層は地質学的に単層であり、存続

期間は短期間であったと推定される。発掘調査区で確認さ

れた遺物包含層は、何層にも分けられるような単位からな

る可能性は低く、中央部から南部の凹地部で確認されたよ

うな厚い遺物包含層でも割り砕かれたクルミ内果皮や木炭

片を多量に含む比較的均質性の高い粗粒砕屑物からなる

ことから、人間活動の期間は比較的短かったものとみられ

る。層位的には、人間の活動期が D 層の下部のみに限定

されるか、あるいは上部の泥炭層にまで及ぶ可能性も考え

られる。クルミ内果皮や木炭片で特徴づけられる遺物包含

層のそれぞれの構成物は人為的に混ぜられたものである

可能性が高く、D 層下部を構成する堆積物はその大半が

人為的堆積物であると考えられる。

　押出縄文人の植物資源利用については、遺跡立地の間

近である湿地や河畔の森林への依存度が高い資源利用様

相が解明された。杭または柱状遺構に用いられていた木

Ⅴ　地質層序および植物遺体群からみた押出遺跡の遺構・遺物包含層の性格
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T-12

T-14T-11

オニグルミ

T-18

シオジ節

ハンノキ属

シ

トネリコ節

オジ節

シオジ節

キハダ

シオジ節

コナラ節

ヤナギ属
シオジ節

ヤナギ属

C

A

B

ヤヤナナギ属ギ属

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

オニグルミ

ヤナギ属

コナラ節

ヤナギ属

T-30コナラ節

シオジ節

T-8コナラ節

シオジ節シオジ節

シオジ節T-28シオジ節節

ナヤヤナナギ属ギ属

ハハンンノノキキ属属

シオジ節

コナラ節コナラ節コナラ節

コナラ節コナラ節

コナラ節コナラ節

シシオオジジ節節

ココナナララ節節

シオジ節
シオジ節

シオジ節

シオジ節

クリ

T-10コナラ節T-10コナラ節

ヤヤナナギ属ギ属

ヤヤナナギ属ギ属

シオジ節

シオジ節

ヤナギ属ヤナギ属

T-44ケンポナシ属ケンポナシ属
ココナナララ節節

第 5図　樹種同定試料と出土位置

T-56T-56ママツツ属複維管束亜属属複維管束亜属

C

A

B

第 25 図　樹種同定試料と出土位置
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表 33　押出遺跡出土杭および倒木の樹種同定結果（直径および残存半径の単位は cm）
試料番号 グリッドまたは位置
T-1 494-132
T-2 492-130
T-3 492-134
T-4 490-132
T-5 494-134
T-6 494-134
T-7 494-134
T-8 496-134
T-9 496-132
T-10 496-134

樹皮

○
T-11 496-134
T-12 496-134
T-13 496-134
T-14 496-134
T-15 496-132
T-16 496-132
T-17 496-132
T-18 496-132
T-19 496-134
T-20 496-134
T-21 496-134
T-22 496-132
T-23 496-134
T-24 496-134
T-25 496-134
T-26 496-134
T-27 498-134
T-28 498-134
T-29 498-134
T-30 500-134
T-31 500-134
T-32 500-134
T-33 500-134
T-34 502-134
T-35 502-136
T-36 502-136
T-37 502-136
T-38 476-128
T-39 476-128
T-40 476-128
T-41 474-128
T-42 474-128
T-43 474-128
T-44 474-128
T-45 474-128
T-46 474-126
T-47 472-126
T-48 486-132
T-49 492-132
T-50 516-140
T-51 516-140
T-52 520-142
T-53 520-140
T-54
T-55 494-124
T-56 494-128

備考

図面上の50かまたは 51a
図面上の 50かまたは 51b

欠番
木片
木片、炭化材

T-57 492-128
T-58 496-122
T-59 496-122
T-60 496-122
T-61 498-122
T-62 496-120
T-63 496-122
T-64 496-120
T-65 494-122
T-66 494-120
T-67 494-120
T-68 494-120
T-69 494-120
T-70 494-118
T-71 498-120
T-72 498-120
T-73 498-120
T-74 496-124
T-75 494-120

直径
16.5
15.5
11.5
15.0
10.5
9.0
12.5
4.0
16.0
8.0
5.0
5.0
4.0
7.5
8.0
5.0
8.0
7.0
11.0
9.5
8.0
9.0
4.5
6.0
8.5
8.5
5.0
18.0
8.0
8.5
10.5
14.5
5.5
6.0
9.5
8.0
10.0
8.0
5.0
10.0
8.0
6.5
7.5
10.5
6.5
9.5
12.5
9.0
20.0
20.0
19.0
14.0
21.0

5.5
4.5
12.5
10.0
7.5
13.5
10.0
13.5
8.5
7.0
15.0
9.5
9.0
11.0
8.0
12.0
7.0
6.5
10.0
10.0
20.0

器種
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
倒木
倒木
倒木
倒木
倒木
-
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭
杭

木取り
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
-
芯持
不明
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持
芯持

残存半径
8.0
6.3
6.0
7.2

未計測
6.5
7.0
3.1

未計測
4.4

未計測
3.1
3.0
3.7
3.7
2.6
4.5
4.4

未計測
4.5

未計測
未計測
1.7
2.2
3.7

未計測
1.9
7.3

未計測
5.7
4.0
5.0
3.0
3.9

未計測
未計測
未計測
3.4
3.0
4.8

未計測
2.2
1.4
3.5
1.9
1.8

未計測
4.0
14.3
7.6
9.8
5.7
14.8

計測不可
計測不可
6.5
3.9
4.5
6.4
5.1
7.7
3.8
3.6
8.6
4.3
4.1
4.7
4.1
7.5
4.0
4.8
4.8
5.3
10.3

成長輪数
37
16
21
20
未計測
45
20
19
未計測
51
未計測
29
8
18
24
10
13
12
未計測
20
未計測
未計測
8
8
35
未計測
15
15
未計測
15
7
14
19
19
未計測
未計測
未計測
9
15
38
未計測
9
18
14
44
17
未計測
11
63
63
71
21
85

計測不可
計測不可
13
12
26
25
18
18
15
24
47
30
22
60
40
12
15
23
27
17
43

芯
×
○
○
○

○
×
○

○

×
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○
×

○
○
○
○
○

×
×
×

×
○
×
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
×
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
×
○
×
○
○
○

辺材
×
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

最外年輪
×
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
×
○
○
○
○
○
△
○

樹種
キハダ
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
キハダ
ヤナギ属
キハダ
クリ
コナラ属コナラ節
オニグルミ
コナラ属コナラ節
ヤナギ属
トネリコ属シオジ節
ヤナギ属
ヤナギ属
トネリコ属シオジ節
ヤナギ属
ケンポナシ属
コナラ属コナラ節
ハンノキ属
コナラ属コナラ節
ヤナギ属
ヤナギ属
ヤナギ属
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
ヤナギ属
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
オニグルミ
コナラ属コナラ節
ヤナギ属
オニグルミ
コナラ属コナラ節
コナラ属コナラ節
ヤナギ属
オニグルミ
モチノキ属
ヤナギ属
コナラ属コナラ節
トネリコ属シオジ節
コナラ属コナラ節
トネリコ属シオジ節
コナラ属コナラ節
ケンポナシ属
トネリコ属トネリコ節
コナラ属コナラ節
コナラ属コナラ節
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
ハンノキ属
ヤナギ属
ハンノキ属
-
クリ
マツ属複維管束亜属
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
クリ
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
クリ
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
コナラ属コナラ節
クリ
トネリコ属シオジ節
クリ
トネリコ属シオジ節
トネリコ属シオジ節
クリ
クリ
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材は殆ど加工されることなく、比較的若い樹齢の小径丸太

であり、全体の 3 割がシオジ節、それに次ぐコナラ節、ヤ

ナギ属、クリの 4 分類群で、全体の約 8 割を占めること

が木材遺体群の検討から明らかになった。木炭群の構成

樹種も木材遺体群と概ね符合する。先行研究による押出

遺跡の古植生は、遺跡周辺にハンノキ属・トネリコ属の湿

地林やヤナギ属・クルミ属－サワグルミ属といった河畔林

からなる水辺林、周辺山地にはブナ属・コナラ属コナラ亜

属を主とする落葉広葉樹林の環境として復原された（安・

辻 2011）。当時の押出遺跡はハンノキ属・トネリコ属湿

地林（ハンノキ・ヤチダモ湿地林）やヤナギ林からなる

水辺環境を背景に営まれ、押出の人々は現地での調達が

第 26 図　生材の成長輪階の階級分布（横軸の数値は上限を示す。黒は倒木、白は杭、灰色は残存年輪数を示す。N=59）

その他

ヤナギ属（N=7）

コナラ属コナラ節（N=11）

クリ（N=7）

トネリコ属（N=26）

本
数

成長輪階

キハダ

表34　倒木の直径階分布

分類群 -14 -20 -22 合計

ハンノキ属 1 1 2
トネリコ属シオジ節 2 2
ヤナギ属 1 1

合計 1 3 1 5

（数字は直径の上限（cm）を示す）

容易な植物資源を中心とした資源利用形態を取っていたこ

とが考えられる。

［炭化材と木材の記載］

　以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、

走査型電子顕微鏡写真と光学顕微鏡写真を図版に示す。

1．マツ属複維管束亜属　Pinus  subgen. Diploxylon　マ

ツ科　写真図版 114：1a-1c　（ODSK-5）、写真図版

118：1a-1c（ODT-56）

　垂直・水平樹脂道を持つ針葉樹材。晩材は量が多く、

早材から晩材への移行は緩やか。樹脂道のエピセリウム

細胞は薄壁でほとんど残っていない。放射組織の上下端

に放射仮道管を持ち、放射仮道管の水平壁は内側向きに

鋸歯状に肥厚する。分野壁孔は大型の窓形で、普通 1 分

野に 1 個。

2． オ ニ グ ル ミ　Juglans  mandshurica  Maxim. var. 
sieboldiana  （Maxim.） Makino　クルミ科　 写 真 図

版 114：2a-2c（ODSK-56）、 写 真 図 版 118：2a-2c

（ODT-32）

　やや大型の丸い道管が単独あるいは放射方向に 2 ～ 4
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個ほど複合して散在する半環孔材。道管の穿孔は単一。

木部柔組織は接線状および周囲状。放射組織は同性で 2

～ 4 列幅。

3．サワグルミ　Pterocarya rhoifolia  Siebold et Zucc.　

クルミ科　写真図版 114：3a-3c（ODSK-3）

　やや大型の丸い道管が単独あるいは放射方向に 2 ～ 3

個ほど複合して、疎らに散在する散孔材。道管の穿孔は

単一。木部柔組織は接線状および周囲状。放射組織は同

性で 2 列幅。

4．ヤナギ属　Salix  ヤナギ科　写真図版 114：4a-4c

（ODSK-1）、写真図版 118：3a-3c（ODT-11）

　やや小型の丸い道管が単独あるいは放射方向に 2 ～ 3

個ほど複合して均一に散在する散孔材。道管の穿孔は単

一。放射組織は単列異性で、直立細胞と道管との壁孔は

大きく蜂の巣状を呈する。

5．ハンノキ属ハンノキ節　Alnus  sect. Gymnothyrsus　

カバノキ科　写真図版 114：5a-5c（ODSK-61）、写

真図版 118：4a-4c（ODT-19）

　ごく小型の道管が単独あるいは放射方向に 2 ～ 6 個複

合して蜜に散在する散孔材。道管の穿孔は 10 ～ 20 個ほ

どの横棒からなる階段状。放射組織は同性で単列のもの

と大型の集合状のものとを持つ。

6．ハシバミ属　Corylus　カバノキ科

 写真図版 114・115：6a-6c（ODSK-39）

　小型の道管が単独あるいは放射方向に 2 ～ 7 列個複合

して、放射方向の列をなして散在する散孔材。道管の穿

孔は 10 本ほどの横棒からなる階段状。木部柔組織は短

接線状。放射組織は 1 ～ 2 列幅のものと大型の集合状の

ものとをもつ。

7．クリ　Castanea crenata  Siebold et Zucc.　ブナ科　

写真図版 115：7a-7c（ODSK-16）、写真図版 118：

5a-5c（ODT-70）

　年輪のはじめに大型で丸い独立道管が 3 列ほど配列し、

晩材では小型で薄壁の道管が火炎状に配列する環孔材。

道管の穿孔は単一。木部柔組織はいびつな接線状。放射

組織は単列同性。

8．コナラ属コナラ節　Quercus  sect. Prinus  　ブナ科　

写 真 図 版 115：8a-8c（ODSK-7）、 写 真 図 版 118・

119：6a-6c（ODT-30）

　年輪のはじめにごく大型で丸い独立道管が 2 ～ 3 列ほ

ど配列し、晩材では小型で薄壁の道管が火炎状に配列す

る環孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織は晩材でいび

つな接線状。放射組織は同性で単列のものと広放射組織

を持つ。

9． ニレ 属　Ulmus　 ニレ 科　 写 真 図 版 115：9a-9c

（ODSK-11）

　年輪のはじめにごく大型の道管が 1 ～ 3 列ほど配列し、

晩材では小道管が多数集合して接線状ないし斜線状に配

列する。道管の穿孔は単一。小道菅の内壁にはらせん肥

厚がみられる。放射組織は同性で 1 ～ 6 列幅。

10．ケヤキ　Zelkova serrata  （Thunb.） Makino　ニレ科

 写真図版 115：10a-10c（ODSK-5）

　年輪のはじめにごく大型の道管が 1 ～ 3 列ほど配列し、

晩材では小道菅が多数集合して接線状ないし斜線状に配

列する。道管の穿孔は単一。小道菅の内壁にはらせん肥

厚がみられる。放射組織は異性で 1 ～ 6 列幅。

11．モクレン属　Magnolia　モクレン科

 写真図版 115・116：11a-11c（ODSK-31）

　やや小型で丸い道管が単独あるいは放射方向に 2 ～ 6

個ほど放射方向あるいは不規則に複合して散在する散孔

材。晩材では道管の分布が少ない。道管の穿孔は単一で、

道管相互壁孔は階段状。放射組織はほぼ同性で、主に 2

列幅。

12．クワ属　Morus　クワ科　

 写真図版 116：12a-12c（ODSK-22）

　年輪のはじめに大型で丸い道管が 3 列ほど配列し、晩

材では小型の道管が数個ずつ丸い塊をなして斜めに連な

る傾向をみせて散在する環孔材。道管の穿孔は単一。放

射組織は異性で 1 ～ 4 列幅くらい。

13．サクラ属　Prunus　バラ科

 写真図版 116：13a-13c（ODSK-13）

　小型で丸い道管が単独あるいは 2 ～ 5 個放射方向に複

合して、不規則に散在する散孔材。道管の穿孔は単一で、

内壁にはらせん肥厚をもつ。放射組織はほぼ同性で 1 ～

6 列幅くらい。

14．フジ属　Wisteria　マメ科

 写真図版 116：14a-14c（ODSK-10）

　年輪のはじめにごく大型の道管が単独ないし 2 ～ 3 個

複合して配列する環孔材。晩材の小道管は小型で、集団

をなして複合する。道管の穿孔は単一で、側壁に交互壁
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孔がみられる。小道管にらせん肥厚が存在する。放射組

織は同性で 1 ～ 6 列幅くらい。

15．キハダ　Phellodendron amurense  Rupr.

 写 真 図 版 116：15a-15c（ODSK-75）、 写 真 図 版

119：7a-7c（ODT-1）

　年輪のはじめに大型で丸い道管が単独あるいは 2 ～ 3

個複合して 3 列ほど配列し、晩材では小型で薄壁の道管

が斜め接線方向の帯をなす環孔材。道管の穿孔は単一で、

小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は同性で

3 ～ 4 列幅。

16． ウ ル シ　Toxicodendron vernicifluum （Stokes） 

F.A.Barkley ウ ル シ 科　 写 真 図 版 116：16a-16c

（ODSK-6）

　年輪のはじめに大型の道管が 5 ～ 7 列配列する環孔材。

晩材では徐々に径を減じ、単独あるいは 2 ～ 4 個複合す

る。道管の穿孔は単一。小道菅はらせん肥厚がみられる。

放射組織は異性で 1 ～ 3 列幅となる。

17．カエデ属　Acer　カエデ科

 写真図版 117：17a-17c（ODSK-68）

　やや小型で丸い道管が単独あるいは放射方向に 2 ～ 4

個複合して疎らに散在する散孔材。木部繊維は雲紋状を

呈する。道管の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚をもつ。

放射組織は同性で１～ 5 列幅くらい。

18．モチノキ属　Ilex　モチノキ科

 写真図版 119：8a-8c（ODT-37）

　小型の道管が単独もしくは放射方向に数個複合して散

在する散孔材。道管の穿孔は 20 ～ 40 段程度の階段状で、

道管にはらせん肥厚がある。放射組織は異性で 1 ～ 4 列

幅である。

19．ケンポナシ属　Hovenia　クロウメモドキ科　写真図

版 119：9a-9c（ODT-44）

　大型の道管が年輪はじめに配列し、晩材部では厚壁で

小型の道管が単独もしくは 2 ～ 3 個複合して散在する環

孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で 1 ～ 4 列幅。

20．トネリコ属シオジ節　Fraxinus  sect. Fraxinaster　

モクセイ科　写真図版 117：18a-18c（ODSK-15）、

写真図版 119：10a-10c（ODT-49）

　ごく大型で丸い道管がほぼ単独で年輪のはじめに 2 ～

3 列ほど配列し、晩材では小型で厚壁の丸い道管が単独

あるいは 2 ～ 4 個放射方向に複合して疎らに散在する環

孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は同性で 2 列幅。

21．トネリコ属トネリコ節　Fraxinus  sect. Ornus　モクセ

イ科　写真図版 116：19a-19c（ODSK-4）、写真図

版 119：11a-11b（ODT-45）

　大型で丸い道管がほぼ単独で年輪のはじめに断続的に

1 列に配列し、晩材では小型で厚壁の丸い道管が単独あ

るいは 2 ～ 3 個放射方向に複合して疎らに散在する環孔

材。道管の穿孔は単一。放射組織は同性で 2 列幅。

22．ススキ属　Miscanthus　イネ科

 写真図版 117：20a，20c（ODSK-52）

　直径 5mm の草本性の稈である。維管束はスポンジ状

の基本組織中に散在し、稈の外周では厚い維管束が 1 ～

2 層並ぶ。維管束鞘は稈の中心部側（向軸側）は厚く、

隣接した維管束鞘が連続する。内側に散在する維管束の

維管束鞘は薄い。

23．樹皮　bark　写真図版 117：21a-21c（ODSK-27）

　師細胞および師部放射組織からなる二次細胞および周

皮で構成される樹皮である。組織のみから種類を識別する

のは難しい。
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Ⅵ　総　　括

はじめに

　前調査（山形県教育委員会 1990）に比べると、検出

遺構数・出土遺物量・調査面積などは、はるかに少ない。

当然ながら、調査成果についても、前調査の内容と大きく

異なるところはなく、今回の調査によって再確認した部分

が大半である。それでも前調査から四半世紀を経ての追

加的な調査であり、わずかではあるが新しい知見も得られ

ている。本章ではそれらの新知見を中心に第 4・5 次調

査の総括を行う。

遺　構

　盛土遺構 SM101・102 は転ばし根太の上に盛土を積

み、SM103・104 は盛土のみで構成される。いずれも盛

土の周囲には木柱が打ち込まれている。また、SM101 の

断面には、多数の土層が確認できるのに対し、ほかの 3

基は比較的単純である。これらの遺構は前報告書にならえ

ば住居跡ということになる。

　前報告書では、“木柱が一定あるいは不定のまとまりを

示す状態で検出されたものを一単位としてとらえた（前報

告書 p.17）”、あるいは “検出された木柱について、一定

のまとまりをもつ集合体を「住居跡」としてとらえることと

し（前報告書 p.351）” という認識であった。木柱をもつ

ことが住居跡である条件であり、盛土・転ばし根太につい

ては触れられていない。前調査で住居跡は 39 棟（第 2・

109 図）検出されており、今回の調査で検出した 4 基の

盛土遺構（第 43 ～ 47 図）も含めると合計で 43 棟となる。

　第 1 ～ 5 次で検出した住居跡とされる遺構をより細か

く分けると、木柱・盛土・転ばし根太をもつもの、木柱・

盛土をもつもの、木柱のみのものの 3 種類となる。同じ

く盛土・転ばし根太・木柱をもつものであっても、盛土

の土層数に大きな違いも認められる。さらに住居内部に

おける主柱の有無・本数の違いも存在する（小林・菅原

2009）。これらが全て同種の性格をもつ遺構なのか（前

報告書 p.352）、再度検討する必要があろう。

　炉跡の有無が住居跡か否かを考えるときに重要とされて

いるが、これまでの調査では、住居跡内に炉跡が検出さ

れた例はない。今回の調査では、住居である根拠が示せ

なかったため、住居としての利用も想定される「盛土遺構」

として報告している。なお、居住施設以外の利用も行わ

れているとして、地表を掘り下げて床面をつくった建物で

ある「竪穴住居」を「竪穴建物」と呼称し直す動き（文

化庁文化財部記念物課 2010）がある。同様に、本遺跡

の盛土遺構についても、現状では遺構の使用法を直接的

に表す名称は避けた方が良いであろう。

　盛土遺構群は第 4 次調査区以西でのみ検出されており、

より東側では検出されていない。よって盛土遺構群の分布

範囲は第 4 次調査区内までとなる。第 4・5 次調査区の

間に存在した遺構は失われているが、深く打ち込まれた木

柱に限り沼尻堀排水路の底面で検出している（写真図版

19）。しかし、その数は少なく、やはり盛土遺構群は第 4

次調査区付近でほぼ収束するとみて良い。第 5 次調査区

では、これまでになかった遺構が検出されており、集落内

での土地利用の仕方について変化が認められている。

　炭化物集中地点 SU111（第 49 図）より北側では、遺

物の出土はほどんどなく、遺物包含層（F2）の堆積も調

査区の北端から 30 ｍほど南側までである。つまり集落の

北限付近に SU111 が設置されたことになる。内部からは

大量の炭化物に混じって、総重量 1,042g 分のクッキー状

炭化物の破片が出土した。SU111 内には、石器集中地点

SU112 も検出されており、その使用方法・成因は一通り

ではないが、クッキー状炭化物の焼成遺構と考えるのが最

も自然であろう。あるいはクッキー状炭化物を含む炭化物

などを廃棄した場所の可能性もある。

　炭化物集中地点は東拡張区内でも検出された。SU124

は東拡張区内一面に広がるため、その範囲は確定できて

いない。現状では、第 5 次調査区から東へ 12m 分まで

は確認できる。沼尻堀排水路の東方でおこなったボーリ

ング調査（安・辻 2011）によると、第 5 次調査区から

東へ約 27・51・80m の地点（第 21・22 図）で木炭

片を多く含む炭質物密集層（灰層）が確認されている。

SU124 の範囲は、なお未検出部分の調査を行う必要もあ

るだろうが、ボーリング調査の成果も含めると東西約 80m

以上に拡大することもあり得る。
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　東拡張区内から、つまりSU124 と重なる範囲から、比

較的直径の大きい木柱が多数検出されている。直径 8 ～

22cm までの打ち込みによる木柱群であり、その半数以上

は 10cm を越える太さである。盛土遺構の周囲に打ち込

まれる木柱の直径は、前報告書によるとほとんどが 6 ～

8cm（前報告書 p.316-317）であるという。より大型かつ

重量の大きい地上構造物が存在した可能性が推察される。

木柱の地上部分はほとんど遺存していないため、どのよう

な建物が存在したのか判断しかねるが、本遺跡ではこれ

まで前例のない遺構となっている。また、木柱群付近から

は、棒状土製品 324・石棒 552・岩板 553 などが出土

しており、祭祀にかかわる遺構の可能性も浮上した。

　第 4・5 次調査区の南半部で、流路 SG105 を検出した。

前調査では窪地として認識されていたものである。今回の

調査では、SG105 に堆積している遺物包含層（F2）の中

に多量の砂分を検出したことから流路として扱っている。

SG105 内からも遺物は多く出土しており、さらに流木も横

たわっている。

　前調査区では、2 列の窪地が住居群を 3 つに分割する

ように横たわっていた（第 109 図）。その内南側の窪地の

延長部は、第 4 次調査区内の隣接する地点で SG105 とし

て検出した。北側の窪地は盛土遺構 SM103 と SM102 の

間で検出しようと試みたが、標高は周囲の地山と変わらず

窪んでいる状況ではないため、第 4 次調査区までは続い

ていない可能性が高い。

　第 4 次調査区での SG105 は南北幅約 15 ｍであるが、

第 5 次調査区での SG105 は南北幅が約 55m（第 34 図）

となる。東側に広がる湿地帯へ向かうにつれ、その流域

幅が拡大したと考えられる。また、第 5 次調査区内での

SG105 北岸付近では、多数の木柱が検出されている。そ

の直径などは、盛土遺構の周囲に打ち込まれているものと

同様である。木柱の配置に規則性は見い出せないが、流

路の岸辺で検出されたことから、土留め用の杭であると考

えられる。なお、土留め用の杭は、現在でも白龍湖周辺

の用水路などで頻繁に用いられている（写真図版 3）。

　SG105 南岸付近に設けたトレンチ：d ‐ d’（第 40 図）

によると、SG105 は東側へ向かって大きく落ち込みかける

様子が観察される。また、SG105 の南岸ではピットあるい

は柱穴などの遺構が検出された。ピットの覆土は遺物包含

層（F2）と同様であるため、木柱の抜き取り痕の可能性

が高い。打ち込みによる木柱群も検出されており、やはり

これらも、土留め用の杭であると考えられる。ピット・柱

穴などの掘り込みをもつ遺構群も、本遺跡ではほとんど前

例のない稀少なものである。これらは調査区外へと延長し

ていく様子が看取できる。

　第 4 次調査区南端部の調査区西壁土層図：j ‐ j’（第

42 図）では、遺物包含層（F2）と地山が緩やかではあるが、

南側へ向かって高くなっていく状況が観察される。やがて、

遺跡の南西約 800m を西流する屋代川と、北西約 370m

を南流する吉野川の間に形成された自然堤防（第 3 図）

へと到達する。このような地形の変化は、現状でも大きな

違いはない。さらに 2012 年に行ったボーリング調査（安・

辻 2013）においては、木炭砕片の検出によって遺跡の

範囲が南側へ約 80m 広がることが確認された（第 21・

22 図）。このボーリング地点は遺跡中心部より標高が高

くなっており、さらに南側へ遺跡が広がることを想起させ

る結果である。徐々に湿地帯を離れ、遺跡が地下水の影

響を受けにくい地点まで広がるとすれば、通常の掘り込

みをもつ遺構の存在も予想できよう。今回の調査区より約

250m 南のところに舟入遺跡（第 4 図 73）が所在してお

り、縄文・平安時代の散布地として『山形県遺跡地図』（山

形県ホームページ）に登録されている。試掘調査によると

約 2m の深度までは砂層となっており、遺構・遺物は確認

できていない。より深い位置で遺物包含層が検出される

可能性もあるため、舟入遺跡が遺跡であるか否かの判断

は保留されている（山形県教育委員会 1986）。自然堤防

上に営まれた遺跡（第 3 図）のようであり、押出遺跡の

範囲を考える上では重要な遺跡と言える。

　遺物・炭化物集中地点・盛土・転ばし根太が、地山直

上から検出されている。よって当時の生活面は、地山直

上から始まったと考えられ、その標高はおよそ 209m 付

近である（第 34 図）。遺物包含層（F2）は 20cm 程度、

盛土は 12 ～ 45cm 程度の厚みをもち、流路 SG105 は

60cm 程度の深さである。流路内の土層には砂分を多く含

む層があり、その土層は 209m 前後まで堆積している（第

35 ～ 39 図）。

　流路内の土層には砂分が多く含まれることから、その水

流は東側に広がる湿地を経由したものではなく、西隣を流

れる吉野川からあふれたものの可能性が高い。吉野川は、

押出遺跡へ向かって北西から南東へ下り、遺跡の真西辺
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りで大きく向きを変え西流しているためである（第 4 図）。

一方南隣の屋代川は直線的に西流したまま押出遺跡の西

方約 1.3km の地点で吉野川と合流している。流路内の砂

分は一つの層を形成するような堆積状況ではなく、他の含

有物と混在している状況であった。よって流路内は常態的

に水流が存在した状況ではないと推察される。炭化物集

中地点も標高 209m 近辺の地山直上で検出されており、

火を使うことが可能な状況も存在したようである。

　理化学分析（第Ⅳ・Ⅴ章）によって、押出遺跡周辺は

湿地環境であることが明らかとなっている。ただし、遺跡

が所在する付近については、地下水位の低下によりある

程度乾いた状況へ変化したという分析結果もある。これに

より低地での遺跡形成をうながしたとされる。

　流路は流水によって開削されるものであり、河川の水位

が上昇した折には遺跡内の流路まで水が進入したものと推

察される。結果、流路内外の標高 209m 付近まで砂分を

多く含む遺物包含層（F2）が堆積したものと考えられる。

ただし、遺物包含層（F2）は砂分の多寡に違いはあっても、

遺跡全体で見ればその構成にほとんど違いはない。流路

の内外でも同様であり、流路内に常態的な流水が存在し

なかったことを示すものと考えられる。

　頻度は分からないが、河川の増水時には地山とほぼ同

じ高さまで水位が上昇していたことが想定でき、このよう

な状況の中で盛土の構築が必要とされたものと考えられ

る。前調査区を含めても、地山の標高はほとんど変わらな

いため、盛土をもたず木柱のみで構成される住居跡は水

浸しとなってしまう。

　盛土は水面が上昇した流路や白竜湖および周辺の湿地

帯の影響を避けるために構築され、その上面を生活面と

したと推察される。転ばし根太は盛土の沈下を防ぐものと

考えられ、盛土と併せて設置することで、より堅固な生活

面を構築できる。また、一時的な流水であっても盛土の崩

壊をまねくことから、その周囲に打ち込まれた木柱の本来

の目的は土留めである可能性が高い。盛土をもたない木

柱列は、ヨシなどの草本類を用いて構築した足場用の擁

壁と想定しておく。湿地の直近で、かつ流路に囲まれた環

境の中であるため、屋外で何らかの作業を行うための足場

は必要であったと考えられる。

　木柱の地上部分はほとんど遺存していないため、上部

構造は断定することはできないが、盛土の上ならば居住は

可能であったかもしれない。ただし、そうした上でも転ば

し根太をもつ盛土がより居住には適していたはずである。

　前調査では、住居の中心付近で検出され建物の主柱で

あるとの評価が与えられた木柱がある。盛土上に何らかの

施設があったことを示しているかもしれない。

　前報告書に掲載された盛土の検出状況写真では、打ち

込まれた木柱はほとんど確認できない。木柱が遺存して

いないとしても柱痕跡は残るはずだが、これも確認できな

い。盛土を除去した状況の写真で初めて無数の木柱や転

ばし根太が確認できる。また、盛土の断面図・断面写真

を観察すると、木柱は盛土を突き抜けることなく盛土の内

部で途切れており、木柱の上端部が盛土に覆われている

状況であった。木柱の地上部分が腐朽したならば木柱の

上側に柱痕跡が残るはずだが、やはり確認できない。また、

密集する住居群内にあっても柱の抜き取り痕は検出されて

いない。これらの状況は、木柱は盛土から地上に延びて

いなかったことを示しており、当然ながら住居の柱とする

ことは不可能になる。木柱は盛土の構築前、あるいは構

築中に打ち込まれ、最終的には盛土に覆われる。その目

的は土留めであったと推察される。盛土の外周部を幾重に

も囲むように、高い密度で木柱を打ち込むことにより、土

留めの効果を高めている。盛土に使用された粘土もある

程度乾燥すれば盛土の強靱性に寄与したであろう。また、

同じく盛土に使用された砂は排水を狙ったものだろうか。

　盛土外周部の木柱が住居の柱でなく土留めの杭である

ならば、垂直に打ち込む必要性は低い。前報告書の掲載

写真を観察しても垂直に打ち込まれている木柱は限られて

おり、今回の調査で検出した木柱も同様であった。地盤が

軟弱であったために木柱が動いて傾いてしまったという可

能性もあるが、隣接する木柱どうしが異なる方向に傾いて

る状況を説明するのは難しいのではないだろうか。

　本遺跡で検出された住居跡とされた木柱群をもとに上屋

構造を復元したものがある（宮本 1996）。しかし、これ

までの調査では上屋の部材と考えられる遺物は確認されて

いない（小林・菅原 2009）。有機物が良好な状態で残る

本遺跡にあっては、43 棟分の上屋部材が全てが腐朽した

とは考えにくい。流路などに廃棄され、河川の氾濫で流さ

れたとするならば、流路内から出土した無数の土器・クル

ミ核などがなぜ残っているのか説明できない。上屋構造

によっては、ほとんど無加工の丸太を利用しているため部

Ⅵ　総　括
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材として認識されていない可能性もあるが、理由は別にあ

りそうである。

　調査で検出したのは、盛土、転ばし根太、木柱であり、

地上の構造を判断する痕跡は検出できなかったが、湿地

環境の中において何らかの営み・作業などを行うために生

活面となる足場を構築したことは間違いない。盛土を分解

して積み直した痕跡は見当たらず、隣接する盛土どうしは、

繋がっていたと考えられる。必要に応じ徐々に拡大してい

ったのであり、最終的には一定の広さをもつ「埋立地」を

形成したと言えるだろう。

　木柱を住居跡の柱とするには種々の疑問が生じてしまっ

たが、盛土上面に痕跡の残りにくい何らかの施設を設けた

可能性はある。また、湿地を遠ざけた居住域がこれまでの

調査区とは別地点に存在する可能性も考慮しておきたい。

遺　物

　遺物の出土地点は、盛土遺構・流路・炭化物集中地点・

遺物包含層（F2）などである。いずれも掘り込みを伴わ

ない遺構であるため、盛土内部から出土した遺物以外は、

一括性のある出土状況ではなかった。ただし、近接し、ま

とまって出土した遺物どうしである場合は同時性は十分認

められると考えられる。流路であってもその内側・外側と

もほぼ同じ土層が地山上を覆う。盛土遺構の場合は、盛

土の内部からの出土もあるが、特にその周辺部からの出

土が多い。土器の分類は異なっていたとしても出土状況

に差はなく、常に混在して出土した。土器型式は、ほぼ 1

時期に限られており、遺跡の存続期間も非常に短いもので

あったと考えられる。遺物包含層の分析結果（第Ⅴ章第

5 節）も同様であった。

　ほとんどの土器の外面にはススが付着していた。厚いも

のは、文様をすっかり隠してしまう。また、内面にもスス

が残る土器があった。これらは利用方法の差による可能性

が高い（北野 2009）が、今回はススの付着度合いにつ

いて十分な検討を行えなかった。

　今回の調査でも、前調査と同様に東北地方南半部の土

器型式である大木 4 式が主体となっている。ほかに関東

地方の土器型式である諸磯 b 式・浮島Ⅱ式・興津Ⅱ式が

出土しているが、これらの土器の出土量はわずかであった。

諸磯 b 式・浮島Ⅱ式は大木 4 式と同時期の土器であり、

土器型式の主たる分布域を越えた出土遺物として注目され

る。興津Ⅱ式はより新しい時期の遺物であるため、混入し

たものと考えられる。

　彩漆土器 238 は、外面に赤漆が塗布された諸磯 b 式

の浅鉢である。前調査においても彩漆される土器は全て

諸磯 b 式であった。漆容器などの使用法が想定される漆

付着土器（第 81 図）も出土しており、当遺跡内で製作さ

れた可能性は高い。ウルシの木は盛土遺構 SM101 の木柱

（第Ⅳ章第 2 節）、あるいは遺物包含層内の木炭（第Ⅴ

章第 3 節）で検出されており、近隣で入手可能であったと

考えられる。では、彩漆土器を製作するために用いたと考

えられる漆付着土器は何式土器であったのだろうか。今回

の調査で出土した資料には型式が判明するものはないが、

前調査では第Ⅱ群（大木 4 式）に該当する漆付着土器が

出土している。彩漆土器とは異なる型式の土器が、その

製作段階に関わっていたことが分かる。

　本報告書に掲載した第Ⅰ群土器は 49 点、第Ⅱ群土器

は 180 点であり、出土量そのものも第Ⅱ群が第Ⅰ群を凌

駕する。また、文様・器形の多様性もⅡ群の方が豊かで

ある。両者とも大木 4 式とされているものの、その主体は

沈線文を主文様とする第Ⅱ群土器であることが分かる。ま

た、第Ⅰ群 1・3・5 類と同じ器形は第Ⅱ群になく、第Ⅱ

群 2・9・10・11・12・13・14 類と同じ器形は第Ⅰに

ない。第Ⅰ群と第Ⅱ群は、器形・文様においてもある程

度の独立性をもつ土器のようである。

　第Ⅷ群土器は、前報告書でいう第Ⅴ群土器に該当する。

同じく羽状縄文・平行沈線文・爪形文をもつことから北陸

地方の刈羽式に比定されることもあった（寺崎 2009）が、

北陸地方での出土事例は少ない。そのため北陸地方にそ

の出自を求めることに慎重な意見（小林 2007）もある。

　第Ⅷ群土器は本遺跡における主要な土器の一つと言え

る出土量がある。大半は大型の深鉢であり、小型の深鉢

はわずかである。本群土器の成立には、その出自など解

き明かさなければならない課題も多い。おそらく羽状縄文

をもつことから、北陸地方からの影響は否定できない。た

だし、平行沈線文や爪形文を多用する文様構成は前段階

の大木 3 式や諸磯 b 式中 1 段階にも認められることから、

これら複数の地域からの影響も受けて本群土器が成立し

たものと考えられる。前調査分も含めれば本遺跡出土の

第Ⅷ群土器は、圧倒的な出土量をもつ。また、他地域と

の交流が盛んな遺跡であれば、さまざまな情報の受発信、

モノの移動が行われたことは想像にかたくない。本群土器
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には、やはり本遺跡の名前を冠した型式名をもたせたほう

が、地域の枠を越えて飛び交う土器型式の研究に資する

であろう。

　前報告書でも石鏃の出土点数の多さは注目されていた。

今回の調査でも同様に数多くの石鏃が出土している。また、

遺物包含層（F2）を洗浄して遺物の回収を行ったことで

無数の砕片を得ている。石鏃に限らず本遺跡内で石器の

製作、再加工などを行った結果であろう。

　本報告書で石鏃未製品としたものは、前報告書の三角

スクレイパーに相当する。数多くの石鏃が製作されたとす

れば、その未製品も見合う量が必要となろう。特に石鏃の

ように素材剥片の形態を大きく変え、特定の形態に仕上げ

る必要のある石器については、失敗品と見なされるものも

多くなると推察される。また両面から平坦剥離を繰り返す

という製作時の手数の多さと要求される練度の高さは、破

損のリスクの大きさに直結する。石鏃未製品の多くは、先

端部にすでに石鏃の形態をもつ。この状況から剥離作業

を続けた場合の完成品は、遺跡内から出土している石器

の中で探すとすると、大きさや出土量などから石鏃に限ら

れてしまう。石錐や珪質頁岩製の異形石器では数が少な

すぎるため、石鏃未製品の出土量に見合わない。なお、

前報告書中では、石器の器種ごとに詳細な分布図が作成

されており、三角スクレイパーの分布について “石鏃と同

様の分布をみせる（前報告書 p.203）” との記載があるこ

とは重要である。また、石鏃 364 の厚さは、石鏃を製作

する際の素材剥片の厚みを残しており、石鏃未製品の厚さ

とも近い。石鏃未製品には製作途上のものを完成させず

取り置いたものと、失敗品と見なして製作を止めたものの

二種が存在すると考えられる。これら石鏃未製品は、石鏃

の製作工程を復元することができる良好な資料と言える。

　押出型ポイントについては、前調査出土の資料を対象

に行った使用痕分析によって、ヨシなどのイネ科植物の伐

採に用いられたこと、刃部再生を行っていることが指摘さ

れている（鹿又 2009）。器体の幅や長さが一定でないの

は、刃部再生などの再加工の有無・頻度がその要因の一

つとして挙げられる。破損した押出型ポイントの中には、

石錐へ転用されたものもあった（505 ～ 507）。

　今回の調査でもクルミ核は大量に出土したが、その

ほとんどは食用とするために割られている。クルミ割り

に用いられたと考えられる凹石、クルミを始めとする堅

果類を製粉するための磨石・石皿なども多数出土して

いる。石皿には作業面が凹むものと全く平らなものが

あり、その使用方法に違いがあったことをうかがわせ

る。平らな石皿は、黒色のタール状付着物を伴うもの

が多い。前調査で出土した石皿に残る炭化物は、その

上面でクッキー状炭化物を焼成した痕跡と考えられてきた。

しかし、今回の調査で出土した石皿については、被熱の

痕跡は確かに見られるが、石板焼き料理に使用したと言

えるほどのものなのか疑問は残る。クッキーを焼き上げる

ほどの熱を帯びた石皿に、どのような被熱痕跡が残るのか

実験的に検討する必要があろう。前調査で出土した炭化

物が付着したとされる石皿に対して炭素・窒素安定同位

体比分析が行われており “クッキーを焼いたかどうかは、

本データでは判断がつかない（國木田 2009）” という結

果が出ている。実際、クッキー状炭化物が大量に出土し

た炭化物集中地点 SU112 からは、石皿は出土していない。

SU112 がクッキー状炭化物の焼成遺構だとすると、例えば

「葉包み焼き」、「葉包み蒸し焼き」などの調理法がより

適切ではないだろうか。木炭とクッキー状炭化物が入り交

じる出土状況であり、石皿などの調理具が介在するようす

は見られなかった。よって、焼き過ぎ、あるいは取り残し

のものが炭化し、クッキー状炭化物になったという解釈の

方が自然であろう。

　石皿の使用痕観察（第Ⅳ章第 1 節）によると、石皿

616 には液体状のものが固化した黒色付着物が確認され

ている。また、石皿 616・617 の使用痕は、水分を多く

含んだ軟質物の粉砕作業によるものとされた。よって付着

物は、石皿の作業面から欠損による破面にまで何らかの

液体があふれたかのように連続して付着している。黒色の

タール状付着物の一部は、被膜状となり光沢を帯びるもの

（609・610・615・617）もあり、単純な炭化物が付着

しているのではない可能性がある。付着物が何であるか、

理化学分析などを通じてさらに検討する必要がある。

　木製品は被熱により炭化している割合が高いが、大小

の皿や用途不明の箆状木製品、タモ状木製品などが出土

した。タモ状木製品はタモ網の枠材と考えられており、こ

れを用いた漁業が行われていたことを示すものである。

　木胎漆器 618 の内外面には漆が塗られており、両面と

も塗膜断面観察を行った（第Ⅳ章第 10 節）。外面には黒

色の下地が塗られているが、表面の漆層はほとんど失わ
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れていること、内面には黒色物質を含む下地の上に、赤

色顔料（ベンガラ）を含む漆層が塗られていることが判明

した。なお、外面にはわずかに赤漆が残る個所があり本

来は内外面とも赤色を呈していたはずである。観察は彩漆

土器 238 についても行った。黒色の下地の上に、順にベ

ンガラを用いた赤色の漆層、混和物のない漆層、再び赤

色の漆層を重ね塗りしている。

　本遺跡では漆製品の製作を行っていたと考えられている

が、その製作に関わったとされる遺物は、漆付着土器とウ

ルシ材のほかに見出されていない。これでは “漆器の製

作はウルシノキの植栽から始まって、漆の採取、精製、加

飾、胎の製作、顔料・下地粉の調整、工具の製作などか

らなるトータルな手工業であり、これにかかわる分野はす

こぶる多い（四柳 2006）” とされる漆工芸を、縄文時代

においてどのように行ったのか復元するのは困難である。

縄文時代の漆工芸を、本遺跡においてどのように復元す

るのか、これまでの調査成果をもう一度見直すことも必要

であると考えられる。

　漆は主成分であるウルシオール（フェノール性化合物）

が、空気中の水分から酸素を取り入れて酸化することに

より固化する。そのため、漆の乾燥行程においては高温

（20 ～ 30 度）、多湿（65 ～ 80％）が適しており（四

柳 2006）、あえて湿地の近隣を選択した可能性が指摘さ

れている。その上で “押出遺跡のあり方が、縄文時代の

分業論、専業集団論に、まったく新たな展開をもたらすこ

とは間違いない” との指摘がある（原田 1996）。

理化学分析の成果

　第Ⅳ・Ⅴ章には、理化学分析の成果を数多く掲載した。

以下に注目される部分を筆者が要約したものを記載する。

●遺跡の年代に関する分析結果

• 盛土遺構の木柱、転ばし根太についての放射性炭素

年代測定の結果は、較正年代で 5800 年前を前後す

る値を示している。遺物包含層直下の地山から出土

した木はそれより約 300 年古い。（第Ⅳ章第 2 節）

• クッキー状炭化物・土器（101）内面付着炭化物

の放射性炭素年代測定によると、較正年代で、約

5800 年前を前後する値が得られた。（第Ⅳ章第 5 節）

●古環境に関する分析結果

• 縄文時代前期以前は流水の影響を受ける湿地のよう

な環境、その後縄文時代前期頃には流水の影響は弱
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まり淀んだ湿地のような環境へと変化した。地下水位

が低下し、次第に乾いた状況に変化したことで、人間

の活動する場が広がった。（第Ⅳ章第 4 節）

• 樹種同定・花粉分析・珪藻化石の分析結果から、当

時は低地の湿地林や池沼が存在する湿地環境であっ

たと推定される。（第Ⅳ章第 4 節）

• 検出された骨はいずれも焼骨の特徴をもつ。鳥類・

獣類が検出され、さらにイノシシが確認された。サケ

目（種類不明）も検出された。（第Ⅳ章第 3 節）

• 動物遺体の同定によると、試料は全て焼骨であり、イ

ノシシ・シカ・サケ科が確認されている。（第Ⅳ章第

7 節）※ 現在の山形県はイノシシ・ニホンジカの生

息分布域となっていない。積雪量が関係していると考

えられている。（財団法人日本野生生物研究センター

1981）

• 昆虫化石の同定によると、水深の浅い池沼や湿地に

生息するコウホネネクイハムシ、および落葉広葉樹か

らなる森林が近傍に存在したこと示す森林性のカナブ

ン・クロオサムシ・キンナガゴミムシが確認された。

山形県を北限とする南方系のカナブン近似種が発見

されたことから、当時の気温が現在よりいくぶん高か

った可能性もある。（第Ⅳ章第 8 節）

• 当時の押出遺跡はハンノキ属・トネリコ属湿地林（ハ

ンノキ・ヤチダモ湿地林）やヤナギ林からなる水辺

環境を背景に営まれ、押出の人々は現地での調達が

容易な植物資源を中心とした資源利用形態を取って

いたことが考えられる。（第Ⅴ章第 5 節）

●食料資源に関する分析結果

• 磨石・石皿からデンプンが検出されなかった。被熱

により炭化・分解した可能性が高い（第Ⅳ章第 1 節）

• 栽培種のエゴマが確認された。エゴマは果実が食用

や油料などに利用される。一部の種実遺体にリスによ

る食痕が確認された。種実遺体は水湿地性植物が主

であり、やや水深がある場所が推定される。検出した

カヤの種子、ヤマブドウ近似種・ヤマボウシの果実は

食用可能である。（第Ⅳ章第 3 節）

• 遺物包含層（F2）からは、栽培種のエゴマの可能性

があるシソ属の種実遺体を数多く検出したが、その上

層からは全く検出されなかった。人為的な影響を反映

した結果か。（第Ⅳ章第 4 節）
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Ⅵ　総　括

• オニグルミの子葉は生食・長期保存可能で栄養価も

高く、収量も多いため、縄文時代では主要な植物質

食料であったと考えられている。オニグルミ核には打

撃痕が見られ、周辺域の森林より遺跡内に持ち込ま

れ利用された食料残滓と考えられる。（第Ⅳ章第 4 節）

• 炭素・窒素安定同位体比分析によると、クッキー状

炭化物は、堅果類に由来すると考えられる。土器付

着炭化物は、C3 植物もしくは草食動物に由来すると

考えられる。（第Ⅳ章第 6 節）

●漆製品に関する分析結果

• 盛土遺構 SM101 の木柱にウルシが含まれる。湿地

周辺に生息する樹木の利用が多いが、クリ・コナラ節

などの自然堤防・山地に生息する樹木も利用されて

いる。（第Ⅳ章第 2 節）

• 漆製品の塗膜断面観察によると、下地の存在、重ね

塗り、赤色顔料としてベンガラを用いていることなど

が分かった。（第Ⅳ章第 10 節）

●木製品に関する分析結果

• タモ状木製品 635 の樹種は、イヌガヤの変種である

ハイイヌガヤの可能性がある。木材は重硬・緻密で

強度・靭性・耐水性が高い。（第Ⅳ章第 4 節）

• 木製皿 626 の樹種同定によると、広葉樹の樹皮を利

用したものであることが分かった。（第Ⅳ章第 9 節）

●炭化物集中地点に関する分析結果

• 炭化物集中地点 SU111 から採取した試料に含まれる

炭化材は全て河畔などに生息するヤナギ属である。よ

って燃料材はヤナギ属を用いたと想定される。植物

珪酸体ではヨシ属が目立つ。試料からは灰像が検出

されなかったため、イネ科の植物体が燃料材として利

用された可能性は少ない。（第Ⅳ章第 4 節）

• 炭化物集中地点 SU124 の試料から、炭化した堅果

類のオニグルミ・栽培種の可能性があるイネ科（ヒ

エ近似種）・草本のタデ属を検出、人為的に火を受

けたと推定される。燃料材としては、湿地等に生息す

るヤナギ属・トネリコ属を検出したが、灰像は検出さ

れなかっため、周囲から入手しやすい木材を利用し

ていた可能性が高い。（第Ⅳ章第 4 節）

●遺跡の土層に関する分析結果

• 調査区東壁土層図（第 34 図）の 10 層（黒色粘土層）

中のテフラ分析により、紀元前 3400 年頃に噴出し

た沼沢火山（福島県西部）を給源とする沼沢湖テフラ

（Nm-N）を検出した。（第Ⅳ章第 4 節）

• 中央部から南部の凹地部で確認されたような厚い遺

物包含層でも、割り砕かれたクルミ内果皮や木炭片を

多量に含む、比較的均質性の高い粗粒砕屑物からな

ることから、人間活動の期間は比較的短かったものと

みられる。（第Ⅴ章第 5 節）

　遺跡の年代や周辺環境、食料・漆工芸などに関して多

くの知見が得られた。これまでの調査・研究と変わらない

成果もあれば新たに得られた知見もある。今回行えなかっ

た分析方法なども含め、さらなる研究の推進が望まれる。

ま と め

　遺跡の存続期間は、一つの土器型式を満たさない短い

ものであった。遺物包含層（F2）の分析でも同様の報告

を得ている。短期間に、多数の盛土遺構を構築したこと

になるが、どの程度の労力が必要であったのか推し量る

ほかない。相当の労力が必要であったと推察され、家族

単位というより集落全体での協同作業であったかもしれな

い。多数の盛土遺構を構築し、その足場の上で、漆工・

食材加工・石器製作・大量の土器に分厚いススが付着す

るような加熱作業など、ほかにも多種の作業を行っていた

と想定される。必要であれば、盛土上に簡素な上屋を設

けたかもしれない。これらを場合によっては共同作業の場

として、あるいは住居として利用していたと考えられる。

　いずれにせよ、湿地と流路が隣接する場所というのは、

常態的に居住するには困難な環境であることに変わりはな

い。周辺の自然堤防上が居住可能な場所であるならば、

そちらを居住域として考えたほうが違和感がない。その場

合これまで調査された調査区は居住域ではなく、いわば作

業域とも言うべき位置付けとなり、集落の範囲はさらに拡

大し、その内部には各用途ごとの「場」が存在した複雑

な集落構造をもつこととなる。

　今日では、低湿地遺跡の調査事例や漆製品の出土も増

加している。有機質遺物などが多数出土しているため、ほ

かの台地上に営まれた遺跡に比べ膨大な量のデータが得

られている。今後はそれら低湿地遺跡どうしの比較研究な

ども行う必要がある。今後の研究の進展によって、より具

体的な押出遺跡の人々の営みが浮かび上がるものと考え

られる。

※ 引用文献は 6 頁と 32 頁に分割して収録した。
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第27図　遺構全体図の割付
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護岸コンクリート護岸コンクリート

第29図　遺構全体図２第29図　遺構全体図２
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護岸コンクリート護岸コンクリート
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第32図　遺構全体図５第32図　遺構全体図５
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表土表土

黒色粘土層（10層）黒色粘土層（10層）

黒褐色系粘土層（2～9層）黒褐色系粘土層（2～9層）

遺物包含層（F1：12層）遺物包含層（F1：12層）

地山（25～27層）地山（25～27層）

調査区東壁土層図の略図調査区東壁土層図の略図

遺物包含層（F2：13～24層）遺物包含層（F2：13～24層）

※縮尺　縦：1/40，横：1/1000
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調査区壁土層図：a－a’
 1 表土
 2. 7.5YR3/2 黒褐色粘土質シルト，植物遺体を多く含む，小石を少し含む．
 3. 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，植物遺体を多く含む，細砂を含む．
 4. 10YR4/1 褐灰色粘土．植物遺体を含む．
 5. 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シルト，植物遺体を含む．
 6. 10YR3/2 黒褐色粘土，10YR7/3 にぶい黄橙色粘土を層状に含む．
 7. 7.5YR2/2 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
 8. 10YR5/2 灰黄褐色粘土，植物遺体を多く含む，10YR2/1 黒色粘質シルトを少し含む．
 9. 2.5Y3/1 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
10. 10YR1.7/1 黒色粘土，植物遺体を多く含む．
11. 10YR3/2 黒褐色粘土，植物遺体を含む．
12. 10YR2/2 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む，10YR3/2 黒褐色粘土を含む，炭化物・遺物をわずかに含む．（遺物包含層：F1）
13. 10YR3/2 黒褐色粘質土，炭化物を少し含む，植物遺体を多く含む．（以下 18層まで遺物包含層：F2）
14. 10YR3/1 黒褐色粘土，細砂・炭化物・植物遺体・クルミ・遺物を多く含む，10YR4/1 褐灰色粘土を含む．
15. 10YR3/2 黒褐色粘土，細砂を多く含む，炭化物・植物遺体・遺物を含む．
16. 10YR3/1 黒褐色粘質土，10YR3/2 黒褐色粘質土・炭化物・植物遺体・遺物を含む．
17. 10YR3/1 黒褐色粘土，細砂・炭化物・植物遺体・クルミ・遺物を多く含む．10YR4/1 褐灰色粘土を含む．
18. 10YR3/1 黒褐色粘土，炭化物・遺物を少し含む．
19. 10YR3/1 黒褐色粘土，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を15％・黒色粘土ブロック（直径約 3cm）を40％含む．（以下 24層まで SU111）
20. 5Y2/1 黒色粘土，植物遺体を含む，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を10％含む，暗灰色粘土ブロック（直径約 3cm）を20％含む．
21. 10YR3/1 黒褐色粘土，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を10％・黒色粘土ブロック（直径 5cm）を40％含む．
22. 5Y2/1 黒色粘土，植物遺体を含む，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を15％含む，暗灰色粘土ブロック（直径約 3cm）を10％含む．
23. 2.5Y3/1 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む，直径約 1～ 2mmの炭化物を4％含む．（SU111 内ピット）
24. 5Y2/1 黒色粘土，枝材を主とする直径約 1～ 20mmの角張った炭化物を50％以上含む，SU112を本層上面で検出．
25. 2.5Y3/1 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．（以下地山）
26. 2.5Y3/2 黒褐色粘土質シルト，植物遺体を含む．
27. 10YR3/2 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
※遺物の出土層位の表記は，12層が「F1」，13層～ 24層が「F2」となる．

第 39 図　調査区東壁土層図：a‐a’（5）
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第40図　トレンチ土層図：b‐b’・c‐c’・d‐d’
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H=209.000mH=209.000m

b‐b’
1.  表土
2.  a‐a’の 4 層と同じ．
3.  a‐a’の 6 層と同じ．
4.  a‐a’の 7 層と同じ．
5.  a‐a’の 10 層と同じ．
6.  a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
7.  a‐a’の 18 層と同じ．（遺物包含層：F2）
8.  a‐a’の 27 層と同じ．（地山）

c
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33

4
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1

c’c’
H=209.000mH=209.000m

c‐c’
1.  表土
2.  a‐a’の 7 層と同じ．
3.  a‐a’の 10 層と同じ．
4.  a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
5.  a‐a’の 14 層と同じ．（遺物包含層：F2）
6.  a‐a’の 27 層と同じ．（地山）

d
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2

d’d’

d‐d’
1.  表土
2.  a‐a’の 7 層と同じ．
3.  a‐a’の 10 層と同じ．
4.  a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
5.  a‐a’の 17 層と同じ．（遺物包含層：F2）
6.  a‐a’の 27 層と同じ．（地山）   
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第41図　トレンチ土層図：e‐e’・f‐f’・g‐g’・h‐h’・i‐i’
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h‐h’
1  表土
2.  a‐a’の 7 層と同じ．
3.  g‐g’の 4 層と同じ．
4.  a‐a’の 10 層と同じ．
5.  g‐g’の 6 層と同じ．（遺物包含層：F1）
6.  a‐a’の 27 層と同じ．（以下地山）
7.  10YR2/2 黒褐色粘土，植物遺体と10YR2/1 黒色粘土と
 10YR4/1 褐灰色粘土を多く含む
8.  10YR1.7/1 黒色粘土，植物遺体を多く含む．
9.  2.5Y5/1 黄灰色粘土，植物遺体を多く含む．
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gg

g‐g’
1.  表土
2.  撹乱層（横堀排水路内の堆積層）
3.  a‐a’の 7 層と同じ．
4.  10YR2/3 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
5.  a‐a’の 10 層と同じ．
6.  a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
7.  a‐a’の 17 層と同じ , 特に小枝が多い．（遺物包含層：F2，SG105に相当する）
8.  h‐h’の 7 層と同じ．
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i
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55

6

7

i’i’

i‐i’
1.  表土
2.  撹乱層（沼尻堀底の土砂堆積層）
3.  a‐a’の 7 層と同じ．
4.  g‐g’の 4 層と同じ．
5.  a‐a’の 10 層と同じ．
6.  10YR3/1 黒褐色シルト, 10YR1.7/1 黒色粘土・
 10YR5/2 灰黄褐色粘土・炭化物・直径約 5mmの
 風化礫・植物遺体を多く含む．（遺物包含層：F2)
7.  a‐a’の 27 層と同じ．（地山）
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1:40 木

遺物包含層（F2）

e
H=209.000m

11
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4
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67

e’e’e’

e‐e’
1.  a‐a’の 10 層と同じ．
2.  a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
3.  a‐a’の 27 層と同じ．（以下地山）
4.  10YR4/1 褐灰色粘土，10YR3/2 黒褐色粘土を少し含む，植物遺体を多く含む．
5.  10YR3/2 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
6.  10YR3/1 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
7.  10YR3/1 黒褐色粘土，5YR4/1 褐灰色粘土・植物遺体を多く含む

f f ’
H=209.000m

11

2
3

4
5

f‐f’
1.  a‐a’の 10 層と同じ．
2.  a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
3.  a‐a’の 18 層と同じ．（遺物包含層：F2）
4.  a‐a’の 25 層と同じ．（以下地山）
5.  a‐a’の 27 層と同じ．

遺構実測図



129

j’

3
11

H=209.500mH=209.500m

H=209.500m
j

11
4

5
6

7
89

10 12

12 12
12

3

1

3
11

12 12

1H=209.500mH=209.500m

2

3

2

12

11

H=209.500mH=209.500m

4

0 2m

1:40 石

木

土器

遺物包含層（F2）

第 42 図　調査区西壁土層図：j‐j’

調査区西壁土層図：j‐j’       
 1.  a‐a’の 10 層と同じ．
 2.  10YR3/1 黒褐色粘土，植物遺体を含む．
 3.  a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
 4.  10YR2/1 黒色粘土，10YR4/1 褐灰色粘土・植物遺体・炭化物を含む．( 以下 11層まで遺物包含層：F2）
 5.  10YR4/2 灰黄褐色粘土，10YR2/1 黒色粘土・植物遺体・炭化物を多く含む．
 6.  10YR3/1 黒褐色粘土，10YR4/2 灰黄褐色粘土・植物遺体・炭化物を多く含む，風化礫を少し含む．
 7.  10YR2/1 黒色粘土，10YR4/2 灰黄褐色粘土・植物遺体・炭化物を多く含む，風化礫を少し含む．
 8.  10YR4/1 褐灰色粘土，2.5Y5/2 暗灰黄色砂・10YR3/1 黒褐色粘土・植物遺体・炭化物を多く含む，風化礫を少し含む．
 9.  10YR3/1 黒褐色粘土，10YR4/1 褐灰色粘土・炭化物・風化礫を多く含む．
10.  10YR3/1 黒褐色シルト，10YR1.7/1 黒色粘土・10YR5/2 灰黄褐色粘土・炭化物・風化礫・植物遺体を多く含む．
11.  a‐a’の 17 層と同じ．
12.  a‐a’の 27 層と同じ．（地山）
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※平面図内の数字は，掲載した出土遺物の番号を示す．
　断面図内の数字は，土層の番号を示す．
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第44図　盛土遺構SM101

盛土遺構 SM101：a‐a’
 1.  撹乱層
 2.  10YR1.7/1 黒色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 10 層と同じ．
 3.  10YR2/2 黒褐色粘土，10YR3/2 黒褐色粘土を含む，炭化物・遺物をわずかに含む，調査区東壁土層図 a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
 4.  10YR1.7/1 黒色粘土，10YR1.7/1 黒色砂・炭化物・風化礫を含む．( 以下 5層まで覆土）
 5.  10YR2/1 黒色粘土，10YR4/2 灰黄褐色粘土・10YR4/2 灰黄褐色砂を多く含む．
 6.  10YR2/1 黒色粘土，10YR4/2 灰黄褐色細砂・炭化物・風化礫を多く含む．（以下７層までピット）
 7.  10YR4/2 灰黄褐色細砂，10YR2/1 黒色粘土を含む．
 8.  10YR4/2 灰黄褐色細砂，10YR3/1 黒褐色シルトを多く含む．（以下 46層まで盛土）
 9.  10YR4/1 褐灰色粘土，10YR1.7/1 黒色粘土を多く含む．
10.  10YR4/3 にぶい黄褐色細砂，10YR4/2 灰黄褐色粘土を多く含む，10YR2/1 黒色粘土を少し含む．
11.  10YR2/1 黒色粘土，10YR3/2 黒褐色粗砂・10YR4/2 灰黄褐色粘土を含む．
12.  10YR4/2 灰黄褐色粘土，10YR4/2 灰黄褐色粗砂を多く含む．
13.  10YR2/1 黒色粘土，10YR4/1 褐灰色粘土を多く含む．
14.  10YR4/2 灰黄褐色粘土，10YR3/1 黒褐色シルトを多く含む．
15.  5Y4/2 灰オリーブ色粘土，10YR2/1 黒褐色粘土・10YR4/1 褐灰色粘土を含む．
16.  2.5Y4/2 暗灰黄色粘土，2.5Y4/2 暗灰黄色細砂・2.5Y2/1 黒色粘土を多く含む．　
17.  2.5Y5/2 暗灰黄色粘土，2.5Y2/1 黒色粘土を少し含む，2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂を多く含む．
18.  10YR1.7/1 黒色粘土，10YR1.7/1 黒色砂を少し含む．
19.  2.5Y4/1 黄灰色粘土，2.5Y3/2 黒褐色シルトを少し含む．
20.  2.5Y4/2 暗灰黄色粘土，2.5Y3/2 黒褐色粘土・2.5Y4/3オリーブ褐色砂を多く含む．
21.  2.5Y2/1 黒色粘土，2.5Y4/2 暗灰黄色粘土を少し含む，2.5Y4/3オリーブ褐色粗砂を多く含む．
22.  2.5Y4/2 暗灰黄色粘土，2.5Y4/1 黄灰色粘土を少し含む．
23.  2.5Y2/1 黒色粘土，2.5Y4/1 黄灰色粘土を少し含む．
24.  2.5Y5/3 黄褐色粗砂，2.5Y2/1 黒色粘土を少し含む．
25.  2.5Y2/1 黒色粘土，2.5Y4/3オリーブ褐色粘土を少し含む．
26.  2.5Y4/2 暗灰黄色粘土，2.5Y4/3オリーブ褐色砂を多く含む，2.5Y3/1 黒褐色粘土を少し含む．　
27.  2.5Y4/2 暗灰黄色粘土，2.5Y5/2 暗灰黄色細砂・2.5Y4/3オリーブ褐色砂を少し含む．　　　　
28.  2.5Y4/2 暗灰黄褐色砂，2.5Y4/2 暗灰黄色粘土を少し含む．
29.  10YR1.7/1 黒色シルト，10YR1.7/1 黒色砂・炭化物・風化礫を多く含む．
30.  10YR2/1 黒色粘土，10YR4/1 褐灰色粘土・10YR4/1 褐灰色砂・炭化物・風化礫を多く含む．
31.  10YR4/1 褐灰色粘土，10YR1.7/1 黒色粘土・10YR1.7/1 黒色砂・炭化物を多く含む．
32.  2.5Y4/1 黄灰色粘土，2.5Y2/1 黒色粘土を少し含む，下端に厚さ約 2cmの 2.5Y2/1 黒色シルト層が入る．
33.  10YR2/1 黒色粘土，2.5Y4/1 黄灰色粘土を少し含む．
34.  2.5Y4/2 暗灰黄色砂，2.5Y4/1 黄灰色粘土を少し含む．
35.  2.5Y4/1 黄灰色粘土．
36.  2.5Y5/3 黄褐色砂，2.5Y3/1 黒褐色粘土を含む．
37.  2.5Y5/3 黄褐色粗砂，2.5Y5/1 黄灰色粘土を含む，下端に厚さ約 1.5cmの 2.5Y2/1 黒色シルト層が入る．
38.  2.5Y4/2 暗灰黄色砂，2.5Y4/2 暗灰黄色細砂・2.5Y5/2 暗灰黄色細砂・炭化物を多く含む．
39.  10YR1.7/1 黒色粘土，2.5Y4/1 黄灰色粘土・炭化物・風化礫を含む．
40.  2.5Y2/1 黒色粘土，2.5Y3/1 黒褐色粘土を多く含む．
41.  2.5Y2/1 黒色粘土，5Y4/2 灰オリーブ色砂・5Y4/1 灰色粘土を多く含む．
42.  2.5Y2/1 黒色粘土，5Y4/2 灰オリーブ色粘土を多く含む．
43.  5Y4/2 灰オリーブ色粘土，2.5Y2/1 黒色粘土を含む．
44.  5Y4/2 灰オリーブ色細砂，5Y2/1 黒色粘土を含む．
45.  5Y4/1 灰色粘土，5Y3/1オリーブ黒色粘土を多く含む．
46.  2.5Y2/1 黒色粘土．
47.  10YR2/1 黒色粘土，10YR4/1 褐灰色粘土を少し含む，10YR4/1 褐灰色粗砂・炭化物・風化礫・遺物を含む．（遺物包含層：F2）
48.  10YR3/2 黒褐色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 27 層と同じ．( 地山）
※全層に植物遺体が含まれている．

遺構実測図
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1:40 第45図　盛土遺構SM102

盛土遺構 SM102：a‐a’
1.  10YR1.7/1 黒色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 10 層と同じ．
2.  10YR2/2 黒褐色粘土，10YR3/2 黒褐色粘土を含む，炭化物・遺物をわずかに含む．
  調査区東壁土層図 a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
3.  10YR3/2 黒褐色シルト，10YR4/3 にぶい黄褐色砂・植物遺体・炭化物を多く含む．（遺物包含層：F2）
4.  2.5Y4/3オリーブ褐色砂，2.5Y4/2 暗灰黄色粘土・植物遺体・炭化物を含む．（以下 6層まで盛土）
5.  10YR4/1 褐灰色粘土，2.5Y4/3オリーブ褐色砂・植物遺体を多く含む．
6.  10YR2/1 黒色粘土，植物遺体・炭化物を多く含む．
7.  10YR2/1 黒色粘土，2.5Y4/3オリーブ褐色砂・植物遺体を多く含む．（遺物包含層：F2）
8.  10YR3/2 黒褐色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 27 層と同じ．( 地山）
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第46図　盛土遺構SM103

SM103

盛土遺構 SM103：a‐a’
 1.  表土
 2.  10YR2/3 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．トレンチ土層図 g‐g’の 4層と同じ．
 3.  10YR1.7/1 黒色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 10 層と同じ．
 4.  10YR2/2 黒褐色粘土，10YR3/2 黒褐色粘土を含む，炭化物・遺物をわずかに含む．
  調査区東壁土層図 a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
 5.  2.5Y4/2 暗灰黄色砂，10YR3/2 黒褐色粘土・炭化物を含む．
  （以下 8層まで遺物包含層：F2）
 6.  10YR2/2 黒褐色粘土，植物遺体・炭化物・10YR3/2 黒褐色粘土を含む．
 7.  10YR2/1 黒色シルト，炭化物・砂・風化礫・10YR4/1 褐灰色粘土・植物遺体を多く含む．
 8.  10YR3/1 黒褐色粘土，炭化物・植物遺体を多く含む．
 9.  2.5Y3/2 黒褐色砂，2.5Y4/2 暗灰黄色粘土・風化礫・炭化物・植物遺体を多く含む．
  （以下 11層まで盛土）
10.  10YR3/1 黒褐色粘土，2.5Y4/2 暗灰黄色砂・炭化物・植物遺体を多く含む．
11.  2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂，2.5Y3/1 黒褐色粘土・炭化物・植物遺体を多く含む．
12.  10YR3/2 黒褐色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 27 層と同じ．( 地山）
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第47図　盛土遺構SM104

盛土遺構 SM104：a‐a’  
 1.  表土
 2.  10YR1.7/1 黒色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 10 層と同じ．
 3.  10YR2/2 黒褐色粘土，10YR3/2 黒褐色粘土を含む，炭化物・遺物をわずかに含む，
  調査区東壁土層図 a‐a’の 12 層と同じ．（遺物包含層：F1）
 4.  10YR2/1 黒色粘土，炭化物・植物遺体・2.5Y4/3オリーブ褐色砂・
  2.5Y4/1 黄灰色粘土を多く含む．（遺物包含層：F2）
 5.  10YR3/1 黒褐色粘土，砂を含む．（以下 10層まで盛土）
 6.  2.5Y3/2 黒褐色砂，植物遺体と炭と10YR1.7/1 黒色シルトを含む．
 7.  2.5Y4/2 暗灰黄色細砂，2.5Y3/1 黒褐色粘土と炭と植物遺体を含む．
 8.  10YR3/1 黒褐色粘土，砂と炭と植物遺体を多く含む．
 9.  2.5YR4/2 暗灰黄色細砂，2.5Y3/1 黒褐色粘土を多く，石と植物遺体を多く含む．
10.  10YR2/1 黒色粘土，10YR3/1 黒褐色粘土と炭と植物遺体と砂を多く含む．
11.  10YR3/2 黒褐色粘土，調査区東壁土層図 a‐a’の 27 層と同じ．( 地山）
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SP113

ピットSP113：a‐a’
1.  10YR3/2 黒褐色粘土，細砂・植物遺体・炭化物・
クルミ核・炭化クリ子葉を多く含む．

2.  10YR3/2 黒褐色粘土，細砂・植物遺体・炭化物・
クルミ核・炭化クリ子葉を含む．

1
2

1
2

a’a
H=209.000m

SP115

柱穴 SP115：a‐a’
1.  10YR3/2 黒褐色粘土，細砂・ 植物遺体・炭化物・
クルミ核・炭化クリ子葉を多く含む．

2.  10YR4/1 褐灰色粘土，植物遺体を多く含む．
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第50図　炭化物集中地点SU111，第5次調査区南端部遺構群

炭化物集中地点 SU111：a‐a’
 1 表土
 2. 7.5YR3/2 黒褐色粘土質シルト，植物遺体を多く含む，小石を少し含む．
 3. 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，植物遺体を多く含む，細砂を含む．
 4. 10YR4/1 褐灰色粘土．植物遺体を含む．
 5. 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シルト，植物遺体を含む．
 6. 10YR3/2 黒褐色粘土，10YR7/3 にぶい黄橙色粘土を層状に含む．
 7. 7.5YR2/2 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
 9. 2.5Y3/1 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
10. 10YR1.7/1 黒色粘土，植物遺体を多く含む．
11. 10YR3/2 黒褐色粘土，植物遺体を含む．
12. 10YR2/2 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む，10YR3/2 黒褐色粘土を含む，炭化物・遺物をわずかに含む．（遺物包含層：F1）
18. 10YR3/1 黒褐色粘土，炭化物・遺物を少し含む．（遺物包含層：F2）
19. 10YR3/1 黒褐色粘土，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を15％・黒色粘土ブロック（直径約 3cm）を40％含む．（以下 24層まで SU111）
20. 5Y2/1 黒色粘土，植物遺体を含む，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を10％含む，暗灰色粘土ブロック（直径約 3cm）を20％含む．
21. 10YR3/1 黒褐色粘土，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を10％・黒色粘土ブロック（直径 5cm）を40％含む．
22. 5Y2/1 黒色粘土，植物遺体を含む，直径約 1～ 2mmの角張った炭化物を15％含む，暗灰色粘土ブロック（直径約 3cm）を10％含む．
23. 2.5Y3/1 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む，直径約 1～ 2mmの炭化物を4％含む．（SU111 内ピット）
24. 5Y2/1 黒色粘土，枝材を主とする直径約 1～ 20mmの角張った炭化物を50％以上含む，SU112を本層上面で検出．
25. 2.5Y3/1 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．（以下地山）
26. 2.5Y3/2 黒褐色粘土質シルト，植物遺体を含む．
27. 10YR3/2 黒褐色粘土，植物遺体を多く含む．
※調査区東壁土層図：a‐a’より転載
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第 67 図　第Ⅱ群 7類：大木 4式
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1:3 第 69 図　第Ⅱ群 9類：大木 4式
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1:3 第 70 図　第Ⅱ群 9類・10 類・11 類：大木 4式
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1:3 第 71 図　第Ⅱ群 12 類：大木 4式
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1:3 第 72 図　第Ⅱ群 13 類・14 類：大木 4式
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1:3 第 73 図　第Ⅱ群 15 類・16 類・17 類：大木 4式
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第 74 図　第Ⅱ群 18 類：大木 4式 , 第Ⅲ群：諸磯 b式 , 第Ⅳ群：浮島Ⅱ式 , 第Ⅴ群：興津Ⅱ式 , 第Ⅵ群 , 第Ⅶ群
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1:3 第 81 図　第Ⅸ群，円盤状土製品，棒状土製品
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第 82 図　石鏃（凹基無茎鏃 a類）
0 5cm

1:1

334

335

325

326

327

333331

332

328 329
330

325.  564-164G
326.  SG105, 550-158G
327.  498-134G, F2
328.  SM102, 520-152G
329.  SU111, 474-128G, F2
330.  SM102, 520-150G
331.  SM101, 500-146G
332.  494-132G, F2
333.  SM101, 490-144G
334.  SM104, 532-154G
335.  SG105, 506-136G, F2

遺物実測図



170

第 83 図　石鏃（凹基無茎鏃 b類）
0 5cm

1:1

350349348

354 355 356

344 346 347345

351 353352

338336 339
337

343342341340

336.  514-150G
337.  564-164G
338.  SM101, 500-146G
339.  550-148G, F2
340.  SG105, 548-158G
341.  SM101, 490-142G
342.  550-148G, F2
343.  SM104, 532-154G
344.  SM102, 524-152G
345.  552-148G, F2
346.  518-150G
347.  SG105, 514-138G, F2
348.  SM102, 524-152G
349.  564-164G
350.  518-150G
351.  SG105, 534-154G
352.  496-134G, F2
353.  550-148G, F2
354.  518-150G
355.  556-160G
356.  516-150G

遺物実測図



171

第 84 図　石鏃（凹基無茎鏃 b類）
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第 85 図　石鏃（凹基無茎鏃 b類）
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第 86 図　石鏃（凹基無茎鏃 c類：384 ～ 390，凹基無茎鏃 d類：391 ～ 402）
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第 87 図　石鏃（凹基無茎鏃 e類：403 ～ 413，凹基無茎鏃 f 類：414 ～ 425，凹基無茎鏃 g類：426）
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第 88 図　石鏃（平基無茎鏃：427 ～ 431，尖基鏃：432 ～ 434），石鏃未製品（a類：435，b類：436 ～ 440）
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第 89 図　石鏃未製品（b類）
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第 90 図　石鏃未製品（c類：451 ～ 458，d類：459 ～ 469）
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第 91 図　石鏃未製品（d類）
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第 92 図　押出型ポイント（Ⅰ型：470・471・473 ～ 475・477 ～ 481，Ⅱ型：472・476・482）
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第 93 図　押出型ポイント（Ⅰ型：483・484，Ⅱ型：485・486），押出型ポイント未製品（487・488），石篦（489・490）
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第 94 図　石匙（縦型：491 ～ 496，横型：497），石錐（a類：498・499，b類：500・501，c 類：502 ～ 504，d類：505 ～ 507）
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第 95 図　石錐（e類：508 ～ 517，f 類：518 ～ 522），三日月形削器（523 ～ 525）
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第 96 図　削器（526 ～ 533），鋸歯縁石器（534 ～ 536）
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第 97 図　円形石器（537），石核（538 ～ 541）
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第 98 図　小型磨製石斧（542・543），磨製石斧（544 ～ 549），箆状石製品（550）
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第 99 図　玦状耳飾（551），石棒（552），岩板（553），異形石器（554 ～ 559）
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第 100 図　砥石（560 ～ 562），磨石（563 ～ 575）
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第 101 図　磨石
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第102図　凹石
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第 103 図　凹石
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第 104 図　石皿
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第 105 図　石皿
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第 106 図　木胎漆器（618），木製皿（619 ～ 624，626），木製台付皿（625）
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第 107 図　箆状木製品（627 ～ 630），柄状木製品（631・632），棒状木製品（633・634），タモ状木製品（635），木柱（636）
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第 108 図　有孔クルミ核（637），クッキー状炭化物（638 ～ 648），縄（649 ～ 654）

※ 縄ごとに色分けしている
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第 109 図　参考資料

 平成 20 年の試掘調査で出土した大木 4式の深鉢
※出土地点：盛土遺構 SM101 周辺

（山形県教育委員会 2010ａより転載）
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遺構分布概要図（第1～3次調査）
※図中のSTは住居跡を示す。網掛けは住居跡の範囲を示す

（うきたむ風土記の丘考古資料館2007より転載）
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小林 A遺跡出土の大木 3式の深鉢
（東根市教育委員会 1975より転載）

参考資料



写 真 図 版





写真図版 1

第 4 次調査区全景（右が北東）

第 4 次調査区遠景（南西から） 第 4 次調査区遠景（北東から）



写真図版 2

第 5 次調査区全景（右が北東）

第 5 次調査区遠景（南西から）

白竜湖と遺跡遠景（北東から）

遺跡の位置：矢印の交点付近



写真図版 3

調査着手前の第 4 次調査区（北東から）白竜湖に注ぐ用水路（南東から）

沼尻堀の底部と堆積土砂，調査区中央付近（第 4 次，南から） 沼尻堀の底部と堆積土砂，調査区南端付近（第 4 次，南西から）

白竜湖の北岸（北西から）



写真図版 4

446-120 グリッド遺物包含層検出状況（第 5 次，南西から）

546-148 グリッド遺物包含層検出状況（第 5 次，南西から）

遺物包含層検出状況（第 5 次，南西から）

478-128 グリッド遺物包含層検出状況（第 5 次，南西から）

500-134 グリッド遺物包含層検出状況（第 5 次，南西から）



写真図版 5

トレンチ土層断面：ｇ‐ｇ’（北東から）

トレンチ土層断面：ｂ‐ｂ’（南西から）

トレンチ土層断面：ｃ‐ｃ’（南西から） トレンチ土層断面：ｄ‐ｄ’（南西から）

トレンチ土層断面：ｅ‐ｅ’（北東から）

トレンチ土層断面：ｆ‐ｆ’（北東から）



写真図版 6

トレンチ土層断面：ｉ‐ｉ’（東から）

第 4 次調査区南端部土層断面：ｊ‐ｊ’ 北側（南東から）

トレンチ土層断面：ｈ‐ｈ’（南から）

第 4 次調査区南端部完掘状況（南から）

第 4 次調査区南端部遺物包含層検出状況（南西から）

第 4 次調査区南端部土層断面：ｊ‐ｊ’ 中央部（南東から）

第 4 次調査区南端部土層断面：ｊ‐ｊ’ 南側（南東から）



写真図版 7

第 5 次調査区完掘状況（南西から）

470-126 ～ 476-128 グリッド完掘状況（南西から） 488-132 ～ 492-132 グリッド完堀状況（南西から）



写真図版 8

盛土遺構 SM101 転ばし根太検出状況（上：北東から，下：左が北東）



写真図版 9

盛土遺構 SM101（上左：盛土検出：北東から，上右：転ばし根太検出：北から，下：転ばし根太中央部近接：北東から）



写真図版 10

盛土遺構 SM101（上：転ばし根太中央部近接：東から，中：北側土層断面：北東から，下：南側土層断面：南西から）



写真図版 11

502-146 グリッド（南東から）台付浅鉢 237，502-146 グリッド（東から）

深鉢 51・76，490-144 グリッド（北東から）深鉢 20・25・55・56・48・110・134，502-146 グリッド（東から）

深鉢 119，492-144 グリッド（北東から）深鉢 82・123・252・254，490-142 グリッド（北東から）

盛土遺構 SM101，遺物出土状況

盛土遺構 SM101 北端部土層断面（南東から）



写真図版 12

盛土遺構 SM102（上：転ばし根太検出：北東から，下：土層断面：南東から）



写真図版 13

盛土遺構 SM102　転ばし根太検出状況（左が北東）

深鉢 126・157・173・209，522-152 グリッド（南東から）深鉢 92・275，524-152 グリッド（北東から）

深鉢 186，520-152 グリッド（東から）
盛土遺構 SM102，遺物出土状況

深鉢 143，524-152 グリッド（北東から）



写真図版 14

盛土遺構 SM104 検出状況（東から）

盛土遺構 SM103 検出状況（東から）

盛土遺構 SM104 内，深鉢 101・147 出土状況（北東から）盛土遺構 SM103 内，深鉢 282・283 出土状況（北東から）



写真図版 15

炭化物集中地点 SU124 検出状況（東拡張区，南東から）

炭化物集中地点 SU124 西側土層断面（北東から）炭化物集中地点 SU124 東側土層断面（北から）



写真図版 16

木柱群検出状況（東拡張区，上：南東から，下：北西から）



写真図版 17

木柱群検出状況（東拡張区，北西から）

木柱 636 断面（東拡張区内，南西から） 石棒 552 出土状況（炭化物集中地点 SU124，北西から）



写真図版 18

炭化物集中地点 SU111・石器集中地点
SU112 検出状況（南東から）

石器集中地点 SU112（西から） 石器集中地点 SU112 の最下層（西から）

炭化物集中地点 SU111 土層断面（南西から）



写真図版 19

ピット SP113 土層断面（北西から） 柱穴 SP115 土層断面（北西から）

SP132 検出状況（南東から） SP133 検出状況（南東から）

第 5 次調査区南端部遺構群完掘状況（552-148 ～ 554-150 グリッド，右が北東）

SP126（上）・SP127（下）検出状況（南西から）石匙 494 出土状況（ピット SP114，北西から）



写真図版 20

流路 SG105 南岸検出（第 4 次，南東から）

流路 SG105 北岸付近，木柱群検出（第 5 次，南西から）

流路 SG105 最深部（第 5 次，南西から）流路 SG105 中央部，流木検出（第 5 次，南西から）



写真図版 21

深鉢 2，548-158 グリッド（南西から）

深鉢 111，504-136 グリッド（北西から）

深鉢 40・152・197，512-138・514-138 グリッド（南西から） 深鉢 80・193，514-138 グリッド（西から）

深鉢 206 ほか，518-140 グリッド（北西から）
流路 SG105 内，遺物出土状況

深鉢 21，522-140，グリッド（北西から）



写真図版 22

深鉢 296・押出型ポイント 476，520-140 グリッド（北西から）

磨製石斧 544，深鉢 196・302，514-138・516-140 グリッド（北西から）

押出型ポイント 486，504-136 グリッド（西から）

木製皿 619，512-138 グリッド（北西から）

漆器 618，504-136 グリッド（北から）
流路 SG105 内，遺物出土状況



写真図版 23

木製皿 626，546-158 グリッド（北西から）

ヘラ状木製品 627，528-142 グリッド（北西から）

タモ状木製品 635，534-144 グリッド（西から）

ヘラ状木製品 629，526-142 グリッド（北西から）

流路 SG105 内，遺物出土状況



写真図版 24

深鉢 11・278，514-150 グリッド（南東から）

深鉢 58・154・210・312，550-148 グリッド（北西から）深鉢 19，492-132 グリッド（北西から）

深鉢 17・69・81，498-134 グリッド（北から）

深鉢 3，492-132 グリッド（北から）

遺物包含層の出土状況



写真図版 25

深鉢 16・203，494-132・496-134 グリッド（北西から）

深鉢 129，494-132 グリッド（北から）
遺物包含層の出土状況

押出型ポイント 473・深鉢 91，496-134 グリッド（北から）



写真図版 26

514-150・516-150 グリッド（北東から）深鉢 198，514-150 グリッド（南東から）

深鉢 146，498-134 グリッド（北西から）

深鉢 141・178，494-132 グリッド（西から）

遺物包含層の出土状況
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492-132・494-132 グリッド（南西から）

564-162・564-164 グリッド（南西から）

磨製石斧 549，498-134 グリッド（南西から） 篦　状石製品 550，498-134 グリッド（西から）
遺物包含層の出土状況



写真図版 28

木製台付皿 620，550-148 グリッド（北西から）

彩漆土器 238，498-134 グリッド（北西から）

彩漆土器 238，台付鉢 236，496-134 グリッド（西から）
遺物包含層の出土状況（彩漆土器ほか）



写真図版 29

第Ⅰ群 1 類：大木 4 式
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1. SG105, 500-134G, F2
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第Ⅰ群 1 類：大木 4 式
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第Ⅰ群 1 類：大木 4 式
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第Ⅰ群 1 類：大木 4 式
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第Ⅰ群 2 類：大木 4 式
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第Ⅰ群 2 類：大木 4 式
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第Ⅰ群 2 類（29 ～ 30），第 1 群 3 類（31 ～ 38）：大木 4 式

29

31 33

37

37

38

38

30

29. SM101, 488-142G
30. SG105, 514-138G, F2
31. 518-150G
33. SM101, 500-146G
37. 不明
38. SM101, 488-142G



写真図版 36

第Ⅰ群 3 類：大木 4 式
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第Ⅰ群 3 類：大木 4 式

35

35. SM102, 524-152G
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第Ⅰ群 4 類：大木 4 式
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第Ⅰ群 5 類：大木 4 式
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第Ⅱ群 1 類：大木 4 式
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第Ⅱ群 1 類：大木 4 式
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第Ⅱ群 1 類：大木 4 式
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第Ⅱ群 2 類：大木 4 式
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第Ⅱ群 2 類：大木 4 式
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写真図版 45

第Ⅱ群 3 類：大木 4 式
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79. SM101, 490-144G
80. SG105, 512-138G, F2

81. 498-134G, F2
82. SM101, 490-142G
83. SM101, 492-144G
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第Ⅱ群 4 類：大木 4 式

84

85

87

86

89
88

90

91

93

96 97

94 95

98

84. SG105, 530-144G, F2
85. 488-132G, F2
86. 514-150G
87. 496-134G, F2
88. 500-146G
89. 514-150G
90. 550-148G, F2
91. 496-134G, F2
93. SM102, 524-152G
94. SM101, 488-142G
95. 556-150G, F2
96. SM103, 512-150G
97. 526-152G
98. 550-148G, F2
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第Ⅱ群 4 類：大木 4 式

92

99

102

100

103
104

 92. SM102, 524-152G
 99. SG105, 516-140G, F2
100. SM101, 500-146G
102. 480-130G, F2
103. 552-150G, F2
104. SU124, 492~498-118~130G
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第Ⅱ群 4 類：大木 4 式

101. SM104, 528-152G
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第Ⅱ群 5 類（105 ～ 113），第Ⅱ群 6 類（114 ～ 118）：大木 4 式

105

109

106

107

108

111

110

114

112 115

116

118
117

113

105. SM102, 524-152G 
106. SG105, 502-136G, F2
107. 556-150G
108. 480-130G, F2
109. 560-150G, F2
110. SM101, 502-146G
111. SG105, 502-136G, F2
112. 564-164G

113. 564-162G
114. SG105, 536-144G, F2
115. 498-134G, F2
116. SU124, 
494~498-118~122G
117. SU111, 470-126G, F2
118. SM101, 488-142G
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第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

119

119. SM101, 492-144G
120. SG105, 508-138G, F2
121. SG105, 530-144G, F2
122. SG105, 508-138G, F2 
123. SM101, 490-142G
124. 552-148G
125. SG105, 526-142G, F2
126. SM102, 522-152G
127. SG105, 522-140G, F2
128. 484-140G
129. 494-132G, F2
130. 558-150G, F2
131. SM101, 492-144G
132. 496-134G, F2
133. SM101, 500-146G
134. 502-146G
135. SM101, 502-146G
136. SM101, 502-146G
137. SU124, 
 494~498-118~122G
138. SM101, 500-146G
139. 518-150G
140. 552-148G, F2
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第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

120

124
123

121

122

125

126

127

128

131

129

137

139

138

140136135133

132 134

130
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第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

141. 494-132G, F2
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第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

142

143

144

145

149

148

142. 518-150G
143. SM102, 524-152G
144. 516-150G
145. 516-150G
148. SG105, 512-138G, F2
149. SM104, 528-152G
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第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

146. 498-134G, F2
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第Ⅱ群 7 類：大木 4 式

147. SM104, 528-152G
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第Ⅱ群 8 類：大木 4 式

150

151

153

155 154

156156

152

150. 550-148G, F2
151. 550-148G, F2
152. SG105,
  510-138G, F2
153. 492-132G, F2
154. 550-148G, F2
155. 518-150G
156. 494-132G, F2



写真図版 57

第Ⅱ群 8 類（157 ～ 158），第Ⅱ群 9 類（159 ～ 167）：大木 4 式

157

158

160

162

167

159 161

163
164

165

166

157. SM102, 522-152G
158. 514-150G
159. SG105, 516-140G, F2
160. SG105, 526-142G, F2
161. SG105, 518-140G
162. 484-140G

163. 498-134G, F2
164. 518-150G
165. SU124, 492~498-124~130G
166. 518-150G 
167. SP113, 554-150G, F2 
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第Ⅱ群 9 類：大木 4 式

168

170

171

179

175

176

174

172

169

177

168. 516-150G
169. SG105, 546-158G
170. SG105, 518-140G, F2
171. 518-150G
172. SM103, 512-148G
174. SG105, 516-138G, F2
175. 514-150G
176. SG105, 506-136G, F2
177. SG105, 522-140G, F2
179. SG105, 506-136G, F2
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第Ⅱ群 9 類：大木 4 式

173. SM102, 522-152G
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第Ⅱ群 10 類：大木 4 式

178. 494-132G, F2
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第Ⅱ群 10 類（180），第Ⅱ群 11 類（181 ～ 185）：大木 4 式

180

182

183

184

181

185

180. SG105, 510-138G, F2
181. 564-162G
182. 564-162G

183. 480-130G, F2
184. 526-152G
185. SM102, 524-152G
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第Ⅱ群 12 類：大木 4 式

186

188

192

191

190

187

186. SM102, 520-152G
187. SG105, 512-138G, F2
188. 550-148G, F2
190. 550-148G, F2
191. SG105, 542-146G, F2
192. 526-152G
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第Ⅱ群 12 類：大木 4 式

189

196 198

197

193

194

195

189. 550-148G, F2
193. SG105, 512-138G, F2
194. SM101, 488-142G
195. 498-134G, F2
196. SG105, 514-138G, F2
197. SG105, 512-138G, F2
198. 514-150G
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第Ⅱ群 13 類（199 ～ 202），第Ⅱ群 14 類（204 ～ 206）：大木 4 式

199

202

200
201

205
205

206
204

199. SG105, 518-140G, F2
200. 550-148G, F2
201. SG105, 518-140G, F2
202. SG105, 512-138G, F2
204. SG105, 504-136G, F2
205. SG105, 514-138G, F2
206. SG105, 516-140G, F2
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第Ⅱ群 14 類：大木 4 式

203. 494-134G, F2
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第Ⅱ群 15 類（207 ～ 218），第Ⅱ群 16 類（219 ～ 222），第Ⅱ群 17 類（223 ～ 230）：大木 4 式

207

208

209

210

211

218

217

215

214

212

213
216

219

223

220
221

222

229

228
227224

226225

226

230
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第Ⅱ群 18 類：大木 4 式

231

232

235 236

233 234

237

231. 484-142G
232. SG105, 500-134G, F2
233. SG105, 504-136G, F2
234. 482-130G, F2
235. 562-162G
236. 496-134G, F2
237. SM101, 502-146G

207. SM101, 500-146G
208. SP120, 554-150G
209. SM102, 522-152G
210. 550-148G, F2
211. SG105, 516-140G, F2
212. 486-142G
213. 516-150G
214. SU124, 
 492~498-118~130G
215. SG105, 548-148G, F2 
216. 498-134G, F2
217. SM102, 524-152G
218. SM101, 500-146G
219. 564-162G
220. SG105, 528-142G, F2
221. SM103, 512-150G
222. 550-148G, F2
223. SG105, 520-140G, F2
224. SG105, 536-144G, F2
225. SG105, 516-140G, F2
226. SM101, 498-144G
227. 514-150G
228. SG105, 518-140G, F2
229. 550-148G, F2
230. 550-148G, F2
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第Ⅲ群（諸磯 b 式：239 ～ 241），第Ⅳ群（浮島Ⅱ式：242 ～ 246），
第Ⅴ群（興津Ⅱ式：248），第Ⅵ群（249 ～ 250），第Ⅶ群（251）

239

240

241

242

245

244

247
243

246

250
251

248 249

239. 518-150G
240. SG105, 520-140G, F2
241. 492-132G, F2
242. 552-150G, F2
243. 552-150G, F2
244. 552-150G, F2
245. 552-150G, F2
246. SM102, 522-152G
247. SG105, 516-140G, F2
248. SG105, 518-140G
249. SM101, 488-142G
250. SG105, 508-138G, F2
251. 552-148G, F2
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第Ⅷ群

252

253 254

252. SM101, 490-142G
253. SM101, 490-142G
254. SM101, 490-142G
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第Ⅷ群

255

261

260
259

255. SG105, 512-138G, F2
256. 514-150G
257. 514-150G
258. 514-150G
259. 518-150G
260. SU124, 
 492~498-124~130G
261. 514-150G
262. 552-148G
263. SM101, 498-144G
264. 492-132G, F2
265. SG105, 504-136G, F2
266. 552-148G, F2
267. SM101, 502-146G
268. SM103, 512-150G
269. 492-132G
270. 514-150G
271. SM102, 520-152G
272. SG105, 514-138G, F2
273. SM101, 488-142G
274. SG105, 520-140G, F2
275. SM102, 524-152G
276. SG105, 512-138G, F2
277. SG105, 512-138G, F2
278. 514-150G
279. 514-150G
280. 514-150G
281. SM103, 510-148G
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第Ⅷ群

256

257

258

266

267

265

262

263

264

268

272 273

269 270 271

277

281

280

279
278

274

276 275 275
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第Ⅷ群

282

283

284

285

286

287

282. SM103, 506-146G 
283. SM103, 506-146G
284. SG105, 550-160G
285. SG105, 546-158G
286. 558-162G
287. SG105, 546-146G, F2
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第Ⅸ群

288 289

290

291

295294293292

296 297 298

301300299299

288. SG105, 526-142G, F2
289. SG105, 518-140G, F2
290. 560-150G

291. SG105, 516-140G, F2
292. SM101, 502-146G
293. 514-150G

294. 498-134G, F2
295. SG105, 514-138G, F2
296. SG105, 520-140G, F2

297. SG105, 500-134G, F2
298. SG105, 514-138G, F2
299. 552-148G, F2

300. 514-150G
301. 550-148G, F2
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第Ⅸ群

302
303

304

305

307

308

310

311

309

306

302. SG105, 514-138G, F2
303. SM101, 492-144G
304. SM103, 510-148G
305. 492-132G, F2
306. SU124, 494~498-118~122G

307. SM102, 520-152G
308. SG105, 534-154G
309. 528-152G
310. 486-142G
311. 550-148G, F2
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第Ⅸ群

312 313

314 315

316 318

312. 550-148G, F2
313. 496-134G, F2
314. SM101, 502-146G

315. SG105, 500-134G, F2
316. SM104, 530-154G
318. SG105, 504-136G, F2
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第Ⅸ群（317），円盤状土製品（318 ～ 323），棒状土製品（324）

317

324

323

322

321

320319

317. SG105, 500-136G, F2
319. 482-130G, F2
320. SM101, 488-142G
321. 492-132G, F2
322. 516-150G
323. SM103, 508-148G
324. SU124, 494~498-118~122G
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333333

334

335

325
326

332

331
329328

327
330

336 337 338 339 340 341 342

343 344 345 346 347 348

349 350 351 352 353 354

355 356 357 358 359 360 361 362

石鏃（凹基無茎鏃 a 類：325 ～ 335，凹基無茎鏃 b 類：336 ～ 368）

363
365

366 367 368364364

※ほぼ実寸大

325. 564-164G 
326. SG105, 550-158G
327. 498-134G, F2
328.  SM102, 520-152G
329. SU111, 474-128G, F2
330. SM102, 520-150G
331. SM101, 500-146G
332. 494-132G, F2

333. SM101, 490-144G
334. SM104, 532-154G
335. SG105, 506-136G, F2
336. 514-150G
337. 564-164G
338. SM101, 500-146G
339. 550-148G, F2
340. SG105, 548-158G

341. SM101, 490-142G
342. 550-148G, F2
343. SM104, 532-154G
344. SM102, 524-152G
345. 552-148G, F2
346. 518-150G
347. SG105, 514-138G, F2
348. SM102, 524-152G

349. 564-164G
350. 518-150G
351. SG105, 534-154G
352. 496-134G, F2
353. 550-148G, F2  
354. 518-150G
355. 556-160G
356. 516-150G

357. SM103, 512-150G
358. SM102, 520-150G
359. SG105, 542-156G
360. SM102, 524-152G
361. 564-162G
362. 482-130G, F2
363. SM101, 500-146G
364. SM103, 512-150G

365. 518-150G
366. 494-132G, F2
367. SG105, 518-140G, F2
368. 498-134G, F2
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石鏃（凹基無茎鏃 b 類：369 ～ 383，c 類：384 ～ 390，d 類：391 ～ 402，e 類：403 ～ 413）

369 370 371 372
373

374 375 376

377

378 379

380 381 382 383

384
385

386 387
388 389 390

391
392 393 394

395 396 397
398

399
400 401

402

403 404 405
406

407 408
409 410

411 412 413

※ほぼ実寸大

369. SM101, 490-144G
370. 560-162G
371. SM101, 488-142G
372. 564-162G
373. 514-150G
374. 不明
375. 494-134G, F2
376. SM101, 488-142G

377. SG105, 548-158G
378. 516-150G
379. 514-150G
380. 550-148G, F2
381. 550-148G, F2
382. SG105, 516-140G, F2
383. 518-150G
384. SM101, 490-142G

385. 480-130G, F2
386. 494-132G, F2
387. 516-150G
388. SM101, 490-144G
389. 518-150G
390. 518-150G
391. SG105, 508-138G, F2
392. 494-132G, F2

393. 554-150G, F2
394. 492-132G, F2
395. SM101, 500-146G
396. 552-148G, F2
397. SG105, 516-140G, F2
398. SG105, 516-140G, F2
399. 518-150G
400. SG105, 506-136G, F2

401. SM101, 500-146G
402. 494-132G, F2  
403. SM102, 520-150G
404. SM103, 512-150G
405. SG105, 528-142G, F2
406. 516-150G  
407. 518-150G
408. SM101, 492-144G

409. 516-150G
410. SG105, 516-140G, F2
411. SG105, 500-134G, F2
412. SM102, 520-150G
413. 554-150G, F2
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石鏃（凹基無茎鏃 f 類：414～425，g 類：426，平基無茎鏃：427～431，尖基鏃：432～434），石鏃未製品（ a 類：435，b 類：436～450）

414 415 416 417 418 419 420 421

422 423 424
425

426

427
428

429

430
431

434 432

433

435

442

443
444

445 446 447

436
437

438 439
440

433

441

449448
450

※ほぼ実寸大

414. 560-162G
415. 518-150G
416. 496-134G, F2
417. 518-150G
418. SG105, 506-136G, F2
419. 498-134G, F2
420. 514-150G
421. 552-148G, F2
422. 514-150G
423. SP123, 552-150G
424. 550-148G, F2
425. SM101, 500-146G

426. SG105, 520-140G, F2
427. SG105, 524-142G, F2
428. SG105, 530-144G, F2
429. 550-148G, F2
430. SG105, 514-138G, F2
431. SM101, 500-146G
432. 564-162G
433. SG105, 510-138G, F2
434. 494-132G, F2
435. 518-150G
436. SM102, 522-152G
437. SG105, 516-140G

438. SG105, 550-158G
439. SG105, 520-140G, F2
440. SG105, 514-138G, F2
441. SM101, 490-142G
442. 518-150G
443. SG105, 522-140G, F2
444. 518-150G
445. SM102, 522-152G
446. 494-132G, F2
447. SM101, 500-146G
448. SG105, 528-142G, F2
449. SM101, 490-144G
450. 518-150G
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石鏃（石鏃未製品 c 類：451 ～ 458，d 類：459 ～ 469）

451 452 453
454 455 456

457457

458458

459459
460

461

462462 463
464464 465465

466466

467
468468

469469

※ほぼ実寸大

451. SG105, 548-158G
452. SM101, 502-146G
453. 494-132G, F2
454. 不明
455. 514-150G
456. SU124, 494~498-118~122G
457. 不明 , F2
458. SM104, 528-154G
459. SG105, 516-140G, F2
460. 518-150G

461. SM101, 494-144G
462. SM103, 510-148G
463. SG105, 516-140G, F2
464. SM103, 512-150G
465. 518-150G
466. 552-148G, F2
467. 518-150G
468. SM101, 488-142G
469. 492-132G, F2
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押出型ポイント（Ⅰ型：470・471・473 ～ 475，Ⅱ型：472）

470470 471471

472

473473
474474

475

※ほぼ実寸大

470. 550-148G, F2
471. 498-134G, F2
472. 564-162G
473. 496-134G, F2
474. SM101, 488-142G
475. SG105, 548-158G

470. 550-148G, F2
471. 498-134G, F2
472. 564-162G
473. 496-134G, F2
474. SM101, 488-142G
475. SG105, 548-158G
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476

押出型ポイント（Ⅰ型：477 ～ 481，Ⅱ型：476・482）

477

478

479 480

481

482

※ほぼ実寸大

476. SG105, 520-140G, F2
477. SG105, 508-136G, F2
478. 550-150G, F2
479. SG105, 508-136G, F2
480. SM104, 532-154G
481. SM101, 490-142G
482. 492-132, F2
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484484
486

483

487487

488488

489 490

押出型ポイント（Ⅰ型：483・484，Ⅱ型：486，未製品：487・488），石篦（489・490），石匙（縦型：491 ～ 496，横型：497）

491
492

493

494

495
496496 497

※ 483 ～ 486 ほぼ実寸大，487 ～ 497 ほぼ 1/2 倍

483. SM103, 508-148G
484. 484-140G
486. SG105, 504-136G, F2 
487. SM101, 492-144G 
488. SM101, 498-144G
489. SM103, 506-146G
490. 558-150G, F2
491. SG105, 516-140G, F2
492. SG105, 520-140G, F2
493. 492-134G, F2
494. SP114, 552-150G, F2
495. 518-150G
496. 476-138G
497. SG105, 522-140G, F2
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押出型ポイントⅡ型：485，石錐（a 類：498・499，b 類：500・501，c 類：502 ～ 504，d 類：505 ～ 507，e 類：508 ～ 517）

485

498

499

500

501
502

503

504

505 506

507

508
509

510

514

515 516 517

511
512 513

※ほぼ実寸大

485. 不明
498. 518-150G
499. SM102, 524-152G 
500. SU124, 
 494~498-118~122
501. SM101, 494-144G
502. 550-148G, F2
503. 516-150G
504. SG105, 504-136G, F2
505. SG105, 502-136G, F2
506. SG105, 502-136G, F2

507. SM101, 500-146G
508. SM102, 524-152G
509. SG105, 532-144G, F2
510. 550-148G, F2
511. SG105, 548-158G
512. 不明 , F2
513. 552-148G, F2
514. SM101, 500-146G
515. 550-148G, F2
516. 552-148G, F2
517. 484-140G
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石錐（f 類：518 ～ 522），三日月形削器（523 ～ 525），削器（526 ～ 533），鋸歯縁石器（534 ～ 536），円形石器（537），石核（538 ～ 541）

518 519

520 521

522

523
524

525

526
527

528
529

530 531

532 

533

534 535
536536 537537

538
539

540
541

※ 518 ～ 522 ほぼ実寸大，523 ～ 537 ほぼ 1/2 倍，538 ～ 541 ほぼ 1/3 倍

518. 554-150G, F2
519. 518-150G
520. 564-162G
521. SG105, 512-138G, F2
522. SM101, 500-146G
523. SG105, 506-136G, F2
524. 514-150G
525. SG105, 502-136G, F2 
526. SM101, 492-144G
527. SM101, 490-144G
528. 494-132G, F2
529. SM101, 490-142G
530. 532-144G, F2
531. SM103, 512-148G
532. 表土
533. SG105, 528-142G, F2
534. SM103, 506-146G
535. SG105, 548-148G, F2
536. SU124,
 494~498-118~122G
537. 518-150G
538. SM101, 492-144G
539. SG105, 508-138G, F2
540. SM101, 492-144G
541. SM101, 500-146G
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小型磨製石斧（542・543），磨製石斧（544 ～ 549），箆状石製品（550），砥石（560 ～ 562），磨石（563 ～ 581）

542

543 546
544

545
547

548

549

550

566

567
568

569
570

560
563

564 565562

561

575
571 572

573

574

576 577 578 579 580 581
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凹石

582
583

584

585

586

587

588

589

590
591

592

593

594

595 596

597 598

599
600

601

602
603

※ 542 ～ 550 ほぼ 1/2 倍，560 ～ 603 ほぼ 1/3 倍

542. SG105, 506-136G, F2
543. 494-132G, F2
544. 498-134G
545. 494-132G, F2
546. SG105, 514-138G, F2
547. 476-138G
548. SG105, 504-136G, F2 
549. 498-134G, F2
550. 498-134G, F2
560. 498-134G, F2
561. 482-130G, F2

582. 550-160G
583. 514-150G
584. 556-150G
585. SM101, 488-142G
586. SM102, 524-152G 
587. 494-132G, F2
588. 514-150G
589. SG105,522-140G, F2
590. SM103, 506-136G 
591. 514-150G
592. SM101, 502-146G
593. SG105, 508-138G, F2

594. 不明 , F2
595. 486-130G
596. 518-150G
597. 498-134G, F2
598. 498-134G, F2
599. SG105, 
 506-136G, F2
600. 490-132G
601. 560-162G
602. SG105, 
 514-138G, F2
603. 492-132, F2

562. SG105, 526-142G, F2
563. SG105, 528-142G, F2
564. 514-150G
565. SU112, 470-128G
566. SU124,
 492~498-118~130G
567. 518-150G 
568. SU124,
 494~498-118~122G
569. 550-148G, F2
570. 560-162G

571. 492-134G
572. 514-150G
573. SG105, 536-144G, F2
574. 498-134G, F2
575. SG105, 504-136G, F2
576. 496-134G, F2
577. 496-134G, F2
578. SM101, 490-142G
579. 558-150G, F2
580. SM101, 490-142G
581. SG105, 548-148G, F2
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石皿

604

605

606

607

608

609※ほぼ 1/4 倍

604. SM101, 498-146G
605. SM101, 498-146G
606. 552-148G, F2
607. SG105, 548-158G
608. 562-162G
609. SU124,
 492~498-124~130G



写真図版 89

石皿

610

611

612

613

614

615

616

617

※ほぼ 1/4 倍

610. SG105, 516-140G
611. SM101, 488 ～ 502-142 ～ 146
612. 480-130G
613. 482-130G, F2

614. SG105, 516-140G, F2 
615. SG105, 550-158G
616. SG105, 514-138G, F2
617. 514-150G
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木胎漆器（618），木製皿（619 ～ 624，626），木製台付皿（625）

618

620

621

619

624

623

625

622
626618. SG105, 504-136G, F2 

619. SG105, 512-138G, F2
620. 550-148G, F2
621. 550-148G, F2
622. SG105, 516-140G, F2

623. 552-148G, F2
624. SG105, 504-136G, F2
625. SG105, 512-138, F2
626. SG105, 546-158G
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箆状木製品（627 ～ 630），柄状木製品（631・632），棒状木製品（633・634）

627

628

629

630 631

632
633

634

627. SG105, 528-142G, F2
628. SG105, 526-142G, F2
629. SG105, 526-142G, F2
630. SG105, 518-140G, F2
631. 558-150G, F2
632. SG105, 524-142G, F2
633. SG105, 508-138G, F2
634. SG105, 548-148G, F2
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タモ状木製品（635），木柱（636），有孔クルミ核（637）

635

先端部

637

636

635. SG105, 534-144G, F2
636. SU124, 494-120G, F2
637. SG105, 518-140G, F2
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樹皮（上），半割クルミ核（中左），食痕付クルミ核（中右），クルミ核完形（左下），炭化クリ子葉（右下）

655

656

657

658

663662661

659

660

655. SG105, 524-142G, F2
656. 564-164G
657. SG105, 516-140G, F2
658. SG105, 524-142G, F2
659. SG105, 524-142G, F2 
660. 494-132G, F2
661. SG105, 524-142G, F2
662. SG105, 518-140G, F2
663. SG105, 524-142G, F2

516-140G, F2

 左上：548-148G 中央上：514-138G  右上：552-148G
 左中：516-140G 中央中：516-140G  右中：506-136G
 左下：550-148G 中央下：520-140G  右下：558-150G 

508-138G, F2 SU111, 474-128G
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図版1　木材（1）　

3c3b3a

1a 1c1b

2a 2b 2c

200μm：a

100μm：b,c

1. ヤナギ属（試料番号T2-20）

2. ハンノキ属ハンノキ亜属（試料番号T2-29）

3. コナラ属コナラ亜属コナラ節（試料番号T2-16）

　a：木口， b：柾目， c：板目

樹種同定 1（第Ⅳ章第 2 節より）
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図版2　木材（2）

4a

6c6b6a

4c4b

5b 5c5a

200μm：a
100μm：b，c

4. クリ（試料番号T2-28）

5. ヤマグワ（試料番号T2-5）

6. ウルシ（試料番号T2-22）

　a：木口，b：柾目，c：板目

樹種同定 2（第Ⅳ章第 2 節より）
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図版3　木材（3）

7a 7c7b

200µm：a

100µm：b，c

1cm 2mm

7. トネリコ属（試料番号T2-9）

　a：木口， b：柾目， c：板目

8. 未分解植物片（試料番号T2-23）

樹種同定 3（第Ⅳ章第 2 節より）
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1 2 3
4

5

6 7

8
9 10

11

17

16
15

1413
18

19 20 21 22
12

23
24a

31

30
292827

37 38 39 40

26

25

24b

35 36
34

33

32
0 2cm

（2, 3, 5-16, 18-22, 24-40）（1, 4, 17, 23）

0 1cm

 1. 鳥類？四肢骨 ( 試料 1：488-142G)

 3. 獣類四肢骨 ( 試料 1：488-142G)

 5. 獣類肋骨 ( 試料 2：488-142G)

 7. イノシシ？中手骨 /中足骨 ( 試料 4：490-144G)

 9. 獣類四肢骨 ( 試料 4：490-144G)

11. 獣類指趾骨 ( 試料 5：498-144G)

13. イノシシ歯牙 ( 試料 7：502-146G)

15. 獣類四肢骨 ( 試料 8：502-146G)

17. 鳥類？不明 ( 試料 9：516-150G)

19. 獣類四肢骨 ( 試料 9：516-150G)

21. 獣類四肢骨 ( 試料 10：516-150G)

23. 鳥類？四肢骨 ( 試料 11：518-150G)

25. 獣類四肢骨 ( 試料 11：518-150G)

27. イノシシ第 2/5 中手骨 / 中足骨 ( 試料 12：518-150G)

29. 獣類指趾骨 ( 試料 12：518-150G)

31. 獣類四肢骨 ( 試料 12：518-150G)

33. イノシシ第 2/5 基節骨 ( 試料 13：518-150G)

35. イノシシ？中手骨 /中足骨 ( 試料 15：520-150G)

37. 獣類四肢骨 ( 試料 15：520-150G)

39. イノシシ基節骨 /中節骨 ( 試料 16：564-162G)

 2. 獣類四肢骨 ( 試料 1：488-142G)

 4. サケ科？椎骨？ ( 試料 1：488-142G)

 6. 獣類四肢骨 ( 試料 3：490-142G)

 8. 獣類四肢骨 ( 試料 4：490-144G)

10. 獣類四肢骨 ( 試料 4：490-144G)

12. 獣類四肢骨 ( 試料 6：500-146G)

14. 獣類肋骨 ( 試料 8：502-146G)

16. 獣類四肢骨 ( 試料 8：502-146G)

18. 獣類肋骨 ( 試料 9：516-150G)

20. 獣類歯牙 ( 試料 10：516-150G)

22. 獣類四肢骨 ( 試料 10：516-150G)

24. 獣類椎骨 ( 試料 11：518-150G)

26. 獣類種子骨？ ( 試料 11：518-150G)

28. 大型獣類指趾骨 ( 試料 12：518-150G)

30. 獣類四肢骨 ( 試料 12：518-150G)

32. 獣類四肢骨 ( 試料 12：518-150G)

34. イノシシ第 2/5 末節骨 ( 試料 14：520-150G)

36. 獣類椎骨？ ( 試料 15：520-150G)

38. 獣類四肢骨 ( 試料 15：520-150G)

40. 獣類椎骨？ ( 試料 17：564-164G)

図版１　出土骨

出土骨（第Ⅳ章第 3 節より）
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種実遺体 1（第Ⅳ章第 3 節より）

図版2　種実遺体（1）

12a

4a 4b

11b11a 12b

13a 13b 14a 14b
15a 15b

1

2 3

5 6
7 8

9

（1, 4-9）

5mm

（2, 11-14）

5mm

（3, 10, 15）

2mm

11c

12c

10

1. カヤ 種子（11：488-142G） 2. ハンノキ属 果序（35：SG105，542-156G）

3. アサダ 果実（6：SM101，496-144G） 4. オニグルミ 核（SG105，544-158G）

5. オニグルミ 核（SG105，544-158G） 6. オニグルミ 核（表面炭化，SG105，544-158G）

7. オニグルミ 核（表面炭化・縫合線に沿わずに割れている，SG105，544-158G）

8. オニグルミ 核（リス類食痕，SG105，544-158G） 9. オニグルミ 核（ネズミ類食痕，SG105，544-158G）

10. サワグルミ 果実（18：SM101，496-144G） 11. クリ 子葉（炭化，558-162G）

12. クリ 子葉（炭化，554-160G） 13. ホオノキ 種子（17：490-142G）

14. コブシ 種子（12：516-150G） 15. サクラ節 核（15：560-162G）
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種実遺体 2（第Ⅳ章第 3 節より）

図版3　種実遺体(2)

19a

18a 18b

19b

16

17

29

30
31

23
24

20
21

22

25 26 27

28

（30）

5mm

（16, 24-27, 31）

2mm

（17-23, 28, 29）

2mm

16. カラスザンショウ 種子（32：SM102，524-152G）

18. ヤマブドウ近似種 種子（8：SG105，548-158G）

20. ミズキ 核（13：518-150G）

22. ハクウンボク 種子（食痕，31：SM101，496-144G）

24. ウキヤガラ 果実（14：556-162G）

26. カナムグラ 核（5：SG105，544-158G）

28. コウホネ属 種子（5：SG105，548-158G）

30. ヒメビシ 果実（4：SG105，542-156G）

17. クマヤナギ属 核（7：SG105，542-156G）

19. ウリノキ 種子（10：SM101，500-146G）

21. ヤマボウシ 核（20：SG105，536-156G）

23. ミクリ属 果実（3：SG105，540-156G）

25. ホタルイ属（表面平滑型） 果実（14：556-162G）

27. ジュンサイ 種子（2：SM101，492-144G）

29. マツモ 果実（4：SM101，494-144G）

31. エゴマ 果実（2：SM101，492-144G）
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図版1　テフラ・植物珪酸体

3 4 6 7

8 9 10

50µm

（3-6） （7-10）

50µm

（2）

0.2mm

（1）

1.0mm

1 2

1. 砂分の状況（2地点：3-1）

3. タケ亜科短細胞珪酸体（SU111：1）

5. ヨシ属短細胞珪酸体（SU124：1）

7. タケ亜科機動細胞珪酸体（SU124：1）

9. ヨシ属機動細胞珪酸体（SU124：2）

 2. 火山ガラス（2地点：3-1）　Vg：火山ガラス

 4. ヨシ属短細胞珪酸体（SU111：1）

 6. ススキ属短細胞珪酸体（SU111：2）

 8. ヨシ属機動細胞珪酸体（SU111：2）

10. ウシクサ族機動細胞珪酸体（SU124：1）

5

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg

Vg
Vg

Vg

Vg

Vg

テフラ・植物珪酸体（第Ⅳ章第 4 節より）
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図版2　珪藻化石

10µm

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

 1. Aulacoseira crassipunctata Krammer（2地点：4-1）
 2. Actinella brasiliensis Grunow（2地点：4-2）
 3. Cymbella aspera (Ehr.) Cleve（3地点：3-3）
 4. Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.) Rabenhorst（2地点：4-1）
 5. Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs) Rabenhorst（2地点：4-1）
 6. Eunotia praerupta Ehrenberg（2地点：4-1）
 7. Gomphonema acuminatum Ehrenberg（2地点：4-2）
 8. Gomphonema angustatum (Kuetz.) Rabenhorst（3地点：4-1）
 9. Gomphonema angustum C.Agardh（3地点：4-1）
10. Gomphonema augur  Ehrenberg（3地点：4-1）
11. Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow（3地点：3-1）
12. Meridion circulare var. constrictum (Ralfs) Van Heurck（3地点：4-1）
13. Pinnularia gibba Ehrenberg（2地点：4-2）
14. Pinnularia viridiformis Krammer（3地点：4-1）
15. Stauroneis phoenicenteron (Nitz.) Ehrenberg（2地点：5-1）

珪藻化石（第Ⅳ章第 4 節より）



写真図版 102

図版3　花粉化石

1 2a 2b

3a 3b

7

9 10

11

4a 4b

5a 5b 6a 6b

8a 8b

12a 12b

50µm 1. マツ属（3地点：4-1）

 3. サワグルミ属（3地点：4-1）

 5. ハンノキ属（3地点：4-1）

 7. モチノキ属（3地点：4-1）

 9. イネ科（3地点：4-1）

11. サナエタデ節－ウナギツカミ節（3地点：4-1）

2. ブナ属（3地点：4-1）

4. クルミ属（3地点：4-1）

6. コナラ属コナラ亜属（3地点：4-1）

8. ニレ属－ケヤキ属（3地点：4-1）

10. カヤツリグサ科（3地点：4-1）

12. ヒシ属（3地点：4-1）

花粉化石（第Ⅳ章第 4 節より）
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図版4　種実遺体

1a 1b
2a 2b

11a

10b10a

11b

12a

12b

26a

26b

3

4 5

6

7 8 9

13

14

15

16
17 18 19

20

31

21
22 23

24

25

27

28 29 30 （1）

5mm

（3, 5-13, 15-22, 24-31）

2mm

（4, 14, 23）

2mm

（2）

2mm

 1. オニグルミ 核（3地点：S-1） 2. ホオノキ 種子（3地点：S-1） 3. サンショウ 種子（3地点：S-2）
 4. ブドウ属 種子（SU124：1） 5. ニワトコ 核（3地点：S-1） 6. オモダカ属 果実（3地点：S-2）
 7. サジオモダカ属 果実（3地点：S-2） 8. ホシクサ属 種子（3地点：S-2） 9. イボクサ 種子（3地点：S-1）
10. イネ科（ヒエ近似種） 穎･胚乳（SU124：2） 11. イネ科（ヒエ近似種） 胚乳（SU124：2）
12. イネ科 果実（3地点：S-1） 13. イネ科 果実（3地点：S-2） 14. ミクリ属 果実（3地点：S-1）
15. アゼスゲ類 果実（3地点：S-1） 16. スゲ属 A 果実（SU111：1） 17. スゲ属 A 果実（3地点：S-2）
18. スゲ属 A 果実（3地点：S-2） 19. スゲ属 果実（3地点：S-2） 20. ウキヤガラ 果実（3地点：S-1）
21. ホタルイ近似種 果実（3地点：S-2） 22. ホタルイ属（平滑型） 果実（3地点：S-1） 23. カナムグラ 核（3地点：S-1）
24. カラムシ属 果実（SU124：2） 25. タデ属 果実（SU124：2） 26. コウホネ属 種子（3地点：S-2）
27. ミズオトギリ 種子（3地点：S-2） 28. ミズユキノシタ 種子（3地点：S-2） 29. シソ属（エゴマ） 果実（3地点：S-2）
30. シソ属（エゴマ） 果実（3地点：S-2） 31. シロネ属 果実（3地点：S-2）

種実遺体（第Ⅳ章第 4 節より）
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図版5　木材（1）

3c3b3a

1a 1c1b

2a 2b 2c

1. イヌガヤ（タモ状木製品635：RW1045）

2. オニグルミ（柱材2：T-32）

3. ハンノキ属ハンノキ亜属（倒木2：RW1095）

  a：木口，b：柾目，c：板目

100µm：2-3b, c

100µm：1a, 2-3b, c

100µm：2-3a

樹種同定 1（第Ⅳ章第 4 節より）
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図版6　木材（2）

4a

6c6b6a

4c4b

5b 5c5a

4. コナラ属コナラ亜属コナラ節（柱材4：T-65）

5. クリ（柱材1：T-75）

6. トネリコ属（倒木1：RW1094）

  a：木口，b：柾目，c：板目

100µm：b, c

100µm：a

樹種同定 2（第Ⅳ章第 4 節より）
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図版7　炭化材

1a 1c1b

2a 2b 2c

1. ヤナギ属（SU124：2）

2. トネリコ属（SU124：2）

  a：木口，b：柾目，c：板目

100µm：b, c

100µm：a

炭化材同定（第Ⅳ章第 4 節より）
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炭素・窒素同位体比分析の試料採取個所（第Ⅳ章第 6 節より）

1 試料 No.1 クッキー状炭化物
2 試料 No.2 クッキー状炭化物
3 試料 No.3 縄文土器 RP481（深鉢 101）土器付着炭化物（a：全体，b：採取個所拡大）
4 試料 No.4 縄文土器 RP1088（深鉢 197）土器付着炭化物（a：全体，b：採取個所拡大）
5 試料 No.5 縄文土器 RP1063（深鉢 16）土器付着炭化物（a：全体，b：採取個所拡大）
6 試料 No.6 縄文土器 RP1041（深鉢 32）土器付着炭化物（a：全体，b：採取個所拡大）
※ ○：試料採取個所
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動物遺体（第Ⅳ章第 7 節より）

1

2
3

6 5mm

4

5

1 イノシシ左上顎第 3 後臼歯（512-138G・F2） 
2 イノシシ指骨（514-138G・F2）
3・4 シカ歯（514-138G・F2）
5 哺乳綱部位不明破片（514-138G・F2）
6 サケ科椎骨（516-140G・F2）

木製皿 626 の樹種同定（第Ⅳ章第 9 節より）

横断面 放射断面 接線断面
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1 コウホネネクイハムシ 右上翅 長さ 5.2mm 556-150G
2 カナブン近似種 上翅片 長さ 4.1mm 514-138G
3 カナブン近似種 上翅片 現生標本と比較 514-138G
4 クロオサムシ 前胸背板右半部 高さ 4.5mm 514-138G
5 キンナガゴミムシ 右上翅片 長さ 6.8mm 506-136G
6 キンナガゴミムシ 右上翅片 拡大 506-136G

昆虫化石（第Ⅳ章第 8 節より）
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樹種同定 1（第Ⅳ章第 10 節より）

図版１　押出遺跡の木材（1）　

3c3b3a

1a 1c1b

2a 2b 2c

100µm：1b, c

100µm：1a, 2-3b, c

100µm：2-3a1. マツ属複維管束亜属（遺物番号630）

2. ヤナギ属（遺物番号628）

3. クリ（遺物番号620）

　a：木口，b：柾目，c：板目
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樹種同定 2（第Ⅳ章第 10 節より）

図版２　押出遺跡の木材（2）

4a

6c6b6a

4c4b

5b 5c5a

4. カツラ（遺物番号629）
5. ケンポナシ属（遺物番号618）
6. トネリコ属（遺物番号632）
　a：木口，b：柾目，c：板目

100µm：b, c

100µm：a
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樹種同定 3（第Ⅳ章第 10 節より）

図版３　押出遺跡の木材（3）・縄・樹皮

7a

9b9a

7c7b

9 108

  7. ムラサキシキブ属（遺物番号634）　a：木口，b：柾目，c：板目
  8. 樹皮（遺物番号654）　横断面
  9. 樹皮（遺物番号660）　縦断面
10. 樹皮（遺物番号661）　縦断面
11. 植物繊維（遺物番号651）　横断面

100µm：9b

100µm：8-10

100µm：7a, 9a
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漆塗膜断面（第Ⅳ章第 10 節より）

図版４　押出遺跡の漆塗膜断面　

1a

2a

1b

2b

3a 3b

1. 彩漆土器外面塗膜断面（遺物番号238）
2. 漆器の塗膜断面（遺物番号618：外面）
3. 漆器の塗膜断面（遺物番号618：内面）

胎土

下地

漆層1
漆層2
漆層3

木地

下地

木地

下地

漆層1

100μm
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1a-1c. マツ属複管維束亜属（ODSK-5） 2a-2c. オニグルミ（ODSK-56） 3a-3c. サワグルミ（ODSK-3）
4a-4c. ヤナギ属（ODSK-1） 5a-5c. ハンノキ属ハンノキ節（ODSK-61） 6a. ハシバミ属（ODSK-39）
a: 横断面，b: 接線断面，c: 放射断面

図版 1　押出遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（1）

1a 1b 1c 2a

2b 2c 3a 3b

3c 4a 4b 4c

5a 5b 5c 6a

押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（1），第Ⅴ章より
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押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（2），第Ⅴ章より

6b-6c. ハシバミ属（ODSK-39） 7a-7c.クリ（ODSK-16） 8a-8c. コナラ属コナラ節（ODSK-7）
9a-9c. ニレ属（ODSK-11） 10a-10c. ケヤキ（ODSK-5） 11a-11b. モクレン属（ODSK-31）
a: 横断面，b: 接線断面，c: 放射断面

6b 6c 7a 7b

7c 8a 8b 8c

9a 9b 9c 10a

10b 10c 11a 11b

図版 2　押出遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2）
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押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（3），第Ⅴ章より

11c. モクレン属（ODSK-31） 12a-12c.クワ属（ODSK-22） 13a-13c. サクラ属（ODSK-13）
14a-14c.フジ属（ODSK-10） 15a-15c. キハダ（ODSK-75） 16a-16c.ウルシ（ODSK-6）
a: 横断面，b: 接線断面，c: 放射断面

図版 3　押出遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（3）

11c 12a 12b 12c

13a 13b 13c 14a

14b 14c 15a 15b

15c 16a 16b 16c
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押出遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真（4），第Ⅴ章より

17a-17c. カエデ属（ODSK-68） 18a-18c.トネリコ属シオジ節（ODSK-15） 19a-19c.トネリコ属トネリコ節（ODSK-4）
20a-20c. ススキ属（ODSK-52） 21a-21c. 樹皮（ODSK-27）
a: 横断面，b: 接線断面，c: 放射断面

17a 17b 17c 18a

18b 18c 19a 19b

19c 20a 20c 21a

21b 21c

図版4　押出遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（4）
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1a-1c. マツ属複維管束亜属（ODT-56） 2a-2c. オニグルミ（ODT-32） 3a-3c. ヤナギ属（ODT-11）
4a-4c. ハンノキ属ハンノキ節（ODT-19） 5a-5c.クリ（ODT-70） 6a. コナラ属コナラ節（ODT-30）
a: 横断面（スケール=250μm），b: 接線断面（スケール=100μm）
c: 放射断面（スケール=1c:25μm，2c-5c:100μm）

図版5　押出遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（1）

スケール：

押出遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（1），第Ⅴ章より
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押出遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（2），第Ⅴ章より

6b-6c. コナラ属コナラ節（ODT-30） 7a-7c. キハダ（ODT-1） 8a-8c. モチノキ属（ODT-37）
9a-9c. ケンポナシ属（ODT-44） 10a-10c.トネリコ属シオジ節（ODT-49） 11a-11b.トネリコ属トネリコ節（ODT-45）
a: 横断面（スケール=250μm），b: 接線断面（スケール=100μm），c: 放射断面（スケール=100μm）

図版6　押出遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（2）

スケール：
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発掘面積
発掘原因所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 　°　′　″ 　°　′　″ ㎡

押
おんだし

出遺
いせき

跡

山
やまがたけん

形県

東
ひがしおきたまぐん

置 賜 郡

高
たかはたまち

畠町

大
おおあざふかぬま

字深沼

字
あざおんだし

押出

381 313 38°1′47″ 140°10′16″

第４次調査
20111003

～

20111118

第５次調査
20121015

～

20121220

1,795

国営かんが
い 排 水 事
業（ 米 沢
平 野 二 期 ）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

押
おんだし

出遺
いせき

跡 集落跡
縄文時代

前期

盛土遺構 4
流路 1
柱穴 2
ピット
炭化物集中地点 2
石器集中地点 1

縄文土器，彩漆土器
石器，玦状耳飾，石棒
岩板，異形石器
木製品，木胎漆器
箆状木製品
タモ状木製品，木柱
クッキー状炭化物
縄，樹皮，骨，種子，昆虫

（文化財認定箱数：379）

要 約

　押出遺跡は縄文時代前期後半の大木 4 式期に限定される低湿地に営まれた集落跡である。地表下約
2 ｍの地点で遺物包含層が検出され、第 4 次調査では転ばし根太を伴う盛土遺構や流路、第 5 次調査
では木柱群や石器集中地点、クッキー状炭化物を伴う炭化物集中地点などが検出されている。
　出土遺物は、遺物包含層からの出土が大半で、多量の土器・石器に加えて、彩漆土器・木胎漆器・
箆状木製品・タモ状木製品・玦状耳飾・押出型ポイント・異形石器・自然遺物などの希少な遺物が出
土した。縄文土器は大木 4 式期に限られるが、大木 4 式のほかに関東地方の諸磯 b 式・浮島Ⅱ式土
器や北陸地方の影響を受けた羽状縄文をもつ土器など、他地域との交流をうかがわせる資料が出土し
ている。
　1 つの土器型式という限定的な期間のなかで、転ばし根太を伴う盛土を築くことによって低湿地と
いう特殊な環境下に適応した人々の生活の一端をうかがうことが出来る。
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